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このマニュアルについて

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法、そして関連

資料の入手方法について説明します。

（注） このマニュアルに記載されているシスコ製品の情報は、最新のものでない場合が

あります。次の URL からシスコの製品マニュアルのページにアクセスすること
により、最新資料を入手できます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

ここでは、次の内容について説明します。

• 目的（P.xxviii）

• 対象読者（P.xxviii）

• マニュアルの構成（P.xxix）

• 関連マニュアル（P.xxx）

• 表記法（P.xxxi）

• 技術情報の入手方法（P.xxxiii）

• シスコ製品のセキュリティの概要（P.xxxv）

• テクニカル サポート（P.xxxvii）

• その他の資料および情報の入手方法（P.xl）

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm
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目的

『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』では、Cisco CallManager シ
ステムの管理に必要な手順を説明します。このマニュアルには、

Cisco CallManager Administration を使用して行う作業手順の説明があります。さ
らに、『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』は Cisco CallManager
を使用する際に役立つコマンドの解説も記述しています。このマニュアルは、

『Cisco CallManager システム ガイド』と併せてお読みください。システム ガイ
ドでは、Cisco CallManager Administration を使用して機能をセットアップする場
合のヒントを提供しています。その他にも、Cisco CallManager とそのコンポーネ
ントの概要について記述しています。

対象読者

『Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド』は、Cisco CallManager シス
テムの管理を担当するネットワーク管理者を対象にしています。テレフォニーお

よび IP ネットワーキング テクノロジーに関する知識が必要です。



xxix
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

このマニュアルについて

マニュアルの構成

マニュアルの構成

次の表に、このマニュアルの構成を示します。

各部構成 説明

第 1 部 「Cisco CallManager の概要」

Cisco CallManager の設定と動作に関する概要を全般的に説明してい
ます。

第 2 部 「システムの設定」

Cisco CallManager が使用するシステム パラメータの設定方法を説明
しています。

第 3 部 「ルートの設定」

Cisco CallManager でルート プランを設定する方法を説明していま
す。

第 4 部 「サービスの設定」

Cisco CallManager と連携して使用されるサービスを設定する方法を
説明しています。

第 5 部 「機能の設定」

ユーザ機能を設定する方法を説明しています。

第 6 部 「デバイスの設定」

Cisco CallManager でデバイスを設定する方法を説明しています。

第 7 部 「ユーザの設定」

ユーザ情報とディレクトリ情報を設定する方法を説明しています。

第 8 部 「アプリケーションの設定」

プラグイン アプリケーションとアプリケーション インターフェイ
スを設定する方法を説明しています。

第 9 部 「付録」

Dependency Records を有効にして使用する方法、サブスクライバ
サーバの取り外し方法、および Cisco Unity ボイスメール ポートの変
更について説明しています。
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関連マニュアル

Cisco IPテレフォニー関連のアプリケーションと製品の詳細については、次の資
料を参照してください。

• Cisco CallManager Release 4.2(1) インストレーション ガイド

• Cisco CallManager Release 4.2(1) アップグレード手順

• Cisco IP Telephony Backup and Restore System (BARS) Administration Guide

• Release Notes for Cisco CallManager Release 4.2(1)

• Cisco CallManager システム ガイド

• Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド

• Cisco CallManager Serviceability システム ガイド

• Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド

• Cisco CallManager トラブルシューティング ガイド

• Cisco IP Phone アドミニストレーション ガイド for Cisco CallManager

• Cisco CallManager Bulk Administration Tool ユーザ ガイド
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このマニュアルについて

表記法

表記法

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字 コマンドおよびキーワードは、太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示し

ています。

[ ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キー
ワードは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示して

います。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、
角カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後に

は引用符を使用しません。引用符を使用すると、そ

の引用符も含めてストリングとみなされます。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、

screen フォントで示しています。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太字の
screen フォントで示しています。

イタリック体の screen 
フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の

screen フォントで示しています。

このポインタは、例文中の重要な行を強調表示しま

す。

^ ^ 記号は、Control キーを表します。たとえば、画面
に表示される ^D というキーの組み合せは、Control
キーを押しながら Dキーを押すことを意味します。

< > パスワードのように出力されない文字は、山カッコ

で囲んで表します。
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（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介してい

ます。

ワンポイント アドバイスは、次のように表しています。

ワンポイント・アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮

できます。

ヒントは、次のように表しています。

ヒント 便利なヒントです。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項

が記述されています。

警告は、次のように表しています。

警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。

機器の作業を行うときは、電気回路の危険性および一般的な事故防止対策に十分

注意してください。
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技術情報の入手方法

技術情報の入手方法

シスコの製品マニュアルやその他の資料は、Cisco.com でご利用いただけます。
また、テクニカル サポートおよびその他のリソースを、さまざまな方法で入手
することができます。ここでは、シスコ製品に関する技術情報を入手する方法に

ついて説明します。

Cisco.com
次の URL から、シスコ製品の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com

また、シスコの Web サイトの各国語版には、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

シスコ製品の最新資料の日本語版は、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp

Documentation DVD（英語版）
シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、製品に付属の Product 
Documentation DVD パッケージでご利用いただけます。Product Documentation 
DVD は定期的に更新されるので、印刷資料よりも新しい情報が得られます。

Product Documentation DVD は、技術情報を包含する製品マニュアルをポータブ
ルなメディアに格納した、包括的なライブラリです。この DVD を使用すること
により、シスコ製の各ハードウェアやソフトウェアのインストール、コンフィ

ギュレーション、およびコマンドに関する複数のバージョンのマニュアルにアク

セスし、技術情報を HTML で参照できます。また、この DVD を使用すると、シ
スコの Web サイトで参照できるのと同じマニュアルに、インターネットに接続
せずにアクセスできます。一部の製品については、PDF 版のマニュアルもご利用
いただけます。

http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/jp
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Product Documentation DVD は、1 回単位で入手することも、または定期購読する
こともできます。Cisco.com 登録ユーザ（Cisco Direct Customers）の場合、次の
URL で Cisco Marketplace から Product Documentation DVD（Product Number
DOC-DOCDVD=）を発注できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

マニュアルの発注方法（英語版）

2005 年 6 月 30 日以降、Cisco.com 登録ユーザの場合、Cisco Marketplace の Product
Documentation Store からシスコ製品の英文マニュアルを発注できるようになっ
ています。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

Cisco.com に登録されていない場合、製品を登録された代理店へお問い合せくだ
さい。

シスコシステムズマニュアルセンター

シスコシステムズマニュアルセンターでは、シスコ製品の日本語マニュアルの最

新版を PDF 形式で公開しています。また、日本語マニュアル、および日本語マ
ニュアル CD-ROM もオンラインで発注可能です。ご希望の方は、次の URL にア
クセスしてください。

http://www2.hipri.com/cisco/

また、シスコシステムズマニュアルセンターでは、日本語マニュアル中の誤記、

誤植に関するコメントをお受けしています。次の URL の「製品マニュアル内容
不良報告」をクリックすると、コメント入力画面が表示されます。

http://www2.hipri.com/cisco/

なお、技術内容に関するお問い合せは、この Web サイトではお受けできません
ので、製品を購入された各代理店へお問い合せください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/go/marketplace/
mailto:tech-doc-store-mkpl@external.cisco.com
http://www2.hipri.com/cisco/
http://www2.hipri.com/cisco/
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シスコ製品のセキュリティの概要

シスコでは、オンラインの Security Vulnerability Policy ポータル（英文のみ）を
無料で提供しています。URL は次のとおりです。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このサイトは、次の目的に利用できます。

• シスコ製品のセキュリティ脆弱性を報告する。

• シスコ製品に伴うセキュリティ事象についてサポートを受ける。

• シスコからセキュリティ情報を受け取るための登録をする。

シスコ製品に関するセキュリティ勧告および注意事項の最新のリストには、次の

URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/go/psirt

勧告および注意事項がアップデートされた時点でリアルタイムに確認する場合

は、次の URL から Product Security Incident Response Team Really Simple Syndication
（PSIRT RSS）フィードにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html

本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用され

る米国および他の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲

渡された第三者は、その暗号化技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可され

たわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、およびユーザは、米国

および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたって

は、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守

できない場合は、本製品を至急送り返してください。

シスコの暗号化製品に適用される米国の法律の概要については、

http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html で参照できます。何かご不明
な点があれば、export@cisco.com まで電子メールを送信してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
http://www.cisco.com/go/psirt
http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
mailto:export@cisco.com
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シスコ製品のセキュリティ問題の報告

シスコでは、セキュアな製品を提供すべく全力を尽くしています。製品のリリー

ス前には内部でテストを行い、すべての脆弱性を早急に修正するよう努力してい

ます。万一、シスコ製品に脆弱性が見つかった場合は、PSIRT にご連絡ください。

• 緊急の場合：security-alert@cisco.com（英語のみ）

緊急とは、システムがアクティブな攻撃を受けている場合、または至急の対

応を要する重大なセキュリティ上の脆弱性が報告されている場合を指しま

す。これに該当しない場合はすべて、緊急でないと見なされます。

• 緊急でない場合：psirt@cisco.com（英語のみ）

緊急の場合は、電話で PSIRT に連絡することもできます。

• 1 877 228-7302（英語のみ）

• 1 408 525-6532（英語のみ）

ヒント シスコに機密情報をお送りいただく際には、PGP（Pretty Good Privacy）または互
換製品を使用して、暗号化することをお勧めします。PSIRT は、PGP バージョ
ン 2.x から 8.x と互換性のある暗号化情報に対応しています。 

無効になった、または有効期限が切れた暗号鍵は、絶対に使用しないでくださ

い。PSIRT に連絡する際に使用する正しい公開鍵には、Security Vulnerability Policy
ページの Contact Summary セクションからリンクできます。次の URL にアクセ
スしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このページ上のリンクからは、現在使用されている最新の PGP 鍵の ID にアクセ
スできます。

mailto:security-alert@cisco.com
mailto:psirt@cisco.com
http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
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テクニカル サポート
Cisco Technical Support では、24 時間テクニカル サポートを提供しています。
Cisco.com の Cisco Technical Support & Documentation Web サイトでは、多数のサ
ポート リソースをオンラインで提供しています。また、シスコと正式なサービ
ス契約を交わしているお客様には、Cisco Technical Assistance Center（TAC）のエ
ンジニアが電話でのサポートにも対応します。シスコと正式なサービス契約を交

わしていない場合は、代理店にお問い合せください。

Cisco Technical Support & Documentation Web サイト
Cisco Technical Support & Documentation Web サイトでは、シスコ製品やシスコの
技術に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、オンライン

でマニュアルやツールを提供しています。この Web サイトは、24 時間、いつで
も利用可能です。URL は次のとおりです。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support & Documentation Web サイトのツールにアクセスするに
は、Cisco.com のユーザ ID とパスワードが必要です。サービス契約が有効で、
ユーザ ID またはパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして
登録手続きを行ってください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

（注） Webまたは電話でサービス リクエストを発行する前に、Cisco Product
Identification（CPI）ツールを使用して製品のシリアル番号を確認してください。
CPI ツールには、Cisco Technical Support & Documentation Web サイトから、
Documentation & Tools の下の Tools & Resources リンクをクリックするとアクセ
スできます。アルファベット順の索引ドロップダウン リストから Cisco Product
Identification Tool を選択するか、Alerts & RMAs の下の Cisco Product
Identification Tool リンクをクリックします。CPI ツールには、3 つの検索オプ
ションがあります。製品 ID またはモデル名による検索、ツリー表示による検索、
show コマンド出力のコピー アンド ペーストによる特定製品の検索です。検索結
果では、製品が図示され、シリアル番号ラベルの位置が強調表示されます。ご使

用の製品でシリアル番号ラベルを確認し、その情報を記録してからサービス

コールをかけてください。

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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Japan TAC Web サイト
Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト
（http://www.cisco.com/tac）のドキュメントを日本語で提供しています。

Japan TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan
TAC Web サイトのドキュメントにアクセスできます。Japan TAC Web サイトに
アクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ログイン
ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続き
を行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register

サービス リクエストの発行
オンラインの TAC Service Request Tool を使用すると、S3 と S4 のサービス リク
エストを短時間でオープンできます（S3：ネットワークに軽微な障害が発生し
た、S4：製品情報が必要である）。状況を入力すると、その状況を解決するため
の推奨手段が検索されます。これらの推奨手段で問題を解決できない場合は、シ

スコのエンジニアが対応します。TAC Service Request Tool には、次の URL から
アクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

S1 または S2 のサービス リクエストの場合、またはインターネットにアクセスで
きない場合は、Cisco TAC に電話でお問い合せください（S1：ネットワークがダ
ウンした、S2：ネットワークの機能が著しく低下した）。S1 および S2 のサービ
ス リクエストには、シスコのエンジニアがすぐに割り当てられ、業務を円滑に
継続できるようサポートします。

Cisco TAC の連絡先については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/techsupport/contacts
http://www.cisco.com/tac
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register
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サービス リクエストのシビラティの定義
シスコでは、報告されるサービス リクエストを標準化するために、シビラティ
を定義しています。

シビラティ 1（S1）：ネットワークが「ダウン」した状態か、業務に致命的な損
害が発生した場合。お客様およびシスコが、24 時間体制でこの問題を解決する
必要があると判断した場合。 

シビラティ 2（S2）：既存のネットワーク動作が著しく低下したか、シスコ製品
が十分に機能しないため、業務に重大な影響を及ぼした場合。お客様およびシス

コが、通常の業務中の全時間を費やして、この問題を解決する必要があると判断

した場合。

シビラティ 3（S3）：ネットワークの動作パフォーマンスが低下しているが、ほ
とんどの業務運用は継続できる場合。お客様およびシスコが、業務時間中にサー

ビスを十分なレベルにまで復旧させる必要があると判断した場合。

シビラティ 4（S4）：シスコ製品の機能、インストレーション、コンフィギュレー
ションについて、情報または支援が必要な場合。業務の運用には、ほとんど影響

がありません。



このマニュアルについて

その他の資料および情報の入手方法

xl
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情
報について、さまざまな資料をオンラインおよび印刷物で入手できます。

• Cisco Marketplace では、シスコの書籍やリファレンス ガイド、マニュアル、
ロゴ製品を数多く提供しています。購入を希望される場合は、次の URL に
アクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• Cisco Press では、ネットワーク全般、トレーニング、および認定資格に関す
る出版物を幅広く発行しています。これらの出版物は、初級者にも上級者に

も役立ちます。Cisco Press の最新の出版物やその他の情報を調べるには、次
の URL から Cisco Press にアクセスしてください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』はシスコシステムズが発行する技術者向けの雑誌で、インターネッ
トやネットワークへの投資を最大限に活用するために役立ちます。本誌は季

刊誌として発行され、業界の最先端トレンド、最新テクノロジー、シスコ製

品やソリューション情報が記載されています。また、ネットワーク構成およ

びトラブルシューティングに関するヒント、コンフィギュレーション例、カ

スタマー ケース スタディ、認定情報とトレーニング情報、および充実した
オンライン サービスへのリンクの内容が含まれます。『Packet』には、次
の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/packet

日本語版『Packet』は、米国版『Packet』と日本版のオリジナル記事で構成
されています。日本語版『Packet』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/

• 『iQ Magazine』はシスコシステムズの季刊誌で、成長企業が収益を上げ、業
務を効率化し、サービスを拡大するためには技術をどのように利用したらよ

いかを学べるように構成されています。本誌では、実例とビジネス戦略を挙

げて、成長企業が直面する問題とそれを解決するための技術を紹介し、読者

が技術への投資に関して適切な決定を下せるよう配慮しています。『iQ
Magazine』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine

デジタル版には、次の URL からアクセスできます。

http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/packet
http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/news/packet/
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このマニュアルについて

その他の資料および情報の入手方法

• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、
開発、運用を担当するエンジニア向けに、シスコが発行する季刊誌です。

『Internet Protocol Journal』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj

• シスコシステムズが提供するネットワーキング製品、および各種のカスタ
マー サポート サービスは、次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/index.html

• Networking Professionals Connection は対話形式の Web サイトです。このサイ
トでは、ネットワーキング製品やテクノロジーに関する質問、提案、および

情報をネットワーキング担当者がシスコの専門家や他のネットワーキング

担当者と共有できます。次の URL にアクセスしてディスカッションに参加
してください。

http://www.cisco.com/discuss/networking

• シスコは、国際的なレベルのネットワーク関連トレーニングを実施していま
す。最新情報については、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html

http://www.cisco.com/ipj
http://www.cisco.com/en/US/products/index.html
http://www.cisco.com/discuss/networking
http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
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1
概要

Cisco CallManager は、Cisco Communications 製品ファミリのソフトウェア ベース
のコール処理コンポーネントです。Cisco Media Convergence Server は広範囲にわ
たり、Cisco CallManager のコール処理、サービス、およびアプリケーションに対
して可用性の高いサーバ プラットフォームを提供します。

Cisco CallManager システムは、企業のテレフォニー機能をパケット テレフォニー
デバイスまで拡張して、たとえば、IP Phone、メディア処理デバイス、Voice-over-IP
（VoIP）ゲートウェイ、マルチメディア アプリケーションなどを提供します。そ
の他にも、統合メッセージング、マルチメディア会議、コラボレーション連絡セ

ンター、対話型マルチメディア応答システムなどで使用されるデータ、音声、ビ

デオの各サービスでは、オープン型の Cisco CallManager テレフォニー API を利
用してサービス間の情報を交換することが可能になります。 

Cisco CallManager は、Cisco 統合テレフォニー アプリケーションおよびサード
パーティ アプリケーションに対して、シグナリングとコール制御のサービスを
提供します。主な機能は、次のとおりです。

• コール処理

• シグナリングとデバイス制御

• ダイヤル プランの管理

• 電話機能の管理

• ディレクトリ サービス

• Operations, administration, management, and provisioning（OAM&P; 操作、アド
ミニストレーション、管理、およびプロビジョニング）
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• Cisco SoftPhone、Cisco IP Interactive Voice Response（IP IVR）、Cisco Personal
Assistant、Cisco CallManager Attendant Console などの外部音声処理アプリケー
ションに対するプログラミング インターフェイス

主な機能と利点

Cisco CallManager システムには、音声会議と WebAttendant 機能を利用するのに
必要な一連の統合音声アプリケーションが組み込まれています。音声アプリケー

ションが組み込まれているため、音声処理用に特別のハードウェアは必要ありま

せん。保留、任意転送、自動転送、会議、複数回線通話、自動ルート選択、ス

ピード ダイヤル、前回かけた番号のリダイヤルなどの補助的な拡張サービスが、
IP Phone とゲートウェイに付加されます。Cisco CallManager はソフトウェア ア
プリケーションなので、実稼働環境で機能を拡張するには、サーバ プラット
フォーム上でソフトウェアをアップグレードするだけで済み、高価なハードウェ

アのアップグレード費用が不要になります。 

Cisco CallManager は、すべての Cisco IP Phone、ゲートウェイ、アプリケーショ
ンと IP ネットワーク全体に配備が可能なため、分散型のバーチャル テレフォニ
ネットワークを構築することができます。このアーキテクチャにより、システム

のアベイラビリティとスケーラビリティが向上します。コール アドミッション
制御により、帯域幅に制約のある WAN リンク内での音声 QoS が保証され、WAN
帯域幅が十分でないときには別の公衆電話交換網（PSTN）にコールが自動転送
されます。

Cisco CallManager の設定データベースへのインターフェイスは通常の Web ブラ
ウザを使用しているので、リモート デバイスとリモート システムの設定機能も
提供しています。ユーザおよび管理者は、このインターフェイスを使用して

HTML ベースのオンライン ヘルプにアクセスすることができます。
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Cisco CallManager Administration の参照
Cisco CallManager Administration プログラムには、Web サーバや 
Cisco CallManager プログラムがインストールされているマシンとは別の PC から
アクセスすることを推奨します。 

Web ブラウザ

注意 Web ブラウザは、リソース消費型アプリケーションであるため、システムのメ
モリと CPU サイクルを大量に消費する場合があります。Web ブラウザが
Cisco CallManager に必要なリソースまで消費すると、コール処理に悪影響を与え
ます。Web サーバや Cisco CallManager と同じマシンでブラウザを使用すると、
ダイヤル トーンの遅延やコールの終了を引き起こす可能性があります。

Cisco CallManager Administration プログラムは、次の Microsoft Windows オペレー
ティング システム ブラウザをサポートしています。

• Netscape Communicator 4.X

• Microsoft Internet Explorer 5 または 6

ネットワーク内の任意のユーザ PC から、Cisco CallManager Administration を実行
しているサーバを参照し、管理特権でログインします。

（注） 多数のユーザが同時に Cisco CallManager Administration にログインすると、Web
ページのパフォーマンスが低下する場合があります。同時にログインするユーザ

および管理者の数は制限してください。

手順

次の手順に従って、サーバを参照します。
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ステップ 1 適当な Microsoft Windows オペレーティング システム ブラウザを起動します。

ステップ 2 Web ブラウザのアドレスバーに次の URL を入力します。

https://<CCM-server-name>/CCMAdmin/main.asp

ただし、<CCM-server-name> はサーバの名前または IP アドレスです。

ステップ 3 割り当てられた管理特権でログインします。

Java ランタイム環境
Cisco CallManager では、Cisco CallManager Administration を参照しているローカ
ル PC に Java ランタイム環境（JRE）がインストールされ、設定されている必要
があります。さらに、ブラウザ セキュリティは Java が使用可能になっている必
要があります。

ローカル PC に JRE を取得するには、C:\utils\JRE ディレクトリからローカル PC
に J2RE_Client.zip ファイルをコピーし、ファイルを解凍して実行可能ファイルを
実行します。

（注） 上記のディレクトリ内の JRE を取得するには、Cisco CallManager サーバ上で
Microsoft OS バージョン 2000.2.6 以降を実行する必要があります。

Microsoft Internet Explorer を使用する場合、ユーザ ID とパスワードをたずねる
ウィンドウが表示されます。IE で SUN JRE が使用されている場合は、JRE のユー
ザ名とパスワードを求める 2 番目のログイン ウィンドウが表示されます。常に
そのパスワードを使用する場合は、Remember Password ボタンをクリックします。
ただし、パスワードが常に有効であるため、セキュリティの問題が発生する可能

性があります。パスワードの記憶を設定しない場合、このウィンドウが表示され

るたびにパスワードを入力する必要があります。 
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Secure Sockets Layer 上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）
ブラウザ クライアントと IIS サーバ間の通信を保護する Secure Sockets Layer
（SSL）上のハイパーテキスト転送プロトコルは、証明書およびインターネット上
で転送されるデータを暗号化する公開鍵を使用します。また、HTTPS は、ユーザ
のログイン パスワードが Web 経由で安全に転送されるようにします。次の
Cisco CallManager アプリケーションは、確実にサーバを識別する HTTPS をサポー
トしています。Cisco CallManager Administration、Cisco CallManager Serviceability、
Cisco IP Phone User Option Pages、Bulk Administration Tool（BAT）、TAPS、Cisco CDR
Analysis and Reporting（CAR）、Trace Collection Tool、および Real Time Monitoring
Tool。 

Cisco CallManager をインストールまたはアップグレードすると、HTTPS 自己署
名証明書である httpscert.cer が、Cisco CallManager 仮想ディレクトリをサポート
する IIS デフォルト Web サイトに自動的にインストールされます。Cisco
CallManager 仮想ディレクトリには、CCMAdmin、CCMService、CCMUser、AST、
BAT、RTMTReports、CCMTraceAnalysis、PktCap、ART、および 
CCMServiceTraceCollectionTool が含まれています。HTTPS 証明書は、C:\Program
Files\Cisco\Certificates ディレクトリに保存されます。必要に応じて、認証局から
サーバ認証証明書をインストールして、HTTPS 自己署名証明書の代わりに使用
することができます。Cisco CallManager のインストールまたはアップグレード後
に認証局の証明書を使用する場合は、自己署名証明書を削除する必要があります

（『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照）。次に、認証局によって提供
されたサーバ認証証明書をインストールします（認証局のマニュアルを参照）。

（注） ホスト名を使用して Web アプリケーションにアクセスし、信頼できるフォルダ
内の証明書をインストールしてから、ローカルホストまたは IP アドレスを使用
してアプリケーションにアクセスしようとすると、セキュリティ証明書の名前が

サイトの名前と一致しないことを知らせる Security Alert ダイアログボックスが
表示されます。 

ローカルホスト、IP アドレス、または URL 内のホスト名を使用して HTTPS を
サポートしているアプリケーションにアクセスする場合は、URL タイプごとに
（ローカル ホスト、IP アドレスなどとともに）信頼できるフォルダ内に証明書を
保存する必要があります。URL のタイプごとに証明書を保存しない場合、各タ
イプに対して Security Alert ダイアログボックスが表示されます。
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Cisco CallManager Administration での Internet Explorer および HTTPS の使用方法

Web アプリケーションにアクセスするたびに Security Alert ダイアログボックス
が表示されないように、信頼できるフォルダ内に CA ルート証明書を保存する手
順は、次のとおりです。ブラウザ クライアントから Cisco CallManager 4.1 をイン
ストールまたはアップグレードした後に、システム管理者（またはユーザ）が最

初に Cisco CallManager Administration または他の Cisco CallManager SSL が使用可
能になっている仮想ディレクトリにアクセスするとき、サーバを信頼するかどう

かをたずねる Security Alert ダイアログボックスが表示されます。ダイアログボッ
クスが表示されたら、次の作業のいずれかを実行します。

• Yes をクリックして、現在の Web セッションに対してのみ証明書を信頼す
る。現在のセッションに対してのみ証明書を信頼すると、Security Alert ダイ
アログボックスは、信頼できるフォルダに証明書をインストールするまで、

アプリケーションにアクセスするたびに表示されます。 

• View Certificate > Install Certificate の順にクリックして証明書のインストール
を実行し、その証明書を常に信頼する。信頼できるフォルダ内に証明書をイ

ンストールした場合、Web アプリケーションにアクセスするたびに Security
Alert ダイアログボックスが表示されることはありません。

• No をクリックして、操作をキャンセルする。認証は行われず、Web アプリ
ケーションにアクセスできません。Web アプリケーションにアクセスするに
は、Yes をクリックするか、View Certificate > Install Certificate オプションで
証明書をインストールする必要があります。 

Security Alert ダイアログボックスで実行できるその他の作業については、
『Cisco CallManager セキュリティ ガイド 4.1』を参照してください。

手順

ステップ 1 IIS サーバ上のアプリケーションを参照します。

ステップ 2 Security Alert ダイアログボックスが表示されたら、View Certificate をクリックし
ます。 

ステップ 3 Certificate ペインで、Install Certificate をクリックします。

ステップ 4 Next をクリックします。
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ステップ 5 Place all certificates in the following store オプション ボタンをクリックし、Browse
をクリックします。

ステップ 6 Trusted Root Certification Authorities を参照します。

ステップ 7 Next をクリックします。

ステップ 8 Finish をクリックします。

ステップ 9 証明書をインストールするために、Yes をクリックします。

インポートが正常に行われたことを知らせるメッセージが表示されます。OK を
クリックします。

ステップ 10 ダイアログボックスの右下にある OK をクリックします。

ステップ 11 証明書を信頼し、このダイアログボックスを再び表示しない場合は、Yes をク
リックします。

（注） ローカルホスト、IP アドレス、または URL 内のホスト名を使用して
HTTPS をサポートしているアプリケーションにアクセスする場合は、
URL タイプごとに（ローカル ホスト、IP アドレスなどとともに）信頼
できるフォルダ内に証明書を保存する必要があります。URL のタイプご
とに証明書を保存しない場合、各タイプに対して Security Alert ダイアロ
グボックスが表示されます。

関連項目

• Cisco CallManager Administration での Internet Explorer および HTTPS の使用方
法（P.1-6）

• Secure Sockets Layer 上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）（P.1-5）

• Cisco CallManager セキュリティ ガイド
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Cisco CallManager Administration での Netscape および HTTPS の使用方法

Netscape で HTTPS を使用する場合、証明書の資格情報を表示し、1 回のセッショ
ンに対して証明書を信頼する、期限が切れるまでその証明書を信頼する、または

証明書を信頼しない、のいずれかを選択できます。

ヒント 1 回のセッションに対してのみ証明書を信頼する場合は、HTTPS がサポートされ
ているアプリケーションにアクセスするたびに次の手順を繰り返す必要があり

ます。証明書を信頼しない場合は、アプリケーションにアクセスできません。

次の手順を実行して、信頼できるフォルダに証明書を保存します。

手順

ステップ 1 Netscape を使用して、アプリケーション（たとえば、Cisco CallManager 
Administration）にアクセスします。

ステップ 2 New Site Certificate ウィンドウが表示された後、Next をクリックします。

ステップ 3 次の New Site Certificate ウィンドウが表示された後、Next をクリックします。

ヒント Next をクリックする前に証明書の資格情報を表示する場合は、More
Info をクリックします。資格情報を確認し、OK をクリックします。次
に New Site Certificate ウィンドウで Next をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかのオプション ボタンをクリックします。

• Accept this certificate for this session

• Do not accept this certificate and do not connect

• Accept this certificate forever (until it expires)
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ステップ 5 Next をクリックします。

ステップ 6 Do not accept this certificate... オプション ボタンをクリックした場合は、ステップ
8 へ進みます。

ステップ 7 Netscape で他のサイトに情報を送信する前に警告を表示する場合は、Warn me
before I send information to this site チェックボックスをオンにしてから、Next を
クリックします。

ステップ 8 Finish をクリックします。

関連項目

• Secure Sockets Layer 上のハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）（P.1-5）

• Cisco CallManager Administration での Netscape および HTTPS の使用方法
（P.1-8）

• Cisco CallManager セキュリティ ガイド
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参考情報

• Cisco CallManager システム ガイド

• Cisco IP テレフォニー ソリューション リファレンス ネットワーク デザイン
ガイド

• Cisco CallManager インストレーション ガイド

• Cisco CallManager アップグレード手順

• Cisco CallManager セキュリティ ガイド 4.1
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2
サーバの設定

サーバの設定では、Cisco CallManager がインストールされるサーバのアドレスを
指定します。ご使用のネットワークでドメイン ネーム システム（DNS）サービ
スを使用している場合、サーバのホスト名を指定することができます。ネット

ワークで DNS サービスを使用していない場合は、サーバのインターネット プロ
トコル（IP）アドレスを使用する必要があります。

（注） 適切な Cisco CallManager 名とアドレス情報で、まず DNS サーバを更新した後、
その情報を使用して、Cisco CallManager サーバを設定する必要があります。

Cisco CallManager データベースにサーバ アドレスを追加、更新、または削除す
るには、次のトピックを参照してください。

• サーバの検索（P.2-2）

• サーバの追加（P.2-4）

• サーバの更新（P.2-6）

• サーバの削除（P.2-7）

• サーバ設定値（P.2-9）
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サーバの検索

ネットワーク内にはいくつかのサーバが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のサーバを見つけることが
できます。サーバを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、サー
バの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項

目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限

り、サーバの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Server の順に選択します。

Find and List Servers ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リスト
ボックスを使用して、サーバを検索します。

ステップ 2 最初の Find Servers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいず
れかを選択します。

• Name

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるサーバ リストのソート方法が決まります。たとえば、
Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に表示
されます。

2 番目の Find Servers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。
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サーバの検索

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているサーバをすべて検索するには、検索テ
キストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたサーバのリストが、次の項目別に表示されます。

• Server icon

• Server name

• Description

（注） 該当するサーバの横にあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、Find and List Servers ウィンドウから複
数のサーバを削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェッ
クボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ
内のすべてのサーバを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Server icon、Server name、または
Description をクリックします。

選択したサーバがウィンドウに表示されます。
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関連項目

• サーバの追加（P.2-4）

• サーバの更新（P.2-6）

• サーバの削除（P.2-7）

• サーバ設定値（P.2-9）

サーバの追加

Cisco CallManager データベースにサーバ アドレスを追加する手順は、次のとお
りです。

始める前に

『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』の説明に従っ
て、Cisco CallManager サービスを有効にします。

（注） 各サーバは、Server Configuration ウィンドウで一度だけ追加するようにしてくだ
さい。ホスト名を使用してサーバを追加し、その後同じサーバを IPアドレスを
使用して追加すると、Cisco CallManager は、アップグレード後にサーバのコン
ポーネント バージョンを正しく判別できません。

Cisco CallManager Administration に同じサーバのエントリが 2 つある場合は、アッ
プグレードする前にエントリのどちらかを削除します（P.2-7の「サーバの削除」
を参照）。

手順

ステップ 1 System > Server の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Server リンクをクリックします。

Server Configuration ウィンドウが表示されます。
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サーバの追加

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 2-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

サーバがデータベースに追加されます。

関連項目

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• サーバの検索（P.2-2）

• サーバの更新（P.2-6）

• サーバの削除（P.2-7）

• サーバ設定値（P.2-9）
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サーバの更新

Cisco CallManager データベース内のサーバ情報を更新する手順は、次のとおりで
す。

手順

ステップ 1 P.2-2の「サーバの検索」の手順を使用して、サーバを検索します。

ステップ 2 更新するサーバをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 2-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容を保存します。

サーバ設定の変更を有効にするには、Cisco CallManager を再起動します。
Cisco CallManager サービスの再起動については、『Cisco CallManager Serviceability
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

関連項目

• サーバの検索（P.2-2）

• サーバの追加（P.2-4）

• サーバの削除（P.2-7）

• サーバ設定値（P.2-9）
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サーバの削除

Cisco CallManager データベースからサーバを削除する手順は、次のとおりです。

ヒント サーバを削除した後、SQL 複製情報および DCD 複製契約を削除する必要があり
ます。P.2-8の「次の手順」を参照してください。

始める前に

あるサーバ上で特定の Cisco CallManager が動作している場合は、そのサーバを
削除することはできません。サーバを使用している Cisco CallManager を検索す
るには、Server Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリッ
クします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用中のサーバを削除しようとすると、

Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用中のサーバを削
除する場合は、事前に、次の作業を実行しておく必要があります。

• 該当する Cisco CallManager の設定を更新して別のサーバに割り当てる、ま
たは削除対象のサーバに割り当てられている Cisco CallManager を削除する。
P.3-7の「Cisco CallManager の更新」および P.3-8の「Cisco CallManager の削
除」を参照してください。

• 削除対象のサーバを使用する Conference Bridge、メディア ターミネーション
ポイント、および MOH サーバを削除する。P.33-27の「コンファレンス デ
バイスの削除」、P.34-10の「メディア ターミネーション ポイントの削除」、
および『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Music On Hold
サーバの削除」を参照してください。

• そのサーバ上で動作しているサービスを無効にする。『Cisco CallManager
Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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手順

ステップ 1 P.2-2の「サーバの検索」の手順を使用して、サーバを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するサーバを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

Cisco CallManager は、サーバが使用中でない場合、そのサーバを削除します。
サーバが使用中である場合は、エラー メッセージを表示します。

サーバ設定の変更を有効にするには、Cisco CallManager を再起動します。
Cisco CallManager サービスの再起動については、『Cisco CallManager Serviceability
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

次の手順

サーバを削除した後、SQL 複製情報および DCD 複製契約を削除する必要があり
ます。付録 B「Cisco CallManager からのサブスクライバ サーバの削除」を参照
してください。

関連項目

• サーバの検索（P.2-2）

• サーバの追加（P.2-4）

• サーバの更新（P.2-6）

• サーバ設定値（P.2-9）

• SQL 複製情報の削除（P.B-2）

• 冗長 DCD 複製許諾契約の削除（P.B-4）
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サーバ設定値

表 2-1 では、サーバ設定値について説明します。

関連項目

• サーバの検索（P.2-2）

• サーバの追加（P.2-4）

• サーバの更新（P.2-6）

• サーバの削除（P.2-7）

表 2-1 サーバ設定値

フィールド 説明

Host Name/IP Address ネットワークで DNS サービスを使用している場合、
Cisco CallManager サーバのホスト名を入力します。DNS
サービスを使用していない場合は、サーバの完全な IP
アドレスを入力する必要があります。

（注） 適切な Cisco CallManager 名とアドレス情報で、
まず DNS サーバを更新した後、この設定をす
る必要があります。

MAC Address Cisco CallManager サーバにあるネットワーク インター
フェイス カード（NIC）のメディア アクセス制御（MAC）
アドレスを入力します。MAC アドレスは、NIC のパー
マネント ハードウェア アドレスを示します。サーバを
ネットワーク上の別の場所に移動させることが多い場

合は、MAC アドレスを入力して、そのサーバをネット
ワーク上の他のデバイスが常に識別できるようにする

必要があります。サーバを移動する予定がない場合は、

MAC アドレスは入力してもしなくてもかまいません。

Description サーバの説明を入力します。
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3
Cisco CallManager の設定

Cisco CallManager の設定では、同一クラスタ内にインストールされている
Cisco CallManager それぞれに対して、ポートおよびその他のプロパティを指定し
ます。クラスタは、同一データベースを共用する一群の Cisco CallManager から
構成されます。

Cisco CallManager の設定を追加、更新、または削除したり、システム コンポー
ネントのバージョン情報を表示するには、次のトピックを参照してください。

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）

• Cisco CallManager サービスのアクティブ化および非アクティブ化（P.3-16）
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Cisco CallManager の検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco CallManager が存在することがあるので、
Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定の Cisco
CallManager を見つけることができます。Cisco CallManager を見つける手順は、
次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco
CallManager の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの
メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、Cisco CallManager の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager の順に選択します。

Find and List Cisco CallManagers ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウ
ン リスト ボックスを使用して、Cisco CallManager を検索します。

ステップ 2 最初の Find Cisco CallManagers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• Name

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Cisco CallManager リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に
表示されます。

2 番目の Find Cisco CallManagers where ドロップダウン リスト ボックスから、次
の条件のいずれかを選択します。
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• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Cisco CallManager をすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Cisco CallManager のリストが、次の項目別に表示されます。

• Cisco CallManager icon

• Cisco CallManager name

• Description

（注） 該当する Cisco CallManager の横にあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、Find and List Cisco CallManagers ウィ
ンドウから複数の Cisco CallManager を削除できます。Matching Records
タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、ウィンドウ内のすべての Cisco CallManager を削除できま
す。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Cisco CallManager icon、Cisco 
CallManager name、または Description をクリックします。

選択した Cisco CallManager がウィンドウに表示されます。
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関連項目

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）
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Cisco CallManager の追加
新規の Cisco CallManager をデータベースに追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

新規の Cisco CallManager をデータベースに追加する場合は、事前に、次の作業
を実行してください。

• この Cisco CallManager をインストールしているサーバのアドレスを設定す
る。P.2-4の「サーバの追加」を参照してください。

• この Cisco CallManager に自動登録する電話番号に対して、パーティション
を指定する場合は、そのパーティションを設定する。P.19-4の「パーティ
ションの追加」を参照してください。

（注） 誤って削除した場合を除き、Cisco CallManager を手動でデータベースに追加する
必要はありません。Cisco CallManager サービスをアクティブにすると、Cisco
CallManager エントリがデータベースに自動的に追加されます。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager の順に選択します。

ステップ 2 Cisco CallManager を追加するには、次のどちらかの方法を使用します。

• 追加する Cisco CallManager の設定値とほぼ同じ設定値を持つ 
Cisco CallManager がすでに存在する場合は、その既存の Cisco CallManager を
選択してその設定値を表示し、Copy をクリックする。その後、必要に応じ
て設定値を変更する。

• 既存の Cisco CallManager をコピーせずに Cisco CallManager を追加する場合
は、ステップ 3 に進む。
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ステップ 3 ウィンドウの右上にある Add a New Cisco CallManager リンクをクリックしま
す。

Cisco CallManager Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 3-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、Cisco CallManager 設定をデータベースに保存します。

関連項目

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）
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Cisco CallManager の更新
Cisco CallManager の設定を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.3-2の「Cisco CallManager の検索」の手順を使用して、Cisco CallManager を検
索します。

ステップ 2 更新する Cisco CallManager をクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 3-1 を参照）。 

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

自動登録パーティション、外部電話番号マスク、およびボイス メッセージ ボッ
クス マスクの設定値に加えた変更を有効にするには、Cisco CallManager を再起
動します。Cisco CallManager サービスの再起動については、『Cisco CallManager
Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

注意 Reset Devices ボタンを押すと、この Cisco CallManager に登録されているデバイ
スがすべてシャットダウンされ、その後で再起動されます。その結果、これらの

デバイスのコール処理が一時的に中断されます。このボタンを使用するときは、

Cisco CallManager のほとんどのデバイスの設定を変更し、すべての装置を同時に
リセットする場合に限定してください。比較的少数のデバイスのグループに設定

の変更を加えた場合は、該当するデバイスだけをリセットしてください。デバイ

スのリセットはピーク時を避けてください。

関連項目

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）
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• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）

Cisco CallManager の削除
Cisco CallManager の設定をデータベースから削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco CallManager の動作中は、その Cisco CallManager を削除できません。
Cisco CallManager を使用している Cisco CallManager グループまたは機能を検索
するには、Cisco CallManager Configuration ウィンドウの Dependency Records リ
ンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていな
い場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用中の Cisco CallManager を削除しようとすると、
エラー メッセージが表示されます。現在使用中の Cisco CallManager を削除する
場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があり

ます。

• Cisco CallManager グループを更新して、そのグループに削除する 
Cisco CallManager が含まれないようにする。P.4-6の「Cisco CallManager グ
ループの更新」を参照してください。

• 削除する Cisco CallManager が含まれている Cisco CallManager グループを削
除する。P.4-9の「Cisco CallManager グループの削除」を参照してください。

（注） Cisco CallManager の設定をデータベースから削除しても、Cisco CallManager サー
ビスは、サーバ上でバックグラウンドで動作し続けます。サービスを無効にする

には、Cisco CallManager Serviceability を使用します。詳細については、
『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してく
ださい。
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手順

ステップ 1 P.3-2の「Cisco CallManager の検索」の手順を使用して、Cisco CallManager を検
索します。

ステップ 2 Cisco CallManager リストから、削除する Cisco CallManager を選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、OK をクリックして削除します。削除
操作を取り消すには、Cancel をクリックします。

関連項目

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）
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Cisco CallManager の設定値
表 3-1 では、Cisco CallManager の設定値について説明します。

表 3-1 Cisco CallManager の設定値

フィールド 説明

Cisco CallManager Server この Cisco CallManager がインストールされているサーバを選択し
ます。

（注） 各 Cisco CallManager のサーバ アドレスは、一度だけ割り当
てます（Cisco CallManager はサーバあたり 1 つだけ割り当
てます）。特定の Cisco CallManager にサーバ アドレスを割
り当てた後では、そのアドレスはリストに表示されなくな
ります。

Cisco CallManager Name この Cisco CallManager に割り当てる名前を入力します。

Description Cisco CallManager の説明を入力します。

Starting Directory Number デバイスの自動登録に使用する開始電話番号を入力します。

Ending Directory Number デバイスの自動登録に使用する終了電話番号を入力します。 

Starting Directory Number フィールドと Ending Directory Number
フィールドで電話番号の有効な範囲を指定すると、自動登録が自動

的に使用可能になります。

Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定
すると、自動登録が使用不可になります。
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第 3章      Cisco CallManager の設定
Cisco CallManager の設定値

Partition パーティションを使用しない場合は、<None> を選択します。

パーティションを使用している場合は、自動登録された電話番号が

属するパーティションをドロップダウン リスト ボックスから選択
します。

Partition、External Phone Number Mask、または Voice Message Box Mask
を選択する前に、自動登録用の範囲を選択しておく必要がありま

す。

パーティションの数が 250 より多い場合は、ドロップダウン リスト
ボックスの横に省略記号（...）ボタンが表示されます。... ボタンを
クリックすると、Select Partition ウィンドウが表示されます。List
items where Name contains フィールドにパーティション名の一部を
入力します。Select item to use ボックスに表示されるパーティショ
ンのリストで希望するパーティション名をクリックし、OK をク
リックします。

External Phone Number Mask 自動登録されたデバイスから発信される外部（発信）コールに対し

て、発信者 ID 情報をフォーマットするのに使用するマスクを指定
します。このマスクには、最長 50 文字までを指定できます。発信
者 ID 情報に表示する数字列を入力します。自動登録されるデバイ
スの電話番号を表すには、X を使用します。 

たとえば、マスク 972813XXXX を指定する場合、外部コールを行う
のに使用されるルート パターンで Use External Phone Number Mask
オプションがオンになっていれば、内線番号 1234 からの外部コー
ルは、発信者 ID が 9728131234 と表示されます。

代表番号を表すために、9728135000 のようなすべて数字列のマスク
を指定する場合は、その番号（9728135000）が、自動登録された任
意のデバイスからの外部コールの発信者 ID として表示されます。

表 3-1 Cisco CallManager の設定値（続き）

フィールド 説明
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Auto-registration Disabled on this 
Cisco CallManager

Cisco CallManager は、ネットワークへの無許可の接続を防止するた
めに、デフォルトでは自動登録が使用不可になっています。

• この Cisco CallManager に対して自動登録を使用可能にするに
は、この Auto-registration Disabled チェックボックスをオフにし
ます。

• この Cisco CallManager に対して自動登録を使用不可にするに
は、この Auto-registration Disabled チェックボックスをオンにし
ます。

自動登録が使用不可の場合は、ネットワークに新しいデバイスを追

加するたびに、電話番号を手動で設定する必要があります。

Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定
しても、自動登録が使用不可になります。

このオプションをオンにして自動登録を使用不可にするときに、開

始電話番号と終了電話番号が指定されている場合、

Cisco CallManager は、開始電話番号と終了電話番号を同じ値に設定
します。 

Cisco CallManager は、自動登録が使用不可になると、パーティショ
ンと外部電話マスク情報をリセットします。

Ethernet Phone Port Cisco CallManager は、ネットワーク上の Cisco IP Phone との通信に、
この TCP ポートを使用します。デフォルトのポート番号 2000 がシ
ステム上ですでに使用中以外の場合は、このデフォルト ポートを受
け入れてください。すべてのポート入力値は固有のものでなければ

なりません。有効なポート番号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

Digital Port Cisco CallManager は、ネットワーク上の Cisco Access Digital Trunk
Gateway（たとえば、DT-24+ や DE-30+）との通信に、この TCP ポー
トを使用します。デフォルトのポート番号 2001 がシステム上です
でに使用中以外の場合は、このデフォルト ポートを受け入れてくだ
さい。すべてのポート入力値は固有のものでなければなりません。

有効なポート番号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

表 3-1 Cisco CallManager の設定値（続き）

フィールド 説明
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第 3章      Cisco CallManager の設定
Cisco CallManager の設定値

関連項目

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示（P.3-14）

Analog Port Cisco CallManager は、ネットワーク上の Cisco Access Analog Gateway
（たとえば、WS-6624 FXS）との通信に、このポートを使用します。
デフォルトのポート番号 2002 がシステム上ですでに使用中以外の
場合は、このデフォルト ポートを受け入れてください。すべての
ポート入力値は固有のものでなければなりません。有効なポート番

号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

MGCP Listen Port Cisco CallManager は、関連した MGCP ゲートウェイからメッセージ
を検出する場合に、この TCP ポートを使用します。デフォルトの
ポート番号 2427 がシステム上ですでに使用中以外の場合は、この
デフォルト ポートを受け入れてください。すべてのポート入力値は
固有のものでなければなりません。有効なポート番号の範囲は、

1024 ～ 49151 です。

MGCP Keep-alive Port Cisco CallManager は、関連する MGCP ゲートウェイと、キープアラ
イブ メッセージを交換する場合に、この TCP ポートを使用します。
デフォルトのポート番号 2428 がシステム上ですでに使用中以外の
場合は、このデフォルト ポートを受け入れてください。すべての
ポート入力値は固有のものでなければなりません。有効なポート番

号の範囲は、1024 ～ 49151 です。

表 3-1 Cisco CallManager の設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示
Cisco CallManager Administration の Cisco CallManager Component Versions ページ
は、任意の Cisco CallManager サーバの表示専用のソフトウェア コンポーネント
のバージョン情報を表示します。また、同期していないソフトウェア コンポー
ネントがある、クラスタ内のサーバをリストします。さらに、クラスタ内のすべ

ての Cisco CallManager サーバで、最後にインストールされたコンポーネントの
バージョン情報を表示します。

システム ソフトウェア コンポーネントのバージョン情報を表示する手順は、次
のとおりです。

手順

ステップ 1 Help > Component Versions の順に選択します。

ステップ 2 Servers リストからサーバを選択して、そのサーバのコンポーネント バージョン
情報を表示します。

表示される情報には、コンポーネントの名前、コンポーネントのバージョン番

号、およびそのコンポーネントをインストールしたプログラムのインストレー

ション ID があります。そのサーバに現在インストールされているコンポーネン
トによって、このリストの内容は変わります。

ステップ 3 Out of Sync をクリックし、クラスタ内の Cisco CallManager サーバにインストー
ルされているシステム コンポーネントの中で、クラスタ内にインストールされ
ているコンポーネントの最新バージョンと一致しないものをすべて見つけます。

ステップ 4 Latest Installed Version をクリックして、クラスタ内の全サーバの中で、各シス
テム コンポーネントの一番最近（大きい番号）インストールされたバージョン
をリストします。
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Cisco CallManager コンポーネントのバージョンの表示

関連項目

• Cisco CallManager の検索（P.3-2）

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）

• Cisco CallManager の更新（P.3-7）

• Cisco CallManager の削除（P.3-8）

• Cisco CallManager の設定値（P.3-10）

• Cisco CallManager グループの設定（P.4-1）

• デバイス プールの設定（P.8-1）

• デバイス デフォルトの設定（P.6-1）
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Cisco CallManager サービスのアクティブ化および非アク
ティブ化

Cisco CallManager サービスのアクティブ化および非アクティブ化には、次の要件
が適用されます。

Cisco CallManager サービスのアクティブ化

新規の Cisco CallManager をデータベースに追加する場合は、事前に 
Cisco CallManager サービスをアクティブにしてください（『Cisco CallManager 
Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照）。

Cisco CallManager Renamed After Restarting サービス

Cisco CallManager Serviceability で Cisco CallManager サービスを非アクティブに
すると、サービスを非アクティブにされた Cisco CallManager は、データベース
から削除されます。このため、その Cisco CallManager はグラフィカル ユーザ イ
ンターフェイス（GUI）に表示されなくなり、設定操作のために Cisco CallManager
Administration で選択できません。 

Cisco CallManager で Cisco CallManager サービスを再びアクティブにすると、デー
タベースで自動的に Cisco CallManager が作成され、サーバ名または IP アドレス
に「CM_」のプレフィックスが付加されます。たとえば、Cisco CallManager サー
ビスを 172.19.140.180 の IP アドレスを持つサーバ上で再びアクティブにした場
合、Cisco CallManager Administration には CM_172.19.140.180 と表示されます。新
しい Cisco CallManager を Cisco CallManager Administration で選択できます。 

サービスのアクティブ化の詳細については、『Cisco CallManager Serviceability シ
ステム ガイド』および『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーショ
ン ガイド』を参照してください。

関連項目

• Cisco CallManager の追加（P.3-5）
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4
Cisco CallManager グループの
設定

1 つの Cisco CallManager Group では、最高 3 つの Cisco CallManager の優先順位を
リストで指定しています。リストの最初にある Cisco CallManager はそのグルー
プのプライマリ Cisco CallManager となり、残りは、セカンダリおよびターティ
アリ（第三次 -バックアップ）Cisco CallManager となります。

各デバイス プールには、Cisco CallManager グループが 1 つずつ割り当てられて
います。デバイスが登録されると、そのデバイスは、デバイス プールに割り当
てられているグループの中のプライマリ Cisco CallManager に接続しようとしま
す。プライマリ Cisco CallManager が使用できない場合、デバイスはそのグルー
プにリストされている次の Cisco CallManager へと順次接続しようとします。

Cisco CallManager グループは、システムに次の重要な機能を提供します。

• 冗長性：この機能により、グループごとにプライマリ Cisco CallManager と
バックアップ Cisco CallManager を指定できる。

• コール処理のロード バランシング：この機能を使用すると、複数の 
Cisco CallManager にデバイスの制御を振り分けることができる。 

ほとんどのシステムでは、負荷分散と冗長性を向上させるために、複数のグルー

プを用意して 1 つの Cisco CallManager を複数のグループに割り当てる必要があ
ります。
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Cisco CallManager グループを追加、更新、または削除するには、次のトピックを
参照してください。

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）
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Cisco CallManager グループの検索

Cisco CallManager グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco CallManager グループが存在することがあ
るので、Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定の
Cisco CallManager グループを見つけることができます。Cisco CallManager グルー
プを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco
CallManager グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して
からこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザ

を閉じたりしない限り、Cisco CallManager グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager Group の順に選択します。

Find and List Cisco CallManager Groups ウィンドウが表示されます。ドロップダウ
ン リスト ボックスを使用して、Cisco CallManager グループを検索します。

ステップ 2 Find Cisco CallManager Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。
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ヒント データベースに登録されている Cisco CallManager グループをすべて検
索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Cisco CallManager グループのリストが、次の項目別に表示されます。

• Cisco CallManager Group icon

• Cisco CallManager Group name

• Auto-registration Default

（注） 該当する Cisco CallManager グループの横にあるチェックボックスをオ
ンにして Delete Selected をクリックすると、Find and List Cisco
CallManager Groups ウィンドウから複数の Cisco CallManager グループを
削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックス
をオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべて
の Cisco CallManager グループを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Cisco CallManager Group icon または
Cisco CallManager Group name をクリックします。

選択した Cisco CallManager グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）
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Cisco CallManager グループの追加

Cisco CallManager グループの追加
新規の Cisco CallManager グループの設定手順は、次のとおりです。既存のグルー
プをコピーして、新規の Cisco CallManager グループを作成することもできます。
詳細については、P.4-8の「Cisco CallManager グループのコピー」を参照してく
ださい。

始める前に

Cisco CallManager グループを設定する場合は、事前に、そのグループのメンバと
して割り当てる Cisco CallManager を設定しておく必要があります。詳細につい
ては、P.3-5の「Cisco CallManager の追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager Group の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Cisco CallManager Group リンクをクリック
します。

Cisco CallManager Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 4-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、Cisco CallManager グループをデータベースに保存しま
す。

Cisco CallManager グループを設定した後、そのグループを使用してデバイス プー
ルを設定できます。デバイスは、割り当てられているデバイス プールから、
Cisco CallManager グループ リストの設定値を取得します。
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関連項目

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）

Cisco CallManager グループの更新
既存の Cisco CallManager グループを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.4-3の「Cisco CallManager グループの検索」の手順を使用して、Cisco CallManager
グループを検索します。

ステップ 2 更新する Cisco CallManager グループをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 4-1 を参照）。

（注） デフォルトの Auto-registration Cisco CallManager Group としてグループを
指定するには、Auto-registration Cisco CallManager Group チェックボック
スをオンにします。

現在選択されているグループがデフォルトの自動登録グループの場合、
Auto-registration Cisco CallManager Group チェックボックスをオフにして
も変更することはできません。別のデフォルト自動登録グループを選択
する必要があります。別のグループを選択すると、Cisco CallManager は、
現在選択されているデフォルトの自動登録グループを自動的に変更しま
す。
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第 4章      Cisco CallManager グループの設定
Cisco CallManager グループの更新

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

変更内容を適用するには、更新された Cisco CallManager グループを使用するデ
バイスをリセットする必要があります。この Cisco CallManager グループを使用
するすべてのデバイスをリセットするには、Reset Devices をクリックしてくださ
い。

ヒント Reset Devices ボタンは、デバイスをリセットするのに便利です。この
ボタンを使用すると、この Cisco CallManager グループを使用している
デバイス プール内のすべてのデバイスがリセットされます。

注意 デバイスをリセットすると、リセットされるデバイスで進行中のコールが欠落す

ることがあります。

関連項目

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）
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Cisco CallManager グループのコピー
既存のグループから設定値をコピーして、新規の Cisco CallManager グループを
追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.4-3の「Cisco CallManager グループの検索」の手順を使用して、Cisco CallManager
グループを検索します。

ステップ 2 コピーする Cisco CallManager グループに対応する Copy アイコンをクリックし
ます。

ステップ 3 Cisco CallManager Group フィールドに、新規のグループの名前を入力します。グ
ループの名前は必ず変更してください。

ステップ 4 変更するフィールドを編集します（表 4-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、変更を適用し、新規の Cisco CallManager グループをデー
タベースに追加します。

関連項目

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）
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第 4章      Cisco CallManager グループの設定
Cisco CallManager グループの削除

Cisco CallManager グループの削除
Cisco CallManager グループをデータベースから削除する手順は、次のとおりで
す。

始める前に

Cisco CallManager グループがデバイス プールあるいは MGCP ゲートウェイに割
り当てられている場合、または Cisco CallManager グループがクラスタの現在の
Auto-registration Cisco CallManager Group の場合は、そのグループを削除できませ
ん。Cisco CallManager グループを使用しているデバイスを検索するには、
Cisco CallManager Group Configuration ウィンドウの Dependency Records リンク
をクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場
合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用中の Cisco CallManager グループを削除しよう
とすると、エラー メッセージが表示されます。現在使用中の Cisco CallManager
グループを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行

しておく必要があります。

• この Cisco CallManager グループを現在使用しているデバイス プールまたは
MGCP ゲートウェイに、別の Cisco CallManager グループを割り当てる。
P.6-2の「デバイス デフォルトの更新」を参照してください。

• Auto-registration Cisco CallManager Group にする別の Cisco CallManager グ
ループを作成し、選択する。

手順

ステップ 1 P.4-3の「Cisco CallManager グループの検索」の手順を使用して、Cisco CallManager
グループを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するグループを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。
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ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、OK をクリックします。削除操作を取
り消す場合は、Cancel をクリックしてください。

関連項目

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの設定値（P.4-11）
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第 4章      Cisco CallManager グループの設定
Cisco CallManager グループの設定値

Cisco CallManager グループの設定値
表 4-1 では、Cisco CallManager グループの設定値について説明します。

表 4-1 Cisco CallManager グループの設定値

フィールド 説明

Cisco CallManager Group 新しいグループの名前を入力します。

Auto-registration 
Cisco CallManager Group

自動登録が使用可能であるときに、この Cisco CallManager グループ
をデフォルト Cisco CallManager グループにする場合は、
Auto-registration Cisco CallManager Group チェックボックスをオンに
します。

デバイスをこの Cisco CallManager グループに自動登録しない場合
は、このチェックボックスをオフのままにしてください。

（注） 各 Cisco CallManager クラスタには、1 つのデフォルト自動
登録グループだけを指定できます。別の Cisco CallManager
グループをデフォルト自動登録グループとして選択した場
合は、以前に選択されていた自動登録グループが、そのク
ラスタのデフォルトではなくなります。

Available Cisco CallManagers このフィールドは、Cisco CallManager グループに属していなくて、
使用可能な Cisco CallManager をリストで表示します。 

Cisco CallManager の名前を選択し、左右の矢印を使用して、
Cisco CallManager を Selected リストと Available リストの間で移動さ
せます。 

Selected Cisco CallManagers このフィールドは、Cisco CallManager グループに属している Cisco
CallManager を表示します。Selected リストには、最高 3 つの Cisco
CallManager を入れることができます。Insert をクリックすると、
Selected リスト内にある Cisco CallManager が、そのグループのメン
バになります。

Cisco CallManager の名前を選択し、左右の矢印を使用して、
Cisco CallManager を Selected リストと Available リストの間で移動さ
せます。上下の矢印を使用して、Selected リスト内のグループを、
希望する順序に配列します。
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関連項目

• Cisco CallManager グループの検索（P.4-3）

• Cisco CallManager グループの追加（P.4-5）

• Cisco CallManager グループの更新（P.4-6）

• Cisco CallManager グループのコピー（P.4-8）

• Cisco CallManager グループの削除（P.4-9）
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5
日付 /時間グループの設定

日付 /時間グループの設定では、Cisco CallManager に接続されている各種デバイ
スに対して時間帯を設定します。各デバイスは、メンバとして 1 つのデバイス
プールだけに属しています。そして、各デバイス プールには、1 つの日付 /時間
グループだけが割り当てられています。

Cisco CallManager をインストールすると、CMLocal と呼ばれるデフォルトの日付
/時間グループが自動的に設定されます。CMLocal は、Cisco CallManager がイン
ストールされているサーバ上のオペレーティング システムで使用中の日付およ
び時刻と同期します。Cisco CallManager のインストール後に、必要に応じて
CMLocal の設定値を変更できます。通常、サーバの日付と時刻は、現地時間帯の
日付と時刻に合せて調整します。

（注） Cisco CallManager を再起動するか、Cisco CallManager ソフトウェアを新しいリ
リースにアップグレードするたびに、CMLocal はオペレーティング システムの
日付と時刻に置き換えられます。CMLocal の名前は変更しないでください。

ヒント Cisco IP Phone を国際的に配備する場合は、24 の時間帯のそれぞれのグループに
名前を付けた日付 /時間グループを作成してください。
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日付 /時間グループを追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照し
てください。

• 日付 /時間グループの検索（P.5-3）

• 日付 /時間グループの追加（P.5-5）

• 日付 /時間グループの更新（P.5-7）

• 日付 /時間グループの削除（P.5-8）

• 日付 /時間グループの設定値（P.5-10）



5-3
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 5章      日付 /時間グループの設定
日付 /時間グループの検索

日付 /時間グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの日付 / 時間グループが存在することがあるので、
Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定の日付 /時間
グループを見つけることができます。日付 /時間グループを見つける手順は、次
のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、日付
/ 時間グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこ
のメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じ

たりしない限り、日付 /時間グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Date/Time Group の順に選択します。

Find and List Date/Time Groups ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン
リスト ボックスを使用して、日付 /時間グループを検索します。

ステップ 2 最初の Find Date/Time Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• Group Name

• Time Zone

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される日付 / 時間グループリストのソート方法が決まります。たと
えば、Time Zone を選択すると、Time Zone 列が結果リストの左側の列に
表示されます。

2 つ目の Find Date/Time Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。
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• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている日付 / 時間グループをすべて検索する
には、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された日付 /時間グループのリストが、次の項目別に表示されます。

• Date/Time Group icon

• Group name

• Time Zone

（注） 該当する日付 /時間グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Date/Time Groups ウィン
ドウから複数の日付 /時間グループを削除できます。Matching Records タ
イトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、ウィンドウ内の日付 / 時間グループをすべて削除できま
す。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Date/Time Group icon、Group name、
または Time Zone をクリックします。

選択した日付 /時間グループがウィンドウに表示されます。
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第 5章      日付 /時間グループの設定
日付 /時間グループの追加

関連項目

• 日付 /時間グループの追加（P.5-5）

• 日付 /時間グループの更新（P.5-7）

• 日付 /時間グループの削除（P.5-8）

• 日付 /時間グループの設定値（P.5-10）

日付 /時間グループの追加
新規の日付 /時間グループを Cisco CallManager データベースに追加する手順は、
次のとおりです。

手順

ステップ 1 System > Date/Time Group の順に選択します。

ステップ 2 日付 /時間グループを追加するには、次のどちらかの方法を使用します。

• 追加する日付 /時間グループの設定値とほぼ同じ設定値を持つ日付 / 時間グ
ループがすでに存在する場合は、その既存の日付 /時間グループを選択して
その設定値を表示し、Copy をクリックする。その後、必要に応じて設定値
を変更する。

• 既存の日付 /時間グループをコピーせずに日付 /時間グループを追加する場
合は、ステップ 3 に進む。

ステップ 3 ウィンドウの右上にある Add a New Date/Time Group リンクをクリックします。

Date/Time Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力または編集します（表 5-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、新しい日付 /時間グループをデータベースに保存します。
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次の手順

新しい日付 /時間グループをデータベースに追加した後、そのグループをデバイ
ス プールに割り当てて、そのデバイス プールの日付と時刻の情報を設定できま
す。詳細については、P.8-5の「デバイス プールの追加」を参照してください。

関連項目

• 日付 /時間グループの検索（P.5-3）

• 日付 /時間グループの更新（P.5-7）

• 日付 /時間グループの削除（P.5-8）

• 日付 /時間グループの設定値（P.5-10）
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第 5章      日付 /時間グループの設定
日付 /時間グループの更新

日付 /時間グループの更新
日付 /時間グループを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.5-3の「日付 /時間グループの検索」の手順を使用して、日付 /時間グループを
検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新する日付 /時間グループを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 5-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 5 Reset Devices ボタンを押して、変更内容を適用します。

関連項目

• 日付 /時間グループの検索（P.5-3）

• 日付 /時間グループの追加（P.5-5）

• 日付 /時間グループの削除（P.5-8）

• 日付 /時間グループの設定値（P.5-10）
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日付 /時間グループの削除
Cisco CallManager データベースから日付 /時間グループを削除する手順は、次の
とおりです。

始める前に

デバイス プールが使用している日付 /時間グループは、削除することができませ
ん。日付 / 時間グループを使用しているデバイス プールを検索するには、
Date/Time Group Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリッ
クします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用されている日付 /時間グループを削除しようと
すると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されて
いる日付 /時間グループを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方ま
たは両方を実行しておく必要があります。

• 削除する日付 /時間グループを使用しているデバイス プールすべてに、別の
日付 /時間グループを割り当てる。P.6-2の「デバイス デフォルトの更新」を
参照してください。

• 削除する日付 / 時間グループを使用しているデバイス プールを削除する。
P.8-8の「デバイス プールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.5-3の「日付 /時間グループの検索」の手順を使用して、日付 /時間グループを
検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する日付 /時間グループを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、OK をクリックして削除します。削除
操作を取り消す場合は、Cancel をクリックしてください。
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第 5章      日付 /時間グループの設定
日付 /時間グループの削除

関連項目

• 日付 /時間グループの検索（P.5-3）

• 日付 /時間グループの追加（P.5-5）

• 日付 /時間グループの更新（P.5-7）

• 日付 /時間グループの設定値（P.5-10）
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日付 /時間グループの設定値
表 5-1 では、日付 /時間グループの設定値について説明します。

関連項目

• 日付 /時間グループの検索（P.5-3）

• 日付 /時間グループの追加（P.5-5）

• 日付 /時間グループの更新（P.5-7）

• 日付 /時間グループの削除（P.5-8）

表 5-1 日付 /時間グループの設定値

フィールド 説明

Group Name 新しい日付 /時間グループに割り当てる名前を入力しま
す。

Time Zone 追加するグループの時間帯を選択します。 

Cisco CallManager の新規インストレーションのデフォ
ルト設定は、(GMT) Monrovia, Casablanca です。

以前の Cisco CallManager リリースで「local time zone of
Cisco CallManager」オプションを設定している場合、
Cisco CallManager 4.1 データベースはパブリッシャ デー
タベース サーバの時間帯を判別して、その時間帯を表示
します。

Separator 日付フィールド間で使用する区切り文字を選択します。

Date Format Cisco IP Phone に表示される日付の形式を選択します。

Time Format 12 時間制または 24 時間制を選択します。
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6
デバイス デフォルトの設定

デバイス デフォルトの設定では、Cisco CallManager に登録するデバイスの各タ
イプのデフォルト特性を設定します。デバイス タイプに対するデバイス デフォ
ルトは、Cisco CallManager クラスタ内にあるそのタイプの自動登録デバイスすべ
てに適用されます。各デバイス タイプに適用される設定は、次のデバイス デフォ
ルトで設定します。

• デバイス ロード

• Device pool（デバイス プール）

• 電話ボタン テンプレート

デバイスは、Cisco CallManager に自動登録されるときに、そのデバイス タイプ
に該当するデバイス デフォルト設定値を取得します。デバイスが登録された後
で、個々のデバイスのコンフィギュレーションを更新して、そのデバイス設定を

変更することもできます。

Cisco CallManager をインストールすると、デバイス デフォルトが自動的に設定
されます。デバイス デフォルトの新規作成、または既存のデバイス デフォルト
の削除はできませんが、次のトピックで説明する手順により、デバイス デフォ
ルト設定値を変更することは可能です。

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• デバイス デフォルトの設定値（P.6-4）

• デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイスの検索（P.6-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「デバイス ファームウェア　ロード」
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デバイス デフォルトの更新
Cisco CallManager 設定データベース内のデバイス デフォルトを変更する手順は、
次のとおりです。

始める前に

デバイス デフォルトを更新する場合は、事前に、お使いのシステムに該当する
次のいずれかの作業を行ってください。

• デバイス用の新しいファームウェア ファイルを TFTP サーバに追加する。使
用可能なファームウェア ロードごとに、Cisco CallManager サーバ上の
Program Files\Cisco\TFTPPath フォルダまたは設定可能な別のロケーション
に、.bin ファイルがあります。

たとえば、ファームウェア ロード P002A0305556 の場合、
Program Files\Cisco\TFTPPath フォルダに、名前が P002A0305556.bin のファイ
ルがあります。

• ディレクトリ内に存在しないファームウェア ロードの割り当てにデバイス
デフォルトを使用すると、それらのデバイスは割り当てられたファームウェ

アのロードに失敗します。

• 新しいデバイス プールを設定する。P.8-5の「デバイス プールの追加」を参
照してください。

• デバイスが電話機の場合は、新しい電話テンプレートを設定する。P.64-5の
「電話ボタン テンプレートの追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 System > Device Defaults の順に選択します。

ステップ 2 変更するデバイスに該当する設定値を更新します（表 6-1 を参照）。

ステップ 3 Update をクリックして、変更内容を Cisco CallManager 設定データベースに保存
します。

ステップ 4 デバイス名の左側にある Reset アイコンをクリックして、そのタイプのすべての
デバイスをリセットし、クラスタ内のすべての Cisco CallManager に新しいデフォ
ルトをロードします。



6-3
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 6章      デバイス デフォルトの設定
デバイス デフォルトの更新

そのタイプのデバイスすべてをリセットしない場合は、デバイス デフォルトの
変更後に追加された新しいデバイスだけが、最新のデフォルトを受け取ります。

関連項目

• デバイス デフォルトの設定値（P.6-4）

• デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイスの検索（P.6-5）
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デバイス デフォルトの設定値
表 6-1 では、デバイス デフォルトの設定値について説明します。

関連項目

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイスの検索（P.6-5）

表 6-1 デバイス デフォルトの設定値

フィールド名 説明 

Load Information ハードウェア デバイスの特定のタイプで使用される
ファームウェア ロードの ID 番号を入力します。アップ
グレード ロードまたはパッチ ロードをインストールす
る場合は、新しいロードを使用するデバイスのタイプご

とに、ロード情報を更新する必要があります。

Device Pool デバイスの各タイプに関連したデバイス プールを選択
します。デバイス プールは、そのプール内のすべての
デバイスに対して、共通の特性を指定します。

Phone Template Cisco IP Phone の各タイプが使用する電話ボタン テンプ
レートを選択します。このテンプレートは、電話機上の

キーの機能を指定します。
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デフォルト以外のファームウェア ロードを使用するデバイ
スの検索

Cisco CallManager Administration の Firmware Load Information ページを使用する
と、デバイス タイプにデフォルトのファームウェア ロードを使用しないデバイ
スを、すばやく特定することができます。

（注） 各デバイスには、デフォルトを上書きするファームウェア ロードを個別に割り
当てることができます。

デフォルトのファームウェア ロードを使用しないデバイスを特定する手順は、
次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Firmware Load Information の順に選択します。

ページが更新され、ファームウェア ロードを必要とするデバイス タイプのリス
トが表示されます。デバイス タイプごとに、Devices Not Using Default Load 列
が、デフォルト以外のロードを使用するデバイスの設定値にリンクします。

ステップ 2 Devices Not Using Default Load 列の View Details をクリックして、デフォルト以
外のデバイス ロードを使用する、そのタイプのデバイスのリストを表示します。

関連項目

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• デバイス デフォルトの設定（P.6-1）
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7
リージョンの設定

リージョンの設定では、リージョン内または既存のリージョン間で、オーディオ

コールとビデオ コールに使用される帯域幅を指定します。オーディオ コーデッ
クによって、圧縮のタイプ、およびオーディオ コールあたりの使用帯域幅の最
大値が決まります。ビデオ コールの帯域幅は、オーディオ帯域幅およびビデオ
帯域幅の合計で構成されますが、オーバーヘッドは含まれません。

（注） Cisco CallManager で処理されるすべてのコールには、デフォルトのオーディオ
コーデック G.711 が適用されます。デフォルトのオーディオ コーデックだけを
使用する場合は、リージョンを使用する必要はありません。

（注） Cisco CallManager では、最大 500 のリージョンを追加できます。

リージョンを追加、更新、または削除するには、次のトピックを参照してくださ

い。

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの追加（P.7-4）

• リージョンの更新（P.7-7）

• リージョンの削除（P.7-8）

• リージョンの設定値（P.7-10）
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リージョンの設定とオーディオ コーデックの選択の詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「リージョン」を参照してください。

リージョンの検索

ネットワーク内にはいくつかのリージョンが存在することがあるので、

Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のリージョ
ンを見つけることができます。リージョンを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、リー
ジョンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、リージョンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Region の順に選択します。

Find and List Regions ウィンドウが表示されます。ドロップダウン リスト ボック
スを使用して、リージョンを検索します。

ステップ 2 Find Regions where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを
選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）
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ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているリージョンをすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたリージョンのリストが、次の項目別に表示されます。

• Region icon

• Region Name

（注） 該当するリージョンの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete
Selected をクリックすると、Find and List Regions ウィンドウから複数の
リージョンを削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェッ
クボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ
内のすべてのリージョンを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するリージョン アイコンまたはリー
ジョン名をクリックします。

選択したリージョンがウィンドウに表示されます。

関連項目

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの追加（P.7-4）

• リージョンの更新（P.7-7）

• リージョンの削除（P.7-8）

• リージョンの設定値（P.7-10）
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リージョンの追加

新規リージョンを Cisco CallManager データベースに追加する手順は、次のとお
りです。

（注） リージョンの追加はマトリクス形式で実行されます。リージョン A、B、および
C を追加すると、次に示すように、リージョン A、リージョン B、およびリー
ジョン C を列および行とするマトリクスが作成されます。

20 のリージョンを割り当てると、データベースは 400 のエントリ（20 x 20）を
追加します。多数のリージョンを割り当てると、パフォーマンスがいくらか制限

されます。

（注） Cisco CallManager では、最大 500 のリージョンを追加できます。

手順

ステップ 1 System > Region の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Region リンクをクリックします。

Region Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Region Name フィールドに、新しいリージョンに割り当てる名前を入力します。 

リージョン A リージョン B リージョン C

リージョン A

リージョン B

リージョン C
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ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから値を選択して、このリージョンと他のリー
ジョン間で使用するデフォルトのコーデックを指定します。Insert をクリックし
ます。

ステップ 5 Audio Codec 列でドロップダウン リスト ボックスを使用して、新規リージョン
内、および新規リージョンと既存のリージョン間で、コールに使用するオーディ

オ コーデックを選択します。オーディオ コーデックによって、圧縮のタイプ、
およびこれらのコールに割り当てられる帯域幅の最大値が決まります。

使用可能なコーデック タイプおよび帯域幅のサマリーについては、表 7-2 を参照
してください。

ステップ 6 Video Call Bandwidth 列で、新規リージョン内、および新規リージョンと既存の
リージョン間で、ビデオ コールに使用するビデオ帯域幅を指定します。None を
指定すると、このリージョンと指定されたリージョン間のビデオ コールは許可
されません。

ステップ 7 Update をクリックして、新しいリージョンをデータベースに保存します。

（注） Region Configuration ウィンドウに、Items per page ドロップダウン リスト ボック
スが表示されます。このドロップダウン リスト ボックスを使用して、表示する
リージョンの数（10、20、50、100、または設定されたすべてのリージョン）を
指定できます。100 以上のリージョンを表示するように選択した場合、
Cisco CallManager の性能が低下する可能性があります。

次の手順

データベースに新しいリージョンを追加した後、そのリージョンを使用して、デ

バイス プールを設定できます。デバイスは、割り当てられたデバイス プールか
らリージョンの設定値を取得します。デバイス プールの設定については、P.8-5の
「デバイス プールの追加」を参照してください。
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関連項目

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの更新（P.7-7）

• リージョンの削除（P.7-8）

• リージョンの設定値（P.7-10）

• デバイス プールの追加（P.8-5）
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リージョンの更新

リージョンの設定を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.7-2の「リージョンの検索」の手順を使用して、リージョンを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新するリージョンを選択します。

リージョン内または他のリージョン間のコールで使用するオーディオ コーデッ
クおよびビデオ帯域幅の設定値を更新します。使用可能なオーディオ コーデッ
ク タイプおよび帯域幅のサマリーについては、表 7-2 を参照してください。

ステップ 3 Update をクリックして、データベース内の変更内容を保存します。

ステップ 4 Restart Devices をクリックして、更新されたリージョンを使用するすべてのデバ
イスに変更内容を適用します。

（注） Region Configuration ウィンドウに、Items per page ドロップダウン リスト ボック
スが表示されます。このドロップダウン リスト ボックスを使用して、表示する
リージョンの数（10、20、50、100、または設定されたすべてのリージョン）を
指定できます。100 以上のリージョンを表示するように選択した場合、
Cisco CallManager の性能が低下する可能性があります。

関連項目

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの追加（P.7-4）

• リージョンの削除（P.7-8）

• リージョンの設定値（P.7-10）
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リージョンの削除

Cisco CallManager データベースからリージョンを削除する手順は、次のとおりで
す。

始める前に

デバイス プールが使用しているリージョンは削除できません。リージョンを使
用しているデバイス プールを検索するには、Region Configuration ウィンドウの
Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで
使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッ
セージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用中のリージョン
を削除しようとすると、Cisco CallManager にエラー メッセージが表示されます。
現在使用中のリージョンを削除する場合は、事前に、次のどちらかまたは両方の

作業を実行しておく必要があります。

• 別のリージョンを使用するように、デバイス プールを更新する。P.8-7の「デ
バイス プールの更新」を参照してください。

• 削除するリージョンを使用しているデバイス プールを削除する。P.8-8の「デ
バイス プールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.7-2の「リージョンの検索」の手順を使用して、リージョンを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するリージョンを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。

（注） Region Configuration ウィンドウに、Items per page ドロップダウン リスト ボック
スが表示されます。このドロップダウン リスト ボックスを使用して、表示する
リージョンの数（10、20、50、100、または設定されたすべてのリージョン）を
指定できます。100 以上のリージョンを表示するように選択した場合、
Cisco CallManager の性能が低下する可能性があります。
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関連項目

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの追加（P.7-4）

• リージョンの更新（P.7-7）

• リージョンの設定値（P.7-10）
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リージョンの設定値

表 7-1 では、リージョンに対して指定することができるオーディオ コーデック、
およびビデオ帯域幅の設定値をまとめています。コール ストリームあたりの全
使用帯域幅は、オーディオ コーデックのタイプ、およびデータ パケットのサイ
ズとオーバーヘッド（パケット ヘッダー サイズ）などの要素によって決まりま
す。表 7-2 に表示されている帯域幅の数字は、30-ms データ パケットに適用され、
IP ヘッダーを含みます。各コールは、2 つのコール ストリームから構成されて
います。

表 7-1 リージョンの設定値

フィールド 説明

リージョン情報

Region Name このリージョンの一意な名前を入力します。この名前には、最長 30
文字まで指定できます。文字、数字、ダッシュ、ドット（ピリオ

ド）、ブランク、および下線を指定できます。

Default Codec with Other Regions ドロップダウン リスト ボックスから、このリージョンと他のリー
ジョン間で使用するデフォルトのコーデックを選択します。リモー

ト サイトの配置の大部分で帯域幅が制限されるため、新規リージョ
ンと既存リージョン間で推奨されるデフォルトのコーデックの設

定値は G.729 です。

コール情報

Region この列のエントリは、Default リージョン、設定しているリージョン、
およびその他すべてのリージョンを含む、すべての既存リージョン

を指定します。

オーディオ コーデック 左側の列で指定された各リージョンに対して、この列の

Corresponding ドロップダウン リスト ボックスをクリックして、こ
のリージョンと左側で指定されたリージョン間のコールに使用さ

れるオーディオ コーデックを選択します。
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Video Call Bandwidth 左側の列で指定された各リージョンに対して、次に示す、この列の

オプション ボタンをいずれか 1 つクリックします。

• None：このリージョンと左側の列で指定したリージョン間に割
り当てられたビデオ コール帯域幅がない場合は、このボタンを
クリックします。

• kbps：このリージョンと左側の列で指定したリージョン間にビ
デオ コール帯域幅を割り当てるには、このボタンをクリックし
ます。これらの 2 つのリージョン間で各ビデオ コールに使用で
きる帯域幅を入力します。デフォルト値は、384 kbps です。有
効値は 1 ～ 8128 です。

表 7-2 オーディオ コーデックで使用する帯域幅

オーディオ 
コーデック

30 ms データ パケットで
各コールが消費する帯域
幅（IP ヘッダーを含む） 説明

G.711 80 kbps Cisco CallManager 内のすべてのコールに対するデフォルト コー
デック。

G.722 80 kbps 通常、ビデオ エンドポイントがこのコーデックを使用します。

G.723 24 kbps 旧 Cisco IP Phone モデル 12 SP Series および Cisco IP Phone モデル
30 VIP での使用に対してサポートされている低ビットレート コー
デック。

G.728 16 kbps この低ビットレート コーデックをサポートするビデオ エンドポイ
ント。

G.729 24 kbps Cisco IP Phone 7900 ファミリーのモデルに対してサポートされてい
る低ビットレート コーデック。

Wideband 272 kbps Cisco IP Phone 7900 ファミリー モデルによってサポートされてい
る、IP Phone 間コール用の高品質、広帯域幅オーディオ コーデック。

GSM 29 kbps Global System for Mobile Communications（GSM）コーデック。この
コーデックを使用して、GSM ワイヤレス受話器用の MNET システ
ムが Cisco CallManager と相互動作できるようになります。

表 7-1 リージョンの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• リージョンの検索（P.7-2）

• リージョンの追加（P.7-4）

• リージョンの更新（P.7-7）

• リージョンの削除（P.7-8）
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8
デバイス プールの設定

デバイス プールでは、複数のデバイスに共通の特性をまとめて指定します。デ
バイス プール構造では、ユーザ情報とロケーション情報の分離がサポートされ
ています。現在、デバイス プールには、デバイスおよびロケーションの関連情
報のみが格納されています。Common Profile ウィンドウに、すべてのユーザ指向
情報が記録されます。各デバイスが、デバイス プールと、ユーザ指向情報の共
通プロファイルに関連付けられていることを確認してください。

デバイス プールを設定するには、次のトピックを参照してください。

• デバイス プールの検索（P.8-2）

• デバイス プールの追加（P.8-5）

• デバイス プールの更新（P.8-7）

• デバイス プールの削除（P.8-8）

• デバイス プールの設定値（P.8-9）

デバイス プール、およびデバイス プールを通じて割り当てられるデバイス設定
値の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「システム レベ
ルのコンフィギュレーション設定」を参照してください。

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Cisco CallManager デバイス モビリティ」を参照してください。

共通プロファイル パラメータの詳細については、P.57-1の「共通プロファイル
の設定」を参照してください。
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デバイス プールの検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス プールが存在することがあるので、
Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のデバイス
プールを見つけることができます。デバイス プールを見つける手順は、次のと
おりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、デバ
イス プールの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの
メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、デバイス プールの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Device Pool の順に選択します。

Find and List Device Pools ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リ
スト ボックスを使用して、デバイス プールを検索します。

ステップ 2 最初の Find Device Pools where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• Device Pool Name

• Cisco CallManager Group

• Region

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるデバイス プール リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Region を選択すると、Region 列が結果リストの左側の列に表示され
ます。
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2 番目の Find Device Pools where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件
のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているデバイス プールをすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたデバイス プールのリストが、次の項目別に表示されます。

• Device Pool icon

• Device Pool Name

• CallManager Group

• Region

• Date/Time Group

（注） 該当するデバイス プールの横にあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、Find and List Device Pools ウィンドウ
から複数のデバイス プールを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のすべてのデバイス プールを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Device Pool icon、Device Pool name、
CallManager Group、Region、または Date/Time Group をクリックします。

選択したデバイス プールがウィンドウに表示されます。

関連項目

• デバイス プールの追加（P.8-5）

• デバイス プールの更新（P.8-7）

• デバイス プールの削除（P.8-8）

• デバイス プールの設定値（P.8-9）
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デバイス プールの追加
この項では、新しいデバイス プールを Cisco CallManager データベースに追加す
る方法を説明します。新しいデバイス プールをデータベースに追加した後、そ
のデバイス プールを使用して、Cisco IP Phone、ゲートウェイ、Conference Bridge、
トランスコーダ、メディア ターミネーション ポイント、ボイスメール ポート、
CTI ルート ポイントなどのデバイスを設定できます。

始める前に

デバイス プールに対して次の項目を選択する場合は、デバイス プールを設定す
るとき、事前に、その項目を設定しておく必要があります。

• Cisco CallManager Group（必須）。P.4-5の「Cisco CallManager グループの追
加」を参照してください。

• 日付 / 時間グループ（必須）。P.5-5の「日付 / 時間グループの追加」を参照
してください。

• リージョン（必須）。P.7-4の「リージョンの追加」を参照してください。

• SRST リファレンス（オプション）。P.13-4の「SRST リファレンスの追加」
を参照してください。

• メディア リソース グループ リスト（オプション）。P.39-5の「メディア リ
ソース グループ リストの追加」を参照してください。

• 自動登録用のコーリング サーチ スペース（オプション）。P.20-4の「コーリ
ング サーチ スペースの追加」を参照してください。

• デバイス モビリティ グループ（オプション）。P.48-3の「デバイス モビリ
ティ グループの追加」を参照してください。

• デバイス モビリティ コーリング サーチ スペース。P.20-4の「コーリング
サーチ スペースの追加」を参照してください。

• 物理ロケーション（オプション）。P.12-3の「物理ロケーションの追加」を
参照してください。

• ロケーション。P.10-5の「ロケーションの追加」を参照してください。

• AAR グループ。P.14-5の「AAR グループの追加」を参照してください。

• AAR コーリング サーチ スペース。P.20-4の「コーリング サーチ スペース
の追加」を参照してください。
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手順

ステップ 1 System > Device Pool の順に選択します。

ステップ 2 デバイス プールを追加するには、次のどちらかの方法を使用します。

• 追加するデバイス プールの設定値とほぼ同じ設定値を持つデバイス プール
がすでに存在する場合は、その既存のデバイス プールを選択してその設定
値を表示し、Copy をクリックする。その後、必要に応じて設定値を変更する。

• 既存のデバイス プールをコピーせずにデバイス プールを追加する場合は、
ステップ 3 に進む。

ステップ 3 ウィンドウの右上にある Add a New Device Pool リンクをクリックします。

Device Pool Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 該当するフィールドを編集または入力します（P.8-9の「表 8-1デバイス プール
の設定値」を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、デバイス プール情報をデータベースに保存します。

関連項目

• デバイス プールの検索（P.8-2）

• デバイス プールの更新（P.8-7）

• デバイス プールの削除（P.8-8）

• デバイス プールの設定値（P.8-9）
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デバイス プールの更新
既存のデバイス プールの設定を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.8-2の「デバイス プールの検索」の手順を使用して、デバイス プールを検索し
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新するデバイス プールを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 8-1 を参照）。 

ステップ 4 Update をクリックして、データベース内の変更内容を保存します。

ステップ 5 デバイスをリセットして、変更内容を適用します。選択されたデバイス プール
内のデバイスをすべてリセットするには、Reset Devices をクリックします。

ヒント Restart Devices ボタンは、デバイスをリセットするのに便利です。こ
のボタンを使用すると、選択されたデバイス プール内のデバイスがす
べてリセットされます。 

注意 デバイスをリセットすると、そのデバイスのコールが欠落することがあります。

関連項目

• デバイス プールの検索（P.8-2）

• デバイス プールの追加（P.8-5）

• デバイス プールの削除（P.8-8）

• デバイス プールの設定値（P.8-9）
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デバイス プールの削除
Cisco CallManager データベースからデバイス プールを削除する手順は、次のと
おりです。

始める前に

デバイスが割り当てられているデバイス プール、Device Defaults 設定に使用され
るデバイス プール、またはデータベース内の唯一のデバイス プールは、削除で
きません。使用中のデバイス プールを削除しようとすると、メッセージが表示
されます。現在使用中のデバイス プールを削除する場合は、事前に、次のどち
らかまたは両方の作業を実行しておく必要があります。

• デバイスを更新して別のデバイス プールに割り当てる。P.62-12の「電話機
の更新」を参照してください。

• 削除するデバイス プールに割り当てられているデバイスを削除する。
P.62-13の「電話機の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.8-2の「デバイス プールの検索」の手順を使用して、デバイス プールを検索し
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するデバイス プールを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、OK をクリックして削除します。削除
操作を取り消すには、Cancel をクリックします。

関連項目

• デバイス プールの検索（P.8-2）

• デバイス プールの追加（P.8-5）

• デバイス プールの更新（P.8-7）

• デバイス プールの設定値（P.8-9）
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デバイス プールの設定値
表 8-1 では、デバイス プールの設定値を一覧表示し、説明します。

表 8-1 デバイス プールの設定値

フィールド名 説明

デバイス プールの設定値

Device Pool Name 作成する新規デバイス プールの名前を入力します。

Cisco CallManager Group このデバイス プール内のデバイスに割り当てる Cisco CallManager
Group を選択します。1 つの Cisco CallManager Group では、最高 3 つ
の Cisco CallManager の優先順位をリストで指定しています。リスト
内の最初の Cisco CallManager が、そのグループのプライマリ
Cisco CallManager となり、残りは、冗長性を確保するためのバック
アップ Cisco CallManager になります。

Date/Time Group このデバイス プール内のデバイスに割り当てる日付 /時間グループ
を選択します。日付 / 時間グループは、時間帯、および日付と時刻
の表示形式を指定します。

Region このデバイス プール内のデバイスに割り当てる Cisco CallManager
リージョンを選択します。Cisco CallManager リージョンの設定値は、
リージョン内および他のリージョン間でコールに使用できる音声

コーデックを指定します。

SRST Refernce ドロップダウン リスト ボックスから、このデバイス プール内のデ
バイスに割り当てる Survivable Remote Site Telephony（SRST）リファ
レンスを選択します。次のいずれかのオプションを選択します。

• Disable：このオプションを選択すると、このデバイス プール内
のデバイスは SRST リファレンス ゲートウェイを使用できなく
なります。

• Use Default Gateway：このオプションを選択すると、このデバ
イス プール内のデバイスはデフォルトの SRST ゲートウェイを
使用します。

• Existing SRST references：ドロップダウン リストから SRST リ
ファレンスを選択すると、このデバイス プール内のデバイスは
この SRST リファレンス ゲートウェイを使用します。
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Media Resource Group List ドロップダウン リスト ボックスから、メディア リソース グループ
リストを選択します。メディア リソース グループ リストは、優先
順位順に並べられたメディア リソース グループのリストを指定し
ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストに
定義されている優先順位にしたがって、使用可能なメディア リソー
ス グループから、必要なメディア リソース（たとえば、music on
hold サーバ、トランスコーダ、Conference Bridge）を選択します。 

Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、電話機とゲートウェイに関
連したロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定
地域にあるデバイス プールの電話機とゲートウェイが使用する
トーンおよび断続周期の定義を含んでいます。このデバイス プール
を使用する電話機とゲートウェイのすべてがサポートするネット

ワーク ロケールを選択してください。

（注） ユーザがネットワーク ロケールを選択しない場合は、
Cisco CallManager clusterwide パラメータでデフォルト ネッ
トワーク ロケールとして指定されたロケールが適用されま
す。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロケー
ルがすべて示されていますが、そのすべてがインストール
されているわけではありません。デバイスは、ファームウェ
アにおいてサポートしていないネットワーク ロケールと関
連付けられると、起動に失敗します。

Device Mobility Group デバイス モビリティ グループは、ネットワーク内の最高レベルの
地域エンティティで、デバイス モビリティ機能をサポートするため
に使用します。 

表 8-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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Location ロケーションは、コール アドミッション制御を中央集中型コール処
理システムに実装する際に使用します。コール アドミッション制御
では、ロケーション間のリンクを経由する際にオーディオ コールと
ビデオ コールで使用できる帯域幅を制限することにより、オーディ
オ品質とビデオのアベイラビリティを調整できます。 

Physical Location このデバイス プールの物理ロケーションを選択します。デバイス モ
ビリティ機能の物理ロケーションを使用して、特定の地域ロケー

ションに関連したパラメータが識別されます。

Connection Monitor Duration この設定値は、IP Phone が SRST から登録解除され 
Cisco CallManager に再登録される前に、Cisco CallManager への接続
を監視する時間を定義します。

デフォルト値は 120 秒で、Connection Monitor Duration エンタープラ
イズ パラメータに属します。

コネクション モニタを使用不可にする（値を 0 に変更する）必要が
ある場合、またはコネクション モニタの時間を延長する場合は、こ
の設定値を変更します。

（注） Connection Monitor Duration の値を変更した場合、その値は
更新されたデバイス プールだけに適用されます。それ以外
のすべてのデバイスは、固有の Connection Monitor Duration
フィールドの値またはエンタープライズ パラメータで設定
された値を使用します。

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「SRST リ
ファレンス」を参照してください。

Device Mobility Calling Search 
Space

デバイスがローミング中で、デバイス モビリティ グループが同じ
場合に、デバイス コーリング サーチ スペースとして使用される適
切なコーリング サーチ スペースを選択します。

表 8-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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関連項目

• デバイス プールの検索（P.8-2）

• デバイス プールの追加（P.8-5）

• デバイス プールの更新（P.8-7）

• デバイス プールの削除（P.8-8）

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペース
は、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、収集さ

れた（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合を指定します。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

表 8-1 デバイス プールの設定値（続き）

フィールド名 説明
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9
エンタープライズ パラメータの
設定

エンタープライズ パラメータでは、同一クラスタ内のすべてのデバイスとサー
ビスに適用されるデフォルトの設定値を指定します（クラスタは、同一データ

ベースを共用する一群の Cisco CallManager から構成されます）。
Cisco CallManager を新規にインストールすると、Cisco CallManager は、エンター
プライズ パラメータを使用して、このデバイス デフォルトを初期値として設定
します。デバイスのデフォルト設定の詳細については、P.6-1の「デバイス デ
フォルトの設定」を参照してください。また、『Cisco CallManager システム ガイ
ド』の「システム レベルのコンフィギュレーション設定」も参照してください。

エンタープライズ パラメータを追加したり、削除したりすることはできません
が、次の手順により既存のエンタープライズ パラメータを更新することはでき
ます。

（注） エンタープライズ パラメータに対しては、変更を加える必要がほとんどありま
せん。システム管理者は、変更する機能を熟知している場合、あるいは Cisco
TAC から特別の指示がある場合を除いて、エンタープライズ パラメータを変更
しないでください。
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手順

ステップ 1 System > Enterprise Parameters の順に選択します。

ステップ 2 該当するパラメータ設定値を変更します。

特定のエンタープライズ パラメータの説明を表示するには、そのパラメータ名
をクリックします。すべてのエンタープライズ パラメータの説明を表示するに
は、iボタンをクリックします。

ステップ 3 Update をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。
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10
ロケーションの設定

ロケーションは、コール アドミッション制御を中央集中型コール処理システム
に実装する際に使用します。コール アドミッション制御では、ロケーション間
のリンクを経由する際にオーディオ コールとビデオ コールで使用できる帯域幅
を制限することにより、オーディオ品質とビデオのアベイラビリティを調整でき

ます。詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「コール アド
ミッション制御」を参照してください。

（注） コール アドミッション制御を使用して IP WAN リンク上のオーディオ帯域幅ま
たはビデオ帯域幅を制限しない場合、コール数の制限がなくなり、そのリンク上

でコールが同時にアクティブになる可能性があります。この状態が発生すると、

そのリンクがオーバーサブスクライブになるため、各オーディオ コールのオー
ディオ品質と、各ビデオ コールのビデオ品質が低下する場合があります。

中央集中型コール処理システムでは、1 つの Cisco CallManager クラスタが、IP テ
レフォニー ネットワーク上のすべてのロケーションにコール処理を提供しま
す。その Cisco CallManager クラスタは、通常、電話機やゲートウェイなどの他
のデバイスと共に、メイン（つまり中央）ロケーションに置かれています。リ

モート ロケーションには、追加のデバイスが置かれていますが、Cisco
CallManager はありません。IP WAN リンクが、リモート ロケーションとメイン
ロケーションとを接続します。



第 10章      ロケーションの設定

10-2
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

次のトピックでは、ロケーションについて詳しく説明しています。

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

• ロケーションの設定値（P.10-11）
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第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの検索

ロケーションの検索

ネットワーク内にはいくつかのロケーションが存在することがあるので、

Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のロケーショ
ンを見つけることができます。ロケーションを検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ロケー
ションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、ロケーションの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > Location の順に選択します。

Find and List Locations ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リスト
ボックスを使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 最初の Find locations where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• Location

• Voice Bandwidth

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるロケーション リストのソート方法が決まります。たとえば、
Bandwidth を選択すると、Bandwidth 列が結果リストの左側の列に表示さ
れます。
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2 番目の Find locations where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているロケーションをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたロケーションのリストが、次の項目別に表示されます。

• Location icon

• Location Name

• Bandwidth

（注） 該当するロケーションの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Locations ウィンドウから
複数のロケーションを削除できます。Matching Records タイトルバーに
あるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、
ウィンドウ内のすべてのロケーションを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Location icon、Location name、また
は Bandwidth をクリックします。

選択したロケーションがウィンドウに表示されます。
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第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの追加

関連項目

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの設定値（P.10-11）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

ロケーションの追加

新規のロケーションを Cisco CallManager データベースに追加する手順は、次の
とおりです。

始める前に

ロケーションを設定する場合は、事前にクラスタを構成する Cisco CallManager を
設定しておく必要があります。詳細については、P.3-5の「Cisco CallManager の
追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 System > Location の順に選択します。

ステップ 2 ロケーションを追加するには、次のどちらかの方法を使用します。

• 追加するロケーションの設定値とほぼ同じ設定値を持つロケーションがす
でに存在する場合は、その既存のロケーションを選択してその設定値を表示

し、Copy をクリックする。その後、必要に応じて設定値を変更する。

• 既存のロケーションをコピーせずにロケーションを追加する場合は、ステッ
プ 3 に進む。

ステップ 3 ウィンドウの右上にある Add a New Location リンクをクリックします。

Location Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 10-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、ロケーション情報をデータベースに保存します。

次の手順

データベースに新規ロケーションを追加した後、そのロケーションにデバイスを

割り当てることができます。たとえば、次の項を参照してください。

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

関連項目

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

• ロケーションの設定値（P.10-11）
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第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの更新

ロケーションの更新

ロケーションの設定を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.10-3の「ロケーションの検索」の手順を使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新するロケーションを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 10-1 を参照）。 

ステップ 4 Update をクリックして、データベース内の変更内容を保存します。

関連項目

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

• ロケーションの設定値（P.10-11）



第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの削除

10-8
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

ロケーションの削除

Cisco CallManager データベースからロケーションを削除する手順は、次のとおり
です。

始める前に

デバイスが割り当てられたロケーションは削除できません。ロケーションを使用

しているデバイスを検索するには、Location Configuration ウィンドウの
Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで
使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッ
セージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用されているロケー
ションを削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示し
ます。現在使用されているロケーションを削除する場合は、事前に、次の作業の

どちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• デバイスを更新して、別のロケーションに割り当てる。

• 削除するロケーションに割り当てられているデバイスを削除する。

（注） ロケーションを削除すると、そのロケーションに接続されているリンクに帯域幅

が無制限に割り当てられ、それらのリンク上のコール数も制限がなくなります。

このためロケーションを削除すると、リンク上のオーディオ品質が低下する原因

になります。

手順

ステップ 1 P.10-3の「ロケーションの検索」の手順を使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するロケーションを選択します。

ステップ 3 Delete をクリックします。
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第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの削除

ステップ 4 削除操作を確認するように求められたら、OK をクリックして削除を確認しま
す。削除操作を取り消す場合は、Cancel をクリックしてください。

関連項目

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

• ロケーションの設定値（P.10-11）
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ロケーションの帯域幅の再同期化

この項では、ロケーションの帯域幅を再同期化する手順について説明します。ロ

ケーションへのリンクを使用したコールがブロックされる場合は、帯域幅が不足

している、つまりロケーションに割り当てられた帯域幅が減少している可能性が

あります。Cisco CallManager サーバをリセットせずに、ロケーションの帯域幅
を、このロケーションに割り当てられている最大値に再同期化することができま

す。詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「コール アドミッ
ション制御」の章にある「帯域幅の計算」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.10-3の「ロケーションの検索」の手順を使用して、ロケーションを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、再同期化するロケーションを選択します。

ステップ 3 ReSync Bandwidth をクリックして、選択したロケーションの帯域幅を再同期化
します。

次の警告メッセージが表示されます。「If calls are using the bandwidth for this
location when the bandwidth is resynchronized, the bandwidth might be oversubscribed
until all calls that are using the bandwidth for this location disconnect.」です。

ステップ 4 OK をクリックして続行するか、Cancel をクリックします。

関連項目

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの設定値（P.10-11）
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第 10章      ロケーションの設定
ロケーションの設定値

ロケーションの設定値

表 10-1 では、ロケーションの設定値について説明します。

表 10-1 ロケーションの設定値

フィールド 説明

ロケーション情報

Location Name 作成する新規ロケーションの名前を入力します。

オーディオ コール情報

Audio Bandwidth このロケーションと他のロケーション間のリンク上ですべてのオー

ディオ コールに使用可能なオーディオ帯域幅の最大値（kbps 単位）
を入力します。オーディオ コールの場合、オーディオ帯域幅はオー
バーヘッドを含みます。次のいずれかのオプションを選択します。

• Unlimited bandwidth：Unlimited オプション ボタンをクリックし
ます。

• Specified bandwidth：kbps ボックスの横にあるオプション ボタ
ンをクリックし、既定の帯域幅を入力して、帯域幅を指定しま

す。有効値は 1 ～ 2147483647 です。

ロケーションの帯域幅の計算だけのために、各コール ストリームは
次の帯域幅を使用するものと想定します。

• G.711 コールは 80 kbps を使用

• G.722 コールは 80 kbps を使用

• G.723 コールは 24 kbps を使用

• G.728 コールは 16 kbps を使用

• G.729 コールは 24 kbps を使用

• GSM コールは 29 kbps を使用

• Wideband コールは 272 kbps を使用

（注） 各コールは、2 つのコール ストリームから構成されていま
す。オーディオ品質を向上させるには、帯域幅設定値を下
げて、このロケーションとのリンク上で許可されるアク
ティブ コール数を減らします。
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関連項目

• ロケーションの検索（P.10-3）

• ロケーションの追加（P.10-5）

• ロケーションの更新（P.10-7）

• ロケーションの削除（P.10-8）

• ロケーションの帯域幅の再同期化（P.10-10）

ビデオ コール情報

Video Bandwidth このロケーションと他のロケーション間のリンク上ですべてのビ

デオ コールに使用可能なビデオ帯域幅の最大値（kbps 単位）を入力
します。ビデオ コールの場合、ビデオ帯域幅はオーバーヘッドを含
みません。次のいずれかのオプションを選択します。

• None：ビデオ コールをこのロケーションと他のロケーション間
で使用できません。ただし、このロケーション内でビデオ コー
ルを行うことができます。

• Unlimited bandwidth：Unlimited オプション ボタンをクリックし
ます。

• Specified bandwidth：kbps ボックスの横にあるオプション ボタ
ンをクリックし、既定のビデオ帯域幅を入力して、ビデオ帯域

幅を指定します。デフォルト値は、384 kbps です。

表 10-1 ロケーションの設定値（続き）

フィールド 説明
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11
自動登録の設定

Cisco CallManager の自動登録機能を使用すると、新規の電話機を IP テレフォ
ニー ネットワークに接続したときに、電話番号が自動的に割り当てられます。 

（注） ネットワークに追加する電話機が 100 に満たない場合は、自動登録機能を使用す
ることを推奨します。100 以上の電話機をネットワークに追加する場合は、Bulk
Administration Tool（BAT）を使用してください。

電話機が自動登録された後、システム管理者はその電話機を新しいロケーション

に移動し、電話機の電話番号に影響を与えずに別のデバイス プールに割り当て
ることができます。

ここでは、次の内容について説明します。

• 自動登録の使用可能化（P.11-2）

• 自動登録の使用不可（P.11-5）

• 自動登録の設定値（P.11-6）

• 自動登録番号の再使用（P.11-9）
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自動登録の使用可能化

新規デバイスの自動登録を使用可能にする手順は、次のとおりです。

注意 自動登録は Cisco CallManager のデフォルトでは使用不可になっています。自動
登録を使用可能にすると、不正な電話機が Cisco CallManager に自動的に登録さ
れてしまうというセキュリティ上の危険が生じます。自動登録を使用可能にする

場合は、電話機を一括して追加する場合に限定してください。

Cisco CTL Client で混合モードをクラスタワイド セキュリティに設定すると、自
動登録がすぐに使用不可になります。セキュリティを設定済みで、自動登録を使

用する場合、クラスタワイド セキュリティ モードを Cisco CTL Client でノンセ
キュアに変更する必要があります。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager の順に選択します。

ステップ 2 Cisco CallManager のリストから、自動登録を使用可能にする Cisco CallManager を
選択します。

ステップ 3 適切な自動登録情報を入力します（表 11-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックして、すべての変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 5 自動登録を使用可能にする Cisco CallManager ごとに、ステップ 2 ～ステップ 4 を
繰り返します。自動登録には 1 つのプライマリ Cisco CallManager だけを指定で
きますが、他の Cisco CallManager を自動登録のためのバックアップとして指定
することもできます。『Cisco CallManager システム ガイド』の「冗長化」を参照
してください。

ステップ 6 System > Cisco CallManager Group の順に選択します。
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ステップ 7 Cisco CallManager グループのリストから、自動登録を使用可能にするグループを
選択します（大部分のシステムでは、このグループの名前は「Default」です）。
このグループは、自動登録されるデバイス用のデフォルトの Cisco CallManager グ
ループとして使用できます。このグループの Selected リストに、ステップ 2 で自
動登録用に設定した Cisco CallManager が含まれていることを確認してください。
Cisco CallManager は、Cisco CallManagers グループに表示されている順序で選択
されます。

ステップ 8 グループ設定に変更を加えた場合は、Update をクリックして、その変更内容を
データベースに保存します。

ステップ 9 System > Device Pool の順に選択します。

ステップ 10 デバイス プールのリストから、Device Defaults で割り当てられたデフォルトのデ
バイス プールの 1 つを選択します（P.6-1の「デバイス デフォルトの設定」を参
照）。Cisco CallManager は、自動登録された各デバイスを、デバイス タイプに基
づいてデフォルトのデバイス プールに自動的に割り当てます。

ステップ 11 Cisco CallManager Group のドロップダウン リスト ボックスから、ステップ 7 で
自動登録用に設定した Cisco CallManager グループを選択します。このステップ
は、自動登録用のデフォルト Cisco CallManager グループに、デフォルト デバイ
ス プールを割り当てます。

ステップ 12 Calling Search Space for Auto-Registration のドロップダウン リスト ボックスから、
Cisco CallManager に自動登録されるこのデバイス プール内のデバイスへ割り当
てる、コーリング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースで
は、プール内のデバイスが使用するルート パーティションが指定されます。

ステップ 13 Update をクリックして、デバイス プールの変更をデータベースに保存します。

ステップ 14 Device Defaults にリストされている各デバイス プールに対して、ステップ 10 ～
ステップ 13 を繰り返します。
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関連項目

• 自動登録の使用不可（P.11-5）

• 自動登録の設定値（P.11-6）

• 自動登録番号の再使用（P.11-9）
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自動登録の使用不可

自動登録を使用不可にする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager の順に選択します。

ステップ 2 Cisco CallManager のリストから、自動登録を使用不可にする Cisco CallManager を
選択します。

ステップ 3 Auto-registration Disabled オプションをオンにして、この Cisco CallManager に対
して自動登録を使用不可にします（このボックスにチェックマークが付いている

場合は、自動登録が使用不可になっています）。

（注） Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定して
も、自動登録は使用不可になります。

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容をデータベースに保存します。

ステップ 5 自動登録を使用不可にする Cisco CallManager ごとに、ステップ 2 ～ステップ 4 を
繰り返します。

関連項目

• 自動登録の使用可能化（P.11-2）

• 自動登録の設定値（P.11-6）

• 自動登録番号の再使用（P.11-9）
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自動登録の設定値

表 11-1 では、自動登録の設定値について説明します。

表 11-1 自動登録の設定値

フィールド名 説明 

Starting Directory Number デバイスの自動登録に使用する開始電話番号を入力します。

Starting Directory Number フィールドと Ending Directory Number
フィールドで電話番号の範囲を指定すると、自動的に自動登録が使

用可能になります。

Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定
すると、自動登録が使用不可になります。

Ending Directory Number デバイスの自動登録に使用する終了電話番号を入力します。 

Starting Directory Number フィールドと Ending Directory Number
フィールドで電話番号の範囲を指定すると、自動的に自動登録が使

用可能になります。

Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定
すると、自動登録が使用不可になります。

Partition 自動登録された電話番号が属するパーティションを選択します。

パーティションを使用しない場合は、<None> を選択します。

パーティションと外部電話番号マスクを選択する前に、自動登録用

の有効な電話番号の範囲を選択しておく必要があります。

自動登録を使用不可にすると、Partition フィールドはリセットされ
ます。

パーティションの数が多い場合は、ドロップダウン リスト ボック
スの横に省略記号（...）ボタンが表示されます。... ボタンをクリッ
クすると、Select Partition ウィンドウが表示されます。List items
where Name contains フィールドにパーティション名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるパーティションの
リストで希望するパーティション名をクリックし、OK をクリック
します。
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External Phone Number Mask 自動登録されたデバイスから発信される外部（発信）コールに対し

て、発信者 ID 情報をフォーマットするのに使用するマスクを指定
します。このマスクには、最長 50 文字までを指定できます。発信
者 ID 情報に表示する数字列を入力します。自動登録されるデバイ
スの電話番号を表すには、X を使用します。 

たとえば、マスク 972813XXXX を指定し、外部コールに使用される
ルート パターンで Use External Phone Number Mask オプションを使
用可能にする場合、内線番号 1234 からの外部コールでは、発信者
ID 9728131234 と表示されます。代表番号を表すのに、すべて数字
列のマスク（たとえば、9728135000 など）を指定する場合、その番
号が、任意の自動登録されたデバイスからの外部コールに表示され

る発信者 ID になります。

Auto-registration Disabled on this
Cisco CallManager

Cisco CallManager は、無許可でネットワークへ接続するのを防止す
る目的で、デフォルトでは自動登録を使用不可にしています。自動

登録が使用不可の場合は、ネットワークに新しいデバイスを追加す

るたびに、電話番号を手動で設定する必要があります。

• この Cisco CallManager に対して自動登録を使用可能にするに
は、この Auto-registration Disabled オプションをオフにします。

• この Cisco CallManager に対して自動登録を使用不可にするに
は、この Auto-registration Disabled オプションをオンにします。

Starting Directory Number と Ending Directory Number を同じ値に設定
すると、自動登録を使用不可にすることができます。

このオプションをオンにして自動登録を使用不可にするときに、

Starting Directory Number と Ending Directory Number が指定されてい
る場合、Cisco CallManager は、Starting Directory Number と Ending
Directory Number を同じ値に設定します。

自動登録を使用不可にすると、パーティションと外部電話マスク情

報フィールドもリセットされます。

表 11-1 自動登録の設定値（続き）

フィールド名 説明 
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関連項目

• 自動登録の使用可能化（P.11-2）

• 自動登録の使用不可（P.11-5）

• 自動登録番号の再使用（P.11-9）
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自動登録番号の再使用

新しいデバイスがネットワークに接続されると、Cisco CallManager は、次に使用
可能な（未使用の）自動登録電話番号をそのデバイスに割り当てます。手動で自

動登録されたデバイスの電話番号を変更した場合や、そのデバイスをデータベー

スから削除した場合は、Cisco CallManager は、そのデバイスの自動登録されてい
た電話番号を再使用することができます。

デバイスの自動登録が開始されると、Cisco CallManager は、管理者が指定した自
動登録番号の範囲を検索し、そのデバイスに割り当てるため、次に使用可能な電

話番号の検出しようとします。Cisco CallManager は、最後に割り当てられた電話
番号の次の番号から順に、検索を開始します。その範囲内の最後の電話番号に達

すると、Cisco CallManager は、その範囲内の先頭の電話番号から、引き続き検索
を行います。

自動登録電話番号の範囲をリセットし、Cisco CallManager がその範囲内の先頭の
番号から検索するように設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 System > Cisco CallManager の順に選択します。

ステップ 2 自動登録をリセットする Cisco CallManager を選択します。

ステップ 3 Starting Directory Number と Ending Directory Number フィールドの現在の設定値を
メモします。

ステップ 4 Auto-registration Disabled on this Cisco CallManager をクリックします。

注意 自動登録が使用不可になっている間は、新しい電話機は自動登録できません。

ステップ 5 Update をクリックします。
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ステップ 6 Starting Directory Number と Ending Directory Number をステップ 3 でメモした値
（または、必要に応じて別の値）に設定します。

ステップ 7 Update をクリックします。

関連項目

• 自動登録の使用可能化（P.11-2）

• 自動登録の使用不可（P.11-5）

• 自動登録の設定値（P.11-6）
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12
物理ロケーションの設定

物理ロケーションは、デバイス モビリティ機能をサポートしています。物理ロ
ケーションは、特定の地域ロケーションに関連するパラメータと他のパラメータ

を区別する手段を提供します。たとえば、メディア リソース サーバで企業内の
特定のオフィスまたはキャンパスを取り扱うことができます。デバイスが別のオ

フィスまたはキャンパスをローミングして Cisco CallManager に再登録されると
きには、ローミング ロケーションのメディア リソース サーバがデバイスを取り
扱うようにしてください。メディア サービスの可用性に応じて物理ロケーショ
ンを定義すると、デバイスを物理ロケーション間で移動させるときも、効率的で

経済的なサービスの再配置を確実に行うことができます。ネットワーク構造と

サービスの割り当てに従い、都市、企業のキャンパス、または建物に基づいて物

理ロケーションを定義できます。 

物理ロケーションを設定するには、次のトピックを参照してください。

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Cisco CallManager デバイス モビリティ」を参照してください。
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物理ロケーションの検索

ネットワーク内にはいくつかの物理ロケーションが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の物理ロケーションを見つ
けることができます。物理ロケーションを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、物理
ロケーションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してこのメ

ニュー項目に戻る場合、検索を変更するかブラウザを閉じるまで、Cisco
CallManager Administration により物理ロケーションの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Physical Location の順に選択します。

Find and List Physical Locations ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 物理ロケーションの検索条件を選択して、Find をクリックします。使用可能な
物理ロケーションをすべて一覧表示するには、検索条件を空白のままにして、

Find をクリックします。

関連項目

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）
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物理ロケーションの追加

デバイス プールの物理ロケーションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 物理ロケーションを選択するか、Add a New Physical Location リンクをクリック
します。

ステップ 2 適切な設定値を設定します（表 12-1 を参照）。

ステップ 3 新規物理ロケーションを追加するには、Insert をクリックします。既存の物理ロ
ケーションの設定を更新するには、Update をクリックします。

関連項目

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）
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物理ロケーションの更新

既存の物理ロケーションを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 コピーする物理ロケーションを見つけるには、P.12-2の「物理ロケーションの検
索」の手順に従います。

ステップ 2 物理ロケーション設定値を更新します（表 12-1を参照）。

ステップ 3 Update をクリックします。

関連項目

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）
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物理ロケーションのコピー

既存の物理ロケーションをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.12-2の「物理ロケーションの検索」の手順に従って、コピーする物理ロケー
ションを見つけます。

ステップ 2 コピーするプロファイルの横にあるコピー アイコンをクリックします。

ステップ 3 物理ロケーション設定値を更新します（表 12-1を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）
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物理ロケーションの削除

物理ロケーションが現在デバイス プールで使用中の場合は、削除できません。物
理ロケーションを削除する場合は、まず Dependency Records から関連デバイス
プールを検索して、その関連を解除してから、物理ロケーションを削除できます。

物理ロケーションを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.12-2の「物理ロケーションの検索」の手順に従って、削除する物理ロケーショ
ンを見つけます。

ステップ 2 削除する物理ロケーションの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィン
ドウ内のすべての物理ロケーションを選択するには、Matching Records タイトル
バーのチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Delete Selected をクリックします。

ステップ 4 OK をクリックして、選択を確認します。

関連項目

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの設定値（P.12-7）
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物理ロケーションの設定値

表 12-1 では、物理ロケーションの設定値について説明します。

関連項目

• 物理ロケーションの検索（P.12-2）

• 物理ロケーションの追加（P.12-3）

• 物理ロケーションの更新（P.12-4）

• 物理ロケーションのコピー（P.12-5）

• 物理ロケーションの削除（P.12-6）

表 12-1 物理ロケーションの設定値

フィールド 説明

Physical Location Name 物理ロケーションを識別する名前を入力します。 

Description 物理ロケーションを説明するテキストを入力します。こ

の説明には、最長 50 文字の英数字を使用することがで
き、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下
線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能で
す。
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13
Survivable Remote Site 
Telephony の設定

Survivable Remote Site Telephony（SRST）リファレンスは、デバイス用の他のす
べての Cisco CallManager サーバが到達不能になった場合に、限定された
Cisco CallManager 機能を提供するゲートウェイを構成します。SRST リファレン
スは通常、デバイス プールに割り当てられており、Cisco CallManager が到達不
能になった場合に、コールを行うデバイスがコールを実行しようとして検索する

ゲートウェイを決定します。SRST リファレンスの詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「SRST リファレンス」を参照してくだ
さい。

SRST リファレンスを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピック
を参照してください。

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスの検索
ネットワーク内にはいくつかの SRST リファレンスが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の SRST リファレンスを見
つけることができます。特定のユーザによって定義された SRST リファレンスを
見つけるには、次の手順を実行します。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、SRST
リファレンスの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの

メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、SRST リファレンスの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 System > SRST の順に選択します。

Find and List SRST References ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているユーザ定義の SRST リファレンスをすべ
て検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックしてくださ
い。
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SRST リファレンスの検索

検出された SRST リファレンスのリストが、次の項目別に表示されます。

• SRST Reference Name

• IP Address

• Port

（注） 該当する SRST リファレンスの横にあるチェックボックスをオンにし
て、Delete Selected をクリックすると、Find and List SRST References ウィ
ンドウから複数の SRST リファレンスを削除できます。Matching Records
タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、ウィンドウ内の SRST リファレンスをすべて削除できま
す。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する SRST リファレンスをクリックしま
す。

ウィンドウに、選択した SRST リファレンスが表示されます。

関連項目

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスの追加
SRST リファレンスを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで System > SRST の順に選択します。

ステップ 2 Add a New SRST Reference をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 13-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規 SRST リファレンスを追加します。

「Status: Insert completed」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 SRST リファレンスをさらに追加するには、Add a New SRST Reference をクリッ
クしてこの手順を繰り返します。

関連項目

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスの更新
SRST リファレンスを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで System > SRST の順に選択します。

ステップ 2 更新する SRST リファレンスを見つけます。P.13-2の「SRST リファレンスの検
索」を参照してください。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 13-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

「Status: Update completed」というメッセージが表示されます。

（注） デバイスがこの SRST リファレンスに関連付けられている場合は、更新
を有効にするためにデバイスをリセットする必要があるというメッセー
ジが表示されます。ゲートウェイがリセットされると、Cisco CallManager
によって、影響を受けるゲートウェイ上で進行中のコールが終了される
可能性があります。

影響を受けるデバイスをリセットするには、更新が完了してから Reset
Devices ボタンをクリックします。この時点でデバイスをリセットしたく
ない場合は、いつでもこの項目に戻って Reset Devices ボタンをクリック
し、必要なデバイス リセットを実行することができます。

関連項目

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスのコピー
SRST リファレンスをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで System > SRST の順に選択します。

ステップ 2 コピーする SRST リファレンスを見つけます。P.13-2の「SRST リファレンスの
検索」を参照してください。

ステップ 3 コピーする SRST リファレンスの名前をクリックします。

ウィンドウに SRST リファレンスが表示されます。

ステップ 4 Copy をクリックして SRST リファレンスをコピーします。

ウィンドウに SRST リファレンスのコピーが表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 13-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックして、新規 SRST リファレンスを追加します。

関連項目

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスの削除
SRST リファレンスを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス プールなどの項目が使用している SRST リファレンスは削除できませ
ん。SRST リファレンスを使用しているデバイス プールを検索するには、SRST
Reference Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックしま
す。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されている SRST リファレンスを削除しようとすると、Cisco
CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されている SRST リ
ファレンスを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実

行しておく必要があります。

• 削除する SRST リファレンスを使用しているデバイス プールすべてに、別の
SRST リファレンスを割り当てる。P.8-7の「デバイス プールの更新」を参
照してください。

• 削除する SRST リファレンスを使用しているデバイス プールを削除する。
P.8-8の「デバイス プールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで System > SRST の順に選択します。

ステップ 2 削除する SRST リファレンスを見つけます。P.13-2の「SRST リファレンスの検
索」を参照してください。

ステップ 3 削除する SRST リファレンスのチェックボックスをオンにし、Delete Selected を
クリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 SRST リファレンスを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消
すには、Cancel をクリックします。
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注意 SRST リファレンスを削除するときは、削除する SRST リファレンスが正しいか
慎重に確認してください。削除した SRST リファレンスを元に戻すことはできま
せん。誤って削除した場合は、その SRST リファレンスを作成し直す必要があり
ます。

ヒント SRST リファレンスの削除は、削除する SRST リファレンスを見つけて
表示し、Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの設定値（P.13-9）
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SRST リファレンスの設定値

SRST リファレンスの設定値
表 13-1 では、SRST リファレンスの設定値について説明します。

表 13-1 SRST リファレンスの設定値

フィールド 説明

SRST Reference Name 名前を SRST Reference Name フィールドに入力します。この名前に
は、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリ
オド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて
使用することが可能です。SRST リファレンス名はそれぞれ固有の
名前にしてください。

（注） SRST リファレンスには、内容を表す簡潔な名前を使用して
ください。

IP Address デバイス プール内のデバイス用に、SRST リファレンスとして使用
するゲートウェイの IP アドレスを入力します。

Port この SRST リファレンスのポート番号を入力します。デフォルト値
は 2000 です。

（注） この値を変更するのは、この値がゲートウェイのポート設
定と一致しない場合のみにしてください。この値とゲート
ウェイのポート設定は一致している必要があります。
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Is SRST Secure? SRST が使用可能になっているゲートウェイに、自己署名または認
証局によって発行された証明書が含まれていることを確認した後、

このチェックボックスをオンにします。

SRST を設定し、ゲートウェイと制御されている電話機をリセット
した後、Cisco CTL Provider サービスは、SRST が使用可能になって
いるゲートウェイ上の Certificate Provider サービスから認証されま
す。Cisco CTL クライアントは、SRST が使用可能になっているゲー
トウェイから証明書を取得し、Cisco CallManager データベースに保
存します。

ヒント SRST の証明書をデータベースと電話機から削除するに
は、このチェックボックスをオフにして Update をクリッ
クし、制御されている電話機をリセットします。

SRST Certificate Provider Port このポートでは、SRST が使用可能になっているゲートウェイ上の
Certificate Provider サービスに対する要求を監視します。
Cisco CallManager は、このポートを使用して SRST が使用可能に
なっているゲートウェイから証明書を取得します。Cisco SRST
Certificate Provider のデフォルトのポート番号は 2445 です。

SRST が使用可能になっているゲートウェイでこのポートを設定し
た後、このフィールドにポート番号を入力します。

ヒント このポートが現在使用されている場合、またはファイア
ウォールを使用していてそのファイアウォール内でこの
ポートを使用できない場合は、別のポート番号の設定が必
要になる場合があります。

表 13-1 SRST リファレンスの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• SRST リファレンスの検索（P.13-2）

• SRST リファレンスの追加（P.13-4）

• SRST リファレンスの更新（P.13-5）

• SRST リファレンスのコピー（P.13-6）

• SRST リファレンスの削除（P.13-7）

Update SRST Certificate

ヒント このボタンは、既存のセキュアな SRST リファレンスに対
してのみ表示されます。 

このボタンをクリックした後、Cisco CTL クライアントによって
Cisco CallManager データベースに保存されている既存の SRST 証明
書が置き換えられます。制御されている電話機をリセットした後、

TFTP サーバによって cnf.xml ファイルが（新しい SRST 証明書と共
に）電話機に送信されます。

表 13-1 SRST リファレンスの設定値（続き）

フィールド 説明
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14
自動代替ルーティングのグルー
プ設定

Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）は、ロケーションの
帯域幅不足で Cisco CallManager がコールをブロックした場合に、代替番号を使
用して PSTN またはその他のネットワーク経由でコールを再ルーティングする
メカニズムを提供します。自動代替ルーティングを使用すると、発信者はいった

ん電話を切って着信側に再びダイヤルする必要がなくなります。AAR グループ
は、回線または電話番号（DN）、Cisco ボイスメール ポート、およびゲートウェ
イが置かれているダイヤル区域を表わします。

各 AAR グループに対して、AAR グループ内の自動代替ルーティングに使用する
プレフィックス番号、およびある AAR グループとその他の AAR グループの間
の自動代替ルーティングに使用するプレフィックス番号を入力します。ゲート

ウェイ、電話機（電話番号で）、およびトランクなどのデバイスが AAR グループ
に関連付けられます。コールの自動代替ルーティングが行われる場合、状況に

よってはデバイスを AAR コーリング サーチ スペースにも関連付ける必要があ
ります。

AAR グループを検索、追加、更新、削除するには、次のトピックを参照してく
ださい。

• AAR グループの検索（P.14-3）

• AAR グループの追加（P.14-5）

• AAR グループの更新（P.14-6）

• AAR グループの削除（P.14-7）



第 14章      自動代替ルーティングのグループ設定

14-2
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

• AAR グループの設定値（P.14-9）

（注） AAR を機能させるには、クラスタ全体の Automated Alternate Routing Enable サー
ビス パラメータが True に設定されていることを確認する必要があります（この
サービス パラメータのデフォルト値は False です）。

自動代替ルーティング グループの詳細については、『Cisco CallManager システム
ガイド』の「ルート プランの概要」を参照してください。 
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AAR グループの検索
ネットワーク内にはいくつかの自動代替ルーティング（AAR）グループが存在す
ることがあるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、AAR グルー
プを見つけることができます。AAR グループを見つける手順は、次のとおりで
す。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、AAR
グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、AAR グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > AAR Group の順に選択します。

Find and List Automated Alternate Routing Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されている AAR グループをすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。
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検出された AAR グループのリストが、AAR グループ名別に表示されます。

（注） 該当する AAR グループの横にあるチェックボックスをオンにして 
Delete Selected をクリックすると、Find and List Automated Alternate
Routing Groups ウィンドウから複数の AAR グループを削除できます。
AAR Group Name タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内の AAR グループをすべ
て削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する AAR グループをクリックします。

選択した AAR グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• AAR グループの追加（P.14-5）

• AAR グループの更新（P.14-6）

• AAR グループの削除（P.14-7）
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AAR グループの追加
AAR グループを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > AAR Group の順に選択します。

ステップ 2 Add a New AAR Group をクリックします。

ステップ 3 AAR Group Name フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 20 文字
の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およ
び下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。AAR グループ名
はそれぞれ固有の名前にしてください。

ワンポイント・アドバイス AAR グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、
CompanynameLocationGroup の形式が、内容を簡潔に表し、AAR グループをすば
やくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasAA1 は、Dallas にあ
る Cisco オフィス用の Cisco Access Analog AAR グループを示します。

ステップ 4 Continue をクリックします。

ステップ 5 適切な設定値を選択します（表 14-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックして、この AAR グループを追加します。

関連項目

• AAR グループの検索（P.14-3）

• AAR グループの更新（P.14-6）

• AAR グループの削除（P.14-7）

• AAR グループの設定値（P.14-9）
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AAR グループの更新
AAR グループを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の手順を実行する場合は、更新する AAR グループが事前に設定されているこ
とを確認してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > AAR Group の順に選択します。

ステップ 2 更新する AAR グループを見つけます。P.14-3の「AAR グループの検索」を参照
してください。

ステップ 3 該当するフィールドを更新します（表 14-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

関連項目

• AAR グループの検索（P.14-3）

• AAR グループの追加（P.14-5）

• AAR グループの削除（P.14-7）

• AAR グループの設定値（P.14-9）
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AAR グループの削除

AAR グループの削除
AAR グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイスが 1 つでも参照している AAR グループは、削除できません。AAR グ
ループを使用しているデバイスを検索するには、AAR Group Configuration ウィン
ドウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシ
ステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウ
にメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。AAR グループを削除
する前に、その AAR グループが属しているデバイスすべてから、その AAR グ
ループを削除しておく必要があります。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > AAR Group の順に選択します。

ステップ 2 削除する AAR グループを見つけます。P.14-3の「AAR グループの検索」を参照
してください。

ステップ 3 削除する AAR グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックします。

AAR グループの削除は取り消せないことを警告するダイアログボックスが表示
されます。

ステップ 4 グループを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。OK をクリックした場合は、Cisco CallManager は、そ
の AAR グループを AAR グループ リストから削除します。



第 14章      自動代替ルーティングのグループ設定
AAR グループの削除

14-8
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

（注） 該当する AAR グループの横にあるチェックボックスをオンにして 
Delete Selected をクリックすると、Find and List AAR groups ウィンドウか
ら複数の AAR グループを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内の AAR グループをすべて削除できます。

関連項目

• AAR グループの検索（P.14-3）

• AAR グループの追加（P.14-5）

• AAR グループの更新（P.14-6）
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AAR グループの設定値

AAR グループの設定値
表 14-1 では、AAR グループの設定値について説明します。

表 14-1 AAR グループの設定値

フィールド 説明

AAR Group Name 新しい AAR グループに割り当てる名前を入力します。

このグループ内のプレフィックス番号

Prefix Digits AAR グループ内の自動代替ルーティングに使用するプレフィック
ス番号を入力します。

有効な入力値は、[、^、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9、-、]、+、
?、! 、X、*、#、+ です。

このグループとその他の AAR グループ間のプレフィックス番号

Prefix Digits (From this group) このグループから別の AAR グループに属するデバイスにコールを
ルーティングするとき、自動代替ルーティングに使用するプレ

フィックス番号を入力します。

有効な入力値は、[、^、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9、-、]、+、
?、! 、X、*、#、+ です。

（注） この発信 AAR グループ用フィールドに入力されたプレ
フィックス番号は、AAR 転送先グループの Prefix Digits (To
this group) フィールドにも追加されます。

Prefix Digits (To this group) 別の AAR グループに属するデバイスからこのグループにコールを
ルーティングするとき、自動代替ルーティングに使用するプレ

フィックス番号を入力します。

有効な入力値は、[、^、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9、-、]、+、
?、! 、X、*、#、+ です。

（注） この転送先 AAR グループ用フィールドに入力されたプレ
フィックス番号は、AAR 発信グループの Prefix Digits (From
this group) フィールドにも追加されます。
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関連項目

• AAR グループの検索（P.14-3）

• AAR グループの追加（P.14-5）

• AAR グループの更新（P.14-6）

• AAR グループの削除（P.14-7）
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15
アプリケーションのダイヤル規
則設定

管理者は、ダイヤル規則設定を使用して、ダイヤル規則の優先順位を追加および

ソートできます。Cisco IPMA などのアプリケーションのダイヤル規則は、ユー
ザがダイヤルする電話番号から自動的に数字を除去したり、電話番号に数字を追

加します。たとえば、7 桁の電話番号の先頭に、外線発信用の数字 9 を自動的に
追加します。 

Cisco IPMA などのアプリケーションで、アシスタントは Assistant Console から
ディレクトリ検索を実行できます。ディレクトリ エントリを Assistant Console の
My Calls パネルへドラッグ アンド ドロップできます。ドロップすると、エント
リに含まれている番号宛にコールが発信されます。ダイヤル規則は、エントリに

含まれる番号に対して、コールの発信前に適用されます。

次の各項では、ダイヤル規則設定について説明します。

• ダイヤル規則の追加（P.15-2）

• ダイヤル規則の更新（P.15-3）

• ダイヤル規則の削除（P.15-4）

• ダイヤル規則の優先順位の変更（P.15-5）
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ダイヤル規則の追加

ダイヤル規則を追加する手順は、次のとおりです。ダイヤル規則の設計およびエ

ラー チェックについては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「ダイヤル
規則設定のエラー チェック」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Application Dial Rules の順に
選択します。

Dial Rules Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 phone number begins with フィールドに、数字または記号（+、*、#）を入力、ま
たはブランクのままにします。

ステップ 3 number of digits is フィールドに数字を入力、またはブランクのままにします。

ステップ 4 remove digits フィールドに数字を入力、またはブランクのままにします。適切な
ダイヤル規則を適用します。

ステップ 5 prefix it with フィールドに、数字または記号（+、*、#）を入力、またはブランク
のままにします。適切なダイヤル規則を適用します。

ステップ 6 Insert ボタンをクリックします。

規則を有効にするには、Cisco Tomcat サービスを停止して、再起動します。
『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してく
ださい。

関連項目

• ダイヤル規則の更新（P.15-3）

• ダイヤル規則の削除（P.15-4）

• ダイヤル規則の優先順位の変更（P.15-5）
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ダイヤル規則の変更

管理者は Dial Rules Configuration ウィンドウで、ダイヤル規則の更新、削除、ま
たは優先順位の変更を実行できます。

関連項目

• ダイヤル規則の追加（P.15-2）

• ダイヤル規則の更新（P.15-3）

• ダイヤル規則の削除（P.15-4）

• ダイヤル規則の優先順位の変更（P.15-5）

ダイヤル規則の更新

ダイヤル規則を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Application Dial Rules の順に
選択します。

ステップ 2 Dial Rules リストで、更新する規則を選択して、内容を更新します。

ステップ 3 Update ボタンをクリックします。

更新内容を有効にするには、Cisco Tomcat サービスを停止して、再起動します。
『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してく
ださい。

関連項目

• ダイヤル規則の追加（P.15-2）

• ダイヤル規則の削除（P.15-4）

• ダイヤル規則の優先順位の変更（P.15-5）
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ダイヤル規則の削除

ダイヤル規則を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Application Dial Rules の順に
選択します。

ステップ 2 Dial Rules リストで、削除する規則の横にあるチェックボックスをオンにします。
一度に複数の規則を削除することができます。

ステップ 3 Delete Selected ボタンをクリックします。

削除を有効にするには、Cisco Tomcat サービスを停止して、再起動します。
『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してく
ださい。

関連項目

• ダイヤル規則の追加（P.15-2）

• ダイヤル規則の更新（P.15-3）

• ダイヤル規則の優先順位の変更（P.15-5）
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ダイヤル規則の優先順位の変更

ダイヤル規則の優先順位を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Application Dial Rules の順に
選択します。

ステップ 2 Dial Rules リストで、移動する規則を選択します。 

ステップ 3 上矢印と下矢印を使用して、Dial Rule リスト内で規則を上または下に移動しま
す。

ステップ 4 Update ボタンをクリックします。

新しい優先順位を有効にするには、Cisco Tomcat サービスを停止して、再起動し
ます。『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照
してください。

関連項目

• ダイヤル規則の追加（P.15-2）

• ダイヤル規則の更新（P.15-3）

• ダイヤル規則の削除（P.15-4）
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16
ルート フィルタの設定

ルート フィルタの設定では、ルート パターンまたはハント パイロットと連動し
て、ダイヤルされた数字列を使用し、コールの処理方法を決定します。ルート

フィルタは、at 記号（@）ワイルドカードを含むパターンを設定する場合にのみ
適用されます。ルート パターンまたはハント パイロットが @ ワイルドカードを
含む場合、Cisco CallManager は、Numbering Plan ドロップダウン リスト ボック
スで指定された番号計画に従って、コールを転送します。Cisco CallManager で表
示されるルート フィルタ ウィンドウは、選択する番号計画によって異なります。

ルート フィルタを使用すると、システム管理者は、ユーザがダイヤルできるルー
ト パターンまたはハント パイロット、たとえば、ユーザが長距離通信事業者を
手動で選択する（101 に通信事業者アクセス コードを加えてダイヤルして）こと
ができるかどうかを決定できます。

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概
要」を参照してください。

ヒント まずルート フィルタを追加し、その定義をしておいてから、その定義済みのルー
ト フィルタをルート パターンまたはハント パイロットに追加してください。
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ルート フィルタを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを
参照してください。

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタの更新（P.16-6）

• ルート フィルタのコピー（P.16-7）

• ルート フィルタ クローズの追加（P.16-10）

• ルート フィルタ クローズの削除（P.16-12）

• ルート フィルタの削除（P.16-14）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• ルート フィルタの設定値（P.16-9）
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ルート フィルタの特定
ネットワーク内にはいくつかのルート フィルタが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、固有のルート フィルタを特定
することができます。ルート フィルタを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー
ト フィルタの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの
メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、ルート フィルタの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route Filter の順に選択します。

Find and List Route Filters ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているルート フィルタをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。
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検出されたルート フィルタのリストが、次の項目別に表示されます。

• Route Filter Name

• Dial Plan

• Clause（クローズ）

（注） 該当するルート フィルタの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Route Filters ウィンドウ
から複数のルート フィルタを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のルート フィルタをすべて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するルート フィルタをクリックします。

選択したルート フィルタがウィンドウに表示されます。

関連項目

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタの更新（P.16-6）

• ルート フィルタのコピー（P.16-7）

• ルート フィルタ クローズの追加（P.16-10）

• ルート フィルタ クローズの削除（P.16-12）

• ルート フィルタの削除（P.16-14）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• ルート フィルタの設定値（P.16-9）
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ルート フィルタの追加
ルート フィルタを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 Add a New Route Filter をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 16-1 を参照）。

ステップ 4 Continue をクリックします。

ステップ 5 このルート フィルタのクローズ（文節）を作成するには、必要に応じて、ルー
ト フィルタのタグと演算子を選択し、データを入力します。 

（注） ルート フィルタのタグと演算子のデータを入力する場合は、P.16-16の
「ルート フィルタ タグの説明」を参照してください。

ステップ 6 Insert をクリックして、フィルタを追加します。 

関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの更新（P.16-6）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート フィルタの更新
ルート フィルタを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 更新するルート フィルタを見つけます。P.16-3の「ルート フィルタの特定」を
参照してください。

ステップ 3 Dial Plan ドロップダウン リスト ボックスで、更新する番号計画（たとえば、North
American Numbering Plan）を選択します。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 16-1 を参照）。

ステップ 5 Update をクリックします。 

ステップ 6 Reset Devices をクリックします。ルート フィルタに関連付けられたデバイスを
リセットすると、該当ゲートウェイのコールが欠落します。 

関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタ クローズの追加（P.16-10）

• ルート フィルタのコピー（P.16-7）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• ルート フィルタの設定値（P.16-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」



16-7
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 16章      ルート フィルタの設定
ルート フィルタのコピー

ルート フィルタのコピー
ルート フィルタをコピーして追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 コピーするルート フィルタを特定します。P.16-3の「ルート フィルタの特定」
を参照してください。

ステップ 3 コピーするルート フィルタの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 そのルート フィルタの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、そのルート フィルタのコピーが表示されます。

ステップ 5 Route Filter Name フィールドに、このルート フィルタの名前を入力します。

ステップ 6 該当する設定値を更新します（表 16-1 を参照）。

（注） ルート フィルタのタグと演算子のデータを入力する場合は、P.16-16の
「ルート フィルタ タグの説明」を参照してください。

ステップ 7 Insert をクリックして、新規ルート フィルタを追加します。

ヒント ルート フィルタのコピーは、コピーするルート フィルタを特定して表
示し、Copy をクリックすることによっても実行できます。この場合
は、コピーした後に、前述のステップ 5 およびステップ 6 の手順を実
行してください。
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関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタ クローズの追加（P.16-10）

• ルート フィルタ クローズの削除（P.16-12）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• ルート フィルタの設定値（P.16-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート フィルタの設定値
表 16-1 では、ルート フィルタの設定値について説明します。

関連項目

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタの更新（P.16-6）

表 16-1 ルート フィルタの設定値

フィールド 説明

Dial Plan ドロップダウン リストから、番号計画（たとえば、North
American Numbering Plan）を選択します。

Route Filter Name Route Filter Name フィールドに名前を入力します。この
名前には、最長 50 文字の英数字を指定することができ、
スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および下線文
字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。
各ルート フィルタ名が、そのルート プランに固有の名
前であることを確認してください。

（注） ルート フィルタには、内容を簡潔に表す名前を
使用してください。通常、
CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を
簡潔に表し、ルート フィルタをすばやくかつ簡
単に識別できる方式です。たとえば、
CiscoDallasMetro は、Dallas の Cisco オフィスか
らの LATA（Local Access and Transport Area）間
の無料コール用のルート フィルタを特定しま
す。
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ルート フィルタ クローズの追加
ルート フィルタのクローズ（文節）を追加すると、論理 OR を使用して既存の
タグに追加演算子と項目を組み込むことによって、既存のルート フィルタをさ
らに詳細に指定できます。ルート フィルタのクローズを追加できるのは、最初
に新規のルート フィルタを追加するとき、または既存のルート フィルタを更新
するときのどちらかです。既存のルート フィルタにルート フィルタ クローズを
追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 ルート フィルタ クローズを追加する先のルート フィルタを特定します。
P.16-3の「ルート フィルタの特定」を参照してください。

ステップ 3 Add Clause をクリックして、新しいルート フィルタ クローズのデータ入力ウィ
ンドウを表示します。この新しいクローズのすべての演算子フィールドには、

NOT-SELECTED と表示されます。

ステップ 4 このルート フィルタの追加クローズを作成するために、必要に応じて、ルート
フィルタのタグと演算子を選択し、データを入力します。 

（注） North American Numbering Plan のルート フィルタのタグと演算子のデー
タを入力する場合は、P.16-16の「ルート フィルタ タグの説明」を参照
してください。

ステップ 5 Insert をクリックして、クローズを追加します。 

新しいクローズは、ウィンドウ上の既存のクローズの下に表示されます（必要に

応じて下方にスクロールして、新しい情報を表示してください）。
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関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタ クローズの削除（P.16-12）

• ルート フィルタ タグの説明（P.16-16）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート フィルタ クローズの削除
ルート フィルタのクローズ（文節）を削除できるのは、新規ルート フィルタの
セットアップ時、または既存ルート フィルタの更新時のどちらかです。既存の
ルート フィルタからルート フィルタ クローズを削除する手順は、次のとおりで
す。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 削除するルート フィルタ クローズが含まれているルート フィルタを特定しま
す。

ステップ 3 削除するクローズの先頭までスクロール ダウンし、Remove Clause をクリックし
ます。 

このルート フィルタ クローズを削除すると取り消せないことを警告するダイア
ログボックスが表示されます。

注意 各 Remove Clause ボタンは、そのボタンのすぐ下にあるクローズに適用されます。
クローズを削除するときは、削除するクローズが正しいか慎重に確認してくださ

い。削除したクローズを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除

したクローズを作成し直す必要があります。

ステップ 4 クローズを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。OK をクリックすると、Cisco CallManager により、
クローズがルート フィルタから削除されます。
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関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタの削除（P.16-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート フィルタの削除
ルート フィルタを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

ルート パターンまたはハント パイロット、変換パターンなどの項目が使用して
いるルート フィルタは、削除することができません。ルート フィルタを使用し
ているルート パターンまたはハント パイロット、変換パターンなどの項目を検
索するには、Route Filter Configuration ウィンドウの Dependency Records リンク
をクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場
合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用されているルート フィルタを削除しようとす
ると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されてい
るルート フィルタを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または
両方を実行しておく必要があります。

• 削除するルート フィルタを使用しているルート パターンまたはハント パイ
ロット、変換パターンなどの項目すべてに、別のルート フィルタを割り当
てる。P.23-7の「ルート パターンの更新」および P.27-6の「変換パターン
の更新」を参照してください。

• 削除するルート フィルタを使用しているルート パターンまたはハント パイ
ロット、変換パターンなどの項目を削除する。P.23-10の「ルート パターン
の削除」および P.27-8の「変換パターンの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration から、Route Plan > Route Filter の順に選択しま
す。

ステップ 2 削除するルート パターンおよびハント パイロットを特定します。P.16-3の「ルー
ト フィルタの特定」を参照してください。

ステップ 3 削除するルート フィルタのチェックボックスをオンにして、Delete Selected をク
リックします。
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この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

注意 ルート フィルタを削除するときは、削除するルート フィルタが正しいか慎重に
確認してください。削除したルート フィルタを元に戻すことはできません。不
用意に削除すると、削除したルート フィルタを作成し直す必要があります。

ステップ 4 ルート フィルタを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。

ヒント ルート フィルタの削除は、削除するルート フィルタを特定して表示
し、Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• ルート フィルタの特定（P.16-3）

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート フィルタ クローズの追加（P.16-10）

• ルート フィルタ クローズの削除（P.16-12）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート フィルタ タグの説明
タグは、ルート フィルタのコア コンポーネントです。タグでは、ダイヤルされ
る数字列の一部に名前を適用しています。たとえば、NANP 番号 972-555-1234
は、LOCAL-AREA-CODE (972)、OFFICE-CODE (555)、および SUBSCRIBER (1234)
ルート フィルタ タグで構成されています。 

ルート フィルタ タグには、演算子が必要であり、フィルタに掛けるコールを決
定するには、その他の値も必要な場合があります。

ルート フィルタ タグのフィールドの値には、ワイルドカード文字 X、*、#、[、
]、-、^、および 0 ～ 9 の数字が使用できます（ワイルドカード文字の定義につ
いては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「特殊文字と設定値」の表 15-3
を参照してください）。表 16-2 の説明では、実際の数字を表すために [2-9] と
XXXX という表記を使用しています。この表記では、[2-9] は、2 ～ 9 の範囲の
任意の 1 桁の数字を表し、X は、0 ～ 9 の範囲の任意の 1 桁の数字を表します。
したがって、「[2-9]XX の形式の 3 桁のエリア コード」という記述は、実際の数
字 200 ～ 999、またはすべてのワイルドカード、または結果としてその範囲のパ
ターンになる実際の数字とワイルドカードの任意の組み合せを入力できるとい

う意味です。

ルート フィルタ タグは、Route Filter Configuration ウィンドウの Numbering Plan
ドロップダウン リスト ボックスで選択する番号計画によって異なります。表
16-2 では、North American Numbering Plan のルート フィルタ タグについて説明
します。
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表 16-2 ルート フィルタ タグ

タグ 説明

AREA-CODE [2-9]XX の形式のこの 3 桁のエリア コードは、長距離コール
のエリア コードを指定します。

COUNTRY CODE この 1 桁、2 桁、または 3 桁のコードは、国際コールの宛先
国を指定します。

END-OF-DIALING この 1 文字は、ダイヤルされた数字列の末尾を指定します。
NANP 内でダイヤルされる国際番号には、# 文字がダイヤル
終了信号として使用されます。

INTERNATIONAL-ACCESS この 2 桁のアクセス コードは、国際ダイヤルを指定します。
米国内で発信されるコールでは、このコードに 01 を使用しま
す。

INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる国際コールを指定
します。米国内で発信されるコールでは、このコードに 1 を
使用します。

INTERNATIONAL-OPERATOR この 1 桁のコードは、オペレータ経由の国際コールを指定し
ます。米国で発信されるコールでは、このコードに 0 を指定
します。

LOCAL-AREA-CODE [2-9]XX の形式のこの 3 桁のローカル エリア コードは、10 桁
のローカル コールのローカル エリア コードを指定します。

LOCAL-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされるローカル コールを
指定します。NANP コールでは、このコードに 1 を使用しま
す。

LOCAL-OPERATOR この 1 桁のコードは、オペレータ経由のローカル コールを指
定します。NANP コールでは、このコードに 0 を使用します。

LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL この 1 桁のコードは、直接ダイヤルされる長距離コールを指
定します。NANP コールでは、このコードに 1 を使用します。

LONG-DISTANCE-OPERATOR この 1 桁または 2 桁のコードは、NANP 内のオペレータ経由
の長距離コールを指定します。オペレータ経由のコールでは、

このコードに 0 を使用し、オペレータにアクセスするには 00
を使用します。
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ルート フィルタ タグの演算子は、そのタグに関連したダイヤル数字列の有無、
さらに、場合によってはそのダイヤル数字列の内容に基づいて、コールがフィル

タに掛けられるかどうかを決定します。演算子 EXISTS および DOES-NOT-EXIST
は、ダイヤル数字列のその部分が存在するかどうかだけをチェックします。演算

子 == は、実際にダイヤルされる数字を、指定された値またはパターンと突き合
せます。表 16-3 では、ルート フィルタ タグで使用される演算子について説明し
ます。 

NATIONAL-NUMBER このタグは、国際コール用の数字列の中の、各国固有の部分

を指定します。

OFFICE-CODE このタグは、7 桁の電話番号の最初の 3 桁（[2-9]XX の形式）
を指定します。

SATELLITE-SERVICE この 1 桁のコードは、国際コール用の衛星接続にアクセスで
きるようにします。

SERVICE この 3 桁のコードは、緊急用の 911、修理サービス用の 611、
問い合せ用の 411 を指定します。

SUBSCRIBER このタグは、7 桁の電話番号の最後の 4 桁（XXXX の形式）
を指定します。 

TRANSIT-NETWORK この 4 桁の値は、長距離通信事業者を識別します。 

TRANSIT-NETWORK 値には、先行する 101 通信事業者アク
セス コード接頭部を指定しないでください。詳細について
は、TRANSIT-NETWORK-ESCAPE を参照してください。

TRANSIT-NETWORK-ESCAPE この 3 桁の値は、長距離通信事業者 ID に先行します。この
フィールドの値には 101 が指定されています。
TRANSIT-NETWORK-ESCAPE 値に、4 桁の通信事業者識別
コードを指定しないでください。詳細については、

TRANSIT-NETWORK を参照してください。

表 16-2 ルート フィルタ タグ（続き）

タグ 説明
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表 16-3 ルート フィルタの演算子

演算子 説明

NOT-SELECTED このタグに関連したダイヤル数字列に基づいて、コール

をフィルタに掛けないことを指定します。

（注） この演算子が関連付けられるタグの有無によ
り、Cisco CallManager によるコールの転送が妨
げられることはありません。

EXISTS このタグに関連したダイヤル数字列が検出されたとき

に、コールをフィルタに掛けることを指定します。

（注） Cisco CallManager がコールを転送またはブロッ
クするのは、ダイヤルされた数字列に、このタ
グに関連付けられている数字列がある場合だ
けです。

DOES-NOT-EXIST このタグに関連したダイヤル数字列が検出されないと

きに、コールをフィルタに掛けることを指定します。

（注） Cisco CallManager がコールを転送またはブロッ
クするのは、ダイヤルされた数字列に、このタ
グに関連付けられている数字列がない場合だ
けです。

== このタグに関連したダイヤル数字列が、指定された値と

一致するときに、コールをフィルタに掛けることを指定

します。

（注） Cisco CallManager がコールを転送またはブロッ
クするのは、ダイヤルされた数字列に、このタ
グに関連付けられている数字列があり、その数
字列が、付加されているフィールドで指定され
た番号の範囲内である場合だけです。
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注意 演算子 EXISTS、DOES-NOT-EXIST、または NOT-SELECTED を使用しているタ
グには、ルート フィルタ タグ値を入力しないでください。

例

例 1：AREA-CODE と演算子 DOES-NOT-EXIST を使用するルート フィルタは、
エリア コードを含まないすべてのダイヤル数字列を選択します。 

例 2：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 515 を使用するルート フィルタは、
エリア コード 515 を含むすべてのダイヤル数字列を選択します。 

例 3：AREA-CODE、演算子 ==、および項目 5[2-9]X を使用するルート フィルタ
は、520 ～ 599 の範囲のエリア コードを含むすべてのダイヤル数字列を選択しま
す。

例 4：TRANSIT-NETWORK、演算子 ==、および項目 0288 を使用するルート フィ
ルタは、通信事業者アクセス コード 1010288 を持つすべてのダイヤル数字列を
選択します。
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17
時間帯（Time Period）の設定

時間帯は、開始時刻と終了時刻によって定義される時間範囲で構成されます。ま

た、週の曜日や毎年の特定日のいずれの繰り返し間隔も指定できます管理者は時

間帯を定義した後、時間帯をタイム スケジュールに関連付けます。次に、
time-of-day コール ルーティングをセットアップするパーティションにタイム ス
ケジュールを関連付けます。時間帯とタイム スケジュールの詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」を参照し
てください。

時間帯を追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照してく

ださい。

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 時間帯の設定値（P.17-9）
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時間帯の検索

ネットワーク内にはいくつかの時間帯が存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の基準を指定して、特定の時間帯を見つけることが
できます。時間帯を特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、時間
帯の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項

目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限

り、時間帯の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Class of Control > Time Period の順に選択します。

Find and List Time Periods ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の基準のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されている時間帯をすべて検索するには、検索テキ
ストを入力せずに Find をクリックします。
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第 17章      時間帯（Time Period）の設定
時間帯の検索

検出された時間帯のリストが、次の項目別に表示されます。

• Time period icon

• Time period name

（注） 該当する時間帯の横にあるチェックボックスをオンにして、Delete
Selected をクリックすると、Find and List Time Periods ウィンドウから複
数の時間帯を削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェッ
クボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ
内の時間帯をすべて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する時間帯をクリックします。

選択した時間帯がウィンドウに表示されます。

関連項目

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 時間帯の設定値（P.17-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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時間帯の追加

時間帯を追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Period の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Time Period をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 17-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規の時間帯を追加します。 

「Status: Insert completed」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 他の時間帯を追加するには、Add a New Time Period をクリックして、ステップ
3 からの手順を繰り返します。

関連項目

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 時間帯の設定値（P.17-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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第 17章      時間帯（Time Period）の設定
時間帯の更新

時間帯の更新

時間帯を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Period の順に選択します。

ステップ 2 更新する時間帯を見つけます。P.17-2の「時間帯の検索」を参照してください。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 17-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 時間帯の設定値（P.17-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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時間帯のコピー

時間帯をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Period の順に選択します。

ステップ 2 コピーする時間帯を見つけます。P.17-2の「時間帯の検索」を参照してください。

ステップ 3 コピーする時間帯の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 その時間帯の Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、その時間帯のコピーが表示されます。

ステップ 5 Time Period Name で名前を変更します。

ステップ 6 該当する設定値を更新します（表 17-1 を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックして、新規の時間帯を追加します。

ヒント 時間帯のコピーは、コピーする時間帯を特定して表示し、Copy をク
リックすることによっても実行できます。この場合は、コピーした後
に、前述のステップ 6およびステップ 7 の手順を実行してください。

関連項目

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 時間帯の設定値（P.17-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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第 17章      時間帯（Time Period）の設定
時間帯の削除

時間帯の削除

時間帯を削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

タイム スケジュールが使用している時間帯は削除できません。時間帯を使用し
ているタイム スケジュールなどの項目を検索するには、Time Period Configuration
ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records
がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィン
ドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、
P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用中の時
間帯を削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示しま
す。現在使用されている時間帯を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか

一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除する時間帯を使用しているタイム スケジュールすべてに、別の時間帯
を割り当てる。P.18-4の「タイム スケジュールの追加」を参照してください。

• 削除する時間帯を使用しているタイム スケジュールを削除する。P.18-8の
「タイム スケジュールの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Period の順に選択します。

ステップ 2 削除する時間帯を見つけます。P.17-2の「時間帯の検索」を参照してください。

ステップ 3 削除する時間帯のチェックボックスをオンにして、Delete Selected をクリックし
ます。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 時間帯を削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、Cancel
をクリックします。
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注意 時間帯を削除するときは、削除する時間帯が正しいか慎重に確認してください。

削除した時間帯を元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除した時

間帯を作成し直す必要があります。

ヒント 時間帯の削除は、削除する時間帯を特定して表示し、Delete をクリッ
クすることによっても実行できます。

関連項目

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の設定値（P.17-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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第 17章      時間帯（Time Period）の設定
時間帯の設定値

時間帯の設定値

表 17-1 では、時間帯の設定値について説明します。

表 17-1 時間帯の設定値

フィールド 説明

Time Period Name Time Period Name フィールドに名前を入力します。この名前には、
最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用
することが可能です。各時間帯名が、そのプランに固有の名前であ

ることを確認してください。

（注） 時間帯には、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通
常、hours_or_days の形式が、内容を簡潔に表し、時間帯を
すばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、
office_M_to_F は、オフィスでの月曜日から金曜日の業務時
間の時間帯を示します。

Start Time ドロップダウン リスト ボックスから、この時間帯が開始する時刻
を選択します。リストされている使用可能な開始時刻は、24 時間の
15 分間隔で構成されています。

デフォルト値は、No Office Hours です。

（注） 深夜に時間帯を開始するには、0:00 値を選択します。

End Time ドロップダウン リスト ボックスから、この時間帯が終了する時刻
を選択します。リストされている使用可能な終了時刻は、24 時間の
15 分間隔で構成されています。

デフォルト値は、No Office Hours です。

（注） End Time には、Start Time で選択する時刻よりも遅い時刻を
選択する必要があります。

（注） 深夜に時間帯を終了するには、24:00 値を選択します。
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関連項目

• 時間帯の検索（P.17-2）

• 時間帯の追加（P.17-4）

• 時間帯の更新（P.17-5）

• 時間帯のコピー（P.17-6）

• 時間帯の削除（P.17-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」

Repeat Every 次のいずれかのオプション ボタンをクリックします。

• Week from：Week from オプション ボタンをクリックする場合
は、from および to の横にあるドロップダウン リスト ボックス
を使用して、この時間帯を適用する曜日を選択します。

例：月曜日から金曜日に適用する時間帯を定義するには、from
の値に月（曜日）、to の値に金（曜日）を選択します。 

土曜日に適用する時間帯を定義するには、from の値に土（曜
日）、to の値に土（曜日）を選択します。

• Year on：Year on オプション ボタンをクリックする場合は、ド
ロップダウン リスト ボックスを使用して、1 年の内でこの時間
帯を適用する月と日を選択します。

例：毎年元旦に適用する時間帯を定義するには、月に 1、日に
1 を選択します。

表 17-1 時間帯の設定値（続き）

フィールド 説明
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18
タイム スケジュールの設定

タイム スケジュールは、時間帯のグループで構成されます。タイム スケジュー
ルはパーティションに割り当てられます。タイム スケジュールは、発信側デバ
イスが特定の時間帯にコールを完了しようとするときに検索するパーティショ

ンを決定します。タイム スケジュールの詳細については、『Cisco CallManager シ
ステム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」を参照してください。

タイム スケジュールを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次の
トピックを参照してください。

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）
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タイム スケジュールの検索
ネットワーク内にはいくつかのタイム スケジュールが存在することがあるの
で、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のタイム スケジュー
ルを見つけることができます。タイム スケジュールを特定する手順は、次のと
おりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、タイ
ム スケジュールの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから
このメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉

じたりしない限り、タイム スケジュールの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Class of Control > Time Schedule の順に選択します。

Find and List Time Schedules ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているタイム スケジュールをすべて検索する
には、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。
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第 18章      タイム スケジュールの設定
タイム スケジュールの検索

検出されたタイム スケジュールのリストが、次の項目別に表示されます。

• Time schedule icon

• Time schedule name

（注） 該当するタイム スケジュールの横にあるチェックボックスをオンにし
て Delete Selected をクリックすると、Find and List Time Schedules ウィン
ドウから複数のタイム スケジュールを削除できます。Matching Records
タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、ウィンドウ内のタイム スケジュールをすべて削除できま
す。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するタイム スケジュールをクリックし
ます。

選択したタイム スケジュールがウィンドウに表示されます。

関連項目

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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タイム スケジュールの追加
タイム スケジュールを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Schedule の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Time Schedule をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 18-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規タイム スケジュールを追加します。 

「Status: Insert completed」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 他のタイム スケジュールを追加するには、Add a New Time Schedule をクリック
して、ステップ 3 からの手順を繰り返します。

関連項目

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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タイム スケジュールの更新

タイム スケジュールの更新
タイム スケジュールを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Schedule の順に選択します。

ステップ 2 更新するタイム スケジュールを見つけます。P.18-2の「タイム スケジュールの
検索」を参照してください。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 18-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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タイム スケジュールのコピー
タイム スケジュールをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Schedule の順に選択します。

ステップ 2 コピーするタイム スケジュールを見つけます。P.18-2の「タイム スケジュール
の検索」を参照してください。

ステップ 3 コピーするタイム スケジュールの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 そのタイム スケジュールの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、そのタイム スケジュールのコピーが表示されます。

ステップ 5 Time Schedule Name で名前を変更します。

ステップ 6 該当する設定値を更新します（表 18-1 を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックして、新規タイム スケジュールを追加します。

ヒント タイム スケジュールのコピーは、コピーするタイム スケジュールを特
定して表示し、Copy をクリックすることによっても実行できます。こ
の場合は、コピーした後に、前述のステップ 6 およびステップ 7 の手
順を実行してください。



18-7
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 18章      タイム スケジュールの設定
タイム スケジュールのコピー

関連項目

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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タイム スケジュールの削除
タイム スケジュールを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

パーティションが使用しているタイム スケジュールは削除できません。タイム
スケジュールを使用している項目を検索するには、Time Schedule Configuration
ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records
がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィン
ドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、
P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用中のタ
イム スケジュールを削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセー
ジを表示します。現在使用されているタイム スケジュールを削除する場合は、事
前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するタイム スケジュールを使用しているパーティションすべてに、別
のタイム スケジュールを割り当てる。P.19-4の「パーティションの追加」を
参照してください。

• 削除するタイム スケジュールを使用しているパーティションを削除する。
P.19-1の「パーティションの設定」の章を参照してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Time Schedule の順に選択します。

ステップ 2 削除するタイム スケジュールを見つけます。P.18-2の「タイム スケジュールの
検索」を参照してください。

ステップ 3 削除するタイム スケジュールのチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 タイム スケジュールを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消
すには、Cancel をクリックします。
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第 18章      タイム スケジュールの設定
タイム スケジュールの削除

注意 タイム スケジュールを削除するときは、削除するタイム スケジュールが正しい
か慎重に確認してください。削除したタイム スケジュールを元に戻すことはで
きません。不用意に削除すると、削除したタイム スケジュールを作成し直す必
要があります。

ヒント タイム スケジュールの削除は、削除するタイム スケジュールを特定し
て表示し、Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの設定値（P.18-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」
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タイム スケジュールの設定値
表 18-1 では、タイム スケジュールの設定値について説明します。

表 18-1 タイム スケジュールの設定値

フィールド 説明

タイム スケジュール情報

Time Schedule Name Time Schedule Name フィールドに名前を入力します。この名前には、
最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド
（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用
することが可能です。各タイム スケジュール名が、そのプランに固
有の名前であることを確認してください。

（注） タイム スケジュールには、内容を表す簡潔な名前を使用し
てください。 

このタイム スケジュールの時間帯

Available Time Periods Available Time Periods リスト ボックスで時間帯を選択し、その時間
帯を Selected Time Periods リスト ボックスに追加します。これには、
この 2 つのリスト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックしま
す。

ある範囲の時間帯を一度に追加するには、その範囲内の最初の時間

帯をクリックし、Shift キーを押した状態でその範囲内の最後の時間
帯をクリックします。2 つのリスト ボックス間にある下矢印ボタン
をクリックして、その範囲の時間帯を追加します。

連続していない複数の時間帯を追加するには、Control（Ctrl）キー
を押した状態で複数の時間帯をクリックしていきます。2 つのリス
ト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックして、選択した時間帯
を追加します。
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タイム スケジュールの設定値

関連項目

• タイム スケジュールの検索（P.18-2）

• タイム スケジュールの追加（P.18-4）

• タイム スケジュールの更新（P.18-5）

• タイム スケジュールのコピー（P.18-6）

• タイム スケジュールの削除（P.18-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Time-of-Day ルーティング」

Selected Time Periods このリスト ボックスには、このタイム スケジュール用に選択され
た時間帯が一覧表示されます。選択された時間帯のリストから時間

帯を削除するには、削除する時間帯を選択して、2 つのリスト ボッ
クス間にある上矢印をクリックします。

（注） 1 つのタイム スケジュールに複数の時間帯が関連付けられ、
時間帯が重複している場合、Day of Year 設定値を持つ時間
帯が、Day of Week 設定値を持つ時間帯よりも優先されます。

例：ある時間帯で 1 月 1 日に対して No Office Hours が設定
され、別の時間帯では毎週の同じ曜日（たとえば、日曜日
から土曜日）に対して 08:00 ～ 17:00 が設定されている場合、
1 月 1 日の時間帯が使用されます。この例では、No Office
Hours が優先されます。

（注） 時間間隔の設定値は、毎年の同じ日、または毎週の同じ曜
日に対する No Office Hour 設定値よりも優先されます。

例：ある時間帯で土曜日に No Office Hours が指定されてい
ます。別の時間帯では土曜日に 08:00 ～ 12:00 の時間が指定
されています。この例では、結果として時間間隔が土曜日
の 08:00 ～ 12:00 に指定されます。

表 18-1 タイム スケジュールの設定値（続き）

フィールド 説明
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19
パーティションの設定

パーティションには、電話番号（DN）およびルート パターンが登録されている
ルート パターンのリストが含まれています。パーティションは、編成、ロケー
ション、およびコール タイプに基づいて、ルート プランを複数の論理サブセッ
トに分割することにより、コール ルーティングを容易にするものです。パーティ
ションの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「パーティ
ションおよびコール検索スペース」を参照してください。

ルート パーティションを検索、追加、更新、または削除するには、次のトピッ
クを参照してください。

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの設定値（P.19-8）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの特定

ネットワーク内にはいくつかのパーティションが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、固有のパーティションを特定す
ることができます。パーティションを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、パー
ティションの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、パーティションの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Class of Control > Partition の順に選択します。

Find and List Partitions ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているパーティションをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。
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検出されたパーティションのリストが、次の項目別に表示されます。

• Partition name（パーティション名）

• Description

（注） 該当するパーティションの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Partitions ウィンドウから
複数のパーティションを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべてのパーティションを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するパーティションをクリックします。

ウィンドウに、選択したパーティションが表示されます。

関連項目

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの設定値（P.19-8）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの追加

パーティションを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Partition の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Partition をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 19-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新しいパーティションを追加します。 

（注） 複数のパーティションを設定できます。複数のパーティションを入力す
るには、各パーティション エントリに対して 1 行を使用します。最大 75
のパーティションを入力できます。入力できる文字数は、それぞれの名
前と説明を合計して 1475 文字までです。各行のパーティション名と説明
はコンマ（,）で区切ってください。説明を入力しない場合、
Cisco CallManager は、名前を説明として使用します。

関連項目

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの設定値（P.19-8）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの更新

パーティションを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Partition の順に選択します。

ステップ 2 更新するパーティションを見つけて表示します。P.19-2の「パーティションの特
定」を参照してください。

ステップ 3 パーティション名、説明、タイム スケジュール、または時間帯を変更し、Update
をクリックします。

ステップ 4 Restart Devices をクリックします。そのパーティションに関連したデバイスを再
起動すると、影響を受けるゲートウェイ上のコールがすべて欠落します。 

関連項目

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの設定値（P.19-8）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの削除

パーティションを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

パーティションがコーリング サーチ スペースなどの項目またはルート パターン
に割り当てられている場合は、そのパーティションを削除できません。パーティ

ションを使用しているコーリング サーチ スペースなどの項目を検索するには、
Partition Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックしま
す。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用中のパーティションを削除しようとすると、Cisco CallManager はエ
ラー メッセージを表示します。現在使用されているパーティションを削除する
場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があり

ます。

• 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバ
イスなどの項目すべてに、別のパーティションを割り当てる。 

• 削除するパーティションを使用しているコーリング サーチ スペースやデバ
イスなどの項目を削除する。 

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Partition の順に選択します。

ステップ 2 削除するパーティションを見つけます。P.19-2の「パーティションの特定」を参
照してください。

ステップ 3 削除するパーティションのチェックボックスをオンにして、Delete Selected をク
リックします。

ヒント Matching Record(s) タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、リスト内のパーティションをすべ
て削除できます。
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この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 パーティションを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。

注意 パーティションを削除するときは、削除するパーティションが正しいか慎重に確

認してください。削除したパーティションを元に戻すことはできません。不用意

に削除すると、削除したパーティションを作成し直す必要があります。

ヒント パーティションの削除は、削除するパーティションを見つけて表示し、
Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの設定値（P.19-8）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの設定値

表 19-1 では、パーティションの設定値について説明します。

表 19-1 パーティションの設定値

フィールド 説明

(Partition Name, Description) 名前を partition name and description ボックスに入力します。各パー
ティション名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認
してください。パーティション名には、英数字、スペース、ハイフ

ン（-）、およびアンダースコア（_）を使用できます。

（注） パーティション名の長さによって、コーリング サーチ ス
ペースに追加できるパーティションの最大数が制限されま
す。表 19-2 に、パーティション名が固定長である場合にコー
リング サーチ スペースに追加できるパーティションの最大
数の例を示します。

パーティション名の後にコンマ（,）を入力してから、そのパーティ
ション名と同じ行に説明を入力します。説明を入力しない場合は、

Cisco CallManager が、自動的にこのフィールドにパーティション名
を入力します。

各パーティションおよび説明には新しい行を使用してください。
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Time Schedule ドロップダウン リスト ボックスから、このパーティションに関連
付けるタイム スケジュールを選択します。関連付けられたタイム ス
ケジュールは、パーティションがいつ着信コールを受信できるかを

指定します。 

デフォルト値は None です。この値は、time-of-day ルーティングが
有効ではなく、パーティションが常にアクティブであることを意味

します。

パーティションのタイム スケジュールとの関連は、次のフィールド
にある Time Zone 値との組み合せで、time-of-day ルーティング用の
パーティションを設定します。指定されたタイム スケジュールに対
して、このパーティションへの着信コールがチェックされます。

Time Zone 次のいずれかのオプションを選択し、パーティションを時間帯に関

連付けます。

• Originating Device：このオプションを選択すると、発信側デバ
イスの時間帯に関連付けられたタイム スケジュールに対して
パーティションがチェックされます。

• Specific Time Zone：このオプションを選択する場合は、ドロッ
プダウン リスト ボックスから時間帯を選択します。この時間帯
の中でパーティションが指定されたときに、関連付けられたタ

イム スケジュールに対してパーティションがチェックされま
す。

これらのオプションはすべて Time Zone を指定します。着信コール
があると、Cisco CallManager 上の現在時刻は、オプションの 1 つを
選択したときの特定の時間帯セットに変換されます。この特定の時

間は、Time Schedule フィールドの値に対して検証されます。

表 19-1 パーティションの設定値（続き）

フィールド 説明
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ワンポイント・アドバイス パーティションには、内容を表す簡潔な名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、パーティションを
すばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasMetroPT は、
Dallas の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access and Transport Area）間の無
料コール用のパーティションを特定できます。

ヒント 必要に応じて、Partition Name & Description テキストボックスに各パーティショ
ンの名前と説明を入力することにより、複数のパーティションを同時に入力でき

ます。必ず、各パーティション エントリに対して 1 行を使用し、パーティショ
ン名と説明はコンマで区切ってください。

表 19-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペース
に追加できるパーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「パーティション名の
制限」を参照してください。

表 19-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

. . . . . .

10 文字 46

15 文字 32



19-11
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 19章      パーティションの設定
パーティションの設定値

関連項目

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの検索（P.19-12）
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パーティションの検索

パーティションの数が 250 より多い場合は、該当する CallManager Administration
ウィンドウの Partition ドロップダウン リスト ボックスの横に省略記号（...）ボ
タンが表示されます。（...）ボタンをクリックすると、目的のパーティションを
検索できます。パーティションを検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Partition ドロップダウン リスト ボックスの横にある ... ボタンをクリックしま
す。

Select Partition ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 List items where Name contains フィールドにパーティション名の一部を入力しま
す。 

ステップ 3 Select item to use ボックスに表示されるパーティションのリストで希望するパー
ティション名をクリックし、OK をクリックします。

関連項目

• パーティションの特定（P.19-2）

• パーティションの追加（P.19-4）

• パーティションの更新（P.19-5）

• パーティションの削除（P.19-6）

• パーティションの設定値（P.19-8）
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20
コーリング サーチ スペースの
設定

コーリング サーチ スペースは、通常はデバイスに割り当てられているルート
パーティションの順序リストで構成されます。コーリング サーチ スペースに
よって、発信側デバイスがコールを完了しようとするときに検索するパーティ

ションが決まります。コーリング サーチ スペースとパーティションの詳細につ
いては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「パーティションおよびコール
検索スペース」を参照してください。

コーリング サーチ スペースを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、
次のトピックを参照してください。

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

• コーリング サーチ スペースの削除（P.20-8）

• コーリング サーチ スペースの設定値（P.20-10）
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コーリング サーチ スペースの検索
ネットワーク内にはいくつかのコーリング サーチ スペースが存在することがあ
るので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のコーリング サー
チ スペースを見つけることができます。コーリング サーチ スペースを特定する
手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、コー
リング サーチ スペースの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動し
てからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウ

ザを閉じたりしない限り、コーリング サーチ スペースの検索設定は保持されま
す。

手順

ステップ 1 Route Plan > Class of Control > Calling Search Space の順に選択します。

Find and List Calling Search Spaces ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているコーリング サーチ スペースをすべて検
索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。
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検出されたコーリング サーチ スペースのリストが、次の項目別に表示されます。

• CSS name（CSS 名）

• Description

（注） 該当するコーリング サーチ スペースの横にあるチェックボックスをオ
ンにして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Calling Search
Spaces ウィンドウから複数のコーリング サーチ スペースを削除できま
す。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにし
て Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のコーリング サーチ
スペースをすべて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するコーリング サーチ スペースをク
リックします。

選択したコーリング サーチ スペースがウィンドウに表示されます。

関連項目

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

• コーリング サーチ スペースの削除（P.20-8）

• コーリング サーチ スペースの設定値（P.20-10）
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コーリング サーチ スペースの追加
コーリング サーチ スペースを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Calling Search Space の順に選択
します。

ステップ 2 Add a New Calling Search Space をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 20-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規コーリング サーチ スペースを追加します。 

「Status: Insert completed」というメッセージが表示されます。

ステップ 5 他のコーリング サーチ スペースを追加するには、Add a New Calling Search Space
をクリックして、ステップ 3 からの手順を繰り返します。

関連項目

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

• コーリング サーチ スペースの削除（P.20-8）
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コーリング サーチ スペースの更新
コーリング サーチ スペースを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Calling Search Space の順に選択
します。

ステップ 2 更新するコーリング サーチ スペースを見つけます。P.20-2の「コーリング サー
チ スペースの検索」を参照してください。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 20-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

• コーリング サーチ スペースの削除（P.20-8）

• コーリング サーチ スペースの設定値（P.20-10）
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コーリング サーチ スペースのコピー
コーリング サーチ スペースをコピーして追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Calling Search Space の順に選択
します。

ステップ 2 コピーするコーリング サーチ スペースを見つけます。P.20-2の「コーリング サー
チ スペースの検索」を参照してください。

ステップ 3 コピーするコーリング サーチ スペースの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 そのコーリング サーチ スペースの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、コピーしたコーリング サーチ スペースが表示されます。

ステップ 5 Calling Search Space Name フィールドで名前を変更します。

ステップ 6 該当する設定値を更新します（表 20-1 を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックして、新規コーリング サーチ スペースを追加します。

ヒント コーリング サーチ スペースのコピーは、コーリング サーチ スペース
を見つけて表示し、Copy をクリックすることによっても実行できま
す。この場合は、コピーした後に、前述のステップ 6 およびステップ
7 の手順を実行してください。
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コーリング サーチ スペースのコピー

関連項目

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースの削除（P.20-8）

• コーリング サーチ スペースの設定値（P.20-10）
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コーリング サーチ スペースの削除
コーリング サーチ スペースを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス、回線（DN）、変換パターンなどの項目が使用しているコーリング サー
チ スペースは、削除できません。コーリング サーチ スペースを使用しているデ
バイス、回線、変換パターンなどの項目を検索するには、Calling Search Space
Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用中のコーリング サーチ スペースを削除しようとすると、Cisco
CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用中のコーリング サーチ
スペースを削除する前に、次の作業の一方または両方を実行しておく必要があり

ます。

• 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、また
は変換パターンすべてに、別のコーリング サーチ スペースを割り当てる。
P.55-2の「Cisco CallManager へのデバイスの追加」、P.62-52の「電話番号の
設定」、および P.27-6の「変換パターンの更新」を参照してください。

• 削除するコーリング サーチ スペースを使用しているデバイス、回線、また
は変換パターンを削除する。第 55 章「デバイスの設定」、P.62-56の「電話
機からの電話番号の削除」、および P.27-8の「変換パターンの削除」を参照
してください。

手順

ステップ 1 メニューバーで Route Plan > Class of Control > Calling Search Space の順に選択
します。

ステップ 2 削除するコーリング サーチ スペースを見つけます。P.20-2の「コーリング サー
チ スペースの検索」を参照してください。
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ステップ 3 削除するコーリング サーチ スペースのチェックボックスをオンにして、Delete
Selected をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 コーリング サーチ スペースを削除するには、OK をクリックします。削除を取
り消すには、Cancel をクリックします。

注意 コーリング サーチ スペースを削除するときは、削除するコーリング サーチ ス
ペースが正しいか慎重に確認してください。削除したコーリング サーチ スペー
スを元に戻すことはできません。不用意に削除すると、削除したコーリング サー
チ スペースを作成し直す必要があります。

ヒント コーリング サーチ スペースの削除は、削除するコーリング サーチ ス
ペースを見つけて表示し、Delete をクリックすることによっても実行
できます。

関連項目

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

• コーリング サーチ スペースの設定値（P.20-10）
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コーリング サーチ スペースの設定値
表 20-1 では、コーリング サーチ スペースの設定値について説明します。

表 20-1 コーリング サーチ スペースの設定値

フィールド 説明

Calling Search Space Name 名前を Calling Search Space Name フィールドに入力します。この名
前には、最長 50 文字の英数字を指定することができ、スペース、ピ
リオド（.）、ハイフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せ
て使用することが可能です。各コーリング サーチ スペース名が、そ
のプランに固有の名前であることを確認してください。

（注） コーリング サーチ スペースには、内容を表す簡潔な名前を
使用してください。通常、CompanynameLocationCalltype の
形式が、内容を的確に表し、コーリング サーチ スペースを
すばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、
CiscoDallasMetroCS は、Dallas の Cisco オフィスからの、
LATA（Local Access and Transport Area）間の無料コール用
のコーリング サーチ スペースとして特定できます。

Description Description フィールドに説明を入力します。この説明には、最長 50
文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハ
イフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用すること
が可能です。

Find Partitions containing 検索するパーティション名に含まれる文字を入力し、Find ボタンを
クリックします。入力した文字と一致するパーティション名が

Available Partitions ボックスに表示されます。
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Available Partitions Available Partitions リスト ボックスでパーティションを選択し、その
パーティションを Selected Partitions リスト ボックスに追加します。
これには、この 2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリッ
クします。

ある範囲のパーティションを一度に追加するには、その範囲内の最

初のパーティションをクリックし、Shift キーを押した状態でその範
囲内の最後のパーティションをクリックします。2 つのリスト ボッ
クス間にある矢印ボタンをクリックして、その範囲のパーティショ

ンを追加します。

連続していない複数のパーティションを追加するには、Control
（Ctrl）キーを押した状態で複数のパーティションをクリックしてい
きます。2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリックして、
選択したパーティションを追加します。

（注） パーティション名の長さによって、コーリング サーチ ス
ペースに追加できるパーティションの最大数が制限されま
す。表 20-2 に、パーティション名が固定長である場合にコー
リング サーチ スペースに追加できるパーティションの最大
数の例を示します。

Selected Partitions (ordered by
highest priority)

パーティションの優先順位を変更するには、Selected Partitions リス
ト ボックス内のパーティション名を選択します。そのリスト ボッ
クスの右側にある矢印をクリックして、リスト内でそのパーティ

ションを上下に移動させてください。

表 20-1 コーリング サーチ スペースの設定値（続き）

フィールド 説明
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表 20-2 に、パーティション名が固定長である場合にコーリング サーチ スペース
に追加できるパーティションの最大数の例を示します。この最大数の計算方法の

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「パーティション名の
制限」を参照してください。

関連項目

• コーリング サーチ スペースの検索（P.20-2）

• コーリング サーチ スペースの追加（P.20-4）

• コーリング サーチ スペースの更新（P.20-5）

• コーリング サーチ スペースのコピー（P.20-6）

表 20-2 コーリング サーチ スペースのパーティション制限

パーティション名の長さ パーティションの最大数

2 文字 170

3 文字 128

4 文字 102

5 文字 86

. . . . . .

10 文字 46

15 文字 32
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21
ルート グループの設定

ルート グループの設定では、ゲートウェイおよびトランクが選択される順序を
指定します。ルート グループにより、発信トランク選択用のゲートウェイとポー
トのリストに優先順位を付けることができます。 

たとえば、2 つの長距離通信事業者を使用している場合、通話料の安い通信事業
者の長距離コールを優先させるように、ルート グループを追加できます。最初
のトランクが使用不能の場合に限り、コールは、通話料の高い通信事業者の方に

ルート指定されます。

ルート グループの追加または削除、ルート グループへのデバイスの追加、ルー
ト グループからのデバイスの削除については、次のトピックを参照してくださ
い。

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）
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ルート グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート グループが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のルート グループを見つ
けることができます。ルート グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー
ト グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの
メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、ルート グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

Find and List Route Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているルート グループをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたルート グループのリストが、ルート グループ別に表示されます。
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（注） 該当するルート グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Route Groups ウィンドウ
から複数のルート グループを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のルート グループをすべて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するルート グループをクリックします。

選択したルート グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）
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ルート グループの追加
ルート グループを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Route Group をクリックします。

ステップ 3 Route Group Name フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字
の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、およ
び下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。各ルート グルー
プ名が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してください。

ワンポイント・アドバイス ルート グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、
CompanynameLocationGroup の形式が、内容を簡潔に表し、ルート グループをす
ばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasAA1 は、Dallas の
Cisco オフィス用の Cisco Access Analog ルート グループを特定します。

ステップ 4 適切な設定値を選択します（表 21-1 を参照）。

（注） 新しいルート グループを追加する前に、新しいルート グループに対して
少なくとも 1 つのデバイスを選択しておく必要があります。

ステップ 5 Insert をクリックして、このルート グループを追加します。
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関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート グループへのデバイスの追加
新規のルート グループまたは既存のルート グループに、デバイスを追加するこ
とができます。複数のルート グループにゲートウェイを追加できます。ルート
グループにゲートウェイを追加すると、そのゲートウェイは Route Pattern
Configuration ウィンドウに表示されません。既存のルート グループにデバイスを
追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つのゲートウェイおよびトラン
クのデバイスを指定しておく必要があります。デバイスが常駐できるのは 1 つの
ルート グループ内のみです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

ステップ 2 デバイスを追加する先のルート グループを特定します。P.21-2の「ルート グルー
プの検索」を参照してください。

ステップ 3 Available Devices リスト ボックスで追加するデバイスを選択し、Add to Route
Group をクリックして、デバイスを Selected Devices リスト ボックスへ移動しま
す。このルート グループへ追加する各デバイスに対して、この手順を繰り返し
ます。

ステップ 4 Selected Devices リスト ボックスで、新しいデバイスがこのルート グループ内で
アクセスされる順序を選択します。

ステップ 5 Update をクリックして、新しいデバイスを追加し、このルート グループのデバ
イス順序を更新します。



21-7
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 21章      ルート グループの設定
ルート グループへのデバイスの追加

関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート グループからのデバイスの削除
新規のルート グループまたは既存のルート グループから、デバイスを削除する
ことができます。既存のルート グループからデバイスを削除する手順は、次の
とおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

ステップ 2 削除するデバイスが入っているルート グループを特定します。P.21-2の「ルー
ト グループの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected Devices リスト ボックスで削除するデバイスを選択し、下矢印をクリッ
クして、デバイスを Removed Devices リスト ボックスへ移動します。このルート
グループから削除する各デバイスに対して、このステップを繰り返します。

ステップ 4 デバイスを削除するには、Update をクリックします。

関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート グループの更新
ルート グループを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の手順を実行する場合、事前に更新するルート グループが設定されているこ
とを確認してください。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

ステップ 2 更新するルート グループを特定します。P.21-2の「ルート グループの検索」を
参照してください。

ステップ 3 該当するフィールドを更新します（表 21-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート グループの設定値（P.21-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート グループの削除
ルート グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

ルート リストが参照するルート グループは削除できません。ルート グループを
使用しているルート リストを検索するには、Route Group Configuration ウィンド
ウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシス
テムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウに
メッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用されているルー
ト グループを削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表
示します。現在使用中のルート グループを削除する場合は、事前に、次の作業
を実行しておく必要があります。

• ルート グループを削除する前に、そのルート グループが属しているすべて
のルート リストから、そのルート グループを削除する。P.22-11の「ルート
リストからのルート グループの削除」を参照してください。

ヒント ルート グループとルート パターンを削除するには、まずルート パターンを削除
し、次にルート リストを削除して、最後にルート グループを削除します。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Group の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート グループを特定します。P.21-2の「ルート グループの検索」を
参照してください。

ステップ 3 削除するルート グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックします。

ルート グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックス
が表示されます。
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ステップ 4 ルート グループを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。OK をクリックした場合は、Cisco CallManager は、
そのルート グループをルート グループ リストから削除します。

（注） 該当するルート グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Route Groups ウィンドウ
から複数のルート グループを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のルート グループをすべて削除できます。

関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート グループの設定値
表 21-1 では、ルート グループの設定値について説明します。

表 21-1 ルート グループの設定値

フィールド 説明

ルート グループ情報

Route Group Name このルート グループの名前を入力します。この名前には、最長 50
文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハ
イフン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用すること
が可能です。各ルート グループ名が、そのルート プランに固有の
名前であることを確認してください。

Distribution Algorithm ドロップダウン リスト ボックスで、次の分散アルゴリズムのオプ
ションを選択します。

• Top Down：この分散アルゴリズムを選択すると、ルート グルー
プでアイドルまたは対応可能状態にある最初のメンバーから最

後のメンバーまで、Cisco CallManager がメンバーに対してコー
ルを分散します。

• Circular：この分散アルゴリズムを選択すると、Cisco CallManager
は、アイドルまたは対応可能状態のメンバーに対するコールの

分散を、ルート グループの（n+1）番目のメンバーから開始し
ます。n 番目のメンバーは、Cisco CallManager が最後にコール
を延長したメンバーです。n 番目のメンバーが、ルート グルー
プの最後のメンバーの場合、Cisco CallManager はルート グルー
プの先頭からコールの分散を開始します。

デフォルト値は、Circular です。
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ルート グループ メンバー情報

デバイスを検索してルート グループへ追加

Device Name contains 検索するデバイス名に含まれる文字を入力し、Find ボタンをクリッ
クします。入力した文字と一致するデバイス名が Available Devices
ボックスに表示されます。

（注） 使用可能なデバイスをすべて検索するには、テキストボッ
クスをブランクのままにして、Find ボタンをクリックしま
す。

Available Devices (select device,
then select port below)

Available Devices リスト ボックスでデバイスを選択し、Add to Route
Group をクリックして、そのデバイスを Selected Devices リスト ボッ
クスに追加します。

QSIG プロトコルを使用するゲートウェイがルート グループに含ま
れている場合は、QSIG プロトコルを使用するゲートウェイのみが
リストに表示されます。非 QSIG プロトコルを使用するゲートウェ
イがルート グループに含まれている場合は、非 QSIG プロトコルを
使用するゲートウェイのみがリストに表示されます。

QSIG ゲートウェイを含むルート リストにルート グループを追加し
た場合、H.323 ゲートウェイはリストには表示されません。 

Port(s) このデバイスが個々に設定可能なポートをサポートしている場合、

そのポートを選択します（個々のポートの選択が可能なデバイスと

して、Cisco Access Analog ゲートウェイ、Cisco MGCP Analog ゲー
トウェイ、T1 CAS があります）。サポートしていない場合は、デ
フォルト値（選択したデバイスによって、All または None Available）
を選択します。使用可能なポートがないデバイスの場合（None
Available）、そのデバイスはすでにルート グループに追加されてい
るか、またはルート グループに追加できない可能性があります。

表 21-1 ルート グループの設定値（続き）

フィールド 説明



第 21章      ルート グループの設定
ルート グループの設定値

21-14
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• ルート グループの検索（P.21-2）

• ルート グループの追加（P.21-4）

• ルート グループへのデバイスの追加（P.21-6）

• ルート グループからのデバイスの削除（P.21-8）

• ルート グループの更新（P.21-9）

• ルート グループの削除（P.21-10）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

現在のルート グループ メンバー

Selected Partitions (ordered by 
highest priority)

デバイスの優先順位を変更するには、Selected Devices リスト ボック
ス内のデバイス名を選択します。そのリスト ボックスの右側にある
矢印をクリックして、リスト内でそのデバイスを上下に移動させて

ください。

Selected Devices リスト ボックス内のデバイスの優先順位を逆転す
るには、Reverse Order of Selected Devices をクリックします。

ルート グループ内のデバイスの順序の詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概説」を
参照してください。

Removed Devices (to be removed 
from Route Group when you click 
Update)

Selected Devices リスト ボックスでデバイスを選択し、そのデバイス
を Removed Devices リスト ボックスに追加します。これには、この
2 つのリスト ボックス間にある矢印ボタンをクリックします。

表 21-1 ルート グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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22
ルート リストの設定

ルート リストは、優先順位が指定されている 1 組のルート グループに関連付け
られます。また、ルート リストは、1 つ以上のルート パターンに関連付けられ、
そのルート グループがアクセスされる順位を決定します。この順位は、発信コー
ルに使用可能なデバイスを検索するときの進行を制御します。 

Cisco CallManager の Release 4.1 以降では、ルート リストにルート グループだけ
を入れることができます。

各ルート リストには、少なくとも 1 つのルート グループを入れる必要がありま
す。各ルート グループには、少なくとも 1 つのデバイス、たとえば、使用可能
なゲートウェイが含まれます。Cisco CallManager は、デバイス タイプに基づい
て、各ルート グループ内で、一部またはすべてのポートをリソースとして選択
できます。一部のデバイス（たとえば、デジタル アクセス）では、すべてのポー
トの選択しかできません。

ルート グループは、任意の数のルート リストに追加できます。

ルート リストの追加または削除、リスト内のルート グループの追加、削除、ま
たは順序の変更をするには、次のトピックを参照してください。

• ルート リストの検索（P.22-2）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストの削除（P.22-15）
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ルート リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート リストが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のリストを見つけることが
できます。ルート リストを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー
ト リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、ルート リストの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

Find and List Route Lists ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リス
ト ボックスを使用して、ルート リストを検索します。

ステップ 2 最初の Find Route Lists where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• Route List Name

• Description

• Pattern/Pilot Number

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるルート リストの一覧のソート方法が決まります。たとえば、
Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に表示
されます。
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第 22章      ルート リストの設定
ルート リストの検索

2 番目の Find Route Lists where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているルート リストをすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたルート リストの一覧が、次の項目別に表示されます。

• Route list name

• Description

• Status（状況）

• Enabled

（注） 該当するルート リストの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Route Lists ウィンドウか
ら複数のルート リストを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のルート リストをすべて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するルート リストをクリックします。

選択したルート リストがウィンドウに表示されます。
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関連項目

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストの削除（P.22-15）
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ルート リストの追加
ルート リストを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Route List をクリックします。

ステップ 3 Route List Name フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の
英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および
下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。各ルート リスト名
が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してください。

ワンポイント・アドバイス ルート リストには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、
CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、ルート リストをす
ばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasMetro は、Dallas
の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access Transport Area）間の無料コール用
のルート リストを特定します。

Cisco CallManager は、自動的に Description フィールドに説明を挿入します。た
だし、このフィールドの編集は可能です。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager グループを選択します。

（注） ルート リストは、グループで最初の CallManager に登録されます。これ
は、そのグループのプライマリ Cisco CallManager です。
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（注） Cisco CallManager が 1 つしか設定されていない Cisco CallManager グルー
プを選択すると、次の警告が表示されます。

WARNING!The selected Cisco CallManager Group has only one
Cisco CallManager configured.For the control process to have redundancy
protection, please select a Cisco CallManager Group with more than one
Cisco CallManager.

ステップ 5 Insert をクリックして、このルート リストを追加します。

（注） コールを受信させるため、このルート リストにルート グループを少なく
とも 1 つ追加する必要があることを示すポップアップ メッセージが表示
されます。

Route List Configuration ウィンドウに、新しく追加されたルート リストが表示さ
れます。

ステップ 6 新しいルート リストの Enable this Route List チェックボックスは、デフォルトで
オンになっています。

このルート リストを使用不可にする場合は、このチェックボックスをオフにし
ます。進行中のコールは影響を受けないが、このルート リストが追加のコール
を受け付けなくなることを示す、ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 新しいルート リストに少なくとも 1 つのルート グループを追加します。

このリストにルート グループを追加するには、Add Route Group をクリックし、
P.22-8の「ルート リストへのルート グループの追加」のステップ 4 ～ステップ
8 を実行します。
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（注） 着信側と発信側の変換情報については、ウィンドウの左側にある Route
Details for Route Groups リンクをクリックしてください。この操作に
よって、Route Details Configuration ウィンドウが表示されます。

関連項目

• ルート リストの検索（P.22-2）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• ルート リストの削除（P.22-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート リストへのルート グループの追加
新規のルート リストまたは既存のルート リストに、ルート グループを追加する
ことができます。ルート グループは、1 つ以上のルート リストに組み込むこと
ができます。既存のルート リストにルート グループを追加する手順は、次のと
おりです。

（注） QSIG プロトコルを使用する MGCP ゲートウェイを含むルート グループ（QSIG
ルート グループ）と、H.323 プロトコルを使用するゲートウェイを含むルート グ
ループ（H.323 ルート グループ）を、同じルート リストに追加することはでき
ません。詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート グ
ループとルート リスト」を参照してください。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つのルート グループを作成し、
ルート リストを追加しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

ステップ 2 ルート グループを追加する先のルート リストを特定します。P.22-2の「ルート
リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Add Route Group をクリックして、ルート グループを追加します。

Route List Detail Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Route Group ドロップダウン リスト ボックスから、ルート リストに追加するルー
ト グループを選択します。 
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（注） ルート リストに QSIG ルート グループが含まれている場合、H.323 ルー
ト グループはドロップダウン リスト ボックスに表示されません。ルー
ト グループに H.323 ルート グループが含まれている場合、QSIG ルート
グループはドロップダウン リスト ボックスに表示されません。

ステップ 5 このルート グループを介してルーティングされるコールについて、発信側の番
号を操作する必要がある場合は、該当するフィールドで、発信側変換をセット

アップします。

（注） 発信側変換の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「発信側および着信側の変換」を参照してください。

ステップ 6 このルート グループを介してルーティングされるコールについて、ダイヤルさ
れる数字を操作する必要がある場合は、該当するフィールドで、着信側変換を

セットアップします。

（注） 着信側変換の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「着信側番号の変換設定値」を参照してください。

ステップ 7 Insert をクリックして、ルート グループを追加します。 

ウィンドウの左側にある Route List Details リストに、ルート グループの詳細情報
が表示されます。

ステップ 8 このリストにルート グループをさらに追加するには、Add Route Group をクリッ
クし、ステップ 3 ～ステップ 7 を実行します。 

ステップ 9 ルート リストへのルート グループの追加が終了したら、Update をクリックしま
す。
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ステップ 10 Reset をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウが表
示されたら、OK をクリックします。

関連項目

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストの削除（P.22-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート リストからのルート グループの削除
新規のルート リストまたは既存のルート リストから、ルート グループを削除す
ることができます。既存のルート リストからルート グループを削除する手順は、
次のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーから Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート グループが入っているルート リストを特定します。P.22-2の
「ルート リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected Groups リストから、ルート グループ名を選択します。

（注） このリストから複数のルート グループを選択するには、Shift キーを押
し、目的のルート グループをクリックしてください。

ステップ 4 Selected Groups リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、選択したルー
ト グループを Removed Groups リストに移動します。

ステップ 5 ルート グループを削除するには、Update をクリックします。OK をクリックす
ると、ページがリフレッシュされたときに、そのルート グループがルート リス
トから削除されています。

ステップ 6 Reset をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの
OK をクリックします。

関連項目

• ルート リストの検索（P.22-2）

• ルート リストの追加（P.22-5）
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• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストの削除（P.22-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート リスト内のルート グループの順位の変更
Cisco CallManager は、ルート リストに表示されている順に、ルート グループに
アクセスします。ルート グループのアクセス順位を変更する手順は、次のとお
りです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

ステップ 2 ルート グループの順位を変更するルート リストを特定します。P.22-2の「ルー
ト リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected Groups リストから、ルート グループを選択します。

ステップ 4 リスト内でルート グループを上下に移動させるには、ルート グループを選択し
て、リスト ボックスの右側にある上矢印または下矢印をクリックします。

ステップ 5 Update をクリックします。

（注） 着信側と発信側の変換情報については、左側にある Route List Details リ
ストのルート グループ アイコンまたはルート グループ名をクリックし
てください。この操作により、対応するルート グループの Route List
Detail Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Reset をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの
OK をクリックします。

関連項目

• ルート リストの検索（P.22-2）

• ルート リストの追加（P.22-5）
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• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• ルート リストの削除（P.22-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート リストの削除
Cisco CallManager は、ルート リストをルート パターンに関連付けます。ルート
リストがルート パターンに関連付けられている場合、そのリストは削除できま
せん。ルート リストを使用しているルート パターンを検索するには、Route List
Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムに対して使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。

ヒント ルート グループとルート パターンを削除するには、まずルート パターンを削除
し、次にルート リストを削除して、最後にルート グループを削除します。

ルート リストを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route List の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート リストを特定します。P.22-2の「ルート リストの検索」を参照
してください。

ステップ 3 Delete をクリックします。

ルート リストを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが
表示されます。

ステップ 4 ルート リストを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。
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注意 ルート リストが 1 つ以上のルート パターンに関連付けられている場合、そのリ
ストは削除できません。

関連項目

• ルート リストの検索（P.22-2）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• ルート リスト内のルート グループの順位の変更（P.22-13）

• ルート リストからのルート グループの削除（P.22-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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23
ルート パターンの設定

ルート パターンは、アドレスを表す数字のストリングと、ルート リストまたは
ゲートウェイにコールをルート指定するように関連付けられた数字操作のセッ

トから構成されています。このルート パターンは、ネットワークの設計に柔軟
性をもたらします。ルート パターンは、ルート フィルタおよびルート リストと
連動して、コールを特定のデバイスに誘導し、特定の数字パターンの組み込み、

除外、または変更を行います。

ルート パターンの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「ルート プランの概要」を参照してください。

ルート パターンを検索、追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピッ
クを参照してください。

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）
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ルート パターンの検索
ネットワーク内にはいくつかのルート パターンが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のルート パターンを見つ
けることができます。ルート パターンを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ルー
ト パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこの
メニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じた

りしない限り、ルート パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Pattern の順に選択します。

Find and List Route Patterns ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン選
択ボックスを使用して、ルート パターンを検索します。

ステップ 2 最初の Find Route Patterns where ドロップダウン選択ボックスから、Pattern、
Description、または Partition を選択します。

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるルート パターン リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に
表示されます。

ステップ 3 2 番目の Find Route Patterns where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）
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• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているルート パターンをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたルート パターンのリストが、次の項目別に表示されます。

• Route pattern icon

• Route pattern

• Partition

• Description

• Route Filter

• Gateway/Route List

（注） 該当するルート パターンの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Route Patterns ウィンドウ
から複数のルート パターンを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のすべてのルート パターンを削除できます。

ステップ 5 レコードのリストから、検索条件と一致するルート パターンをクリックします。

選択したルート パターンがウィンドウに表示されます。



第 23章      ルート パターンの設定
ルート パターンの検索

23-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）
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ルート パターンの追加
ルート パターンを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco CallManager で次の項目が設定されていることを確認してください。

• Gateway（ゲートウェイ）

• Route list（ルート リスト）

• Partition（<None> を使用しない場合）

• Route filter（<None> を使用しない場合）

ワンポイント・アドバイス ゲートウェイに 8XXX を割り当てると、電話番号 8000 ～ 8999 がすべて、その
ゲートウェイの外にルート指定されます。同様に、82XX は、電話番号 8200 ～
8299 をルート指定します。ワイルドカードの詳細については、『Cisco CallManager
システム ガイド』の「特殊文字と設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Pattern の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Route Pattern をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 23-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

（注） Insert をクリックし、ウィンドウがリフレッシュされた後、そのウィン
ドウの中の Gateway or Route List フィールドの横に、Edit リンクが表示
されます。このリンクを使用すると、Gateway or Route List フィールドに
ゲートウェイが含まれているか、ルート リストが含まれているかに応じ
て、Gateway Configuration ウィンドウまたは Route List Configuration ウィ
ンドウが確認のために表示されます。
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関連項目

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート パターンの更新
ルート パターンを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Pattern の順に選択します。

ステップ 2 更新するルート パターンを見つけます。P.23-2の「ルート パターンの検索」を
参照してください。

（注） Gateway or Route List フィールドの値を変更する場合は、Edit リンクを選
択する前に、Update をクリックしておく必要があります。Update をク
リックしておかないと、直前の Gateway or Route List フィールドにリンク
します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（P.23-11の「ルート パターンの設定値」を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

更新されたルート パターンが表示されます。

関連項目

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート パターンのコピー
ルート パターンをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Pattern の順に選択します。

ステップ 2 コピーするルート パターンを見つけます。P.23-2の「ルート パターンの検索」
を参照してください。

ステップ 3 コピーするルート パターンの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 そのルート パターンの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、そのルート パターンのコピーが表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 23-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックして、新規ルート パターンを追加します。

（注） Insert をクリックし、ウィンドウがリフレッシュされた後、そのウィン
ドウの中の Gateway or Route List フィールドの横に、Edit リンクが表示
されます。このリンクを使用すると、Gateway or Route List フィールドに
ゲートウェイが含まれているか、ルート リストが含まれているかに応じ
て、Gateway Configuration ウィンドウまたは Route List Configuration ウィ
ンドウが確認のために表示されます。したがって、ルート グループが指
定されている場合は、そのルート リストに含まれているルート グループ
が表示されます。ルート グループが指定されていない場合は、デバイス
が表示されます。
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ヒント ルート パターンのコピーは、コピーするルート パターンを特定して表
示し、Copy をクリックすることによっても実行できます。この場合
は、コピーした後に、前述のステップ 5 およびステップ 6 の手順を実
行してください。

関連項目

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート パターンの削除
ルート パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Route Pattern の順に選択します。

ステップ 2 削除するルート パターンを見つけます。P.23-2の「ルート パターンの検索」を
参照してください。

ステップ 3 削除するルート パターンのチェックボックスをオンにして、Delete Selected をク
リックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ルート パターンを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。

ヒント ルート パターンの削除は、削除するルート パターンを特定して表示
し、Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの設定値（P.23-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ルート パターンの設定値
表 23-1 では、Route Pattern Configuration ウィンドウ内の使用可能なフィールドに
ついて説明します。

表 23-1 ルート パターンの設定値

フィールド 説明

パターン定義

Route Pattern 数字とワイルドカード（スペースを使用しない）を含むルート パ
ターンを入力します。たとえば、NANP では、通常のローカル アク
セスの場合は 9.@ を、通常のプライベート ネットワーク番号計画の
場合は 8XXX を入力します。大文字の A、B、C、および D を指定
できます。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計
画の組み合せを使用するディレクトリ ルート パターンが固
有のものであることを確認してください。重複エントリを
示すエラーが表示された場合は、ルート パターン、変換パ
ターン、電話番号、コール パーク番号、コール ピックアッ
プ番号、メッセージ受信のオン /オフ、または Meet Me 番号
をチェックしてください。また、必要に応じてルート プラ
ン レポートもチェックしてください。

• ワイルドカードの詳細については、『Cisco CallManager システ
ム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロット内のワイ
ルドカードと特殊文字」を参照してください。
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Partition パーティションを使用してルート パターンへのアクセスを制限す
る場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパーティショ
ンを選択します。ルート パターンへのアクセスを制限しない場合
は、パーティションの代わりに <None> を選択します。パーティショ
ンの使用方法の詳細については、P.19-1の「パーティションの設定」
を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定されたパーティションの数が 250 以上の場合、省略
記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示され
ます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表示
されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） ルート パターン、ルート フィルタ、およびパーティション
の組み合せが、Cisco CallManager クラスタ内で固有である
ことを確認してください。

Description ルート パターンの説明を入力します。

Numbering Plan 番号計画を選択します。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Route Filter ルート パターンにワイルドカード @ が含まれている場合は、ルー
ト フィルタを選択できます。オプションでルート フィルタを選択
すると、所定の番号パターンが制限されます。

表示されるルート フィルタは、Numbering Plan ドロップダウン リス
ト ボックスで選択する番号計画によって異なります。

ルート フィルタの数が 250 より多い場合は、ドロップダウン リス
ト ボックスの横に省略記号ボタン（...）が表示されます。... ボタン
をクリックすると、Select Route Filters ウィンドウが表示されます。
List items where Name contains フィールドにルート フィルタ名の一
部を入力します。Select item to use ボックスに表示されるルート
フィルタのリストで希望するルート フィルタ名をクリックし、OK
をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

MLPP Precedence ドロップダウン リスト ボックスで、このルート パターンに対する
MLPP Precedence の設定を次の中から選択します。

• Executive Override：MLPP コールに、一番高い優先度を設定し
ます。

• Flash Override：MLPP コールに、2 番目に高い優先度を設定します。

• Flash：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定します。 

• Immediate：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

• Priority：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設定します。

• Routine：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

• Default：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡されます。

（注） 詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガ
イド』の「Multilevel Precedence and Preemption」の章の「優
先順位」を参照してください。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Gateway or Route List ルート パターンを追加するゲートウェイまたはルート リストを選
択します。

（注） ゲートウェイがルート グループに含まれている場合、その
ゲートウェイはドロップダウン リスト ボックスに表示され
ません。このドロップダウン リスト ボックスでゲートウェ
イが選択されると、Cisco CallManager はそのゲートウェイ
内のポート全部を使用してこのルート パターンをルーティ
ングまたはブロックします。この操作は、MGCP ゲートウェ
イには適用されません。

Route Option この Route Option の指定内容が、このルート パターンをコールの
ルーティング（9.@ や 8[2-9]XX など）、またはコールのブロックに
使用するかどうかを示します。Route this pattern または Block this
pattern オプション ボタンを選択してください。

Block this pattern オプション ボタンを選択した場合、このルート パ
ターンをコールのブロックに使用する理由を選択する必要があり

ます。次のドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

• No Error

• Unallocated Number

• Call Rejected

• Number Changed

• Invalid Number Format

• Precedence Level Exceeded

Call Classification Call Classification は、このルート パターンを介してルート指定され
るコールが、ローカル ネットワーク上にないと見なされるか
（OffNet）、あると見なされるか（OnNet）を示します。デフォルト値
は、OffNet です。ルート パターンを追加するときに、Provide Outside
Dial Tone チェックボックスをオフにした場合は、Call Classification
を OnNet に設定します。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Allow Device Override このチェックボックスは、デフォルトでオフになっています。この

チェックボックスをオンにすると、関連ゲートウェイまたはトラン

ク上で、発信コールが OffNet または OnNet であると見なすように設
定された Call Classification 設定値が使用されます。

Provide Outside Dial Tone このチェックボックスは、外部ダイヤル トーンを提供する場合にオ
ンにします。ネットワーク内のコールをルーティングする場合は、

このチェックボックスをオフのままにしておきます。

Allow Overlap Sending オーバーラップ送信が有効になっている場合、Cisco CallManager は、
コールを PSTN に渡すときに PSTN のオーバーラップ送信に依存し
て、収集する数字の数とコールのルーティング先を決定します。

オーバーラップ送信をサポートしている PSTN にコールをルーティ
ングするゲートウェイまたはルート リストに割り当てられている
と思われる各ルート パターンに対して、このチェックボックスをオ
ンにします。

Cisco CallManager はユーザにコードを求めるタイミングを決定でき
ないため、CMC および FAC 機能はオーバーラップ送信をサポート
していません。Require Forced Authorization Code または Require
Client Matter Code チェックボックスをオンにすると、Allow
Overlap Sending チェックボックスは使用不可になります。 

Urgent Priority ダイヤル プランにルート パターンが重複して含まれている場合、数
字列をダイヤルして現在の一致を選択できる場合にも、

Cisco CallManager は桁間タイマーが時間切れになるまでコールを
ルーティングしません。Cisco CallManager がすぐにコールをルー
ティングする必要がある場合は、このチェックボックスをオンにし

て、桁間タイミングを中断します。

Require Forced Authorization Code このルート パターンで強制許可コードを使用する場合は、この
チェックボックスをオンにします。

Cisco CallManager はユーザにコードを求めるタイミングを決定でき
ないため、FAC 機能はオーバーラップ送信をサポートしていません。
Allow Overlap Sending チェックボックスをオンにすると、Require
Forced Authorization Code チェックボックスは使用不可になります。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Authorization Level ルート パターンの許可レベルを入力します。このフィールドに指定
する数値によって、このルート パターンを介して正常にコールを
ルート指定するために必要な最小限の許可レベルが決まります。

ヒント 許可コードをアクティブにするには、Require Forced
Authorization Code チェックボックスをオンにする必要が
あります。このチェックボックスをオンにしない場合、
ルート パターンの挿入時に、許可コードをアクティブにで
きないことを知らせるメッセージが表示されます。コード
をアクティブにするには、Cancel をクリックし、Require
Forced Authorization Code チェックボックスをオンにし
て、Insert をクリックします。後でコードをアクティブに
するには、OK をクリックします。 

Require Client Matter Code このルート パターンでクライアント マターコードを使用する場合
は、このチェックボックスをオンにします。

Cisco CallManager はユーザにコードを求めるタイミングを決定でき
ないため、CMC 機能はオーバーラップ送信をサポートしていませ
ん。Allow Overlap Sending チェックボックスをオンにすると、Require
Client Matter Code チェックボックスは使用不可になります。

発信側変換

Use Calling Party’s External Phone
Number Mask

発信コールで完全な外部電話番号を CLID（calling line ID）に使用す
る場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべての

電話機で External Phone Number Mask を設定することもできます。

（注） ルート リスト内のルート グループに割り当てられる発信側
変換設定値は、そのリストに関連したルート パターンに割
り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きします。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクのときに、上記のフィールド（Use Calling Party’s External Phone
Number Mask）がオフの場合、発信側変換は行われません。詳細に
ついては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「発信側番号の
変換設定値」を参照してください。

Prefix Digits (Outgoing Calls) Prefix Digits (Outgoing Calls) フィールドに、プレフィックス番号を入
力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカー
ド文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大文字の A、B、C、D、
およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

Calling Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CLIP/CLIR（Calling
Line ID Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
電話番号を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco CallManager が発信側電話番号
を着信側の番号表示画面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager で発信側の電話番号が表示されるようにする場合
は、Allowed を選択します。Cisco CallManager が発信側の電話番号
を表示しないようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CNIP/CNIR（Calling
Name Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
名前を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が発信側の名前を着
信側の表示画面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager で発信側の名前情報を表示させる場合は、Allowed
を選択します。Cisco CallManager が発信側の名前情報を表示しない
ようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

接続側変換

Connected Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、COLP/COLR
（Connected Line ID Presentation）を使用します。これは、コールご
とに発信者の電話番号を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が接続側の電話番号
を発信側の表示画面に表示するかどうかを選択します。

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、Default を選択します。
接続側の電話番号を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の電話番号を表示しないようにする場合
は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Connected Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CONP/CONR
（Connected Name Presentation）を使用します。これは、コールごと
に着信側の名前を許可、または制限します。

このルート パターンに対して、Cisco CallManager が接続側の名前を
発信側の表示画面で表示するかどうかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。接続
側の名前を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の名前を表示しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

着信側変換

Discard Digits Discard Digits ドロップダウン リスト ボックスから、このルート パ
ターンに関連付ける数字破棄命令を選択します。表示される数字破

棄命令は、Numbering Plan ドロップダウン リスト ボックスで選択す
る番号計画によって異なります。North American Numbering Plan の
数字破棄命令の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイ
ド』の「数字破棄命令」を参照してください。

（注） ルート リスト内のルート グループに割り当てられる着信側
変換設定値は、そのリストに関連したルート パターンに割
り当てられている着信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

Called Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクである場合、変換は行われません。Cisco CallManager は、ダイ
ヤルされた通りの数字を正確に送信します。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Prefix Digits (Outgoing Calls) Prefix Digits (Outgoing Calls) フィールドに、プレフィックス番号を入
力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカー
ド文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大文字の A、B、C、D、
およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

ISDN ネットワーク固有の機能情報要素

Carrier Identification Code 該当する通信事業者識別コード（0、3、または 4 桁）を Carrier
Identification Code フィールドに入力します。通信事業者識別コード
を使用すると、お客様は長距離電話会社のサービスにアクセスでき

ます。 

次のリストは、よく使用される通信事業者識別コードの例です。

• ATT：0288

• Sprint：0333

• WorldCom/MCI：0222

NANP 通信事業者識別コードの完全なリストは、
http://www.nanpa.com/ を参照してください。

Network Service Protocol Network Service Protocol ドロップダウン リスト ボックスから、着側
ゲートウェイのプロトコルと一致する PRI プロトコルを選択しま
す。

Network Service 適切なネットワーク サービスを選択します。この値は、Network
Service Protocol フィールドで選択したネットワーク サービス プロ
トコルによって異なります。

Service Parameter Name このフィールドには、選択したネットワーク サービスに関連する
サービス パラメータ名が表示されます。ネットワーク サービスの
サービス パラメータが存在しない場合、このフィールドには <Not
Exist> が表示されます。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• ルート パターンの検索（P.23-2）

• ルート パターンの追加（P.23-5）

• ルート パターンの更新（P.23-7）

• ルート パターンのコピー（P.23-8）

• ルート パターンの削除（P.23-10）

Service Parameter Value 適切なサービス パラメータ値を入力します。有効な入力値は、0 ～
9 の数字です。ネットワーク サービスのサービス パラメータが存在
しない場合、このフィールドは Cisco CallManager Administration に
よって無効にされます。

表 23-1 ルート パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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24
回線グループの設定

回線グループの設定では、電話番号が選択される順序を指定します。

Cisco CallManager は、コール分散アルゴリズムおよび Ring No Answer Reversion
（RNAR）設定に基づいて、回線グループのアイドルまたは対応可能状態のメン
バーに対して、コールを分散します。

回線グループの追加または削除、回線グループへの電話番号の追加、回線グルー

プからの電話番号の削除については、次のトピックを参照してください。

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）
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回線グループの検索

ネットワーク内にはいくつかの回線グループが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の回線グループを見つける
ことができます。回線グループを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、回線
グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、回線グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

Find and List Line Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているすべての回線グループを検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックしてください。

検出された回線グループのリストが、回線グループ別に表示されます。
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（注） 該当する回線グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Line Groups ウィンドウか
ら複数の回線グループを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべての回線グループを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する回線グループをクリックします。

選択した回線グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）
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回線グループの追加

回線グループを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つの電話番号を指定しておく必
要があります。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Line Group をクリックします。

ステップ 3 Line Group Name フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の
英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および
下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。各回線グループ名
が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してください。

ワンポイント・アドバイス 回線グループには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、

CompanynameLocationGroup の形式が、内容を簡潔に表し、回線グループをすば
やくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasAA1 は、Dallas にあ
る Cisco オフィス用の Cisco Access Analog 回線グループを示します。

ステップ 4 適切な設定値を選択します（表 24-1 を参照）。

（注） 新しい回線グループを追加する前に、新しい回線グループに対して少な
くとも 1 つの電話番号を選択しておく必要があります。

ステップ 5 Insert をクリックして、この回線グループを追加します。
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関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• ルート リストへのルート グループの追加（P.22-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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回線グループへのメンバーの追加

新規または既存の回線グループに、メンバーを追加することができます。既存の

回線グループにメンバーを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に少なくとも 1 つの電話番号を指定しておく必
要があります。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

ステップ 2 メンバーを追加する先の回線グループを特定します。P.24-2の「回線グループの
検索」を参照してください。

ステップ 3 電話番号を特定する必要がある場合は、Route Partition ドロップダウン リスト
ボックスからルート パーティションを選択し、Directory Number Contains フィー
ルドに検索文字列を入力して、Find をクリックします。パーティションに属す
る電話番号をすべて検索するには、Directory Number Contains フィールドをブラ
ンクのままにして、Find をクリックします。

Available DN/Route Partition リスト ボックスに、一致する電話番号のリストが表
示されます。

ステップ 4 Available DN/Route Partition リスト ボックスで追加する電話番号を選択し、Add
to Line Group をクリックして、その電話番号を Selected DN/Route Partition リス
ト ボックスへ移動します。この回線グループに追加する各メンバーに対して、こ
の手順を繰り返します。

ステップ 5 Selected DN/Route Partition リスト ボックスで、新しい電話番号がこの回線グルー
プ内でアクセスされる順序を選択します。順序を変更するには、電話番号をク

リックしてから、リスト ボックスの右側にある上矢印または下矢印を使用して、
電話番号を移動します。
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ステップ 6 Update をクリックして、新しい電話番号を追加し、この回線グループの電話番
号の順序を更新します。

関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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回線グループからのメンバーの削除

新規または既存の回線グループから、メンバーを削除することができます。既存

の回線グループから電話番号を削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

ステップ 2 削除する電話番号が入っている回線グループを特定します。P.24-2の「回線グ
ループの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected DN/Route Partition リスト ボックスで削除する電話番号を選択し、リスト
ボックスの下にある下矢印をクリックして、Removed DN/Route Partition リスト
ボックスへ電話番号を移動します。この回線グループから削除する各メンバーに

対して、この手順を繰り返してください。

ステップ 4 メンバーを削除するには、Update をクリックします。

関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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回線グループの更新

回線グループを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の手順を実行する場合は、更新する回線グループが事前に設定されていること

を確認してください。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

ステップ 2 更新する回線グループを特定します。P.24-2の「回線グループの検索」を参照し
てください。

ステップ 3 該当するフィールドを更新します（表 24-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 回線グループの設定値（P.24-12）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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回線グループの削除

回線グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のハント リストが参照している回線グループは、削除することが
できません。回線グループを使用しているハント リストを検索するには、Line
Group Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されている回線グループを削除しようとすると、Cisco CallManager
はエラー メッセージを表示します。現在使用中の回線グループを削除する場合
は、事前に、次の作業を実行しておく必要があります。

• 回線グループを削除する前に、その回線グループが属しているすべてのハン
ト リストから、その回線グループを削除する。P.22-11の「ルート リストか
らのルート グループの削除」を参照してください。

ヒント 回線グループとハント パイロットを削除するには、まずハント パイロットを削
除し、次にハント リストを削除して、最後に回線グループを削除します。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Line Group の順に選択します。

ステップ 2 削除する回線グループを特定します。P.24-2の「回線グループの検索」を参照し
てください。

ステップ 3 削除する回線グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックします。

回線グループを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが

表示されます。
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ステップ 4 回線グループを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。OK をクリックすると、Cisco CallManager により、回
線グループが削除されます。

（注） 該当する回線グループの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Line Groups ウィンドウか
ら複数の回線グループを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内の回線グループをすべて削除できます。

関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• ルート リストの追加（P.22-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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回線グループの設定値

表 24-1 では、回線グループの設定値について説明します。

表 24-1 回線グループの設定値

フィールド 説明

回線グループ情報

Line Group Name この回線グループの名前を入力します。この名前には、最長 50 文
字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、および下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが
可能です。各回線グループ名が、そのルート プランに固有の名前で
あることを確認してください。

RNA Reversion Timeout コールの応答がない場合や、最初のハント オプション（Try next
member; then, try next group in Hunt List）が選択されている場合に、こ
の回線グループで次に対応可能またはアイドル状態のメンバー、ま

たは次の回線グループに対して、Cisco CallManager がコールの分散
を開始するまでの時間を、秒単位で入力します。RNA Reversion
Timeout は、回線グループ レベルで、すべてのメンバーに適用され
ます。
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Distribution Algorithm ドロップダウン リスト ボックスで、回線グループ レベルで適用さ
れる次の分散アルゴリズムのオプションを選択します。

• Top Down：この分散アルゴリズムを選択すると、回線グループ
でアイドルまたは対応可能状態にある最初のメンバーから最後

のメンバーまで、Cisco CallManager がメンバーに対してコール
を分散します。

• Circular：この分散アルゴリズムを選択すると、Cisco CallManager
は、アイドルまたは対応可能状態のメンバーに対するコールの

分散を、回線グループの（n+1）番目のメンバーから開始しま
す。n 番目のメンバーは、Cisco CallManager が最後にコールを
延長したメンバーです。n 番目のメンバーが、回線グループの
最後のメンバーの場合、Cisco CallManager は回線グループの先
頭からコールの分散を開始します。

• Longest Idle Time：この分散アルゴリズムを選択すると、回線グ
ループでアイドル時間が最長のメンバーから最短のメンバーま

で、Cisco CallManager がアイドル状態のメンバーだけにコール
を分散します。

• Broadcast：この分散アルゴリズムを選択すると、
Cisco CallManager は、回線グループでアイドルまたは対応可能
状態のすべてのメンバーに対して、同時にコールを分散します。

Broadcast 分散アルゴリズムの使用に関するその他の制約事項
については、Selected DN/Route Partition フィールドの説明にあ
る注記を参照してください。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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ハント オプション

No Answer 任意の分散アルゴリズムに対して、応答のない回線グループのメン

バーにコールが分散されている場合に使用する Cisco CallManager
のハント オプションを選択します。このオプションは、メンバー レ
ベルで適用されます。ドロップダウン リスト ボックスから、次の
オプションを選択します。

• Try next member; then, try next group in Hunt List：このハント オ
プションを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可

能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、Cisco
CallManager がメンバーに対してコールを分散します。分散に失
敗した場合、Cisco CallManager はハント リスト内の次の回線グ
ループに対して分散を試行します。

• Try next member, but do not go to next group：このハント オプショ
ンを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可能状態

にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、Cisco
CallManager がメンバーに対してコールを分散します。現在の回
線グループの最後のメンバーに到達すると、Cisco CallManager
は分散を停止します。

• Skip remaining members, and go directly to next group：このハント
オプションを選択すると、この回線グループの最初のメンバー

に対する分散の試行時間が RNA reversion timeout の設定値を経
過した場合、Cisco CallManager が残りのメンバーをスキップし
ます。Cisco CallManager は、そのままハント リスト内の次の回
線グループへと試行を継続します。

• Stop hunting：このハント オプションを選択すると、
Cisco CallManager は、この回線グループの最初のメンバー、お
よびコールに応答しないメンバーに対してコールの分散を試行

した後、ハントを停止します。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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Busy 任意の分散アルゴリズムに対して、ビジー状態の回線グループのメ

ンバーにコールが分散されている場合に使用する Cisco CallManager
のハント オプションを選択します。ドロップダウン リスト ボック
スから、次のオプションを選択します。

• Try next member; then, try next group in Hunt List：このハント オ
プションを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可

能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、

Cisco CallManager がメンバーに対してコールを分散します。分
散に失敗した場合、Cisco CallManager はハント リスト内の次の
回線グループに対して分散を試行します。

• Try next member, but do not go to next group：このハント オプショ
ンを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可能状態

にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、Cisco
CallManager がメンバーに対してコールを分散します。現在の回
線グループの最後のメンバーに到達すると、Cisco CallManager
は分散を停止します。

• Skip remaining members, and go directly to next group：このハント
オプションを選択すると、ビジー状態のメンバーがいた場合、

Cisco CallManager はこの回線グループの残りのメンバーをス
キップします。Cisco CallManager は、そのままハント リスト内
の次の回線グループへと試行を継続します。

• Stop hunting：このハント オプションを選択すると、
Cisco CallManager は、この回線グループでビジー状態の最初の
メンバーに対してコールの分散を試行した後、ハントを停止し

ます。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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Not Available 任意の分散アルゴリズムに対して、対応可能状態ではない回線グ

ループのメンバーにコールが分散されている場合に使用する Cisco
CallManager のハント オプションを選択します。Not Available 状態
は、問題の DN（電話番号） に関連付けられているいずれの電話機も
登録されていない場合に発生します。Not Available はまた、エクス
テンション モビリティが使用中で DN/ ユーザがログインされてい
ない場合にも発生します。ドロップダウン リスト ボックスから、次
のオプションを選択します。

• Try next member; then, try next group in Hunt List：このハント オ
プションを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可

能状態にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、Cisco
CallManager がメンバーに対してコールを分散します。分散に失
敗した場合、Cisco CallManager はハント リスト内の次の回線グ
ループに対して分散を試行します。

• Try next member, but do not go to next group：このハント オプショ
ンを選択すると、回線グループでアイドルまたは対応可能状態

にある最初のメンバーから最後のメンバーまで、Cisco
CallManager がメンバーに対してコールを分散します。現在の回
線グループの最後のメンバーに到達すると、Cisco CallManager
は分散を停止します。

• Skip remaining members, and go directly to next group：このハント
オプションを選択すると、対応可能状態にないメンバーがいた

場合、Cisco CallManager はこの回線グループの残りのメンバー
をスキップします。Cisco CallManager は、そのままハント リス
ト内の次の回線グループへと試行を継続します。

• Stop hunting：このハント オプションを選択すると、
Cisco CallManager は、この回線グループで対応可能状態にない
最初のメンバーに対してコールの分散を試行した後、ハントを

停止します。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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回線グループ メンバー情報

電話番号を検索して回線グループへ追加

Route Partition ドロップダウン リスト ボックスから、この回線グループのルート
パーティションを選択します。

Find をクリックすると、Available DN/Route Partition リスト ボック
スに、選択されたパーティションに属する電話番号（DN）がすべて
表示されます。

Directory Number Contains 検索する電話番号に含まれる文字を入力し、Find ボタンをクリック
します。入力した文字と一致する電話番号が Available DN/Route
Partition ボックスに表示されます。

Available DN/Route Partition Available DN/Route Partition リスト ボックスで電話番号を選択し、
Add to Line Group をクリックして、その電話番号を Selected 
DN/Route Partition リスト ボックスに追加します。

現在の回線グループ メンバー

Selected DN/Route Partition 電話番号の優先順位を変更するには、Selected DN/Route Partition リ
スト ボックス内の電話番号を選択します。そのリスト ボックスの
右側にある矢印をクリックして、リスト内でその電話番号を上下に

移動させてください。

Selected DN/Route Partition リスト ボックス内の電話番号の優先順位
を逆転するには、Reverse Order of Selected DNs をクリックします。

回線グループ内の電話番号の順序の詳細については、

『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概説」を
参照してください。

（注） 共有回線である DN を、Broadcast 分散アルゴリズムを使用
する回線グループに配置しないでください。DN が Broadcast
分散アルゴリズムを使用する回線グループのメンバーであ
る場合、Cisco CallManager では、DN が共有回線として設定
されているデバイスで、共有回線である一部の DN を表示で
きません。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 回線グループの検索（P.24-2）

• 回線グループの追加（P.24-4）

• 回線グループへのメンバーの追加（P.24-6）

• 回線グループからのメンバーの削除（P.24-8）

• 回線グループの更新（P.24-9）

• 回線グループの削除（P.24-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

Removed DN/Route Partition 
(to be removed from Line Group 
when you click Update)

Selected DN/Route Partition リスト ボックスで電話番号を選択し、そ
の電話番号を Removed DN/Route Partition リスト ボックスに追加し
ます。これには、この 2 つのリスト ボックス間にある下矢印をク
リックします。

表 24-1 回線グループの設定値（続き）

フィールド 説明



C H A P T E R

25-1
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

25
ハント リストの設定

ハント リストは、1 組の回線グループを特定の順序で一覧表示します。また、ハ
ント リストは、1 つ以上のハント パイロットに関連付けられ、その回線グルー
プがアクセスされる順位を決定します。この順位は、着信コールに使用可能な電

話番号を検索するときの進行を制御します。

ハント リストは、回線グループによって定義された電話番号の集合から構成さ
れます。Cisco CallManager が指定ハント リストを使用してルーティングすべき
コールを判別すると、そのリストに指定されている回線グループの順位に基づい

て、Cisco CallManager は最初に使用可能なデバイスを検出します。

（注） グループ コール ピックアップ機能は、ハント リストでは使用できません。

ハント リストには、回線グループだけを入れることができます。各ハント リス
トには、少なくとも 1 つの回線グループを入れる必要があります。各回線グルー
プには、少なくとも 1 つの電話番号が含まれます。1 つの回線グループが複数の
ハント リストに表示される場合があります。

ハント リストの追加または削除、リスト内の回線グループの追加、削除、また
は順序の変更をするには、次のトピックを参照してください。

• ハント リストの検索（P.25-2）

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）
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• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストの削除（P.25-13）

ハント リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのハント リストが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のリストを見つけることが
できます。ハント リストを見つけるには、次の手順を使用します。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ハン
ト リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ
ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、ハント リストの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

Find and List Hunt Lists ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リスト
ボックスを使用して、ハント リストを検索します。

ステップ 2 最初の Find Hunt Lists where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• Hunt List Name

• Description

• Pattern/Pilot Number
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（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるハント リストの一覧のソート方法が決まります。たとえば、
Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に表示
されます。

2 番目の Find Hunt Lists where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているハント リストをすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたハント リストの一覧が、次の項目別に表示されます。

• Hunt list name

• Description

• Status（状況）

• Enabled

（注） 該当するハント リストの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Hunt Lists ウィンドウか
ら複数のハント リストを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のハント リストをすべて削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するハント リストをクリックします。

選択したハント リストがウィンドウに表示されます。

関連項目

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）

• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストの削除（P.25-13）
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ハント リストの追加
ハント リストを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Hunt List をクリックします。

ステップ 3 Hunt List Name フィールドに名前を入力します。この名前には、最長 50 文字の
英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、および
下線文字（_）を任意に組み合せて使用することが可能です。各ハント リスト名
が、そのルート プランに固有の名前であることを確認してください。

ワンポイント・アドバイス ハント リストには、内容を簡潔に表す名前を使用してください。通常、
CompanynameLocationCalltype の形式が、内容を簡潔に表し、ハント リストをす
ばやくかつ簡単に識別できる方式です。たとえば、CiscoDallasMetro は、Dallas
の Cisco オフィスからの、LATA（Local Access Transport Area）間の無料コール用
のハント リストを特定します。

Cisco CallManager は、自動的に Description フィールドに説明を挿入します。た
だし、このフィールドの編集は可能です。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager グループを選択します。

（注） ハント リストは、プライマリ CallManager として、CallManager グループ
内で最初の CallManager に登録されます。
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（注） Cisco CallManager が 1 つしか設定されていない Cisco CallManager グルー
プを選択すると、次の警告が表示されます。

WARNING!The selected Cisco CallManager Group has only one 
Cisco CallManager configured.For the control process to have redundancy 
protection, please select a Cisco CallManager Group with more than one 
Cisco CallManager.

ステップ 5 Insert をクリックして、このハント リストを追加します。

（注） コールを受信させるため、このハント リストに回線グループを少なくと
も 1 つ追加する必要があることを示すポップアップ メッセージが表示さ
れます。

Hunt List ウィンドウに、新しく追加されたハント リストが表示されます。

ステップ 6 新しいハント リストの Enable this Hunt List チェックボックスは、デフォルトで
オンになっています。

このハント リストを使用不可にする場合は、このチェックボックスをオフにし
ます。進行中のコールは影響を受けないが、このハント リストが追加のコール
を受け付けなくなることを示す、ポップアップ ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 このハント リストをボイス メッセージ用に使用する場合は、For Voice Mail Usage
チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 新しいハント リストに少なくとも 1 つの回線グループを追加します。

このリストに回線グループを追加するには、Add Line Group をクリックし、
P.25-8の「ハント リストへの回線グループの追加」のステップ 3 ～ステップ 6 を
実行します。
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関連項目

• ハント リストの検索（P.25-2）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• ハント リストの削除（P.25-13）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント リストへの回線グループの追加
新規のハント リストまたは既存のハント リストに、回線グループを追加するこ
とができます。回線グループは、1 つ以上のハント リストに組み込むことができ
ます。既存のハント リストに回線グループを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

この手順を実行する場合は、事前に 1 つ以上の回線グループを作成し、ハント
リストを追加しておく必要があります。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

ステップ 2 回線グループを追加する先のハント リストを特定します。P.25-2の「ハント リ
ストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Add Line Group をクリックして、回線グループを追加します。

Hunt List Detail Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Line Group ドロップダウン リスト ボックスから、ハント リストに追加する回線
グループを選択します。 

（注） このハント リストをボイス メッセージ用に使用する場合、このハント
リストに割り当てる（追加する）回線グループのメンバーはすべて、ボ
イスメール ポートでなければなりません。

ステップ 5 Insert をクリックして、回線グループを追加します。

ウィンドウの左側にある Hunt List Details リストに、回線グループ名が表示され
ます。
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ステップ 6 このリストに回線グループをさらに追加するには、Add Line Group をクリック
して、ステップ 3 ～ステップ 5 を実行します。 

ステップ 7 ハント リストへの回線グループの追加が終了したら、Update をクリックします。

ステップ 8 Reset をクリックして、ハント リストをリセットします。ポップアップ ウィンド
ウが表示されたら、OK をクリックします。

関連項目

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストの削除（P.25-13）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント リストからの回線グループの削除
新規のハント リストまたは既存のハント リストから、回線グループを削除する
ことができます。既存のハント リストから回線グループを削除する手順は、次
のとおりです。

手順

ステップ 1 メニューバーから Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

ステップ 2 削除する回線グループが入っているハント リストを特定します。P.25-2の「ハ
ント リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected Groups リストから、回線グループ名を選択します。

（注） このリストから複数の回線グループを選択するには、Shift キーを押し、
目的の回線グループをクリックしてください。

ステップ 4 Selected Groups リスト ボックスの下にある下矢印をクリックして、選択した回線
グループを Removed Groups リストに移動します。

ステップ 5 回線グループを削除するには、Update をクリックします。OK をクリックする
と、ページがリフレッシュされたときに、その回線グループがハント リストか
ら削除されています。

ステップ 6 Reset をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの
OK をクリックします。
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関連項目

• ハント リストの検索（P.25-2）

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストの削除（P.25-13）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント リスト内の回線グループの順位の変更
Cisco CallManager は、ハント リストに表示されている順に、回線グループにア
クセスします。回線グループのアクセス順位を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

ステップ 2 回線グループの順位を変更するハント リストを特定します。P.25-2の「ハント
リストの検索」を参照してください。

ステップ 3 Selected Groups リストから、回線グループを選択します。

ステップ 4 リスト内で回線グループを上下に移動させるには、回線グループを選択して、リ
スト ボックスの右側にある上矢印または下矢印をクリックします。

ステップ 5 Update をクリックします。

ステップ 6 Reset をクリックして、変更内容を有効にします。ポップアップ ウィンドウの
OK をクリックします。

関連項目

• ハント リストの検索（P.25-2）

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）

• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• ハント リストの削除（P.25-13）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」



25-13
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 25章      ハント リストの設定
ハント リストの削除

ハント リストの削除
Cisco CallManager は、回線グループおよびハント パイロットにハント リストを
関連付けます。ただし、ハント リストが削除されても、回線グループおよびハ
ント パイロットは削除されません。ハント リストを使用しているハント パイ
ロットを検索するには、Hunt List Configuration ウィンドウの Dependency Records
リンクをクリックします。Dependency Records がシステムに対して使用可能に
なっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示
されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records
へのアクセス」を参照してください。

ヒント 回線グループとハント パイロットを削除するには、まずハント パイロットを削
除し、次にハント リストを削除して、最後に回線グループを削除します。

ハント リストを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt List の順に選択します。

ステップ 2 削除するハント リストを見つけます。P.25-2の「ハント リストの検索」を参照
してください。

ステップ 3 Delete をクリックします。

ハント リストを削除すると取り消せないことを警告するダイアログボックスが
表示されます。

ステップ 4 ハント リストを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すに
は、Cancel をクリックします。
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注意 ハント リストが 1 つ以上のハント パイロットに関連付けられている場合、その
リストは削除できません。

関連項目

• ハント リストの検索（P.25-2）

• ハント リストの追加（P.25-5）

• ハント リストへの回線グループの追加（P.25-8）

• ハント リスト内の回線グループの順位の変更（P.25-12）

• ハント リストからの回線グループの削除（P.25-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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26
ハント パイロットの設定

ハント パイロットは、アドレスを表す数字のストリングと、ハント リストにコー
ルをルート指定するように関連付けられた数字操作のセットから構成されてい

ます。このハント パイロットは、ネットワークの設計に柔軟性をもたらします。
ハント パイロットは、ルート フィルタおよびハント リストと連動して、コール
を特定のデバイスに誘導し、特定の数字パターンの組み込み、除外、または変更

を行います。

ハント パイロットの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「ルート プランの概要」を参照してください。

ハント パイロットを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピック
を参照してください。

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）
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ハント パイロットの検索
ネットワーク内にはいくつかのハント パイロットが存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のハント パイロットを見
つけることができます。ハント パイロットを見つけるには、次の手順を使用し
ます。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ハン
ト パイロットの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこ
のメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じ

たりしない限り、ハント パイロットの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt Pilot の順に選択します。

Find and List Hunt Pilots ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン選択
ボックスを使用して、ハント パイロットを検索します。

ステップ 2 最初の Find Hunt Pilots where ドロップダウン選択ボックスから、Pattern、
Description、または Partition を選択します。

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるハント パイロットのソート方法が決まります。たとえば、
Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に表示
されます。

ステップ 3 2 番目の Find Hunt Pilots where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）
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• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されているハント パイロットをすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたハント パイロットのリストが、次の項目別に表示されます。

• Hunt pilot icon

• Hunt pilot

• Partition

• Description

• Route Filter

• Hunt List

（注） 該当するハント パイロットの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Hunt Pilots ウィンドウか
ら複数のハント パイロットを削除できます。Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックす
ると、ウィンドウ内のすべてのハント パイロットを削除できます。

ステップ 5 レコードのリストから、検索条件と一致するハント パイロットをクリックしま
す。

選択したハント パイロットがウィンドウに表示されます。
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関連項目

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）
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ハント パイロットの追加
ハント パイロットを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco CallManager で次の項目が設定されていることを確認してください。

• Hunt list

• Partition（<None> を使用しない場合）

• Route filter（<None> を使用しない場合）

ワンポイント・アドバイス ハント パイロットに 8XXX を割り当てると、電話番号 8000 ～ 8999 がすべてハ
ントされます。同様に、82XX では、電話番号 8200 ～ 8299 がハントされます。
ワイルドカードの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「特
殊文字と設定値」を参照してください。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt Pilot の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Hunt Pilot をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 26-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

（注） Insert をクリックし、ウィンドウがリフレッシュされた後、そのウィン
ドウの中の Hunt List フィールドの横に、Edit リンクが表示されます。こ
のリンクを使用すると、Hunt List Configuration ウィンドウが確認のため
に表示され、そのハント リストに含まれている回線グループが表示され
ます。



第 26章      ハント パイロットの設定
ハント パイロットの追加

26-6
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント パイロットの更新
ハント パイロットを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt Pilot の順に選択します。

ステップ 2 更新するハント パイロットを見つけます。P.26-2の「ハント パイロットの検索」
を参照してください。

（注） ハント リストを変更する場合は、Edit リンクを選択する前に、Update を
クリックしておく必要があります。Update をクリックしておかないと、
直前のハント リストにリンクします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（P.26-11の「ハント パイロットの設定値」を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

更新されたハント パイロットが表示されます。

関連項目

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント パイロットのコピー
ハント パイロットをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt Pilot の順に選択します。

ステップ 2 コピーするハント パイロットを見つけます。P.26-2の「ハント パイロットの検
索」を参照してください。

ステップ 3 コピーするハント パイロットの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 そのハント パイロットの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、そのハント パイロットのコピーが表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 26-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックして、新規ハント パイロットを追加します。

（注） Insert をクリックし、ウィンドウがリフレッシュされた後、そのウィン
ドウの中の Hunt List フィールドの横に、Edit リンクが表示されます。こ
のリンクを使用すると、Hunt List Configuration ウィンドウが確認のため
に表示され、そのハント リストに含まれている回線グループが表示され
ます。

ヒント ハント パイロットのコピーは、コピーするハント パイロットを特定し
て表示し、Copy をクリックすることによっても実行できます。この場
合は、コピーした後に、前述のステップ 5 およびステップ 6 の手順を
実行してください。
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関連項目

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント パイロットの削除
ハント パイロットを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route/Hunt > Hunt Pilot の順に選択します。

ステップ 2 削除するハント パイロットを見つけます。P.26-2の「ハント パイロットの検索」
を参照してください。

ステップ 3 削除するハント パイロットのチェックボックスをオンにして、Delete Selected を
クリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 ハント パイロットを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消す
には、Cancel をクリックします。

ヒント ハント パイロットの削除は、削除するハント パイロットを特定して表
示し、Delete をクリックすることによっても実行できます。

関連項目

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロッ
ト内のワイルドカードと特殊文字」

• ルート フィルタの追加（P.16-5）

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの設定値（P.26-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ハント パイロットの設定値
表 26-1 では、Hunt Pilot Configuration ウィンドウ内の使用可能なフィールドにつ
いて説明します。

表 26-1 ハント パイロットの設定値

フィールド 説明

パターン定義

Hunt Pilot 数字とワイルドカード（スペースを使用しない）を含むハント パイ
ロットを入力します。たとえば、NANP では、通常のローカル アク
セスの場合は 9.@ を、通常のプライベート ネットワーク番号計画の
場合は 8XXX を入力します。大文字の A、B、C、および D を指定
できます。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計
画の組み合せを使用する、ディレクトリ ハント パイロット
が固有のものであることを確認してください。重複エント
リを示すメッセージが表示された場合は、ハント パイロッ
ト、変換パターン、電話番号、コール パーク番号、コール
ピックアップ番号、メッセージ受信のオン / オフ、または
Meet Me 番号をチェックしてください。また、必要に応じて
ルート プラン レポートもチェックしてください。

• ワイルドカードの詳細については、『Cisco CallManager システ
ム ガイド』の「ルート パターンとハント パイロット内のワイ
ルドカードと特殊文字」を参照してください。
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Partition パーティションを使用してハント パイロットへのアクセスを制限
する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパーティ
ションを選択します。ハント パイロットへのアクセスを制限しない
場合は、パーティションに <None> を選択します。パーティション
の使用方法の詳細については、P.19-1の「パーティションの設定」
を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定されたパーティションの数が 250 以上の場合、省略
記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示され
ます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表示
されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） ハント パイロット、ルート フィルタ、およびパーティショ
ンの組み合せが、Cisco CallManager クラスタ内で固有であ
ることを確認してください。

Description ハント パイロットの説明を入力します。

Numbering Plan 番号計画を選択します。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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Route Filter ハント パイロットにワイルドカード @ が含まれている場合は、ルー
ト フィルタを選択できます。オプションでルート フィルタを選択
すると、所定の番号パターンが制限されます。

表示されるルート フィルタは、Numbering Plan ドロップダウン リス
ト ボックスで選択する番号計画によって異なります。

ルート フィルタの数が 250 より多い場合は、ドロップダウン リス
ト ボックスの横に省略記号ボタン（...）が表示されます。... ボタン
をクリックすると、Select Route Filters ウィンドウが表示されます。
List items where Name contains フィールドにルート フィルタ名の一
部を入力します。Select item to use ボックスに表示されるルート
フィルタのリストで希望するルート フィルタ名をクリックし、OK
をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

MLPP Precedence ドロップダウン リスト ボックスで、このハント パイロットに対す
る MLPP Precedence の設定を次の中から選択します。

• Executive Override：MLPP コールに、一番高い優先度を設定し
ます。

• Flash Override：MLPP コールに、2 番目に高い優先度を設定します。

• Flash：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定します。 

• Immediate：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

• Priority：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設定します。

• Routine：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

• Default：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡されます。

（注） 詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガ
イド』の「Multilevel Precedence and Preemption」の「優先順
位」を参照してください。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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Hunt List ドロップダウン リスト ボックスから、設定するハント パイロット
に関連付けるハント リストを選択します。

（注） ボイスメール ハント パイロットには、For Voice Mail Usage
チェックボックスでオンになっているハント リストのみを
指定することをお勧めします。指定されたハント リストの
横の Edit リンクをクリックして、ハント リストを確認（ま
たは変更）します。

Route Option Route Option の指定内容が、このハント パイロットをコールのルー
ティング（9.@ や 8[2-9]XX など）、またはコールのブロックに使用
するかどうかを示します。Route this pattern または Block this pattern
オプション ボタンを選択してください。

Block this pattern オプション ボタンを選択した場合、このハント パ
イロットをコールのブロックに使用する理由を選択する必要があ

ります。次のドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

• No Error

• Unallocated Number

• Call Rejected

• Number Changed

• Invalid Number Format

• Precedence Level Exceeded

Provide Outside Dial Tone 外部ダイヤルトーンは、Cisco CallManager がローカル ネットワーク
外にコールをルーティングすることを示します。ローカル ネット
ワーク外にコールをルーティングする各ハント パイロットに対し
てこのチェックボックスをオンにし、発信側デバイスに外部ダイヤ

ル トーンを提供します。ネットワーク内のコールをルーティングす
る場合は、このチェックボックスをオフのままにしておきます。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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Urgent Priority ダイヤル プランにハント リストが重複して含まれている場合、数
字列をダイヤルして現在の一致を選択できる場合にも、

Cisco CallManager は桁間タイマーが時間切れになるまでコールを
ルーティングしません。Cisco CallManager がすぐにコールをルー
ティングする必要がある場合は、このチェックボックスをオンにし

て、桁間タイミングを中断します。

Hunt Forward Settings

Forward Hunt No Answer ハント リストを介して分散されるコールに対して一定の時間応答
がない場合、このフィールドでコールの転送方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Use Personal Preferences：このチェックボックスをオンにして、
コールをこのハント パイロットに転送した最初の着信番号に
対して Call Forward No Coverage（CFNC）の設定値を使用可能
にします。

CFNC設定値は、システム管理者がDirectory Number Configuration
ウィンドウで管理するコール転送の理由を指定します。電話番

号へのコールが最初にカバレッジに転送され、カバレッジが残

りわずかになったか時間切れになり、カバレッジの関連するハ

ント パイロットが最後の転送先として Use Personal Preferences
を指定している場合、コールは電話番号の Coverage/Destination
フィールドの値に基づいて転送されます。

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Destination ボックスと Calling Search 
Space の設定値を無視します。

• Destination：この設定値は、コールの転送先となる電話番号を
示します。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用してい
るデバイスすべてに適用されます。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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Forward Hunt Busy ハント リストを介して分散されるコールが一定の時間ビジー状態
の場合、このフィールドでコールの転送方法を指定します。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Use Personal Preferences：このチェックボックスをオンにして、
コールをこのハント パイロットに転送した最初の着信番号に
対して Call Forward No Coverage（CFNC）の設定値を使用可能
にします。

CFNC 設定値は、システム管理者が Directory Number
Configuration ウィンドウで管理するコール転送の理由を指定し
ます。電話番号へのコールが最初にカバレッジに転送され、カ

バレッジが残りわずかになったか時間切れになり、カバレッジ

の関連するハント パイロットが最後の転送先として Use
Personal Preferences を指定している場合、コールは電話番号の
Coverage/Destination フィールドの値に基づいて転送されます。

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Destination ボックスと Calling Search 
Space の設定値を無視します。

• Destination：この設定値は、コールの転送先となる電話番号を
示します。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用してい
るデバイスすべてに適用されます。

Maximum Hunt Timer ハントの時間の最大値（秒）を入力します。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明



26-17
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 26章      ハント パイロットの設定
ハント パイロットの設定値

発信側変換

Use Calling Party’s External Phone
Number Mask

発信コールで完全な外部電話番号を CLID（calling line ID）に使用す
る場合は、このチェックボックスをオンにします。また、すべての

電話機で External Phone Number Mask を設定することもできます。

（注） ハント リスト内の回線グループに割り当てられる発信側変
換設定値は、そのリストに関連したハント パイロットに割
り当てられている発信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

Calling Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクのときに、上記のフィールド（Use Calling Party’s External Phone
Number Mask）がオフの場合、発信側変換は行われません。詳細に
ついては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「発信側番号の
変換設定値」を参照してください。

Prefix Digits (Outgoing Calls) Prefix Digits (Outgoing Calls) フィールドに、プレフィックス番号を入
力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカー
ド文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大文字の A、B、C、D、
およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CLIP/CLIR（Calling
Line ID Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
電話番号を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco CallManager が発信側電話番
号を着信側の番号表示画面で表示するかどうかを選択します。

発信側の回線 ID 表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager で発信側の電話番号が表示されるようにする場合
は、Allowed を選択します。Cisco CallManager が発信側の電話番号
を表示しないようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

Calling Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CNIP/CNIR（Calling
Name Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
名前を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco CallManager が発信側の名前
を着信側の表示画面で表示するかどうかを選択します。 

発信側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager で発信側の名前情報を表示させる場合は、Allowed
を選択します。Cisco CallManager が発信側の名前情報を表示しない
ようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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接続側変換

Connected Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、COLP/COLR
（Connected Line ID Presentation）を使用します。これは、コールごと
に発信者の電話番号を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco CallManager が接続側電話番
号を発信側の番号表示画面に表示するかどうかを選択します。

接続側の回線 ID 表示を変更しない場合は、Default を選択します。
接続側の電話番号を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の電話番号を表示しないようにする場合
は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

Connected Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CONP/CONR
（Connected Name Presentation）を使用します。これは、コールごと
に着信側の名前を許可、または制限します。

このハント パイロットに対して、Cisco CallManager が接続側の名前
を発信側の表示画面で表示するかどうかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。接続
側の名前を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の名前を表示しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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着信側変換

Discard Digits Discard Digits ドロップダウン リスト ボックスから、このハント パ
イロットに関連付ける数字破棄命令を選択します。表示される数字

破棄命令は、Numbering Plan ドロップダウン リスト ボックスで選択
する番号計画によって異なります。North American Numbering Plan の
数字破棄命令の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイ
ド』の「数字破棄命令」を参照してください。

（注） ハント リスト内の回線グループに割り当てられる着信側変
換設定値は、そのリストに関連したハント パイロットに割
り当てられている着信側変換設定値をすべて上書きしま
す。

Called Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクである場合、変換は行われません。Cisco CallManager は、ダイ
ヤルされた通りの数字を正確に送信します。

Prefix Digits (Outgoing Calls) Prefix Digits (Outgoing Calls) フィールドに、プレフィックス番号を入
力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数字、ワイルドカー
ド文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大文字の A、B、C、D、
およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• ハント パイロットの検索（P.26-2）

• ハント パイロットの追加（P.26-5）

• ハント パイロットの更新（P.26-7）

• ハント パイロットのコピー（P.26-8）

• ハント パイロットの削除（P.26-10）

AAR グループの設定値

AAR Group ドロップダウン リスト ボックスから、自動代替ルーティング（AAR）
を選択します。

（注） このハント パイロットに対して AAR を使用可能にできる
のは、回線グループのメンバーがすべて同じロケーション
にある場合だけです。

External Number Mask ハント パイロットの外部番号マスク値を入力します。

Cisco CallManager はこのマスクを使用して、外部（発信）コールの
CLID をフォーマットします。AAR が再ルーティングを開始すると、
システムはこの外部番号マスクをハント パイロット番号に適用し、
着信側の完全修飾ドメイン名を形成します。そのため、AAR は、帯
域幅が足りない状況でも正しく再ルーティングできるようになり

ます。

表 26-1 ハント パイロットの設定値（続き）

フィールド 説明
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27
変換パターンの設定

Cisco CallManager は変換パターンを使用して、ダイヤルされた番号を操作した後
でコールをルーティングします。場合によってシステムは、ダイヤルされた番号

を使用しないことがあります。また、公衆電話交換網（PSTN）が、ダイヤルさ
れた番号を認識できない場合もあります。

変換パターンを追加、更新、コピー、または削除するには、次のトピックを参照

してください。

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）
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変換パターンの検索

ネットワーク内にはいくつかの変換パターンが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の変換パターンを見つける
ことができます。変換パターンを特定する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、変換
パターンの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、変換パターンの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Route Plan > Translation Pattern の順に選択します。

Find and List Translation Patterns ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初のドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択します。

• Pattern（変換パターンの名前で検索する場合）

• Description（変換パターンの説明で検索する場合）

• Partition（パーティション名で検索する場合）

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される変換パターン リストのソート方法が決まります。たとえば、
Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に表示
されます。

2 番目のドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを選択しま
す。

• begins with（前方一致）
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• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

（注） データベースに登録されている変換パターンをすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された変換パターンのリストが、次の項目別に表示されます。

• Translation pattern icon

• Translation Pattern

• Partition

• Description

• Route filter（ルート フィルタ）

（注） 該当する変換パターンの横にあるチェックボックスをオンにして Delete
Selected をクリックすると、Find and List Translation Patterns ウィンドウか
ら複数の変換パターンを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべての変換パターンを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストで、検索条件と一致する変換パターンをクリックします。

Translation Pattern Configuration ウィンドウに、選択した変換パターンが表示され
ます。
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関連項目

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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変換パターンの追加

変換パターンを追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

変換パターンを追加する場合は、事前に、次の Cisco CallManager 項目を設定し
てください。

• Partition

• Route filter（ルート フィルタ）

• Calling Search Space（コーリング サーチ スペース）

手順

ステップ 1 Route Plan > Translation Pattern の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Translation Pattern をクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 27-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

関連項目

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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変換パターンの更新

変換パターンを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Translation Pattern の順に選択します。

ステップ 2 更新する変換パターンを見つけます。P.27-2の「変換パターンの検索」を参照し
てください。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（P.27-10の「変換パターンの設定値」を参照）。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計画の組み合せ
を使用する変換パターンが固有のものであることを確認してください。
重複エントリを示すエラーが表示された場合は、ルート パターンおよび
ハント パイロット、変換パターン、電話番号、コール パーク番号、コー
ル ピックアップ番号、または Meet Me 番号の設定ウィンドウをチェック
してください。

ステップ 4 Update をクリックします。 

ウィンドウに、更新された変換パターンが表示されます。

関連項目

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」



27-7
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 27章      変換パターンの設定
変換パターンのコピー

変換パターンのコピー

変換パターンをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Translation Pattern の順に選択します。

ステップ 2 コピーする変換パターンを見つけます。P.27-2の「変換パターンの検索」を参照
してください。

ステップ 3 コピーする変換パターンの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 その変換パターンの Copy アイコンをクリックします。

ウィンドウに、その変換パターンのコピーが表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 27-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックして、新しい変換パターンを追加します。

関連項目

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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変換パターンの削除

変換パターンを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Translation Pattern の順に選択します。

ステップ 2 削除する変換パターンを見つけます。P.27-2の「変換パターンの検索」を参照し
てください。

ステップ 3 削除する変換パターンのチェックボックスをオンにして、Delete Selected をク
リックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 変換パターンを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。

注意 変換パターンを削除するときは、削除する変換パターンが正しいか慎重に確認し

てください。削除した変換パターンを元に戻すことはできません。不用意に削除

すると、削除した変換パターンを作成し直す必要があります。

ヒント 変換パターンの削除は、削除する変換パターンを見つけて表示し、
Delete をクリックすることによっても実行できます。
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関連項目

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの設定値（P.27-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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変換パターンの設定値

表 27-1 では、Translation Pattern Configuration ウィンドウ内の使用可能なフィール
ドについて説明します。

表 27-1 変換パターンの設定値

フィールド 説明

パターン定義

Translation Pattern Translation Pattern フィールドに、番号とワイルドカード（スペース
を使用しない）を含む、変換パターンを入力します。たとえば、

NANP では、通常のローカル アクセスの場合は 9.@ を、通常のプラ
イベート ネットワーク番号計画の場合は 8XXX を入力します。大文
字の A、B、C、および D を使用できます。このフィールドを空白
のままにした場合は、Partition ドロップダウン リスト ボックスか
らパーティションを選択する必要があります。

（注） 選択したパーティション、ルート フィルタ、および番号計
画の組み合せを使用する変換パターンが固有のものである
ことを確認してください。重複エントリを示すエラーが表
示された場合は、ルート パターンおよびハント パイロット、
変換パターン、電話番号、コール パーク番号、コール ピッ
クアップ番号、または Meet-Me 番号を確認してください。重
複エントリを示すエラーが表示された場合のもう 1 つの方
法として、ルート プラン レポートも確認してください。
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Partition パーティションを選択します。パーティションを割り当てない場合

は、<None> を選択します。<None> を選択した場合は、Translation
Pattern フィールドに値を入力する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） 変換パターン、ルート フィルタ、およびパーティションの
組み合せが、Cisco CallManager クラスタ内で固有であるこ
とを確認してください。

Description 変換パターンの説明を入力します。

Numbering Plan 番号計画を選択します。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Route Filter オプションのルート フィルタを選択すると、所定の番号パターンが
制限されます。詳細については、『Cisco CallManager システム ガイ
ド』の「ルート パターンとハント パイロット内のワイルドカード
と特殊文字」、および P.16-1の「ルート フィルタの設定」を参照し
てください。

表示されるルート フィルタは、Numbering Plan ドロップダウン リス
ト ボックスで選択する番号計画によって異なります。

ルート フィルタの数が 250 より多い場合は、ドロップダウン リス
ト ボックスの横に省略記号ボタン（...）が表示されます。... ボタン
をクリックすると、Select Route Filters ウィンドウが表示されます。
List items where Name contains フィールドにルート フィルタ名の一
部を入力します。Select item to use ボックスに表示されるルート
フィルタのリストで希望するルート フィルタ名をクリックし、OK
をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明



27-13
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 27章      変換パターンの設定
変換パターンの設定値

Calling Search Space 必要に応じて、ドロップダウン リスト ボックスから、追加する変
換パターン用のコーリング サーチ スペースを選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Precedence ドロップダウン リスト ボックスで、この変換パターンに対する
MLPP Precedence の設定を次の中から選択します。

• Executive Override：MLPP コールに、一番高い優先度を設定し
ます。

• Flash Override：MLPP コールに、2 番目に高い優先度を設定しま
す。

• Flash：MLPP コールに、3 番目に高い優先度を設定します。 

• Immediate：MLPP コールに、4 番目に高い優先度を設定します。

• Priority：MLPP コールに、5 番目に高い優先度を設定します。

• Routine：MLPP コールに、一番低い優先度を設定します。

• Default：着信の優先レベルは上書きされず、そのまま渡されま
す。

（注） 詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガ
イド』の「Multilevel Precedence and Preemption」の「優先順
位」を参照してください。

Route Option Route Option の指定内容が、この変換パターンをコールのルーティ
ング（9.@ や 8[2-9]XX など）、またはコールのブロックに使用する
かどうかを示します。Route this pattern または Block this pattern オプ
ション ボタンを選択してください。

Block this pattern オプション ボタンを選択した場合、この変換パター
ンをコールのブロックに使用する理由を選択する必要があります。

次のドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

• No Error

• Unallocated Number

• Call Rejected

• Number Changed

• Invalid Number Format

• Precedence Level Exceeded

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Provide Outside Dial Tone 外部ダイヤルトーンは、Cisco CallManager がローカル ネットワーク
外にコールをルーティングすることを示します。ネットワーク外に

あると思われる各ルート パターンに対してこのチェックボックス
をオンにします。

Urgent Priority Cisco CallManager は、Urgent Priority を指定してすべての変換パター
ンを設定します。変換パターンの優先順位は変更できません。

発信側変換

Use Calling Party’s External Phone
Number Mask

発信コールで完全な外部電話番号を CLID（calling line ID）に使用す
る場合は、このチェックボックスをオンにします。

Calling Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクのときに、上記のフィールド（Use Calling Party’s External Phone
Number Mask）がオフの場合、発信側変換は行われません。詳細に
ついては、P.22-5の「ルート リストの追加」を参照してください。

Prefix Digits (Outgoing Calls) プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CLIP/CLIR（Calling
Line ID Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
電話番号を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が発信側電話番号を
着信側の番号表示画面で表示するかどうかを選択します。 

Calling Line ID Presentation を変更しない場合は、Default を選択しま
す。Cisco CallManager で発信側の電話番号が表示されるようにする
場合は、Allowed を選択します。Cisco CallManager が発信側の電話
番号を表示しないようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

（注） コール表示制限を設定するには、このパラメータおよび
Connected Line ID Presentation パラメータを Ignore
Presentation Indicators (internal calls only) デバイスレベル パラ
メータと組み合せて使用します。同時に、これらの設定値
では、各コールに対して発信側の回線または接続側の回線
の表示情報を表示するか、制限するかを選択できます。
Ignore Presentation Indicators (internal calls only) フィールドの
詳細については、P.58-5の「新規ユーザ デバイス プロファ
イルの追加」および P.62-15の「電話機の設定値」の表 62-1
を参照してください。コール表示制限の詳細については、
『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Call

Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CNIP/CNIR（Calling
Name Presentation）を使用します。これは、コールごとに発信者の
名前を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が発信側の名前を着
信側の表示画面で表示するかどうかを選択します。

発信側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager で発信側の名前情報を表示させる場合は、Allowed
を選択します。Cisco CallManager が発信者名情報を表示しないよう
にする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

接続側変換

Connected Line ID Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、COLP/COLR
（Connected Line ID Presentation）を使用します。これは、コールごと
に発信者の電話番号を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が接続側電話番号を
発信側の番号表示画面に表示するかどうかを選択します。 

Connected Line ID Presentation を変更しない場合は、Default を選択し
ます。接続側の電話番号を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の電話番号を表示しないようにする場合
は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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Connected Name Presentation Cisco CallManager は補助的なサービスとして、CONP/CONR
（Connected Name Presentation）を使用します。これは、コールごと
に着信側の名前を許可、または制限します。

この変換パターンに対して、Cisco CallManager が接続側の名前を発
信側の画面表示に表示するかどうかを選択します。

接続側の名前表示を変更しない場合は、Default を選択します。接続
側の名前を表示する場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が接続側の名前を表示しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」の項の表 15-9 を参照
してください。

着信側変換

Discard Digits この変換パターンに関連付ける数字破棄命令を選択します。詳細に

ついては、『Cisco CallManager システム ガイド』の「数字破棄命令」
を参照してください。

（注） 表示される数字破棄命令は、Numbering Plan ドロップダウン
リスト ボックスで選択する番号計画によって異なります。

Called Party Transform Mask 変換マスク値を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～ 9 の数
字、ワイルドカード文字 X、アスタリスク（*）、シャープ（#）、大
文字の A、B、C、D、およびブランクです。このフィールドがブラ
ンクである場合、変換は行われません。ダイヤルされた番号が、ダ

イヤルされたとおりに送信されます。

Prefix Digits (Outgoing Calls) プレフィックス番号を入力します。NANP の有効な入力値は、0 ～
9 の数字、ワイルドカード文字、アスタリスク（*）、シャープ（#）、
大文字の A、B、C、D、およびブランクです。 

（注） 付加されたプレフィックス番号は、割り当てられたデバイ
スにルート指定される電話番号に影響を与えません。

表 27-1 変換パターンの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 変換パターンの検索（P.27-2）

• 変換パターンの追加（P.27-5）

• 変換パターンの更新（P.27-6）

• 変換パターンのコピー（P.27-7）

• 変換パターンの削除（P.27-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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28
外部ルート プラン ウィザード

Cisco CallManager の管理者は、外部ルート プラン ウィザードを使用して、PSTN
（公衆電話交換網）、PBX（構内交換機）、または他の Cisco CallManager システム
への外部ルーティングを容易に設定することができます。

このウィザードで外部ルート プランを生成する方法の詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」を参照してく
ださい。

外部ルート プラン ウィザードを使用してルート プランをセットアップするに
は、次のトピックを参照してください。

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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外部ルート プランの作成
外部ルート プランの作成を開始する手順は、次のとおりです。

始める前に

外部ルート プラン ウィザードを使用する場合は、事前にすべてのゲートウェイ
を指定してください。新規ゲートウェイをセットアップするには、

Cisco CallManager Administration で Device > Gateway の順に選択します。

手順

ステップ 1 Route Plan > External Route Plan Wizard の順に選択します。

ステップ 2 External Route Plan Wizard introduction ウィンドウ内の Next をクリックして、外部
ルート プランを作成します。

関連項目

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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ルーティング オプションの設定
外部ルート プランにルーティング オプションを設定する手順は、次のとおりで
す。

手順

ステップ 1 必要に応じて、Local call fallback、Toll bypass call fallback、Long distance call fallback、
International call fallback、および Equal access suppression の各チェックボックスを
オンにします。

（注） Local call fallback、Toll bypass call fallback、Long distance call fallback、ま
たは International call fallback を選択する場合、外部ルート プラン ウィ
ザードには、関連したルート リストおよびハント リスト内に、リモート
ゲートウェイと共にルート グループが含まれます。

ステップ 2 Access code for toll bypass and fallback calls フィールドに、リモート ゲートウェイ
またはローカル ゲートウェイにルーティングされるコール用のアクセス コード
を入力します。数値のみを使用してください（多くのシステムでは、外部コール

に 9 を使用します）。 

Access code for toll bypass and fallback calls フィールドにアクセス コードが入力さ
れる場合、Cisco CallManager は、そのアクセス コードを、コール タイプに関連
したルート グループのプレフィックス番号のエントリで使用します。 

（注） このフィールドに入力されたアクセス コードは、ダイヤル プラン全体に
適用されます。Cisco CallManager では、ダイヤル プランごとに 1 つのア
クセス コードしか使用できません。
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ステップ 3 Access code for extensions served by a connected PBX フィールドに、
Cisco CallManager と隣接 PBX の間のコール用のアクセス コードを入力します
（多くのシステムでは、隣接 PBX システムへのコールに 8 を使用します）。

接続されている PBX が処理する内線番号に対してアクセス コードが入力される
場合、そのアクセス コードの後にドット（.）を付けたものが、その内線番号に
関連したルート パターンに付加されます。

ステップ 4 Next をクリックします。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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テナント情報の指定

外部ルート プラン用のテナント情報を追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Tenant Name フィールドに、テナントの名前を入力します（通常、ルート プラン
が作成される組織の名前を使用してください）。 

（注） テナント名は、コーリング サーチ スペース名とパーティション名に組み
込まれるので、短い名前を使用するように推奨します。

ステップ 2 Number of physical locations in the entire system フィールドに、その組織に関連する
地理的なロケーションの数を入力します。このフィールドには、固有のエリア

コードを使用する、システム内のすべての Cisco CallManager を反映しなければ
なりません。デフォルトでは、2 つのロケーションが指定されています。

ステップ 3 Next をクリックします。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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ロケーション情報の入力

Location Entry ウィンドウは、Tenant Information ウィンドウ内で指定されるロケー
ション数に対する情報を提供します。外部ルート プラン用のロケーション情報
を追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 表示されるロケーションが現在のロケーションと異なる場合は、Location Name
フィールドに、そのロケーションの名前を入力します。各ロケーション名が、そ

のロケーションが適用されるテナントに対して固有の名前であることを確認し

てください。ロケーション名には英数字のみを使用してください。

ステップ 2 Local Area Code(s) フィールドに、このロケーションで使用可能なローカル エリ
ア コードを入力します（ローカル エリア コードは、呼び出しエリア内のすべて
のエリア コードから構成されます。Cisco CallManager は、呼び出しエリア内の
コールを、長距離コールとは見なしません）。

エリアに、複数のローカル（通話料無料）エリア コードがある場合、コンマを
使用して、リスト内の各エリア コードを区切ってください。最初に 1 次ローカ
ル エリア コードを入力し、次に 2 次ローカル エリア コードと 3 次ローカル エ
リア コードを入力します。 

（注） 1 次ローカル エリア コードは、ローカル ルート パターンでプレフィッ
クス番号を設定します。1 次エリア コードが正しい順序でリストされて
いない場合、ルート フィルタの生成に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。

ステップ 3 このロケーションでその組織のメイン番号である、7 桁または 10 桁の番号を入
力します。
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ステップ 4 このロケーションでローカル コールに必要な桁数を指定します。

ルート プラン ウィザードは、この情報を使用して、このロケーションに対して
作成するルート リスト数を決定します。10 桁または 7 桁のダイヤルを選択する
場合、ウィザードは、このロケーションに対して 1 つのルート リストを作成し
ます。大都市ダイヤルを選択した場合、ウィザードは、そのロケーションに対し

て 2 つのルート リストを作成します。

ステップ 5 続けて他のロケーション用のロケーション情報を追加するには、ステップ 1 ～ス
テップ 4 を繰り返します。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）



第 28章      外部ルート プラン ウィザード
ゲートウェイの選択

28-8
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

ゲートウェイの選択

外部ルート プランに対してゲートウェイを選択する手順は、次のとおりです。

（注） このウィンドウで既存のルート グループが使用しているゲートウェイを選択す
ることはできません。

手順

ステップ 1 すべてのロケーションでこのルート プランに関連付けられているゲートウェイ
すべてのチェックボックスをオンにします。 

ステップ 2 システムに定義されているゲートウェイをすべて組み込む場合は、Select All を
クリックします。

ステップ 3 複数のゲートウェイを選択したときに、その選択をすべて解除する場合は、Select
None をクリックします。

（注） この手順を続行する場合は、事前に少なくとも 1 つのゲートウェイを選
択しておく必要があります。

ステップ 4 Next をクリックします。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）
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• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）

ゲートウェイ情報の指定

外部ルート プラン内のゲートウェイに対して、ゲートウェイ情報を追加する手
順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Location of the gateway ドロップダウン リスト ボックスで、ゲートウェイのロケー
ションを選択します。

ステップ 2 Type of carrier to which the gateway is connected ドロップダウン リスト ボックスで、
このゲートウェイの接続タイプを選択します。

ステップ 3 コールがこのゲートウェイを介してルート指定されるときに、隣接スイッチに送
信される、発信側番号を指定します。

ステップ 4 このゲートウェイが、Cisco CallManager アクセス コードを必要としない PBX に
接続される場合は、Discard dialed access code チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 隣接 PBX に関連付けられる電話番号または内線番号の範囲を入力します。複数
の入力項目を区切るには、コンマを使用してください。数字の範囲を指定するに

は、X ワイルドカード文字を使用してください。たとえば、PBX が内線番号 8000
～ 8999 と 9000 ～ 9999 を処理する場合は、8XXX, 9XXX と入力して、指定され
た電話番号の範囲に対するルート パターンを作成します。
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（注） 電話番号の範囲を指定すると、ウィザードは、入力された固有の範囲
（ルート パターン）ごとに、1 つのルート リストを生成します。電話番
号の範囲に対してアクセス コードを指定する場合に、Discard dialed
access code チェックボックスをオンにしていないと、ウィザードは、入
力された固有の範囲（ルート パターン）ごとに 1 つのルート リストを生
成し、各ルート リストの前にそのアクセス コードとドット（.）を付け
ます。

ステップ 6 Next をクリックします。

ステップ 7 続けて他のゲートウェイに対してゲートウェイ情報を追加するには、ステップ 1
～ステップ 6 を繰り返します。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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外部ルート プランの生成
次のアクションのいずれかを実行します。

• Next をクリックして、外部ルート プランを生成する。

（注） ルート プランの複雑性とシステム負荷に応じて、ウィザードが外部
ルート プランを生成するには数分を要する場合があります。この生
成中に、システムにさらに負荷を掛ける処理を開始しないでくださ
い。

• Cancel をクリックして、外部ルート プラン ウィザードがこのルート プラン
を生成しないようにする。 

（注） Cancel をクリックすると、Cisco CallManager は、現在のルート プラ
ンに関連付けられているデータをすべて破棄します。この操作を取
り消すことはできません。誤ってクリックした場合は、情報を再入
力する必要があります。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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外部ルート プランの確認
外部ルート プランを確認する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 外部ルート プラン ウィザードの状況レポートをチェックして、このルート プラ
ンに正しい要素が指定されていることを確認します。

ステップ 2 Next をクリックして、外部ルート プランを完了します。 

（注） 後で参照するために、状況レポートを印刷しておくことを推奨します。

状況レポートに表示されている情報に基づいて、その外部ルート プランに誤り
があると判断した場合は、外部ルート プラン ウィザードの最終ウィンドウに進
みます。必要に応じて、この最終ウィンドウで、ルート プラン全体を削除でき
ます。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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外部ルート プランの完成
次のアクションのいずれかを実行します。

• 外部ルート プラン ウィザードの状況レポートに表示されている情報が正し
い場合は、Finish をクリックして、外部ルート プランを完成させる。

• 状況レポートに表示される情報に誤りがある場合は、Delete External Route
Plan をクリックして、その外部ルート プラン ウィザードが生成したデータ
をすべて削除する。

注意 「Delete External Route Plan」をクリックすると、その外部ルート プラン ウィザー
ドが生成したすべてのデータが削除されます。この操作を実行すると、元に戻す

ことができません。すべての外部ルート プラン情報を入力し直す必要がありま
す。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの削除（P.28-14）
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外部ルート プランの削除
ここでは、外部ルート プランを削除する方法について説明します。

外部ルート プラン ウィザードにより生成された要素がシステムで使用されてい
る（たとえば、生成されたパーティションに Cisco IP Phone が属している）場合、
削除機能は失敗します。生成された要素が使用されている場合、削除機能を使用

する前に、それらの要素を使用しているシステム コンポーネントを、この外部
ルート プランが生成したものでない要素に移しておく必要があります。

注意 この手順を実行すると、その外部ルート プラン ウィザードによって生成された
すべてのデータが削除されます。この操作を実行すると、元に戻すことができま

せん。すべての外部ルート プラン情報を入力し直す必要があります。

手順

ステップ 1 Route Plan > External Route Plan Wizard の順に選択します。

ステップ 2 その外部ルート プラン ウィザードが生成したデータをすべて削除するには、
Delete External Route Plan をクリックします。

関連項目

• 外部ルート プランの作成（P.28-2）

• ルーティング オプションの設定（P.28-3）

• テナント情報の指定（P.28-5）

• ロケーション情報の入力（P.28-6）

• ゲートウェイの選択（P.28-8）

• ゲートウェイ情報の指定（P.28-9）

• 外部ルート プランの生成（P.28-11）

• 外部ルート プランの確認（P.28-12）

• 外部ルート プランの完成（P.28-13）
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29
ルート プラン レポート

ルート プラン レポートとは、システム内のすべての割り当てられた（または割
り当てられていない）電話番号（DN）、コール パーク（転送先保留）番号、コー
ル ピックアップ番号、会議番号、ルート パターン、変換パターン、メッセージ
ウェイティング インジケータ、ボイスメール ポート、および Cisco CallManager
Attendant Console パイロット番号のリストです。ルート プラン レポートを使用
して、Pattern/Directory Number、Partition、または Route Detail のフィールドをク
リックすることにより、リストの一部または全部を表示すること、および関連す

る設定ウィンドウに直接進むことができます。

さらに、ルート プラン レポートを使用して、.csv ファイルにレポート データを
保存し、他のアプリケーションに対してインポートを可能にすることもできま

す。この .csv ファイルには、電話機の電話番号（DN）、ルート パターン、パター
ンの使用方法、デバイス名、およびデバイスの説明を含む、Web ページよりも
詳しい情報が入っています。

Cisco CallManager は、ルート プランを使用して、内部コールと外部 PSTN（公衆
電話交換網）コールの両方をルート指定します。ルート プランの詳細について
は、『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」を参照し
てください。

ルート プラン レコードを表示するには、次のトピックを参照してください。

• ルート プラン レコードの表示（P.29-2）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• ファイル内のルート プラン レポートの表示（P.29-8）
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ルート プラン レコードの表示
この項では、ルート プラン レコードを表示する手順について説明します。ネッ
トワーク内にはいくつかのレコードが存在することがあるので、Cisco
CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のルート プラン
レコードを見つけることができます。カスタマイズされたルート プラン レポー
トを生成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route Plan Report の順に選択します。

Route Plan Report ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン リスト ボッ
クスを使用して、要件を満たすルート プラン レポートを指定します。

ステップ 2 最初の Find where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれかを
選択します。

• All Patterns

• Unassigned DN

• Call Park

• Conference

• Directory Number

• Translation Pattern

• Call Pickup Group

• Route Pattern

• Message Waiting

• Hunt Pilot

• Voice Mail Port

2 番目の Find where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれか
を選択します。

• Pattern/Directory Number

• Partition
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3 番目の Find where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいずれか
を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているルート プランをすべて検索するには、
検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

（注） ルート プラン レポートは、パターン /電話番号、対応するパーティショ
ン /パターン タイプ、およびルートの詳細を表示します。Route Detail 列
には、ルート リスト情報（ルート グループおよび回線グループと関連
ゲートウェイ、および使用ポート情報と一緒に）、またはゲートウェイ情
報が表示されます。

検出されたルート プランのリストが、次の項目別に表示されます。

• Pattern/Directory Number icon

• Pattern/Directory Number

• Partition

• Type

• Route Detail
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するパターン /電話番号のアイコン、名
前、関連するパーティション、またはルートの詳細をクリックします。

選択したパターンがウィンドウに表示されます。

関連項目

• ルート プラン レポート（P.29-1）

• ファイル内のルート プラン レポートの表示（P.29-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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割り当てられていない電話番号の削除

この項では、ルート プラン レポートから割り当てられていない電話番号を削除
する手順について説明します。電話番号は、Cisco CallManager Administration の
Directory Number Configuration ウィンドウで設定および削除されます。電話番号
がデバイスまたは電話機から削除されても、その電話番号は Cisco CallManager
データベース内に残っています。データベースから電話番号を削除するには、

Route Plan Report ウィンドウを使用します。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route Plan Report の順に選択します。

Route Plan Report ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン リスト ボッ
クスを使用して、すべての割り当てられていない電話番号を含むルート プラン
レポートを指定します。

ステップ 2 電話番号の削除には、次の 3 つの方法があります。

a. 削除する電話番号をクリックします。Directory Number Configuration ウィン
ドウが表示されたら、Delete をクリックします。

b. 削除する電話番号の横にあるチェックボックスをオンにします。Delete
Selected をクリックします。

c. 検出された割り当てられていない電話番号をすべて削除するには、Delete all
Found Items をクリックします。

電話番号を削除するかどうかを確認する、警告メッセージが表示されます。

ステップ 3 電話番号を削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。
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関連項目

• ルート プラン レポート（P.29-1）

• ルート プラン レコードの表示（P.29-2）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 割り当てられていない電話番号の更新（P.29-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」

割り当てられていない電話番号の更新

この項では、ルート プラン レポートから、割り当てられていない電話番号の設
定を更新する手順について説明します。電話番号は、Cisco CallManager
Administration の Directory Number Configuration ウィンドウで設定および削除さ
れます。電話番号がデバイスから削除されても、その電話番号は

Cisco CallManager データベースに残っています。電話番号の設定を更新するに
は、Route Plan Report ウィンドウを使用します。

手順

ステップ 1 Route Plan > Route Plan Report の順に選択します。

Route Plan Report ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン リスト ボッ
クスを使用して、すべての割り当てられていない電話番号を含むルート プラン
レポートを指定します。

ステップ 2 更新する電話番号をクリックします。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。

（注） 電話番号およびパーティション以外の、電話番号の設定をすべて更新す
ることができます。
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第 29章      ルート プラン レポート
割り当てられていない電話番号の更新

ステップ 3 コーリング サーチ スペースまたは転送オプションなど、必要に応じて内容を更
新します。

ステップ 4 Update をクリックします。 

Directory Number Configuration ウィンドウが表示され、電話番号フィールドがブ
ランクになります。

関連項目

• ルート プラン レポート（P.29-1）

• ルート プラン レコードの表示（P.29-2）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」
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ファイル内のルート プラン レポートの表示
ファイル .csv 内のルート プラン レポートを表示する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Route Plan > Route Plan Report の順に選択します。

Route Plan Report ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 View In File をクリックします。ダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスから、そのファイルを保存するか、別のアプリケーショ

ンにインポートすることができます。

ステップ 3 Save をクリックします。 

別のウィンドウが表示され、そのウィンドウで、必要なロケーションにこのファ

イルを保存できます。 

（注） このファイルに別のファイル名を付けて保存することもできますが、
ファイル名には、.csv 拡張子が必要です。

ステップ 4 ファイルを保存するロケーションを選択し、Save をクリックします。これで、指
定されたロケーションにこのファイルが保存されます。

ステップ 5 保存した .csv ファイルのアイコンをダブルクリックすると、このファイルの内容
が表示されます。

関連項目

• ルート プラン レポート（P.29-1）

• ルート プラン レコードの表示（P.29-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ルート プランの概要」



P A R T  4

サービスの設定





C H A P T E R

30-1
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

30
Cisco IPMA Configuration 
Wizard

Cisco IPMA Configuration Wizard を使用すると、短時間でエラーを出さずに IPMA
を設定できます。管理者がこの設定ウィザードを正しく実行して完了すると、

パーティション、コーリング サーチ スペース、ルート ポイント、および変換パ
ターンが自動的に作成されます。また、IPMA マネージャ電話機、IPMA アシス
タント電話機、およびその他すべてのユーザの電話機用の BAT テンプレートも
作成されます。管理者は BAT テンプレートを使用して、マネージャ、アシスタ
ント、およびその他すべてのユーザを設定できます。『Cisco CallManager Bulk
Administration Tool ユーザ ガイド』を参照してください。

Cisco IPMA Configuration Wizard では、設定パラメータごとにウィンドウが表示
されます。これらのウィンドウでは、情報がすでに設定されています。管理者が

他の設定情報（たとえば、パーティション名）を使用する場合、設定済みの情報

を適切な情報に変更することができます。

Cisco IPMA Configuration Wizard の使用方法の詳細については、
『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco IPMA Configuration

Wizard」を参照してください。
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31
Cisco CallManager Attendant
Console の設定

Cisco CallManager Attendant Console は、短縮ダイヤル ボタンとクイック ディレ
クトリ アクセスを含むグラフィカル ユーザ インターフェイスを使用して、電話
番号の検索、回線状況の監視、およびコールの転送を実行するのを可能にするク

ライアント サーバ アプリケーションです。Attendant Console を使用すると、受
付や庶務担当の方が担当部門または全社のコールを処理でき、また社員が自分の

通話を管理することもできます。

Cisco CallManager Attendant Console の詳細と設定手順については、『Cisco
CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Cisco CallManager Attendant Console」
を参照してください。
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32
Annunciator の設定

Annunciator は、Cisco Media Streaming Application サービスを使用する SCCP デバ
イスです。これを使用すると、Cisco IP Phone およびゲートウェイに事前に録音
したアナウンス（.wav ファイル）を Cisco CallManager で再生できます。
Annunciator は、Cisco Multilevel Precedence Preemption と連携して動作し、
Cisco CallManager はコールが失敗した理由を発信者に知らせることができます。
Annunciator も転送されたコールと会議の一部のトーンを再生できます。

Annunciator を追加、更新、および削除するには、次のトピックを参照してくだ
さい。

• 始める前に（P.32-2）

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator の更新（P.32-7）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の削除（P.32-10）

• Annunciator の設定値（P.32-12）

• アナウンスのカスタマイズ（P.32-13）
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始める前に

Annunciator を設定する予定のサーバで Cisco IP Voice Media Streaming Application
サービスを有効にしたことを確認してください。

ヒント Cisco CallManager Serviceability で Cisco IP Media Streaming Application サービスを
アクティブにすると、Cisco CallManager は自動的に Annunciator をデータベース
に追加します。 

サービスをアクティブにした後で、Annunciator デバイスは Cisco CallManager を
登録します。パフォーマンス モニタ カウンタを見つけて Annunciator が存在する
かどうかを確認します。

データベースからデバイスを削除した場合および Cisco IP Media Streaming
Application サービスがまだアクティブになっている場合を除いて、手作業で
Annunciator デバイスを追加しないことをお勧めします。

注意 Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスを非アクティブにすると、
Cisco CallManager は自動的に Annunciator デバイスをデータベースから削除しま
す。
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Annunciator の検索

Annunciator の検索
Annunciator を検索する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Annunciator の順に選択します。

Find and List ウィンドウが表示されます。

ヒント データベースに登録されている Annunciator をすべて検索するには、検
索テキストを入力せずに Find をクリックします。

特定の Annunciator をすばやく検索するには、次の作業に従って検索条件を指定
します。

ステップ 2 最初の Find Annunciators where ドロップダウン リスト ボックスから、Device
Name、Device Pool、または Description のいずれかを選択します。

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Annunciator リストのソート方法が決まります。たとえば、
Device Pool を選択すると、Device Pool 列が結果リストの左側の列に表示
されます。

ステップ 3 2 番目の Find Annunciators where ドロップダウン リスト ボックスから、検索条件
のいずれかを選択します。

ステップ 4 必要に応じて適切な検索テキストを入力し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

設定した Annunciator のリストが表示されます。



第 32章      Annunciator の設定
Annunciator の検索

32-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

ヒント 該当する Annunciator の横にあるチェックボックスをオンにして 
Delete Selected をクリックすると、Find and List Servers ウィンドウから
複数の Annunciator を削除できます。Matching Records タイトルバーに
あるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべての Annunciator を削除できます。

ステップ 5 レコードのリストから、検索条件と一致する Annunciator アイコン、Description、
または関連する Device Pool をクリックします。

選択した Annunciator がウィンドウに表示されます。

関連項目

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator の更新（P.32-7）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の削除（P.32-10）

• Annunciator の設定値（P.32-12）
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Annunciator の追加

Annunciator の追加
Annunciator を追加する手順は、次のとおりです。

ヒント Cisco CallManager Serviceability で Cisco IP Media Streaming Application サービスを
アクティブにすると、Cisco CallManager は自動的に Annunciator デバイスをデー
タベースに追加します。デバイスを削除していない場合および Cisco IP Media
Streaming Application サービスがまだアクティブになっている場合を除いて、手
作業で Annunciator デバイスを追加しないことをお勧めします。

始める前に

Annunciator を追加する前に、次の作業が完了していることを確認します。

• Annunciator を設定する予定のサーバで Cisco IP Voice Media Streaming 
Application サービスを有効にする。

サービスのアクティブ化については、『Cisco CallManager Serviceability アド
ミニストレーション ガイド』を参照してください。

• 適切なサーバを設定する。

• デバイス プールを設定する。

手順

ステップ 1 Service> Media Resource> Annunciator の順に選択します。

Find and List annunciator ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Annunciator リンクをクリックします。

Annunciator ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 32-1 を参照）。
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ステップ 4 Insert をクリックします。

変更を有効にするには、Annunciator デバイスをリセットする必要があることを
確認するメッセージが表示されます。

ステップ 5 OK をクリックします。 

関連項目

• Annunciator の設定（P.32-1）

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の更新（P.32-7）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の削除（P.32-10）

• Annunciator の設定値（P.32-12）
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Annunciator の更新

Annunciator の更新
Annunciator を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.32-3の「Annunciator の検索」の手順を使用して、Annunciator を見つけます。

ステップ 2 更新する Annunciator をクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 32-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

デバイスへのストリーミングがアイドル状態であるときに、変更内容が有効にな

ることを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 5 OK をクリックします。 

ステップ 6 Reset ボタンをクリックします。

関連項目

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の削除（P.32-10）

• Annunciator の設定値（P.32-12）
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Annunciator のコピー
Annunciator をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.32-3の「Annunciator の検索」の手順を使用して、Annunciator を見つけます。

ステップ 2 コピーする Annunciator をクリックします。

ステップ 3 Copy ボタンをクリックします。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 32-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックします。 

関連項目

• Annunciator の設定値（P.32-12）

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator の更新（P.32-7）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の削除（P.32-10）
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Annunciator のリセット

Annunciator のリセット
Annunciator をリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.32-3の「Annunciator の検索」の手順を使用して、Annunciator を見つけます。

ステップ 2 リセットする Annunciator をクリックします。

ステップ 3 Reset ボタンをクリックします。

ステップ 4 続行するには、OK をクリックします。

関連項目

• Annunciator の設定値（P.32-12）

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator の更新（P.32-7）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator の削除（P.32-10）
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Annunciator の削除
Annunciator を削除する手順は、次のとおりです。

Annunciator がメディア リソース グループに割り当てられている場合、
Annunciator を削除できません。Annunciator を使用しているメディア リソース グ
ループを検索するには、Annunciator Configuration ウィンドウの Dependency
Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能に
なっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示
されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records
へのアクセス」を参照してください。使用中の Annunciator を削除しようとする
と、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されている
Annunciator を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を
実行しておく必要があります。

• 削除する Annunciator を使用するメディア リソース グループに異なる 
Annunciator を割り当てる。P.38-8の「メディア リソース グループの更新」
を参照してください。

• 削除する Annunciator を使用するメディア リソース グループを削除する。
P.38-12の「メディア リソース グループの削除」を参照してください。

注意 Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスを非アクティブにすると、
Cisco CallManager はデータベースに存在する Annunciator デバイスを自動的に削
除します。

手順

ステップ 1 P.32-3の「Annunciator の検索」の手順を使用して、Annunciator を見つけます。

ステップ 2 削除する Annunciator をクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

警告メッセージが表示されます。
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Annunciator の削除

ステップ 4 OK をクリックして、Annunciator を削除します。

関連項目

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator の更新（P.32-7）
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Annunciator の設定値
表 32-1 では、Annunciator の設定値について説明します。

関連項目

• Annunciator の検索（P.32-3）

• Annunciator の追加（P.32-5）

• Annunciator のコピー（P.32-8）

• Annunciator のリセット（P.32-9）

• Annunciator の更新（P.32-7）

表 32-1 Annunciator の設定値

フィールド 説明

Host Server Annunciator デバイスが ANN と一緒に存在している
サーバ名を自動的に追加されます。必要に応じて、異な

るサーバを選択できます。

Annunciator Name デバイスが Cisco CallManager に登録される場合、この
フィールドには使用される名前を指定します。最長 15
文字までの名前を文字列で入力します。

注意 文字、数字、ピリオド、ダッシュおよび下線
のみを入力してください。

Description 最長 54 文字までの説明を文字列で入力します。デフォ
ルトでは、Annunciator の名前が表示されます。

注意 文字、数字、ピリオド、ダッシュおよび下線
のみを入力してください。

Device Pool Default を選択するか、または設定したデバイス プール
のドロップダウン リストからデバイス プールを選択し
ます。

Location 設定したロケーション リストからロケーションを選択
します。
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アナウンスのカスタマイズ

シスコが提供しているアナウンス をカスタマイズする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 変更する予定のすべての wave ファイルのバックアップ コピーを保存します。

ステップ 2 既存のアナウンスの wave ファイルを C:\Program Files\Cisco\TFTPPath にある元の
言語または国のディレクトリから一時ディレクトリにコピーします。一時ディレ

クトリのファイルを編集します。

注意 ファイル名にコーデック名がない基本のアナウンスの wave ファイルのみをコ
ピーしてください。たとえば、ANNMLPP-BPA.wav ファイルです。

ステップ 3 Microsoft Sound Recorder または Adobe の Adobe Audition などの音声編集ソフト
ウェアでファイルを編集します。

ヒント 必要に応じて、レコーディング スタジオからカスタムの録音を挿入で
きます。

ステップ 4 Cisco MOH Audio Translator サービスが Cisco CallManager サーバで動作している
ことを確認します。

ステップ 5 Service > Service Parameters の順に選択します。

ステップ 6 Cisco MOH Audio Translator サービスが動作しているサーバを選択します。

ステップ 7 Cisco MOH Audio Translator サービスを選択します。
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ステップ 8 サービス パラメータ Default MOH Volume Level を -6 に変更します。このサー
ビス パラメータを -6 に変更すると、アナウンスの音量が大きくなります。

ステップ 9 Cisco MOH Audio Translator サービスが動作しているサーバで、変更した wave
ファイルを次のディレクトリにコピーします。

C:\Program Files\Cisco\MOH\DropMOHAudioSourceFilesHere

ファイルは サポートされているコーデックで 4 つの wave ファイルに変換されま
す。

ステップ 10 Cisco TFTP サービスを実行しているサーバ上で、5 つの .wav ファイルと 1 つの
.xml ファイルを MOH ディレクトリから C:\Program Files\Cisco\TFTPPath にある
ロケール ディレクトリに移動します。

たとえば、ロケールが適用されていれば、ファイルを次のディレクトリに移動で

きます。

C:\Program Files\Cisco\TFTPPath\English_United_States

注意 ファイルを移動しないと、サーバはファイルを有効な音楽オーディオ ソースと
見なします。

ステップ 11 Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスを実行しているすべてのサー
バに 5 つの .wav ファイルと 1 つの .xml ファイルをコピーします。

ステップ 12 変更したアナウンスのファイルのバックアップを取ります。

注意 Cisco CallManager のアップグレード後にこれらのファイルを元に戻す必要があ
ります。Cisco CallManager をアップグレードすると、これらのファイルは保持さ
れません。
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ステップ 13 ステップ 5 のサービス パラメータの値をデフォルトの -24 に更新します。この値
を元に戻すと、Music On Hold に使用される音量は小さくなります。

関連項目

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Multilevel Precedence and
Preemption」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Annunciator」
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33
Conference Bridge の設定

Cisco CallManager 用の Conference Bridge は、ソフトウェアまたはハードウェアか
らなるアプリケーションです。これを使用すると、Ad Hoc 音声会議と Meet-Me
音声会議の両方が実現できます。どの方式の Conference Bridge も、複数の参加者
による複数の会議を同時にサポートしています。

ハードウェア会議とソフトウェア会議の両方の Conference Bridge を同時にアク
ティブにすることができます。ソフトウェアとハードウェアのコンファレンス

デバイスでは、サポートするストリーム数とコーデックのタイプが異なります。

Conference Bridge の詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「Conference Bridge」を参照してください。

（注） Conference Bridge 用のハードウェア モデルには、固有のメディア アクセス制御
（MAC）アドレスとデバイス プールの情報が組み込まれています。

（注） 選択する Conference Bridge のタイプによって、Cisco CallManager Administration
に表示される Conference Bridge のフィールドが異なることに注意してください。
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Conference Bridge を設定するには、次のトピックを参照してください。

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ソフトウェア Conference Bridge の設定値（P.33-8）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• ハードウェア Conference Bridge の設定値（P.33-12）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco IOS Conference Bridge の設定値（P.33-16）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Video Conference Bridge の設定値（P.33-19）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値（P.33-23）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の設定値（P.47-10）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）
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Conference Bridge の検索
ネットワーク内にはいくつかの Conference Bridge が存在することがあるので、
Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の Conference Bridge を見つ
けることができます。Conference Bridge を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、
Conference Bridge の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから
このメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉

じたりしない限り、Conference Bridge の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

Find and List Conference Bridges ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウ
ン リスト ボックスを使用して、Conference Bridge を検索します。

ステップ 2 最初の Find Conference Bridges where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• Name

• Description

• Device Pool

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Conference Bridge リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に
表示されます。



第 33章      Conference Bridge の設定
Conference Bridge の検索

33-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

2 番目の Find Conference Bridges where ドロップダウン リスト ボックスから、次
の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Conference Bridge をすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Conference Bridge のリストが、次の項目別に表示されます。

• Conference Bridge icon

• Conference Bridge name

• Description

• Device Pool

• Status（状況）

• IP Address

（注） 該当する Conference Bridge の横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Conference Bridges ウィン
ドウから複数の Conference Bridge を削除できます。Matching Records タ
イトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、ウィンドウ内のすべての Conference Bridge を削除できま
す。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Conference Bridge icon、Conference
Bridge name、Description、または関連する Device Pool をクリックします。

選択した Conference Bridge がウィンドウに表示されます。

関連項目

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加
ソフトウェア コンファレンス デバイスを追加する手順は、次のとおりです。
Conference Bridge のハードウェアの設定については、P.33-10の「ハードウェア
コンファレンス デバイスの追加」を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

• Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスがサーバでアクティブに
なっていること。このオプションのサービスはサーバ上で実行されます。こ

のサービスにより、ソフトウェア会議が可能になります。詳細については、

『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照し
てください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Conference Bridge リンクをクリックします。

Conference Bridge Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

ステップ 5 OK をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したデバイスの情報が状況を含めて表示さ

れます。
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ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットし、変更内容を適用するには、Reset ボタ
ンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。

ステップ 7 OK をクリックします。

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア Conference Bridge の設定値（P.33-8）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトウェア コンファレンス デ
バイス」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」
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ソフトウェア Conference Bridge の設定値
表 33-1 では、ソフトウェア Conference Bridge の設定値について説明します。

表 33-1 ソフトウェア Conference Bridge の設定値

フィールド 説明

Conference Bridge Type Cisco Conference Bridge Software を選択します。

このタイプの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』
の「Cisco CallManager Administration における Conference Bridge のタ
イプ」を参照してください。

Host Server 使用する Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスが含ま
れているホスト サーバを選択します。

使用するサーバがドロップダウン リスト ボックスに表示されない
場合は、Cisco CallManager Serviceability を使用してそのサーバで
Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスをアクティブに
する必要があります。

ヒント サーバはソフトウェア Conference Bridge を 1 つだけ使用
できます。

Conference Bridge Name コンファレンス デバイスの名前を、15 文字以下の英数字で入力し
ます。これは、必須フィールドです。

（注） デバイス名が 15 文字を超えて指定されると、そのデバイス
は、Cisco CallManager に正しく登録されません。

Description ソフトウェア コンファレンス デバイスの説明を入力します。

Device Pool 使用している Cisco CallManager グループの中で一番高い優先度を
もつデバイス プールを選択するか、または Default を選択します。

Location この Conference Bridge に適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、この Conference Bridge が消費する帯域幅を把握
しません。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトウェア コンファレンス デ
バイス」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」
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ハードウェア コンファレンス デバイスの追加
ハードウェア コンファレンス デバイスを追加する手順は、次のとおりです。
Conference Bridge のソフトウェアの設定については、P.33-6の「ソフトウェア コ
ンファレンス デバイスの追加」を参照してください。

始める前に

デバイス プールを設定します。P.8-1の「デバイス プールの設定」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Conference Bridge リンクをクリックします。

Conference Bridge Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-2 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

ステップ 5 OK をクリックします。 

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示され
ます。このデバイスは、ウィンドウの左側に表示されます。

ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットし、変更内容を適用するには、Reset ボタ
ンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。

ステップ 7 OK をクリックします。



33-11
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 33章      Conference Bridge の設定
ハードウェア コンファレンス デバイスの追加

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ハードウェア Conference Bridge の設定値（P.33-12）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトウェア コンファレンス デ
バイス」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」
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ハードウェア Conference Bridge の設定値
表 33-2 では、ハードウェア Conference Bridge の設定値について説明します。

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

表 33-2 ハードウェア Conference Bridge の設定値

フィールド 説明

Conference Bridge Type Cisco Conference Bridge Hardware を選択します。

このタイプの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』
の「Cisco CallManager Administration における Conference Bridge のタ
イプ」を参照してください。

MAC Address 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

Description このフィールドは、指定された MAC アドレスから自動的に生成さ
れます。

Device Pool 使用している Cisco CallManager グループの中で一番高い優先度を
もつデバイス プールを選択するか、または Default を選択します。

Location この Conference Bridge に適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、この Conference Bridge が消費する帯域幅を把握
しません。

Special Load Information 特別なロード情報を入力するか、ブランクのままにしてデフォルト

を使用します。
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• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトウェア コンファレンス デ
バイス」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」
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Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加
Cisco IOS コンファレンス デバイスを追加する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」を参
照してください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Conference Bridge リンクをクリックします。

Conference Bridge Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-3 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

ステップ 5 OK をクリックします。 

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示され
ます。このデバイスは、ウィンドウの左側に表示されます。

ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットし、変更内容を適用するには、Reset ボタ
ンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。

ステップ 7 OK をクリックします。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge の設定値（P.33-16）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」
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Cisco IOS Conference Bridge の設定値
表 33-3 では、Cisco IOS Conference Bridge の設定値について説明します。

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」

表 33-3 Cisco IOS Conference Bridge の設定値

フィールド 説明

Conference Bridge Type Cisco IOS Conference Bridge または Cisco IOS Enhanced Conference
Bridge を選択します。

このタイプの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』
の「Cisco CallManager Administration における Conference Bridge のタ
イプ」を参照してください。 

Conference Bridge Name ゲートウェイのコマンドライン インターフェイス（CLI）で既存の
同じ名前を入力します。 

Description このフィールドは、指定した Conference Bridge 名から自動的に生成
されます。

Device Pool デバイス プールを選択するか、Default を選択します。

Location この Conference Bridge に適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、この Conference Bridge が消費する帯域幅を把握
しません。
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Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加
Cisco Video Conference Bridge デバイスを追加する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」を参
照してください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Conference Bridge リンクをクリックします。

Conference Bridge Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-4 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

ステップ 5 OK をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示され
ます。このデバイスは、ウィンドウの左側に表示されます。

ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットし、変更内容を適用するには、Reset ボタ
ンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。

ステップ 7 OK をクリックします。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge の設定値（P.33-19）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」

• Cisco IP/VC 3511 MCU/Cisco IP/VC 3540 MCU モジュール アドミニストレー
タ ガイド
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Cisco Video Conference Bridge の設定値
表 33-4 では、Cisco Video Conference Bridge の設定値について説明します。

表 33-4 Cisco Video Conference Bridge の設定値

フィールド 説明

Conference Bridge Type Cisco Video Conference Bridge (IPVC-35xx) を選択します。

このタイプの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』
の「Cisco CallManager Administration における Conference Bridge のタ
イプ」を参照してください。

MAC Address 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

Description このフィールドは、指定した Conference Bridge 名から自動的に生成
されます。

Device Pool デバイス プールを選択するか、Default を選択します。

Location この Conference Bridge に適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、この Conference Bridge が消費する帯域幅を把握
しません。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（デバ
イス メーカーによって指定さ
れる、モデル固有の設定フィー

ルド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、デバイス メーカーによって指定されます。これらのフィールド
は動的に設定されるため、予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」

• Cisco IP/VC 3511 MCU/Cisco IP/VC 3540 MCU モジュール アドミニストレー
タ ガイド
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Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加
Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスを追加する手順は、次のとおり
です。

始める前に

デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」を参
照してください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Conference Bridge リンクをクリックします。

Conference Bridge Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 33-5 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

ステップ 5 OK をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、追加したコンファレンス デバイスが表示され
ます。このデバイスは、ウィンドウの左側に表示されます。

ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットし、変更内容を適用するには、Reset ボタ
ンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。

ステップ 7 OK をクリックします。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値（P.33-23）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」

• Cisco IP/VC 3511 MCU/Cisco IP/VC 3540 MCU モジュール アドミニストレー
タ ガイド
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Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値
表 33-5 では、Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値について説明し
ます。

表 33-5 Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値

フィールド 説明

Conference Bridge Type Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) を選択します。

このタイプの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』
の「Cisco CallManager Administration における Conference Bridge のタ
イプ」を参照してください。

Conference Bridge Name このフィールドはブランクのままにします。このフィールドの値

は、指定された MAC アドレスおよびサブユニットの値から自動的
に生成されます。

Description 説明（最大 50 文字）を入力するか、ブランクのままにします。ブ
ランクのままにすると、指定した MAC アドレスから自動的に生成
されます。

MAC Address 固有のデバイス MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、12
桁の 16 進数（0 ～ 9、A ～ F）から構成されます。

例

1231123245AB

Subunit ドロップダウン リスト ボックスから、Communication Media Module
カード上の任意のスロット用のドータ カードの値を選択します。

Device Pool デバイス プールを選択するか、Default を選択します。

Location この Conference Bridge に適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、この Conference Bridge が消費する帯域幅を把握
しません。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おける Conference Bridge のタイプ」

• Cisco IP/VC 3511 MCU/Cisco IP/VC 3540 MCU モジュール アドミニストレー
タ ガイド

Maximum Capacity ドータ カード上の任意のサービスのストリームの最大数を選択し
ます。ストリーム数の値には、32、64、96、および 128 を使用でき
ます。各ドータ カードに、選択した値と同じ数のポートがあること
を確認してください。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（デバ
イス メーカーによって指定さ
れる、モデル固有の設定フィー

ルド）

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 33-5 Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) の設定値（続き）

フィールド 説明
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コンファレンス デバイスの更新
コンファレンス デバイスを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

• コンファレンス デバイスが設定済みであること。P.33-6の「ソフトウェア
コンファレンス デバイスの追加」を参照してください。

• ソフトウェア Conference Bridge に対して、Cisco IP Voice Media Streaming
Application サービスをアクティブにする。『Cisco CallManager Serviceability
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 P.33-3の「Conference Bridge の検索」の手順を使用して、Conference Bridge を見
つけます。

ステップ 2 更新する Conference Bridge をクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 33-1、表 33-2、または表 33-3 を参照）。

ステップ 4 変更の終了後、Update をクリックします。 

Conference Bridge をリセットすると、変更内容が有効になることを確認するメッ
セージが表示されます。 

ステップ 5 OK をクリックします。 

ステップ 6 Conference Bridge デバイスをリセットするには、Reset ボタンをクリックします。

この操作を実行すると Conference Bridge デバイスがリセットされることを確認
するメッセージが表示されます。
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ステップ 7 OK をクリックします。

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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コンファレンス デバイスの削除
コンファレンス デバイスを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループ内の最後のデバイスは、削除できません。コンファ
レンス デバイスを使用しているメディア リソース グループを検索するには、
Conference Bridge Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをク
リックします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用されているコンファレンス デバイスを削除し
ようとすると、Cisco CallManager は警告メッセージを表示します。最後のデバイ
スを削除しようとすると、Cisco CallManager は 2 番目のエラー メッセージを表
示し、デバイスは削除されません。

現在使用されている、メディア リソース グループ内の最後のデバイスである
Conference Bridge を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両
方を実行しておく必要があります。

• 削除する Conference Bridge を使用しているメディア リソース グループに、
別の Conference Bridge を割り当てる。P.38-12の「メディア リソース グルー
プの削除」を参照してください。 

• 削除する Conference Bridge を使用しているメディア リソース グループを削
除する。P.38-12の「メディア リソース グループの削除」を参照してくださ
い。 

手順

ステップ 1 P.33-3の「Conference Bridge の検索」の手順を使用して、Conference Bridge を見
つけます。

ステップ 2 削除する Conference Bridge をクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

次の警告メッセージが表示されます。
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You are about to permanently delete this Conference Bridge.This action cannot be undone.

Continue?

ステップ 4 OK をクリックして、コンファレンス デバイスを削除します。

このデバイスがメディア リソース グループ内の最後のデバイスである場合は、2
番目のメッセージが表示され、Conference Bridge を削除できません。

ステップ 5 OK をクリックします。

関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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Conference Bridge のパラメータの更新
Conference Bridge のパラメータを更新する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco IP Voice Media Streaming Application サービスを非アクティブにすると、
Cisco CallManager は Conference Bridge サービスのパラメータを削除します。サー
ビスを非アクティブにしてから再びアクティブにすると、Cisco CallManager は、
サービス パラメータをデフォルト値に設定します。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

• Cisco CallManager が設定済みであること。P.3-1の「Cisco CallManager の設
定」を参照してください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Conference Bridge の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Conference Bridge Parameters をクリックします。

Unicast で Ad Hoc 会議と Meet-Me 会議の両方に設定されるユーザ数の最大値が、
Conference Bridge Parameters の見出しの下に表示されます。

ステップ 3 必要に応じてユーザの最大数を変更し、Update をクリックします。
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関連項目

• Conference Bridge の検索（P.33-3）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• Cisco Video Conference Bridge デバイスの追加（P.33-17）

• Cisco Conference Bridge (WS-SVC-CMM) デバイスの追加（P.33-21）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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34
メディア ターミネーション 
ポイントの設定

メディア ターミネーション ポイント ソフトウェア デバイスを使用すると、
Cisco CallManager は、SIP または H.323 エンドポイントまたは H.323 ゲートウェ
イ経由でルーティングされるコールをリレーできます。 

メディア ターミネーション ポイントは、ソフトウェアのインストレーション中
にサーバにインストールされる Cisco ソフトウェア アプリケーションです。メ
ディア ターミネーション ポイント デバイスを設定するサーバ上で Cisco IP
Voice Media Streaming App サービスをアクティブにして開始する必要がありま
す。サービスのアクティブ化と開始については、『Cisco CallManager Serviceability
アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

データベースに定義されている各メディア ターミネーション ポイント デバイス
は、Media Resource Manager（MRM; メディア リソース マネージャ）に登録され
ます。MRM は、システム内で使用可能なメディア ターミネーション ポイント
デバイスの総数、および使用可能なリソースがあるデバイスを把握しています。 

リソースの予約時に、MRM はリソース数を決定し、メディア リソース タイプ
（この場合はメディア ターミネーション ポイント）および登録済みメディア ター
ミネーション ポイント デバイスのロケーションを特定します。MRM は、登録
情報を使用して共有リソース テーブルを更新し、クラスタ内の他の Cisco
CallManager に登録情報を伝搬します。
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メディア ターミネーション ポイントとトランスコーダは同一の
Cisco CallManager に登録できます。詳細については、P.37-1の「トランスコーダ
の設定」を参照してください。

各メディア ターミネーション ポイントは、登録先の Cisco CallManager を、優先
順に並べたリストを受け取ります。各メディア ターミネーション ポイントは、
一度に 1 台の Cisco CallManager にしか登録できません。 

（注） Cisco CallManager では、SIP コールを行うのに、RFC 2833 DTMF 準拠のメディア
ターミネーション ポイント デバイスが必要です。 

メディア ターミネーション ポイントを追加、更新、および削除するには、次の
トピックを参照してください。

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）

• メディア ターミネーション ポイントの削除（P.34-10）

• ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値（P.34-12）

• Cisco IOS MTP の設定値（P.34-13）
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第 34章      メディア ターミネーション ポイントの設定
メディア ターミネーション ポイントの検索

メディア ターミネーション ポイントの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア ターミネーション ポイントが存在する
ことがあるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のメディ
ア ターミネーション ポイントを見つけることができます。メディア ターミネー
ション ポイントを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、メディ
ア ターミネーション ポイントの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に
移動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、

ブラウザを閉じたりしない限り、メディア ターミネーション ポイントの検索設
定は保持されます。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Termination Point の順に選択します。

Find and List Media Termination Points ウィンドウが表示されます。2 つのドロップ
ダウン リスト ボックスを使用して、メディア ターミネーション ポイントを検索
します。

ステップ 2 最初の Find Media Termination Points where ドロップダウン リスト ボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。

• Name

• Description

• Device Pool

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるメディア ターミネーション ポイントのリストのソート方法
が決まります。たとえば、Device Pool を選択すると、Device Pool 列が結
果リストの左側の列に表示されます。
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2 番目の Find Media Termination Points where ドロップダウン リスト ボックスか
ら、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているメディア ターミネーション ポイント
をすべて検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックし
ます。

検出されたメディア ターミネーション ポイントのリストが、次の項目別に表示
されます。

• Media Termination Point icon

• Media Termination Point name

• Description

• Device Pool

• Status（状況）

• IP Address

（注） 該当するメディア ターミネーション ポイントの横にあるチェックボッ
クスをオンにして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Media
Termination Points ウィンドウから複数のメディア ターミネーション ポ
イントを削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内
のすべてのメディア ターミネーション ポイントを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Media Termination Point icon、Media
Termination Point name、Description、または関連する Device Pool をクリックしま
す。

選択したメディア ターミネーション ポイントがウィンドウに表示されます。

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）

• メディア ターミネーション ポイントの削除（P.34-10）

• ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値（P.34-12）

• Cisco IOS MTP の設定値（P.34-13）
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メディア ターミネーション ポイントの追加
メディア ターミネーション ポイントを追加する手順は、次のとおりです。

（注） この手順を実行するには、Cisco CallManager Serviceability を使用して Cisco IP
Voice Media Streaming App サービスをアクティブにする必要があります。サービ
スのアクティブ化については、『Cisco CallManager Serviceability アドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。

• デバイス プールが設定済みであること。

• SIP 用に RFC 2833 DTMF 準拠のメディア ターミネーション ポイント デバイ
スがあること。

（注） メディア ターミネーション ポイントのアプリケーションごとに、1 つのメディ
ア ターミネーション ポイント デバイスだけを追加してください。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Termination Point の順に選択します。

Find and List Media Termination Point ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Media Termination Point  リンクをクリック
します。

Media Termination Point ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 34-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。 

変更を有効にするには、メディア ターミネーション ポイント デバイスをリセッ
トする必要があることを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 5 OK をクリックします。 

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）

• メディア ターミネーション ポイントの削除（P.34-10）

• ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値（P.34-12）

• Cisco IOS MTP の設定値（P.34-13）
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メディア ターミネーション ポイントの更新
メディア ターミネーション ポイントを更新する手順は、次のとおりです。

（注） この手順を実行するには、Cisco CallManager Serviceability を使用して Cisco IP
Voice Media Streaming App サービスをアクティブにする必要があります。サービ
スのアクティブ化については、『Cisco CallManager Serviceability アドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。

• デバイス プールが設定済みであること。

• メディアの停止ポイントが設定済みであること。

手順

ステップ 1 P.34-3の「メディア ターミネーション ポイントの検索」の手順を使用して、メ
ディア ターミネーション ポイントを見つけます。

ステップ 2 更新するメディア ターミネーション ポイントをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 34-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。 

デバイスへのストリーミングがアイドル状態であるときに、変更内容が有効にな

ることを確認するメッセージが表示されます。 

ステップ 5 OK をクリックします。 



34-9
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 34章      メディア ターミネーション ポイントの設定
メディア ターミネーション ポイントの更新

ステップ 6 Reset ボタンをクリックします。

Reset Device ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 メディア ターミネーション ポイント デバイスをシャットダウンしないで再起動
するには、Restart ボタンをクリックします。メディア ターミネーション ポイン
ト デバイスをシャットダウンしてから起動するには、Reset ボタンをクリックし
ます。 

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• メディア ターミネーション ポイントの削除（P.34-10）

• ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値（P.34-12）

• Cisco IOS MTP の設定値（P.34-13）
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メディア ターミネーション ポイントの削除
メディア ターミネーション ポイントを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループ内の最後のデバイスは、削除できません。メディア
ターミネーション ポイントを使用しているメディア リソース グループを検索す
るには、Media Termination Point Configuration ウィンドウの Dependency Records
リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になってい
ない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されま
す。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records への
アクセス」を参照してください。使用されているメディア ターミネーション ポ
イントを削除しようとすると、Cisco CallManager はメッセージを表示します。最
後のデバイスを削除しようとすると、Cisco CallManager は 2 番目のエラー メッ
セージを表示し、デバイスは削除されません。

現在使用されている、メディア リソース グループ内の最後のデバイスであるメ
ディア ターミネーション ポイントを削除する場合は、事前に、次の作業のどち
らか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するメディア ターミネーション ポイントを使用しているメディア リ
ソース グループに、別のメディア ターミネーション ポイントを割り当てる。
P.38-12の「メディア リソース グループの削除」を参照してください。 

• 削除するメディア ターミネーション ポイントを使用しているメディア リ
ソース グループを削除する。P.38-12の「メディア リソース グループの削
除」を参照してください。 

手順

ステップ 1 P.34-3の「メディア ターミネーション ポイントの検索」の手順を使用して、メ
ディア ターミネーション ポイントを見つけます。

ステップ 2 削除するメディア ターミネーション ポイントをクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

次の警告メッセージが表示されます。
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You are about to permanently delete this Media Termination Point.This action cannot be
undone.

Continue?

ステップ 4 OK をクリックして、メディア ターミネーション ポイントを削除します。

このデバイスがメディア リソース グループ内の最後のデバイスである場合は、2
番目のメッセージが表示され、メディア ターミネーション ポイントを削除でき
ません。

ステップ 5 OK をクリックします。

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）
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ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値
表 34-1 では、ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値につい
て説明します。

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア終端ポイント」

表 34-1 ソフトウェア メディア ターミネーション ポイントの設定値

フィールド 説明

Media Termination Point Type Cisco Media Termination Point Software を選択します。

このメディア ターミネーション ポイントのタイプの詳細について
は、『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア終端ポイン
ト」を参照してください。

Host Server このフィールドは、Cisco Media Termination Point Software type 用に
表示されます。メディア ターミネーション ポイントを実行するサー
バを選択します。

Media Termination Point Name メディア ターミネーション ポイントの名前を、15 文字以下の英数
字で入力します。

Description メディア ターミネーション ポイントの説明を入力します。

Device Pool 使用している Cisco CallManager グループの中で一番高い優先度を
もつデバイス プールを選択するか、または Default を選択します。
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Cisco IOS MTP の設定値
表 34-2 では、Cisco IOS Media Termination Point の設定値について説明します。

関連項目

• メディア ターミネーション ポイントの検索（P.34-3）

• メディア ターミネーション ポイントの追加（P.34-6）

• メディア ターミネーション ポイントの更新（P.34-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア終端ポイント」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」

表 34-2 Cisco IOS MTP の設定値

フィールド 説明

Media Termination Point Type Cisco IOS Enhanced Software Media Termination Point を選択しま
す。

このメディア ターミネーション ポイントのタイプの詳細について
は、『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア終端ポイン
ト」を参照してください。

Media Termination Point Name メディア ターミネーション ポイントの名前を、15 文字以下の英数
字で入力します。

ヒント ゲートウェイのコマンドライン インターフェイス（CLI）
で既存の同じメディア ターミネーション ポイントの名前
を入力してください。

Description メディア ターミネーション ポイントの説明を入力します。

Device Pool 使用している Cisco CallManager グループの中で一番高い優先度を
もつデバイス プールを選択するか、または Default を選択します。
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35
Music On Hold オーディオ 
ソースの設定

統合 Music On Hold 機能を使用すると、オンネットとオフネットのユーザを保留
にするときに、ストリーミング ソースから音楽を流すことができます。この機
能には、次の動作があります。

• エンド ユーザ保留

• ネットワーク保留（転送保留、会議保留、およびパーク保留を含む）

Music On Hold 設定は、Music On Hold オーディオ ソースと Music On Hold サーバ
の設定で構成されます。

Music On Hold Audio Source Configuration ウィンドウの使用方法の詳細について
は、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Music On Hold」の章
を参照してください。
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36
Music On Hold サーバの設定

MOH サーバは、Music On Hold オーディオ ソースを提供し、Music On Hold オー
ディオ ソースを数多くのストリームに接続するソフトウェア アプリケーション
です。MOH サーバは Cisco CallManager Music On Hold 機能で使用されます。

Music On Hold Server Configuration ウィンドウの使用方法の詳細については、
『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「Music On Hold」の章を参
照してください。
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37
トランスコーダの設定 

Media Resource Manager（MRM）は、Cisco CallManager クラスタ内のトランス
コーダのリソース登録とリソース予約を行います。Cisco CallManager は、メディ
ア ターミネーション ポイントとトランスコーダの両方の登録、および 1 つの
コール内でメディア ターミネーション ポイントとトランスコーダの並行機能を
同時にサポートしています。

2 つのデバイスが異なるコーデックを使用しており、普通には情報の交換ができ
ない場合、Cisco CallManager は、エンドポイント デバイスのためにトランスコー
ダを起動します。トランスコーダは、コールに挿入されると、2 つの異なるコー
デック間で情報交換が可能になるように、そのコーデック間でデータ ストリー
ムを変換します。

トランスコーダ制御プロセスは、データベース内で定義されているトランスコー

ダ デバイスごとに作成されます。各トランスコーダは、初期化される時に MRM
に登録されます。MRM はトランスコーダ リソースのトラッキングを行い、リ
ソースが使用可能かどうかをクラスタ全体に通知します。

トランスコーダを設定するには、次のトピックを参照してください。

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダのリセット（P.37-8）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）
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トランスコーダの特定

ネットワーク内にはいくつかのトランスコーダが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のトランスコーダを見つけ
ることができます。トランスコーダを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ
ンスコーダの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、トランスコーダの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Transcoder の順に選択します。

Find and List Transcoders ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リス
ト ボックスを使用して、トランスコーダを検索します。

ステップ 2 最初の Find Transcoders where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• Name

• Description

• Device Pool

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるトランスコーダ リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Device Pool を選択すると、Device Pool 列が結果リストの左側の列に
表示されます。
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第 37章      トランスコーダの設定
トランスコーダの特定

2 番目の Find Transcoders where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件
のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているトランスコーダをすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたトランスコーダのリストが、次の項目別に表示されます。

• Transcoder icon

• Transcoder name

• Description

• Device Pool

• Status（状況）

• IP Address

（注） 該当するトランスコーダの横にあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、Find and List Transcoders ウィンドウか
ら複数のトランスコーダを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべてのトランスコーダを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Transcoder icon、Transcoder name、
Description、または関連する Device Pool をクリックします。

選択したトランスコーダがウィンドウに表示されます。

関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダのリセット（P.37-8）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」
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トランスコーダの設定

トランスコーダの設定

トランスコーダを設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Transcoder の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Transcoder リンクをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 37-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、設定したトランスコーダに対して固有の情報が

状況を含めて表示されます。

関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• Conference Bridge の設定（P.33-1）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダのリセット（P.37-8）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Administration に
おけるトランスコーダのタイプ」
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トランスコーダの更新

トランスコーダを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.37-2の「トランスコーダの特定」の手順を使用して、トランスコーダを見つけ
ます。

ステップ 2 更新するトランスコーダを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 37-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

変更を有効にするには、事前にトランスコーダをリセットする必要があることを

確認するメッセージが表示されます。

ステップ 5 OK をクリックします。

ステップ 6 Reset ボタンをクリックします。続けるには、OK をクリックします。 

関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• Conference Bridge の設定（P.33-1）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダのリセット（P.37-8）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」
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トランスコーダのコピー

トランスコーダのコピー

トランスコーダをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.37-2の「トランスコーダの特定」の手順を使用して、トランスコーダを見つけ
ます。

ステップ 2 Matching records リストから、コピーするトランスコーダに対応する Copy アイコ
ンをクリックします。

ステップ 3 Insert をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、新しいトランスコーダがデータベースに追加さ

れます。

関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• Conference Bridge の設定（P.33-1）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのリセット（P.37-8）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」
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トランスコーダのリセット

トランスコーダをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Transcoder の順に選択します。

ステップ 2 Transcoders リストから、リセットするトランスコーダを選択します。 

ウィンドウがリフレッシュされ、選択したトランスコーダが表示されます。

ステップ 3 Reset をクリックします。 

Reset ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。 

関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• Conference Bridge の設定（P.33-1）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダの削除（P.37-9）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」
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トランスコーダの削除

トランスコーダを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループに割り当てられているトランスコーダは、削除でき
ません。トランスコーダを使用しているメディア リソース グループを検索する
には、Transcoder Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリッ
クします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。使用されているトランスコーダを削除しようとする

と、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されている
トランスコーダを削除する前に、割り当てられているメディア リソース グルー
プからトランスコーダを削除する必要があります。

手順

ステップ 1 P.37-2の「トランスコーダの特定」の手順を使用して、トランスコーダを見つけ
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するトランスコーダを選択します。 

ウィンドウがリフレッシュされ、選択したトランスコーダが表示されます。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

このトランスコーダを完全に削除しようとしていること、およびこの操作は取り

消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 続行するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、Cancel をク
リックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、削除したトランスコーダが、トランスコーダ

リストに表示されなくなります。
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関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-1）

• メディア ターミネーション ポイントの設定（P.34-1）

• Conference Bridge の設定（P.33-1）

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• トランスコーダの設定値（P.37-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」
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トランスコーダの設定値

表 37-1 では、トランスコーダの設定値について説明します。

表 37-1 トランスコーダの設定値

フィールド 説明

Transcoder Type 適切なトランスコーダ タイプを選択します。
Cisco Media Termination Point Hardware、Cisco IOS Media
Termination Point、Cisco IOS Enhanced Media Termination Point、ま
たは Cisco Media Termination Point (WS-SVC-CMM) のいずれかを
選択してください。

これらのトランスコーダのタイプの詳細については、

『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」を参照
してください。

Device Name このフィールドは、Cisco IOS Media Termination Point または Cisco
IOS Enhanced Media Termination Point をトランスコーダのタイプと
して選択した場合に表示されます。ゲートウェイのコマンドライン

インターフェイス（CLI）で入力したトランスコーディングの同じ
名前を入力します。

Transcoder Name Cisco Media Termination Point (WS-SVC-CMM) トランスコーダの場
合、この値は指定された MAC アドレスに基づいて入力されます。

Description 説明（最大 50 文字）を入力するか、ブランクのままにします。ブ
ランクのままにすると、指定した MAC アドレスまたはデバイス名
から自動的に生成されます。

MAC Address Cisco Media Termination Point Hardware または Cisco Media
Termination Point (WS-SVC-CMM) の場合は、MAC アドレス（12 文
字）を入力します。

Subunit Cisco Media Termination Point (WS-SVC-CMM) トランスコーダの場
合は、ドロップダウン リスト ボックスからサブユニットを選択し
ます。

Device Pool デバイス プールを選択します。選択したデバイス プールの詳細を
表示するには、View Details をクリックします。
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関連項目

• トランスコーダの設定（P.37-5）

• トランスコーダの特定（P.37-2）

• トランスコーダの更新（P.37-6）

• トランスコーダのコピー（P.37-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「トランスコーダ」

Special Load Information Special Load Information フィールドに特別のロード情報を入力する
か、ブランクのままにしてデフォルトを使用します。文字、数字、

ダッシュ、ドット（ピリオド）、および下線を指定できます。

Maximum Capacity Cisco Media Termination Point (WS-SVC-CMM) トランスコーダの場
合は、ドロップダウン リスト ボックスから最大容量を選択します。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（デバ
イス メーカーによって指定さ
れる、モデル固有の設定フィー

ルド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、デバイス メーカーによって指定されます。これらのフィールド
は動的に設定されるため、予告なく変更される場合があります。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照

するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 37-1 トランスコーダの設定値（続き）

フィールド 説明
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38
メディア リソース グループの
設定

メディア リソース管理は、メディア リソース グループとメディア リソース グ
ループ リストによる処理を包含しています。メディア リソース管理にはメディ
ア リソースの管理機構が備わっているので、クラスタ内のすべての Cisco
CallManager がメディア リソースを共有できます。メディア リソースは、会議、
トランスコーディング、メディア終端、Annunciator、および Music On Hold の各
サービスを提供します。

メディア リソース グループは、メディア サーバが論理グループを構成するよう
に定義します。必要に応じて、メディア リソース グループを地理上のロケーショ
ンやサイトと関連付けることができます。また、サーバの使用方法やサービスの

タイプ（ユニキャストまたはマルチキャスト）を制御するためのメディア リソー
ス グループも必要に応じて作成できます。

次のタイプのデバイスを、1 つのメディア リソース グループにグループ化する
ことができます。

• Conference Bridge (CFB)

• Media Termination Point（MTP）

• Music On Hold Server (MOH)

• Transcoder (XCODE)

• Annunciator (ANN)
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メディア リソース グループを設定するには、次のトピックを参照してください。

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）

• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア リソース グループが存在することがあ
るので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のメディア リソー
ス グループを見つけることができます。メディア リソース グループを見つける
手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、メディ
ア リソース グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して
からこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザ

を閉じたりしない限り、メディア リソース グループの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Resource Group の順に選択します。

Find and List Media Resource Group ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダ
ウン リスト ボックスを使用して、メディア リソース グループを検索します。

ステップ 2 最初の Find Media Resource Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。

• Name

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるメディア リソース グループ リストのソート方法が決まりま
す。たとえば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの
左側の列に表示されます。
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2 番目の Find Media Resource Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているメディア リソース グループをすべて
検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたメディア リソース グループのリストが、次の項目別に表示されます。

• Media Resource Group icon

• Media Resource Group name

• Description

• Multicast

（注） 該当するメディア リソース グループの横にあるチェックボックスをオ
ンにして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Media Resource
Group ウィンドウから複数のメディア リソース グループを削除できま
す。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにし
て Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのメディア
リソース グループを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Media Resource Group icon、Media
Resource Group name、Description、または Multicast 設定をクリックします。

選択したメディア リソース グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）

• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの追加
メディア リソース グループを追加する手順は、次のとおりです。

（注） メディア リソース グループから最初にリソースを除去しておく場合、またはメ
ディア リソースが入っているメディア リソース グループを削除する場合を除い
て、メディア リソース グループに含まれているメディア リソース（たとえば、
Conference Bridge）は、削除できません。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Resource Group の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Media Resource Group リンクをクリックし
ます。

Media Resource Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 38-1 を参照）。 

ステップ 4 Insert をクリックします。

Status が、Ready から Insert completed に変わります。これで、Media Resource Groups
リストに、新規 Media Resource Group が追加されました。

関連項目

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）
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• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの更新
既存のメディア リソース グループを更新する手順は、次のとおりです。

（注） メディア リソース グループから最初にリソースを除去しておく場合、またはメ
ディア リソースが入っているメディア リソース グループを削除する場合を除い
て、メディア リソース グループに含まれているメディア リソース（たとえば、
Conference Bridge）は、削除できません。

手順

ステップ 1 P.38-3の「メディア リソース グループの検索」の手順を使用して、メディア リ
ソース グループを見つけます。

ステップ 2 更新するメディア リソース グループをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を更新します（表 38-1 を参照）。 

（注） デバイスを再起動すると、このメディア リソース グループに関連するデ
バイスがすべてリセットされます。Cisco CallManager が、影響を受ける
ゲートウェイ上のアクティブ コールを削除する可能性があります。

ステップ 4 Update をクリックします。

Status が、Ready から Update completed に変わります。

ステップ 5 メディア リソース グループ内のすべてのデバイス（使用可能なリソースと選択
済みリソースの両方）を再起動するには、Restart Devices ボタンをクリックしま
す。
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関連項目

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）

• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループのコピー
既存のメディア リソース グループをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.38-3の「メディア リソース グループの検索」の手順を使用して、メディア リ
ソース グループを見つけます。

ステップ 2 Matching records リストから、コピーするメディア リソース グループに対応する
Copy アイコンをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 38-1 を参照）。メディア リソース グループ内
のすべてのデバイス（使用可能なリソースと選択済みリソースの両方）を再起動

するには、Restart Devices ボタンをクリックします。

（注） 少なくとも Media Resource Group Name を変更する必要があります。

（注） デバイスを再起動すると、このメディア リソース グループに関連するデ
バイスがすべてリセットされます。Cisco CallManager が、影響を受ける
ゲートウェイ上のアクティブ コールを削除する可能性があります。

ステップ 4 Insert をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、新しいメディア リソース グループがデータ
ベースに追加されます。
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関連項目

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）

• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの削除
既存のメディア リソース グループを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

メディア リソース グループ リストに割り当てられているメディア リソース グ
ループは、削除できません。メディア リソース グループを使用しているメディ
ア リソース グループ リストを検索するには、Media Resource Group Configuration
ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records
がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィン
ドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、
P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用されて
いるメディア リソース グループを削除しようとすると、Cisco CallManager はエ
ラー メッセージを表示します。現在使用されているメディア リソース グループ
を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく

必要があります。

• 削除するメディア リソース グループを使用しているメディア リソース グ
ループすべてに、別のメディア リソース グループ リストを割り当てる。
P.39-7の「メディア リソース グループ リストの更新」を参照してください。

• 削除するメディア リソース グループを使用しているメディア リソース グ
ループ リストを削除する。P.39-11の「メディア リソース グループ リスト
の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.38-3の「メディア リソース グループの検索」の手順を使用して、メディア リ
ソース グループを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するメディア リソース グループを選択し
ます。

ステップ 3 Delete ボタンをクリックします。

このメディア リソース グループを完全に削除しようとしていること、およびこ
の操作は取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。
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ステップ 4 続行するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、Cancel をク
リックします。

選択されたメディア リソース グループが、メディア リソース グループ リスト
から削除されました。

関連項目

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループの設定値（P.38-14）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループの設定値
表 38-1 では、メディア リソース グループの設定に使用される設定値について説
明します。

表 38-1 メディア リソース グループの設定値

フィールド 説明

Media Resource Group Name これは必須フィールドで、Cisco CallManager がメディア リソース グ
ループを識別するための固有の名前を入力します。この名前には、

最長 50 文字まで指定できます。文字、数字、スペース、ダッシュ、
ドット（ピリオド）、および下線を指定できます。

Description メディア リソース グループの説明を入力します。この説明には、最
長 50 文字を指定できます。説明には、二重引用符（“）、小なり（<）、
大なり（>）、またはパーセント記号（%）が、含まれていないこと
を確認してください。

Devices for this Group この領域は、メディア リソース グループのメディア リソースを定
義するのに使用される Available Media Resources と Selected Media
Resources の 2 つの画面区画から構成されます。

Available Media Resources メディア リソース グループに対して選択可能なメディア リソース
が表示されます。このメディア リソースには、次のメディア リソー
ス タイプが含まれます。

• Conference Bridges (CFB)

• Media Termination Points (MTP)

• Music On Hold Servers (MOH)

• Transcoders (XCODE)

• Annunciator (ANN)

マルチキャスト用に設定されている Music On Hold サーバには、
(MOH)[Multicast] というラベルが付いています。

このメディア リソース グループのメディア リソースを追加するに
は、リストからメディア リソースを選択し、下矢印をクリックしま
す。メディア リソースが追加されると、その名前が、Selected Media
Resources に移動されます。
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関連項目

• メディア リソース グループの検索（P.38-3）

• メディア リソース グループの追加（P.38-6）

• メディア リソース グループの更新（P.38-8）

• メディア リソース グループのコピー（P.38-10）

• メディア リソース グループの削除（P.38-12）

• メディア リソース グループ リストの設定（P.39-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」

Selected Media Resources メディア リソース グループに対して選択されたメディア リソース
が表示されます。どの

メディア リソース グループでも、少なくとも 1 つのメディア リソー
スを選択する必要があります。

メディア リソースを削除（選択解除）するには、その名前を選択
し、上矢印をクリックします。

Use Multicast for MOH Audio Music On Hold Audio 用のマルチキャストを使用するには、この
チェックボックスをオンにします。マルチキャストを使用するに

は、Selected Media Resource の少なくとも 1 つが、マルチキャスト
MOH サーバであることを確認してください。

（注） システム管理者は、マルチキャスト オーディオ ソースを設
定または作成する責任を負います。

表 38-1 メディア リソース グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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39
メディア リソース グループ 
リストの設定

メディア リソース管理は、メディア リソース グループとメディア リソース グ
ループ リストによる処理を包含しています。メディア リソース管理にはメディ
ア リソースの管理機構が備わっているので、クラスタ内のすべての Cisco
CallManager がメディア リソースを共有できます。メディア リソースは、会議、
トランスコーディング、メディア終端、Annunciator、および Music On Hold の各
サービスを提供します。

メディア リソース グループ リストは、メディア リソース グループに優先順位
を付けます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで定義さ
れた優先順位に基づいて、使用可能なメディア リソースの中から、必要なメディ
ア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

メディア リソース グループ リストを設定するには、次のトピックを参照してく
ださい。

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）

• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）
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関連項目

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」

メディア リソース グループ リストの検索
ネットワーク内にはいくつかのメディア リソース グループ リストが存在するこ
とがあるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のメディア
リソース グループ リストを見つけることができます。メディア リソース グルー
プ リストを見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、メディ
ア リソース グループ リストの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移
動してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブ

ラウザを閉じたりしない限り、メディア リソース グループ リストの検索設定は
保持されます。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Resource Group List の順に選択します。

Find and List Media Resource Group Lists ウィンドウが表示されます。ドロップダ
ウン リスト ボックスを使用して、メディア リソース グループ リストを検索し
ます。

ステップ 2 Find Media Resource Group Lists where Name ドロップダウン リスト ボックスから、
次の条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）
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• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているメディア リソース グループ リストを
すべて検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックしま
す。

検出されたメディア リソース グループ リスト一覧が、次の項目別に表示されま
す。

• Media Resource Group List icon

• Media Resource Group List name

（注） 該当するメディア リソース グループ リストの横にあるチェックボック
スをオンにして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Media
Resource Group Lists ウィンドウから複数のメディア リソース グループ
リストを削除できます。Matching Records タイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内
のすべてのメディア リソース グループ リストを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Media Resource Group List icon また
は Media Resource Group List name をクリックします。

選択したメディア リソース グループ リストがウィンドウに表示されます。



第 39章      メディア リソース グループ リストの設定
メディア リソース グループ リストの検索

39-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）

• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループ リストの追加
メディア リソース グループ リストを追加する手順は、次のとおりです。

（注） 割り当てられているメディア リソース グループ リストから、メディア リソース
グループを最初に除去しておくか、メディア リソース グループ リストを削除す
る場合を除いて、メディア リソース グループ リストに割り当てられているメ
ディア リソース グループは削除できません。

手順

ステップ 1 Service > Media Resource > Media Resource Group List の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Media Resource Group List リンクをクリッ
クします。

Media Resource Group List Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 39-1 を参照）。 

ステップ 4 Insert をクリックします。

Status が、Ready から Insert completed に変わります。これで、メディア リソース
グループ リストに、新規のメディア リソース グループ リストが追加されまし
た。

関連項目

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）
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• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループ リストの更新
既存のメディア リソース グループ リストを更新する手順は、次のとおりです。

（注） 割り当てられているメディア リソース グループ リストから、メディア リソース
グループを最初に除去しておくか、メディア リソース グループ リストを削除す
る場合を除いて、メディア リソース グループ リストに割り当てられているメ
ディア リソース グループは削除できません。

手順

ステップ 1 P.39-2の「メディア リソース グループ リストの検索」の手順を使用して、メ
ディア リソース グループ リストを見つけます。

ステップ 2 更新するメディア リソース グループ リストをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 39-1 を参照）。メディア リソース グループ リ
スト内のすべてのデバイス（使用可能なメディア リソース グループと選択済み
メディア リソース グループの両方）を再起動するには、Restart Devices ボタン
をクリックします。

（注） デバイスを再起動すると、このメディア リソース グループに関連するデ
バイスがすべてリセットされます。Cisco CallManager が、影響を受ける
ゲートウェイ上のアクティブ コールを削除する可能性があります。

ステップ 4 Update をクリックします。

Status が、Ready から Update completed に変わります。
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ステップ 5 メディア リソース グループ リスト内のすべてのデバイス（使用可能なメディア
リソース グループと選択済みメディア リソース グループの両方）を再起動する
には、Restart Devices ボタンをクリックします。

関連項目

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）

• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループ リストのコピー
既存のメディア リソース グループ リストをコピーする手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.39-2の「メディア リソース グループ リストの検索」の手順を使用して、メ
ディア リソース グループ リストを見つけます。

ステップ 2 Matching records リストから、コピーするメディア リソース グループ リストに対
応する Copy アイコンをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 39-1 を参照）。メディア リソース グループ リ
スト内のすべてのデバイス（使用可能なメディア リソース グループと選択済み
メディア リソース グループの両方）を再起動するには、Restart Devices ボタン
をクリックします。

（注） 少なくとも Media Resource Group List Name を変更する必要があります。

（注） デバイスを再起動すると、このメディア リソース グループに関連するデ
バイスがすべてリセットされます。Cisco CallManager が、影響を受ける
ゲートウェイ上のアクティブ コールを削除する可能性があります。

ステップ 4 Insert をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされ、新しいメディア リソース グループがデータ
ベースに追加されます。
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関連項目

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループ リストの削除
既存のメディア リソース グループ リストを削除する手順は、次のとおりです。

（注） デバイス プールやデバイスに割り当てられたメディア リソース グループ リス
トは、削除できません。メディア リソース グループ リストに割り当てるデバイ
ス プールやデバイスを最初に変更する必要があります。

手順

ステップ 1 P.39-2の「メディア リソース グループ リストの検索」の手順を使用して、メ
ディア リソース グループ リストを見つけます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するメディア リソース グループ リストを
選択します。

ステップ 3 Delete ボタンをクリックします。

このメディア リソース グループ リストを完全に削除しようとしていること、お
よびこの操作は取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 続行するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、Cancel をク
リックします。

選択されたメディア リソース グループ リストが、メディア リソース グループ
リストの一覧から削除されました。
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関連項目

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストの設定値（P.39-13）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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メディア リソース グループ リストの設定値
表 39-1 では、メディア リソース グループ リストの設定に使用される設定値につ
いて説明します。

表 39-1 メディア リソース グループ リストの設定値

フィールド 説明

Media Resource Group List Name Cisco CallManager がメディア リソース グループ リストを識別する
ための固有の名前を入力します。これは必須フィールドです。この

名前には、最長 50 文字まで指定できます。文字、数字、スペース、
ダッシュ、ドット（ピリオド）、および下線を指定できます。

Available Media Resource Groups メディア リソース グループ リストに対して選択可能なメディア リ
ソース グループが表示されます。このメディア リソース グループ
には、すでに定義されているメディア リソース グループだけが含
まれます。

このメディア リソース グループ リストのメディア リソース グルー
プを追加するには、一覧からメディア リソース グループを選択し、
2 つのペインの間にある下矢印をクリックします。

メディア リソース グループが追加されると、その名前は、Selected
Media Resource Groups に移動されます。

Selected Media Resource Groups メディア リソース グループ リストに対して選択されたメディア リ
ソース グループが表示されます。メディア リソース グループ リス
トごとに、少なくとも 1 つのメディア リソース グループを選択す
る必要があります。

メディア リソース グループを削除（選択解除）するには、その名
前を選択し、2 つのペインの間にある上矢印をクリックします。

メディア リソース グループは優先順（高優先順位から低優先順位
へ）に表示されているため、メディア リソース グループの優先順
位を変更するには、このペインの右側にある上矢印と下矢印を使用

する必要があります。優先順位を変更するには、リスト内でメディ

ア リソース グループを選択し、上矢印または下矢印を使用して、そ
の優先順位を変更します。
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関連項目

• メディア リソース グループ リストの検索（P.39-2）

• メディア リソース グループ リストの追加（P.39-5）

• メディア リソース グループ リストの更新（P.39-7）

• メディア リソース グループ リストのコピー（P.39-9）

• メディア リソース グループ リストの削除（P.39-11）

• メディア リソース グループの設定（P.38-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソースの概要」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア リソース グループおよ
びメディア リソース グループ リストの設定チェックリスト」
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40
サービス パラメータの設定 

Cisco CallManager のサービス パラメータは、選択したサーバ上で複数の異なる
サービスの設定ができます。パラメータのリストと説明を表示するには、Service
Parameters Configuration ウィンドウの右上にある i ボタンをクリックします。画
面の上部にある特定のパラメータをクリックするとそのリストを表示すること

ができます。 

Cisco CallManager Serviceability を使用してサービスを非アクティブにした場合、
Cisco CallManager は更新されたサービス パラメータ値をすべて保持します。サー
ビスを再開すると、Cisco CallManager はサービス パラメータを変更後の値に設
定します。 

（注） アップグレード中のサービス パラメータ値の詳細については、
『Cisco CallManager アップグレード手順』を参照してください。

Cisco CallManager のサービスの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「サービス」を参照してください。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。詳細については、P.2-1の「サーバの設定」を
参照してください。

• サービスがアクティブであること。詳細については、『Cisco CallManager
Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。
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注意 サービス パラメータに変更を加えると、システムに障害を起こす原因となるこ
とがあります。変更する機能を熟知している場合、または Cisco TAC から特別の
指示がある場合を除いて、サービス パラメータを変更しないようにシスコはお
勧めします。 

サービス パラメータを設定または表示するには、次のトピックを参照してくだ
さい。

• サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定（P.40-3）

• サービス用のパラメータの表示（P.40-5）
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第 40章      サービス パラメータの設定
サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定

サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定
特定のサーバ上の特定のサービスに対してサービス パラメータを設定する手順
は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Service > Service Parameters の順に選択します。

ステップ 2 Server ドロップダウン リスト ボックスから、サーバを選択します。

ステップ 3 Service ドロップダウン リスト ボックスから、更新するパラメータが含まれてい
るサービスを選択します。

（注） 設定するサービスがドロップダウン リスト ボックスに表示されない場
合は、Cisco CallManager Serviceability を使用してサーバ上でサービスを
アクティブにする必要があります。

Service Parameters Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 適切なパラメータ値を更新します。サービスのこのインスタンスのサービス パ
ラメータをすべてデフォルト値に設定するには、Set to Default ボタンをクリック
します。

パラメータとその説明の一覧を表示するには、図 40-1 に示すウィンドウの右上
にある i ボタンをクリックします。画面の上部にある特定のパラメータを表示す
るには、Service Parameter Configuration ウィンドウ内でそのパラメータをクリッ
クします。 
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図 40-1 Service Parameter Configuration ウィンドウ

（注） 一部のサービスに含まれているサービス パラメータは、通常、変更する
必要がありません。Service Parameter Configuration ウィンドウにアクセス
するときに、これらのパラメータは自動的に表示されません。すべての
パラメータを表示するには、Advanced をクリックします。すべてのパラ
メータが表示された後に、基本的なパラメータをもう一度表示するには、
Condensed をクリックします。Advanced ボタンが使用不可になっている
場合は、そのサービスのすべてのパラメータがデフォルトで表示されて
います。

ステップ 5 Update をクリックします。

ウィンドウの内容が更新され、指定された変更内容でサービス パラメータが更
新されます。

関連項目

• サービス用のパラメータの表示（P.40-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「サービス」
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第 40章      サービス パラメータの設定
サービス用のパラメータの表示

サービス用のパラメータの表示

場合によっては、クラスタ内の全サーバ上で特定のサービスに属するサービス

パラメータをすべて比較する必要があります。また、同期していないパラメータ

（サーバによって値が異なるサービス パラメータ）または推奨値から変更したパ
ラメータのみを表示しなければならない場合もあります。 

クラスタ内の全サーバ上の特定のサービスのサービス パラメータを表示する手
順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Service > Service Parameters の順に選択します。

ステップ 2 Server ドロップダウン リスト ボックスから、サーバを選択します。

ステップ 3 Service ドロップダウン リスト ボックスから、クラスタ内の全サーバ上のサービ
ス パラメータを表示するサービスを選択します。

（注） 設定するサービスがドロップダウン リスト ボックスに表示されない場
合は、Cisco CallManager Serviceability を使用してサーバ上でサービスを
アクティブにする必要があります。

ステップ 4 表示される Service Parameters Configuration ウィンドウで、Parameters for all
servers をクリックします。

Parameters for All Servers ウィンドウが表示されます。現在のサービスの全パラ
メータがアルファベット順に一覧表示されます。パラメータ名の横には、各パラ

メータの推奨値が表示されます。パラメータ名の下には、そのパラメータが組み

込まれているサーバのリストが表示されます。各サーバ名の横には、そのサーバ

におけるパラメータの現在の値が表示されます。

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応す

るサービス パラメータ ページにリンクして、値を変更することができます。
Parameters for All Servers ウィンドウ間を移動するには、Previous および Next を
クリックします。
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ステップ 5 同期していないサービス パラメータを表示するには、Parameters for All Servers
ウィンドウの右上にある Out of Sync Parameters for All Servers をクリックしま
す。

Out of Sync Parameters for All Servers ウィンドウが表示されます。現在のサービス
について、サーバによって異なる値を持つサービス パラメータがアルファベッ
ト順に表示されます。パラメータ名の横には、各パラメータの推奨値が表示され

ます。パラメータ名の下には、そのパラメータが組み込まれているサーバのリス

トが表示されます。各サーバ名の横には、そのサーバにおけるパラメータの現在

の値が表示されます。 

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応す

るサービス パラメータ ページにリンクして、値を変更することができます。Out
of Sync Parameters for All Servers ウィンドウ間を移動するには、Previous および
Next をクリックします。

ステップ 6 推奨値から変更したサービス パラメータを表示するには、ウィンドウの右上に
ある Modified Parameters for All Servers をクリックします。

Modified Parameters for All Servers ウィンドウが表示されます。現在のサービスに
ついて、推奨値とは異なる値を持つサービス パラメータがアルファベット順に
表示されます。パラメータ名の横には、各パラメータの推奨値が表示されます。

各パラメータ名の下には、推奨値とは異なる値を持つサーバのリストが表示され

ます。各サーバ名の横には、そのサーバにおけるパラメータの現在の値が表示さ

れます。 

あるパラメータのサーバ名または現在のパラメータ値をクリックすると、対応す

るサービス パラメータ ウィンドウにリンクして、値を変更することができます。
Modified Parameters for All Servers ウィンドウ間を移動するには、Previous および
Next をクリックします。

関連項目

• サーバ上のサービスに対するサービス パラメータの設定（P.40-3）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「サービス」
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41
コール パーク

コール パーク（Call Park）機能を使用すると、コールの保留操作をした後、
Cisco CallManager システム内の別の電話機からその保留コールに応答すること
ができます（たとえば、別のオフィスや会議室の電話機などです）。あるユーザ

に着信コールがあるときに、Park ソフトキーや Call Park ボタンを押して、その
コールをコール パーク番号に一時的に保留（パーキング）させることができま
す。システム内の誰かが別の電話機からコール パーク番号をダイヤルすると、そ
のパーク中のコールに応答できます。

コール パーク機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco CallManager
機能およびサービス ガイド』の「コールパークおよびディレクテッド コールパー
ク」の章を参照してください。
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42
ディレクテッド コール パーク

ディレクテッド コール パーク（Directed Call Park）機能を使用すると、パークさ
れているコールを、ユーザが選択した使用可能なディレクテッド コール パーク
番号に転送できます。ディレクテッド コール パーク番号は、Cisco CallManager
の Directed Call Park Configuration ウィンドウで設定します。設定されたディレク
テッド コール パーク番号はクラスタ全体で有効です。ディレクテッド コール
パークの Busy Lamp Field（BLF）をサポートする電話機は、特定のディレクテッ
ド コール パーク番号のビジー/アイドル状況を監視するように設定できます。ま
た、BLF を使用して、ディレクテッド コール パーク番号を短縮ダイヤルでコー
ルすることもできます。

パークされているコールを取得するには、設定済み取得プレフィックス番号に続

けて、パークされているコールのディレクテッド コール パーク番号をダイヤル
します。

ディレクテッド コール パーク機能の使用方法と設定方法の詳細については、
『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「コールパークおよびディレ
クテッド コールパーク」の章を参照してください。
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43
コール ピックアップ グループ
の設定

コール ピックアップを使用すると、自分以外の電話番号に着信するコールに応
答できます。別の電話機で着信音が鳴った場合は、この機能を使用して、その

コールを自分の電話機に転送できます。

Cisco IP Phone では、次の 3 つのタイプのコール ピックアップ機能を使用できま
す。

• コール ピックアップを使用すると、ユーザは、自分のコール ピックアップ
グループ内の着信コールを受けることができる。ユーザが電話機でこの機能

をアクティブにすると、Cisco CallManager は、適切なコール ピックアップ
グループ番号を自動的にダイヤルします。

このタイプのコール ピックアップでは、コールを受けることができる他の
コール ピックアップ グループ メンバーに対するオーディオ通知および可視
通知を設定できます。Call Pickup Group Configuration ウィンドウで次の通知
パラメータを設定できます。

－ 通知のタイプ（オーディオ、可視、両方、どちらも設定しない）

－ 可視通知メッセージの内容（着信側識別、発信側識別、両方、どちらも

設定しない）

－ コールが元の着信側に着信してから、他のコール ピックアップ グルー
プ メンバーに通知するまでの遅延時間（秒）。

電話機がアイドル状態または使用中のときに行うオーディオ通知のタイプ

を、Directory Number Configuration ウィンドウで設定できます。詳細につい
ては、P.62-60の「電話番号の設定値」を参照してください。
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• グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、別のグループ内の
着信コールを受けることができる。ユーザが電話機でこの機能をアクティブ

にすると、ユーザ自身が、適切なコール ピックアップ グループ番号をダイ
ヤルする必要があります。

• 他グループ コール ピックアップを使用すると、ユーザは、コール ピック
アップ グループ メンバーにダイヤルしないで（メンバーを知らなくても）、
自分のグループに関連付けられたグループ内の着信コールを受けることが

できる。ユーザのグループに関連付けられたグループ内の電話機で呼び出し

音が鳴ったときに、ユーザが電話機のこの機能をアクティブにしていると、

Cisco CallManager によって自動的に、関連付けられたグループ内の着信コー
ルが検索されます。Cisco CallManager 管理者は、Call Pickup Group
Configuration ウィンドウで検索順序を指定します。P.43-10の「他グループ
コール ピックアップに関するピックアップ グループの定義」および
P.43-12の「コール ピックアップ グループの設定値」を参照してください。

コール ピックアップの詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「コール ピックアップの概要」を参照してください。

次の各項では、この機能を設定する手順について説明します。

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）

• 他グループ コール ピックアップに関するピックアップ グループの定義
（P.43-10）

• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）

• コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て（P.43-17）

コール ピックアップ機能の使用方法については、ご使用の電話機に付属の
『Cisco IP Phone ユーザ ガイド』を参照してください。
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コール ピックアップ グループ番号の検索

コール ピックアップ グループ番号の検索
ネットワーク内にはいくつかのコール ピックアップ グループが存在することが
あるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、コール ピックアッ
プ グループを見つけることができます。コール ピックアップ グループを見つけ
る手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、コー
ル ピックアップ番号の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して
からこのメニュー項目に戻る場合、検索を変更するかブラウザを閉じるまで、

Cisco CallManager Administration によってコール ピックアップ グループ設定が保
持されます。

手順

ステップ 1 Feature > Call Pickup Group の順に選択します。

Find and List Call Pickup Groups ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウ
ン リスト ボックスを使用して、コール ピックアップ グループを検索します。

ステップ 2 最初の Find Call Pickup Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
いずれかの条件を選択します。

• Call Pickup Group Number

• Call Pickup Group Name

• Partition

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるコール ピックアップ グループ リストのソート方法が決まり
ます。たとえば、Partition を選択すると、Partition 列が結果リストの左側
の列に表示されます。
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2 番目の Find Call Pickup Groups where ドロップダウン リスト ボックスから、次
のいずれかの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているコール ピックアップ グループをすべ
て検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたコール ピックアップ グループのリストが、次の情報とともに表示さ
れます。

• Call Pickup Group Number

• Partition

• Call Pickup Group Name

Copy アイコンは、既存のコール ピックアップ グループの設定値に基づいて新規
コール ピックアップ グループを作成するための画面にも表示されます。

（注） 該当するコール ピックアップ グループの横にあるチェックボックスを
オンにして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Call Pickup
Groups 結果ウィンドウから複数のコール ピックアップ グループを削除
できます。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオ
ンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべての
コール ピックアップ グループを削除できます。電話番号および回線に割
り当てられたコール ピックアップ グループは削除できません。
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コール ピックアップ グループ番号の検索

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致するコール ピックアップ グループ番号、
パーティション、またはコール ピックアップ グループ名をクリックします。

選択したコール ピックアップ グループがウィンドウに表示されます。

関連項目

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）

• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）
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コール ピックアップ グループの追加
コール ピックアップ グループを Cisco CallManager データベースに追加する手順
は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Feature > Call Pickup Group の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Call Pickup Group リンクをクリックしま
す。

Call Pickup Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 43-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規コール ピックアップ グループをデータベースに保
存します。

関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）

• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）

• コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て（P.43-17）
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コール ピックアップ グループのコピー

コール ピックアップ グループのコピー
既存のコール ピックアップ グループの設定値に基づいて新規コール ピックアッ
プ グループを作成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Feature > Call Pickup Group の順に選択します。

（注） Copy をクリックすると、Find and List Call Pickup Groups 結果ウィンドウ
からコール ピックアップ グループをコピーできます。また、Call Pickup
Group Configuration ウィンドウからコール ピックアップ グループを選択
して、手動で設定をコピーできます。

ステップ 2 Find and List Call Pickup Groups ウィンドウから、コピーするコール ピックアップ
グループの横の Copy ボタンをクリックします。

Call Pickup Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 設定値を更新します（表 43-1 を参照）。新規データベース レコードを正常に作成
するには、少なくとも Cisco CallManager 用のコール ピックアップ グループ名と
番号を変更する必要があります。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規コール ピックアップ グループをデータベースに保
存します。

関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）
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• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）

• コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て（P.43-17）

コール ピックアップ グループの更新
コール ピックアップ グループを更新する手順は、次のとおりです。コール ピッ
クアップ グループを更新すると、そのコール ピックアップ グループに割り当て
られている電話番号がすべて、Cisco CallManager によって自動的に更新されま
す。

手順

ステップ 1 P.43-3の「コール ピックアップ グループ番号の検索」の手順を使用して、コー
ル ピックアップ グループを見つけます。

ステップ 2 更新するコール ピックアップ グループをクリックします。

ステップ 3 該当するフィールドを更新します（表 43-1 を参照）。 

ステップ 4 変更をデータベースに保存するため、Update をクリックします。

関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）

• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）

• コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て（P.43-17）
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コール ピックアップ グループの削除
Cisco CallManager データベースからコール ピックアップ グループを削除する手
順は、次のとおりです。

始める前に

回線または電話番号に割り当てられたコール ピックアップ グループは削除でき
ません。このコール ピックアップ グループを使用している電話番号のリストを
表示するには、Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records
がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィン
ドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、
P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。それらの電
話番号に対してコール ピックアップを再び使用可能にするには、各電話番号を
新しいコール ピックアップ グループに割り当て直す必要があります。詳細につ
いては、P.43-17の「コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て」を
参照してください。

手順

ステップ 1 P.43-3の「コール ピックアップ グループ番号の検索」の手順を使用して、コー
ル ピックアップ グループを見つけます。

ステップ 2 削除するコール ピックアップ グループをクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

削除したコール ピックアップ グループは、コール ピックアップ グループのリス
トに表示されなくなります。

関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）
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• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て（P.43-17）

他グループ コール ピックアップに関するピックアップ
グループの定義

この項では、ユーザのグループにコール ピックアップ グループを関連付けて、
このグループへの着信コールに対して応答する方法を説明します。グループには

最大 10 のコール ピックアップ グループを関連付けることができます。関連付け
られたピックアップ グループへのコールに対しては、グループ リストに関連付
けられた最初のピックアップ グループから順に、最後のピックアップ グループ
まで応答します。リストの編成は、Call Pickup Group Configuration ウィンドウで
行うことができます（表 43-1 を参照）。

（注） コール ピックアップ グループを保存すると、自分のグループが、関連グループ
のリストの先頭に自動的に追加されて表示されます。これにより、必要であれば

1 つのソフトキー（OPickup）を使用して自分のグループのコールと関連グルー
プのコールを受けることができます。この際、自分のグループのコールが優先さ

れます。

『Cisco CallManager システム ガイド』の「コール ピックアップの概要」の項も
参照してください。

手順

ステップ 1 P.43-3の「コール ピックアップ グループ番号の検索」の手順を使用して、自分
のグループを見つけます。

ステップ 2 Call Pickup Group Configuration ウィンドウで、Associated Call Pickup Group
Information 領域までスクロールします。
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ステップ 3 該当するフィールドに情報を入力します（表 43-1 を参照）。 

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの設定値（P.43-12）
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コール ピックアップ グループの設定値
表 43-1 では、コール ピックアップ グループの設定値について説明します。

表 43-1 コール ピックアップ グループの設定値

フィールド 説明

 コール ピックアップ グループ情報

Call Pickup Group Name 最大で 30 文字の英数字を入力できます。たとえば、Operations と入
力します。コール ピックアップ グループ名は、コール ピックアッ
プ グループ番号と関連付けられます。コール ピックアップ グルー
プは、コール ピックアップ グループ名で選択できます。

Call Pickup Group Number 追加するコール ピックアップ グループに対する固有の電話番号（整
数）を入力します。コール ピックアップ グループは、コール ピッ
クアップ グループ番号で選択できます。
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Partition パーティションを使用して、コール ピックアップ グループへのア
クセスを制限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから、希
望するパーティションを選択します。コール ピックアップ グルー
プへのアクセスを制限しない場合は、ルート パーティションに
<None> を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） コール ピックアップ グループ番号とパーティションの組み
合せが、Cisco CallManager クラスタ内で固有であることを
確認してください。

コール ピックアップ グループ通知の設定値

Call Pickup Group Notification 
Policy

ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかの通知タイプ
を選択します。

• No Alert

• Audio Alert

• Visual Alert

• Audio and Visual Alert

表 43-1 コール ピックアップ グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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Call Pickup Group Notification 
Timer (seconds)

コールが元の着信側に最初に着信してから、コール ピックアップ グ
ループの他のメンバーに通知するまでの遅延時間（秒）を入力しま

す（1 ～ 300 の整数）。

コール ピックアップ グループ通知のコール情報表示

Calling Party Information コール ピックアップ グループへの可視通知メッセージに、発信側
の識別情報を含める場合には、このチェックボックスをオンにしま

す。この設定は、Call Pickup Group Notification Policy が Visual Alert
または Audio and Visual Alert に設定されている場合にのみ有効で
す。

Calling Party Information と Called Party Information の両方の表示を選
択した場合は、それぞれ最初の 11 文字のみが表示されます。いず
れか一方のみの表示を選択した場合は、最初の 23 文字が表示され
ます。ただし、表示名に関連番号のない機能タグが含まれている場

合（たとえば、Conference -> Alice）、文字数はこれに限定されません。

（注） 複数のアクティブ通知アラートの場合、最新の可視アラー
トで以前の可視アラートが上書きされます。ユーザがコー
ル ピックアップをアクティブにすると、そのユーザは受け
ることができる最初のコールに接続されます。ただし、そ
のコールが現在電話機に表示されている可視アラートでな
い場合でも接続されます。この不一致を避けるには、可視
通知を使用する際に、発信側情報または着信側情報を表示
しないようにします。この設定により、「Call(s) available for
Pickup」という汎用メッセージが表示されます。Auto Call
Pickup（AutoCallPickupEnabled サービス パラメータ）が無
効に設定されている場合、ユーザは発信側識別情報を取得
できます。詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「自動コール ピックアップ」を参照してください。

表 43-1 コール ピックアップ グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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Called Party Information コール ピックアップ グループへの可視通知メッセージに、元の着
信側の識別情報を含める場合には、このチェックボックスをオンに

します。この設定は、Call Pickup Group Notification Policy が Visual
Alert または Audio and Visual Alert に設定されている場合にのみ有効
です。

Calling Party Information と Called Party Information の両方の表示を選
択した場合は、それぞれ最初の 11 文字のみが表示されます。いず
れか一方のみの表示を選択した場合は、最初の 23 文字が表示され
ます。ただし、表示名に関連番号のない機能タグが含まれている場

合（たとえば、Conference -> Alice）、文字数はこれに限定されません。

（注） 複数のアクティブ通知アラートの場合、最新の可視アラー
トで以前の可視アラートが上書きされます。しかし、ユー
ザがコール ピックアップをアクティブにすると、そのユー
ザは受けることができる最初のコールに接続されます。た
だし、そのコールが現在電話機に表示されている可視ア
ラートでない場合でも接続されます。この不一致を避ける
には、可視通知を使用する際に発信側情報または着信側情
報を表示しないようにします。この設定により、「Call(s)
available for Pickup」という汎用メッセージが表示されます。
Auto Call Pickup（AutoCallPickupEnabled サービス パラメー
タ）が無効に設定されている場合、ユーザは発信側識別情
報を取得できます。詳細については、『Cisco CallManager シ
ステム ガイド』の「自動コール ピックアップ」を参照して
ください。

表 43-1 コール ピックアップ グループの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

関連付けられたコール ピックアップ グループの情報：コール ピックアップ グループに追加するコー
ル ピックアップ番号を検索する 

Partition この表にあるコール ピックアップ グループ情報の Partition を参照
してください。

Call Pickup Group Numbers 
Contain

検索するコール ピックアップ グループの DN の全体または一部を
入力して、Find をクリックします。

Available Call Pickup Group 
Numbers/ Partition

Associated Pickup Group Information 領域の関連コール ピックアップ
グループ リストにメンバーを追加するには、このリストから DN/
パーティションを選択して、Add to Pickup Group をクリックしま
す。

設定されるグループは、自動的に Current Pickup Group Members のリ
ストに追加されます。これにより、OPickup ソフトキーを使用して
独自のグループ内のコールを受けることができます。

関連付けられたコール ピックアップ グループの情報：現在のピックアップ グループ メンバー

Selected Call Pickup Group 
Numbers/ Partition

Call Pickup Numbers/Partition リスト表示の順序を変更するには、こ
のボックスの右側にある上矢印と下矢印を使用して、順序を移動し

ます。リストの順序を逆にするには、Reverse Order of Selected
Numbers をクリックします。このボックスから Removed Pickup
Group Numbers/Partition ボックスにグループ番号 /パーティションを
移動するには、このボックスの下にある上矢印と下矢印を使用しま

す。

Removed Pickup Group Numbers/ 
Partition

グループ Call Pickup Group Numbers/Partition ボックスを移動するに
は、このボックスの上の上矢印と下矢印を使用します。

表 43-1 コール ピックアップ グループの設定値（続き）

フィールド 説明



43-17
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 43章      コール ピックアップ グループの設定
コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て

コール ピックアップ グループの電話番号への割り当て
コール ピックアップ グループを電話番号に割り当てる手順は、次のとおりです。
コール ピックアップ グループに割り当てられている電話番号に限り、コール
ピックアップとグループ コール ピックアップの両方を使用できます。

始める前に

コール ピックアップ グループを電話番号に割り当てるには、事前に、そのグルー
プ用の番号を作成しておく必要があります。グループ用の番号を作成する手順に

ついては、P.43-6の「コール ピックアップ グループの追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

ステップ 2 コール ピックアップ グループに割り当てる電話機を検索するための検索条件を
入力して、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 コール ピックアップ グループ番号を割り当てる電話機を選択します。

ステップ 4 Directory Numbers リストから、コール ピックアップ グループ番号を割り当てら
れる電話番号を選択します。

ステップ 5 Call Pickup Group ドロップダウン リスト ボックスから、希望するコール ピック
アップ グループ名を選択します。

ヒント 選択したコール ピックアップ グループについての詳細情報（コール
ピックアップ グループ番号を含む）を表示するには、ドロップダウン
リスト ボックスの横のカッコ内の View Details リンクをクリックしま
す。
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ステップ 6 変更をデータベースに保存するため、Update をクリックします。

関連項目

• コール ピックアップ グループの設定（P.43-1）

• コール ピックアップ グループ番号の検索（P.43-3）

• コール ピックアップ グループの追加（P.43-6）

• コール ピックアップ グループの更新（P.43-8）

• コール ピックアップ グループの削除（P.43-9）
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44
Cisco IP Phone サービスの
設定

システム管理者は Cisco CallManager Administration を使用して、ユーザがサイト
で登録できる Cisco IP Phone サービスのリストを設定し、保持します。Cisco IP
Phone サービスは、複数の XML アプリケーションから構成されています。これ
らのアプリケーションにより、Cisco IP Phone 7970、7960、7940、7912 上に、テ
キストとグラフィックスを使用した対話式のコンテンツを表示することができ

ます。

（注） Cisco IP Phone 7912 および 7905 は、テキスト ベースの XML アプリケーション
のみをサポートしています。

Cisco CallManager は、Cisco IP Phone サービスのサンプル アプリケーションを備
えています。また、ご使用のサイトに合せてカスタマイズされた Cisco IP Phone
アプリケーションを作成することもできます。

サービスのリストを設定すると、データベース内の電話機にサービスを追加して

電話ボタンに割り当てることができます。Cisco CallManager Administration で、電
話機とデバイス プロファイルの設定値を表示し、変更することができます。ユー
ザは、Cisco IP Phone User Options アプリケーションにログインし、システム管理
者が設定した Cisco IP Phone 用のサービスに登録することができます。
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ここでは、次の内容について説明します。

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの更新（P.44-14）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの削除（P.44-16）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値（P.44-18）
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第 44章      Cisco IP Phone サービスの設定
Cisco IP Phoneサービスの検索

Cisco IP Phoneサービスの検索
ネットワーク内にはいくつかの Cisco IP Phone サービスが存在することがあるの
で、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の Cisco IP Phone サー
ビスを見つけることができます。Cisco IP Phone サービスを見つける手順は、次
のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco
IP Phone サービスの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してから
このメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉

じたりしない限り、Cisco IP Phone サービスのグループの検索設定は保持されま
す。

手順

ステップ 1 Feature > Cisco IP Phone Services の順に選択します。

Find and List IP Phone Services ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン
リスト ボックスを使用して、Cisco IP Phone サービスを検索します。

ステップ 2 最初の Find Service where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のいず
れかを選択します。

• IP Phone Service

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Cisco IP Phone サービス リストのソート方法が決まります。
たとえば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側
の列に表示されます。
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2 番目の Find Service where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Cisco IP Phone サービスをすべて検索
するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Cisco IP Phone サービスのリストが、次の項目別に表示されます。

• IP Phone Service icon

• IP Phone Service name

• Description

（注） 該当する Cisco IP Phone サービスの横にあるチェックボックスをオンに
して Delete Selected をクリックすると、Find and List IP Phone Services ウィ
ンドウから複数の Cisco IP Phone サービスを削除できます。Matching
Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete
Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべての Cisco IP Phone サー
ビスを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する IP Phone Service name または 
Description をクリックします。

選択した Cisco IP Phone サービスがウィンドウに表示されます。
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第 44章      Cisco IP Phone サービスの設定
Cisco IP Phoneサービスの検索

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）
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Cisco IP Phoneサービスの追加
Cisco IP Phone サービスを追加する手順は、次のとおりです。

注意 Cisco IP Phone サービスは、サイトの Cisco CallManager サーバ上、または Cisco
CallManager に関連付けられているサーバ、たとえば、TFTP サーバやディレクト
リ データベース パブリッシャ サーバ上に設定しないでください。サーバを分離
することにより、Cisco IP Phone サービスのアプリケーションのエラーが原因で、
Cisco CallManager のパフォーマンスが影響を受けたり、コール処理サービスが中
断される可能性がなくなります。

手順

ステップ 1 Feature > Cisco IP Phone Services の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New IP Phone Service リンクをクリックします。

Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 44-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、サービスを追加します。

サービスを追加すると、そのサービスに対してパラメータを追加し、設定するこ

とができます。詳細については、P.44-12の「Cisco IP Phone サービス パラメータ
の追加」を参照してください。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）
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Cisco IP Phone サービスの更新

Cisco IP Phone サービスの更新
Cisco IP Phone サービスを更新する（たとえば、サービス URL やその他の情報を
変更する）手順は、次のとおりです。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、サービス URL を変更したり、
Cisco IP Phone サービス パラメータを削除したり、電話サービス パラメータの名
前を変更したりする場合は、必ず、Update Subscriptions をクリックして、現在
加入しているすべてのユーザを更新し、その変更内容を反映させてください。こ

の操作を行わないと、ユーザは、サービスに再加入して、URL を正しく作成し
直す必要があります。

手順

ステップ 1 P.44-3の「Cisco IP Phoneサービスの検索」の手順を使用して、Cisco IP Phone サー
ビスを検索します。

ステップ 2 更新する Cisco IP Phone サービスの名前または説明をクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 44-1 を参照）。

ステップ 4 必要に応じて、パラメータを追加、更新、または削除します。P.44-12の「Cisco
IP Phone サービス パラメータの追加」、P.44-14の「Cisco IP Phone サービス パラ
メータの更新」、および P.44-16の「Cisco IP Phone サービス パラメータの削除」
を参照してください。 

ステップ 5 Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウを更新して、変更内容を適用しま
す。

• サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、Update
Subscriptions をクリックして、すべてのユーザ サブスクリプションを作成
し直す。サブスクリプションを更新する必要があるのは、サービス URL を
変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電話サー
ビス パラメータの名前を変更した場合です。
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• 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要
がない場合は、Update をクリックする。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）
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Cisco IP Phone サービスの削除

Cisco IP Phone サービスの削除
Cisco IP Phone サービス パラメータを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco IP Phone サービスを削除すると、Cisco CallManager は、すべてのサービス
情報、ユーザ サブスクリプション、およびユーザ サブスクリプション データを
データベースから削除します。Cisco IP Phone サービスを使用しているデバイス
を検索するには、Cisco IP Phone Service Configuration ウィンドウの Dependency
Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能に
なっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示
されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records
へのアクセス」を参照してください。使用されている Cisco IP Phone サービスを
削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現
在使用されている Cisco IP Phone サービスを削除する場合は、事前に、次の作業
のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除する Cisco IP Phone サービスを使用しているデバイスすべてに、別の
Cisco IP Phone サービスを割り当てる。P.62-12の「電話機の更新」を参照し
てください。

• 削除する Cisco IP Phone サービスを使用しているデバイスを削除する。
P.62-13の「電話機の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.44-3の「Cisco IP Phoneサービスの検索」の手順を使用して、Cisco IP Phone サー
ビスを検索します。

ステップ 2 削除する Cisco IP Phone サービスの名前または説明をクリックします。

Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Delete をクリックします。



第 44章      Cisco IP Phone サービスの設定
Cisco IP Phone サービスの削除

44-10
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）
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Cisco IP Phone サービスの設定値

Cisco IP Phone サービスの設定値
表44-1 では、Cisco IP Phone サービスの設定値について説明します。Cisco IP Phone
サービス パラメータの設定値については、表 44-2 を参照してください。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

表 44-1 Cisco IP Phone サービスの設定値

フィールド 説明

Service Name Cisco IP Phone User Options アプリケーションの利用可能なサービスのメニュー
に表示される、サービスの名前を入力します。入力できるサービス名は最大 32
文字です。Character Set で、Japanese（Hankaku-Katakana）を選択すると、半角カ
タカナを使用することができます。全角文字を入力すると、”?” 疑問符に変換さ
れ正しく表示されません。また半角カタカナのサービス名は Japanese_Japan 以外
のユーザ ロケールの電話機では正しく表示されませんので、ご注意ください。

Service Description サービスが提供するコンテンツの説明を入力します。Character Set で、Japanese
（Hankaku-Katakana）を選択すると、半角カタカナを使用することができます。
全角文字を入力すると、”?” 疑問符に変換され正しく表示されません。

Service URL Cisco IP Phone サービスのアプリケーションが置かれているサーバの URL を入
力します。このサーバが、Cisco CallManager クラスタ内のサーバとは無関係で
あることを確認してください。Cisco CallManager サーバ、または 
Cisco CallManager に関連したサーバ、たとえば、TFTP サーバやディレクトリ
データベース パブリッシャ サーバは指定しないでください。

サービスを使用するには、Cisco CallManager クラスタ内の電話機が、サーバと
ネットワーク接続する必要があります。

Character Set Service Name と Description に英語以外の言語を使用している場合は、その言語
の文字セットを使用します。間違った文字セットを選択すると、ユーザが入力

するテキストは正しく表示されません。Character Set を変更すると、それまで
の入力は消去されます。 
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Cisco IP Phone サービス パラメータの追加
Cisco IP Phone サービス パラメータを追加し、設定する手順は、次のとおりです。
パラメータを設定する前に、電話サービスを追加してください。サービスがパラ

メータを使用するかどうか、パラメータを設定する方法、およびオプションのパ

ラメータを定義するかどうかについては、各 Cisco IP Phoneサービスの資料を参
照してください。

手順

ステップ 1 P.44-3の「Cisco IP Phoneサービスの検索」の手順を使用して、Cisco IP Phone サー
ビスを検索します。

ステップ 2 Cisco IP Phone Services リストから、パラメータを追加するサービスを選択しま
す。

Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Parameters リスト ボックスの右側にある New ボタンをクリックします。

Configure Cisco IP Phone Service Parameter ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 44-2 を参照）。

ステップ 5 新規パラメータを追加するには、Insert をクリックします。

ステップ 6 続けて他のパラメータを追加する場合は、必要に応じてステップ 4 およびステッ
プ 5 を繰り返します。

ステップ 7 最後のパラメータを追加する場合は、Insert and Close をクリックします。
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ステップ 8 Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウを更新して、変更内容を適用しま
す。

• サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、Update
Subscriptions をクリックして、すべてのユーザ サブスクリプションを作成
し直す。サブスクリプションを更新する必要があるのは、サービス URL を
変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電話サー
ビス パラメータの名前を変更した場合です。

• 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要
がない場合は、Update をクリックする。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの更新（P.44-14）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの削除（P.44-16）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値（P.44-18）
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Cisco IP Phone サービス パラメータの更新
特定の Cisco IP Phone サービスのサービス パラメータを更新する手順は、次のと
おりです。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、Cisco IP Phone サービス パラメー
タを削除したり、電話サービス パラメータの名前を変更したりする場合は、必
ず、Update Subscriptions をクリックして、現在加入しているすべてのユーザを
更新して、その変更内容を反映させてください。この操作を行わないと、ユーザ

は、サービスに再加入して、URL を正しく作成し直す必要があります。

手順

ステップ 1 P.44-3の「Cisco IP Phoneサービスの検索」の手順を使用して、Cisco IP Phone サー
ビスを検索します。

ステップ 2 Cisco IP Phone Services リストから、更新する電話サービスを選択します。

Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Parameters リスト ボックスで、更新するパラメータの名前を選択します。

ステップ 4 Edit をクリックします。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 44-2 を参照）。

ステップ 6 変更内容を適用するには、Update をクリックします。変更を適用した後、ダイ
アログをクローズするには、Update and Close をクリックします。
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ステップ 7 Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウを更新して、変更内容を適用しま
す。

• サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、Update
Subscriptions をクリックして、すべてのユーザ サブスクリプションを作成
し直す。サブスクリプションを更新する必要があるのは、サービス URL を
変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電話サー
ビス パラメータの名前を変更した場合です。

• 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要
がない場合は、Update をクリックする。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの削除（P.44-16）

• Cisco IP Phone サービスの設定値（P.44-11）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値（P.44-18）
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Cisco IP Phone サービス パラメータの削除
Cisco IP Phone サービス パラメータを削除する手順は、次のとおりです。

（注） ユーザが加入している電話サービスに対して、電話サービス パラメータを削除
したり、電話サービス パラメータの名前を変更したりする場合は、Update
Subscriptions をクリックして、現在加入しているすべてのユーザを更新して、そ
の変更内容を反映させる必要があります。この操作を行わないと、ユーザは、

サービスに再加入して、URL を正しく作成し直す必要があります。

手順

ステップ 1 P.44-3の「Cisco IP Phoneサービスの検索」の手順を使用して、Cisco IP Phone サー
ビスを検索します。

ステップ 2 Cisco IP Phone Services リストから、パラメータを削除する電話サービスを選択し
ます。

ステップ 3 Parameters リスト ボックスで、削除するパラメータの名前を選択します。

ステップ 4 Delete をクリックします。

ステップ 5 OK をクリックして、削除を確認します。

ステップ 6 Cisco IP Phone Services Configuration ウィンドウを更新して、変更内容を適用しま
す。

• サブスクリプションの後でサービスが変更された場合は、Update
Subscriptions をクリックして、すべてのユーザ サブスクリプションを作成
し直す。サブスクリプションを更新する必要があるのは、サービス URL を
変更した場合、電話サービス パラメータを削除した場合、または電話サー
ビス パラメータの名前を変更した場合です。
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• 選択したサービスが最新で、ユーザ サブスクリプションを作成し直す必要
がない場合は、Update をクリックする。

関連項目

• Cisco IP Phone サービス パラメータの更新（P.44-14）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値（P.44-18）
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Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値
表 44-2 では、Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値について説明します。

表 44-2 Cisco IP Phone サービス パラメータの設定値

フィールド 説明

Parameter Name 登録 URL の作成時に使用する正確なクエリー ストリング パラメー
タ、たとえば、「symbol」を入力します。

Parameter Display Name Cisco IP Phone User Options アプリケーションでユーザに対して表示
される内容を表すパラメータ名、たとえば、「Ticker Symbol」を入力
します。

Default Value パラメータのデフォルト値を入力します。この値は、サービスの最

初の登録時にユーザに対して表示されます（たとえば、「CSCO」）。

Parameter Description パラメータの説明を入力します。ユーザは、サービスに登録する際、

ここに入力されたテキストにアクセスできます。このパラメータの

説明では、ユーザがそのパラメータに正しい値を入力するために役

立つ情報や例を提供します。

Parameter is Required 登録を保存する前に、ユーザがこのパラメータにデータを入力する

必要がある場合は、Parameter is Required チェックボックスをオンに
します。

Parameter is a Password 
(mask contents)

Cisco IP Phone User Options アプリケーション内の入力内容を隠すこ
とができます。したがって、実際にユーザが入力した内容ではなく、

アスタリスクが表示されます。他人に見られなくないパスワードの

パラメータなどに対して、使用することができます。パラメータの

入力内容を隠すには、Cisco CallManager Administration の Configure
Cisco IP Phone Service Parameter ウィンドウで、Parameter is a Password
(mask contents) チェックボックスをオンにします。 
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Cisco IP Phone サービスの電話ボタンへの追加
Cisco IP Phone サービスを追加するだけでなく、電話機でユーザが使用できるよ
うに、サービス URL として設定されている電話ボタンにサービスを割り当てる
ことができます。これを行うと、IP Phone のサービス ボタンを使用しないで、1
つのボタンでサービスにアクセスできます。

サービス URL にサービスを追加する手順は、次のとおりです。

1. Cisco CallManager にサービスを追加します（P.44-6の「Cisco IP Phone サー
ビスの追加」を参照）。

2. サービス URL ボタンを設定して、電話ボタン テンプレートをカスタマイズ
します（P.64-5の「電話ボタン テンプレートの追加」を参照）。

3. カスタマイズした電話ボタン テンプレートを電話機に追加します（P.62-5の
「電話機の追加」を参照）。

4. サービスを電話機に登録します（P.62-43の「Cisco IP Phone サービスの設定」
を参照）。

5. サービス URL を電話ボタンに追加します（P.62-47の「サービス URL ボタ
ンの設定」を参照）。

関連項目

• Cisco IP Phoneサービスの検索（P.44-3）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• Cisco IP Phone サービスの更新（P.44-7）

• Cisco IP Phone サービスの削除（P.44-9）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの追加（P.44-12）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの更新（P.44-14）

• Cisco IP Phone サービス パラメータの削除（P.44-16）
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45
クライアント マターコード
（CMC）

Client Matter Code（CMC）機能を使用すると、コール アカウンティングおよび
支払請求可能なクライアントに対する課金を管理できます。クライアント マ
ターコードでは、コードを入力して、コールが特定のクライアント マターに関
連していることを指定する必要があります。クライアント マターコードは、コー
ル アカウンティングおよび課金の目的で、カスタマー、学生、またはその他の
人々に割り当てることができます。

CMC 機能では、ルート パターンを変更し、ダイヤル プランのドキュメントを更
新して、各ルート パターンに対して使用可能または使用不可にした CMC を反映
させる必要があります。

この機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco CallManager 機能およ
びサービス ガイド』の「Client Matter Codes と Forced Authorization Codes」の章
を参照してください。
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46
Forced Authorization Code
（FAC）

Forced Authorization Code（FAC）機能を使用すると、特定のユーザが発信できる
コールのタイプを調整できます。この機能では、コールが完了する前に電話機に

有効な許可コードを入力する必要があります。

FAC 機能では、ルート パターンを変更し、ダイヤル プランのドキュメントを更
新して、各ルート パターンに対して使用可能または使用不可にした FAC を反映
させる必要があります。

この機能の使用方法と設定方法の詳細については、『Cisco CallManager 機能およ
びサービス ガイド』の「Client Matter Codes と Forced Authorization Codes」の章
を参照してください。
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47
Meet-Me Number/Pattern の
設定

Meet-Me 会議では、電話番号の割り当てが必要です。Cisco CallManager 
Administration は、ユーザがこの機能を利用できるように、一連の Meet-Me 会議
電話番号をユーザに通知しておく必要があります。

ここでは、次の内容について説明します。

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern のコピー（P.47-4）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• Meet-Me Number/Pattern の設定値（P.47-10）
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Meet-Me Number/Pattern の検索
ネットワーク内にはいくつかの Meet-Me Number/Pattern が存在することがある
ので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の 
Meet-Me Number/Pattern を見つけることができます。Meet-Me Number/Pattern を
見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、
Meet-Me Number/Pattern の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動し
てからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウ

ザを閉じたりしない限り、Meet-Me Number/Pattern の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Feature > Meet-Me Number/Pattern の順に選択します。

Find and List Meet-Me Numbers ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウ
ン リスト ボックスを使用して、Meet-Me Number/Pattern を検索します。

ステップ 2 最初の Find Number/Pattern where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• Number

• Partition

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Meet-Me Number/Pattern リストのソート方法が決まります。
たとえば、Partition を選択すると、Partition 列が結果リストの左側の列に
表示されます。
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2 番目の Find Number/Pattern where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Meet-Me Number/Pattern をすべて検索
するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Meet-Me Number/Pattern のリストが、次の項目別に表示されます。

• Meet-Me Number/Pattern icon

• Meet-Me Number/Pattern

• Partition

• Description

（注） 該当する Meet-Me Number/Pattern の横にあるチェックボックスをオンに
して、Delete Selected をクリックすると、Find and List Meet-Me Numbers
ウィンドウから複数の Meet-Me Number/Pattern を削除できます。Matching
Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして Delete
Selected をクリックすると、ウィンドウ内の Meet-Me Number/Pattern をす
べて削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Meet-Me Number/Pattern icon、番号、
関連する Partition、または Description をクリックします。

選択した Meet-Me Number/Pattern がウィンドウに表示されます。
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関連項目

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• Meet-Me Number/Pattern の設定値（P.47-10）

Meet-Me Number/Pattern のコピー 
Meet-Me Number/Pattern をコピーする手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

手順

ステップ 1 Feature > Meet-Me Number/Pattern の順に選択します。

ステップ 2 P.47-2の「Meet-Me Number/Pattern の検索」の手順を使用して、コピーする 
Meet-Me Number/Pattern を検索します。

ステップ 3 コピーする Meet-Me Number/Pattern をクリックします。

Meet-Me Number/Pattern Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Copy をクリックします。

ステップ 5 適切な設定値を入力します（表 47-1 を参照）。



47-5
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 47章      Meet-Me Number/Pattern の設定
Meet-Me Number/Pattern のコピー

ステップ 6 Insert をクリックして、新規 Meet-Me Number/Pattern をデータベースに保存しま
す。

関連項目

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• パーティションの設定（P.19-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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Meet-Me Number/Pattern の追加
Meet-Me Number/Pattern を追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

手順

ステップ 1 Feature > Meet-Me Number/Pattern の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Meet-Me Number リンクをクリックします。

Meet-Me Number/Pattern Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 47-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規 Meet-Me Number/Pattern をデータベースに保存しま
す。

関連項目

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）
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• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• パーティションの設定（P.19-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」

Meet-Me Number/Pattern の更新
Meet-Me Number/Pattern を更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。P.2-1の「サーバの設定」を参照してください。

• デバイス プールが設定済みであること。P.8-1の「デバイス プールの設定」
を参照してください。

• Meet-Me Number/Pattern が設定済みであること。P.47-6の「Meet-Me 
Number/Pattern の追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.47-2の「Meet-Me Number/Pattern の検索」の手順を使用して、
Meet-Me Number/Pattern を検索します。

ステップ 2 更新する Meet-Me Number/Pattern をクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 47-1 を参照）。

（注） 必要に応じて、番号またはパターンを変更することができます（たとえ
ば、5000 を 500X に変更できます）。

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容を保存します。
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関連項目

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

• パーティションの設定（P.19-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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Meet-Me Number/Pattern の削除
Meet-Me Number/Pattern を削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• サーバが設定済みであること。

• デバイス プールが設定済みであること。

• Meet-Me Number/Pattern が設定済みであること。

手順

ステップ 1 P.47-2の「Meet-Me Number/Pattern の検索」の手順を使用して、
Meet-Me Number/Pattern を検索します。

ステップ 2 削除する Meet-Me Number/Pattern をクリックします。 

ステップ 3 Delete をクリックします。 

関連項目

• ソフトウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-6）

• ハードウェア コンファレンス デバイスの追加（P.33-10）

• Cisco IOS Conference Bridge デバイスの追加（P.33-14）

• コンファレンス デバイスの更新（P.33-25）

• コンファレンス デバイスの削除（P.33-27）

• Conference Bridge のパラメータの更新（P.33-29）

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Conference Bridge」
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Meet-Me Number/Pattern の設定値
表 47-1 では、Meet-Me Number/Pattern の設定値について説明します。

表 47-1 Meet-Me Number/Pattern の設定値

フィールド 説明

Directory Number or Pattern Meet-Me の電話番号または番号の範囲（たとえば、8000 ～ 8009）を
入力します。

Description Meet-Me Number/Pattern を説明する最大 30 文字の英数字を入力しま
す。
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関連項目

• Meet-Me Number/Pattern の検索（P.47-2）

• Meet-Me Number/Pattern の追加（P.47-6）

• Meet-Me Number/Pattern の更新（P.47-7）

• Meet-Me Number/Pattern の削除（P.47-9）

Partition パーティションを使用して Meet-Me Number/Pattern へのアクセスを
制限する場合は、ドロップダウン リスト ボックスから適切なパー
ティションを選択します。 

Meet-Me Number/Pattern へのアクセスを制限しない場合は、パーティ
ションに <None> を選択します。詳細については、P.19-1の「パー
ティションの設定」を参照してください。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） Meet-Me Number/Pattern とパーティションの組み合せが、
Cisco CallManager クラスタ内で固有であることを確認して
ください。

表 47-1 Meet-Me Number/Pattern の設定値（続き）

フィールド 説明
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48
デバイス モビリティ グループ
の設定

デバイス モビリティ グループでは、デバイス モビリティ機能がサポートされて
います。デバイス モビリティ グループは、ネットワーク内の最高レベルの地理
的なエンティティを表します。ネットワークのサイズとスコープに応じて、デバ

イス モビリティ グループは国、地域、都道府県、市などのエンティティを表し
ます。たとえば、世界全体にネットワークを持つ企業は個々の国を表すデバイス

モビリティ グループを選択し、国または地域にネットワークを持つ企業は都道
府県や市を表すデバイス モビリティ グループを定義することがあります。

デバイス モビリティ グループを設定するには、次のトピックを参照してくださ
い。

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Cisco CallManager デバイス モビリティ」を参照してください。
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デバイス モビリティ グループの検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス モビリティ グループが存在することが
あるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のデバイス モ
ビリティ グループを見つけることができます。デバイス モビリティ グループを
見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco CallManager Administration では、デバイ
ス モビリティ グループの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動し
てからこのメニュー項目に戻る場合、検索を変更するかブラウザを閉じるまで、

Cisco CallManager Administration によってデバイス モビリティ グループの検索設
定が保持されます。

手順

ステップ 1 Feature > Device Mobility > Device Mobility Group の順に選択します。

Find and List Device Mobility Groups ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 デバイス モビリティ グループの検索条件を選択し、Find をクリックします。使
用可能なデバイス モビリティ グループをすべて一覧表示するには、検索条件を
空白のままにして、Find をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）
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第 48章      デバイス モビリティ グループの設定
デバイス モビリティ グループの追加

デバイス モビリティ グループの追加
電話番号のデバイス モビリティ グループを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 デバイス モビリティ グループを選択するか、Add a New Device Mobility Group
リンクをクリックします。

ステップ 2 適切な設定値を設定します（表 48-1 を参照）。

ステップ 3 新規デバイス モビリティ グループを追加するには、Insert をクリックします。既
存のデバイス モビリティ グループの設定を更新するには、Update をクリックし
ます。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）



第 48章      デバイス モビリティ グループの設定
デバイス モビリティ グループの更新

48-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

デバイス モビリティ グループの更新
既存のデバイス モビリティ グループを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.48-2の「デバイス モビリティ グループの検索」の手順に従って、コピーする
デバイス モビリティ グループを見つけます。

ステップ 2 表 48-1 の説明に従って、デバイス モビリティ グループの設定を更新します。

ステップ 3 Update をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）
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第 48章      デバイス モビリティ グループの設定
デバイス モビリティ グループのコピー

デバイス モビリティ グループのコピー
既存のデバイス モビリティ グループをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.48-2の「デバイス モビリティ グループの検索」の手順に従って、コピーする
デバイス モビリティ グループを見つけます。

ステップ 2 コピーするプロファイルの横にあるコピー アイコンをクリックします。

ステップ 3 デバイス モビリティ グループの設定値の更新については、表 48-1 を参照してく
ださい。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）
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デバイス モビリティ グループの削除
デバイス モビリティ グループが現在デバイス プールで使用中の場合は、削除で
きません。デバイス モビリティ グループを削除するには、Dpendency Records か
ら関連するデバイス プールを検索して、関連を解除してから、デバイス モビリ
ティ グループを削除する必要があります。

手順

ステップ 1 P.48-2の「デバイス モビリティ グループの検索」の手順に従って、削除するデ
バイス モビリティ グループを見つけます。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ グループの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。ウィンドウ内のすべてのデバイス モビリティ グループを選択するには、
Matching Records タイトル バーのチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Delete Selected をクリックします。

ステップ 4 OK をクリックして、選択を確認します。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの設定値（P.48-7）
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第 48章      デバイス モビリティ グループの設定
デバイス モビリティ グループの設定値

デバイス モビリティ グループの設定値
表 48-1 では、デバイス モビリティ グループの設定値について説明します。

関連項目

• デバイス モビリティ グループの検索（P.48-2）

• デバイス モビリティ グループの追加（P.48-3）

• デバイス モビリティ グループの更新（P.48-4）

• デバイス モビリティ グループのコピー（P.48-5）

• デバイス モビリティ グループの削除（P.48-6）

表 48-1 デバイス モビリティ グループの設定値

フィールド 説明

Device Mobility Group Name デバイス モビリティ グループを識別する名前
を入力します。 

Description プロファイルの説明を記述します。
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49
デバイス モビリティ情報の
設定

Device Mobility Info ウィンドウで、デバイス モビリティに使用するサブネットお
よびデバイス プールを指定します。電話機を Cisco CallManager に登録すると、
Device Mobility Info ウィンドウで指定され、デバイス プールの 1 つに関連付けら
れたデバイスの IP アドレスが、デバイス モビリティ サブネットと比較されま
す。

一致するサブネットが、デバイス モビリティを目的としたデバイスのホーム サ
ブネットになります。

デバイス モビリティ情報を設定するには、次のトピックを参照してください。

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）

デバイス モビリティ機能の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Cisco CallManager デバイス モビリティ」を参照してください。
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デバイス モビリティ情報の検索
ネットワーク内にはいくつかのデバイス モビリティ情報レコードが存在するこ
とがあるので、Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特
定のデバイス モビリティ情報を見つけることができます。デバイス モビリティ
情報を見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco CallManager Administration では、デバイ
ス モビリティ情報の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してか
らこのメニュー項目に戻る場合、検索を変更するかブラウザを閉じるまで、

Cisco CallManager Administration によってデバイス モビリティ情報の検索設定は
保持されます。

手順

ステップ 1 Feature > Device Mobility > Device Mobility Info の順に選択します。

Find and List Device Mobility Infos ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 デバイス モビリティ情報の検索条件を選択し、Find をクリックします。使用可
能なデバイス モビリティ情報レコードをすべて一覧表示するには、検索条件を
空白のままにして、Find をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）
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第 49章      デバイス モビリティ情報の設定
デバイス モビリティ情報の追加

デバイス モビリティ情報の追加
デバイス モビリティ情報を追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Feature > Device Mobility > Device Mobility Info の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Device Mobility Info リンクをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を設定します（表 49-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）
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デバイス モビリティ情報の更新
既存のデバイス モビリティ情報レコードを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.49-2の「デバイス モビリティ情報の検索」の手順に従って、コピーするデバ
イス モビリティ情報を見つけます。

ステップ 2 デバイス モビリティ情報の設定値の更新については、表 49-1 を参照してくださ
い。

ステップ 3 Insert をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）
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デバイス モビリティ情報のコピー

デバイス モビリティ情報のコピー
既存のデバイス モビリティ情報をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.49-2の「デバイス モビリティ情報の検索」の手順に従って、コピーするデバ
イス モビリティ情報を見つけます。

ステップ 2 コピーするプロファイルの横にあるコピー アイコンをクリックします。

ステップ 3 デバイス モビリティ情報の設定値の更新については、表 49-1 を参照してくださ
い。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）
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デバイス モビリティ情報の削除
現在デバイスで使用されているデバイス モビリティ情報を削除する場合、
Cisco CallManager では、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の
「Cisco CallManager デバイス モビリティ」の説明に従って、該当するデバイス モ
ビリティ規則が再適用されます。

デバイス モビリティ情報レコードを削除する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.49-2の「デバイス モビリティ情報の検索」の手順に従って、削除するデバイ
ス モビリティ情報を見つけます。

ステップ 2 削除するデバイス モビリティ レコードの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。ウィンドウ内のレコードをすべて選択するには、Matching Records タイト
ルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Delete Selected をクリックします。

ステップ 4 OK をクリックして、選択を確認します。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の設定値（P.49-7）
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第 49章      デバイス モビリティ情報の設定
デバイス モビリティ情報の設定値

デバイス モビリティ情報の設定値
表 49-1 では、デバイス モビリティ情報の設定値について説明します。

関連項目

• デバイス モビリティ情報の検索（P.49-2）

• デバイス モビリティ情報の追加（P.49-3）

• デバイス モビリティ情報の更新（P.49-4）

• デバイス モビリティ情報のコピー（P.49-5）

• デバイス モビリティ情報の削除（P.49-6）

表 49-1 デバイス モビリティ情報の設定値

フィールド 説明

Name デバイス モビリティ情報レコードを識別する名前を入力します。 

Subnet デバイス モビリティ サブネットを入力します。

Subnet mask サブネットのサブネット マスクを入力します。

Available Device Pools 2 つのリスト ボックス間の下矢印をクリックして、Available Device
Pools リスト ボックスからデバイス プールを選択します。 

連続してリストされている複数のデバイス プールを追加するには、
その範囲内の最初のデバイス プールをクリックし、Shift キーを押し
たままその範囲内の最後のデバイス プールをクリックします。2 つ
のリスト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックして、選択した
デバイス プールを追加します。 

連続してリストされていない複数のデバイス プールを追加するに
は、Ctrl キーを押したままデバイス プールをクリックしていきます。
2 つのリスト ボックス間にある下矢印ボタンをクリックして、選択
したデバイス プールを追加します。 

Selected Device Pools デバイス モビリティ レコードから削除するデバイス プールを選択
して、ダブルクリックするか上矢印を使用して、デバイス プールを
Available Device Pool フィールドに戻します。
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50
Cisco ボイスメール ポートの
設定

オプションのソフトウェアである Cisco Unity は、Cisco IP テレフォニー ソリュー
ションの一環として利用され、ユーザがコールに応答できないときに、ボイス

メッセージ機能を提供します。この項では Ciscoボイスメール ポートの追加、設
定、更新、および削除に必要な手順について説明します。この手順は

Cisco CallManager ウィンドウの Feature メニューから Voice Mail を選び、サブメ
ニュー オプションを選択することによって実行できます。

Cisco Unity の設定の詳細については、『Cisco CallManager 4.0 Integration Guide for
Cisco Unity 4.0』を参照してください。

Cisco Unity ボイスメール サーバに関連したポートは、Cisco Voice Mail Port
Wizard を使用せずに、Cisco CallManager データベースに追加したり、削除した
りすることができます。ここでは、次の内容について説明します。

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）

• Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.50-11）
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Ciscoボイスメール ポートの検索
通常ネットワーク内にはいくつかの Ciscoボイスメール ポートが存在すること
があるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の Ciscoボイ
スメール ポートを見つけることができます。Ciscoボイスメール ポートを見つけ
る手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、
Ciscoボイスメール ポートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動
してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラ

ウザを閉じたりしない限り、Ciscoボイスメール ポートの検索設定は保持されま
す。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail >Cisco Voice Mail Port の順に選択します。

Find and List Voice Mail Ports ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン
リスト ボックスを使用して、Ciscoボイスメール ポートを検索します。

ステップ 2 最初の Find voice mail ports where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• Device Name

• Description

• Directory Number

• Calling Search Space

• Device Pool

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Ciscoボイスメール ポート リストのソート方法が決まりま
す。たとえば、Device Pool を選択すると、Device Pool 列が結果リストの
左側の列に表示されます。
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2 番目の Find voice mail ports where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Ciscoボイスメール ポートをすべて検
索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Ciscoボイスメール ポートのリストが、次の項目別に表示されます。

• Voice Mail Port icon

• Device Name

• Description

• Device Pool

• Status（状況）

• IP Address

（注） 該当する Ciscoボイスメール ポートの横にあるチェックボックスをオン
にして Delete Selected をクリックすると、Find and List Voice Mail Ports
ウィンドウから複数の Ciscoボイスメール ポートを削除できます。
Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべての Ciscoボイス
メール ポートを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Voice Mail Port icon、Device Name、
Description、または関連する Device Pool をクリックします。

選択した Ciscoボイスメール ポートがウィンドウに表示されます。

関連項目

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）
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Cisco ボイスメール ポートの追加
Cisco Unity ボイス メッセージ システムを Cisco CallManager に接続するには、
Cisco CallManager データベースに Cisco ボイスメール ポートを追加する必要が
あります。

ヒント 新規 Cisco ボイスメール サーバとポートを追加したり、既存のサーバに複数の
ポートを追加するには、この項で説明されている手順のほかに、Cisco Voice Mail
Port Wizard を使用することもできます。詳細については、P.51-1の「Ciscoボイ
スメール ポート ウィザード」を参照してください。

個々の Cisco ボイスメール ポートを Cisco CallManager データベースに追加する
手順は、次の通りです。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Cisco Voice Mail Port の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Voice Mail Port リンクをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 50-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新しい Ciscoボイスメール ポート デバイスを追加しま
す。

関連項目

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）
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• Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.50-11）

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」

Cisco ボイスメール ポートの削除
Cisco CallManager から Ciscoボイスメール ポートを 1 つ削除する手順は、次のと
おりです。 

始める前に

電話番号が使用している Ciscoボイスメール ポートを削除すると、番号は
Cisco CallManager データベース内に残ります。ボイスメール ポートを使用して
いる電話番号を特定するには、Voice Mail Port Configuration ウィンドウの
Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで
使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッ
セージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。 

使用されているボイスメール ポートを削除しようとすると、Cisco CallManager は
エラー メッセージを表示します。現在使用されているボイスメール ポートを削
除する前に、削除するボイスメール ポートを使用している電話番号すべてに別
のボイスメール ポートを割り当ててください。P.62-55の「電話番号の更新」を
参照してください。

ボイスメール ポートを削除した後で、そのボイスメール ポートを使用していた
電話番号を削除できます。P.29-5の「割り当てられていない電話番号の削除」を
参照してください。

ヒント 既存のサーバからポートを削除するには、この項で説明されている手順の代わり

に、Cisco Voice Mail Port Wizard を使用することもできます。詳細については、
P.51-1の「Ciscoボイスメール ポート ウィザード」を参照してください。
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手順

ステップ 1 P.50-2の「Cisco ボイスメール ポートの検索」の手順を使用して、Ciscoボイス
メール ポートを検索します。

ステップ 2 削除する Ciscoボイスメール ポートをクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。 

関連項目

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）

• Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.50-11）

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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Cisco ボイスメール ポートの更新
Cisco ボイスメール ポートを更新する（たとえば、Description の更新などの小規
模な変更を加えるための）手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.50-2の「Cisco ボイスメール ポートの検索」の手順を使用して、Ciscoボイス
メール ポートを検索します。

ステップ 2 更新する Ciscoボイスメール ポートを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 50-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）

• Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.50-11）

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー
複数の同じような Ciscoボイスメール ポートを Cisco CallManager データベース
に追加する場合は、1 つのポートを追加した後、その基本設定値をコピーして、
別の Ciscoボイスメール ポートに適用できます。 

ヒント 新規 Ciscoボイスメール サーバとポートを追加する場合、または複数のポートを
既存のサーバに追加する場合は、この項で説明する手順よりも、Cisco Voice Mail
Port Wizard を使用する方が簡単です。詳細については、P.51-1の「Ciscoボイス
メール ポート ウィザード」を参照してください。

Ciscoボイスメール ポートとその設定値をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.50-2の「Cisco ボイスメール ポートの検索」の手順を使用して、Ciscoボイス
メール ポートを検索します。

ステップ 2 Matching records リストから、コピーする Ciscoボイスメール ポートに対応する
Copy アイコンをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 50-1 を参照）。

（注） Port Name フィールドと Directory Number フィールドを変更する必要があ
ります。 

ステップ 4 Insert をクリックします。
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関連項目

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• Cisco ボイスメール ポートの設定値（P.50-11）

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）
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Cisco ボイスメール ポートの設定値
表 50-1 では、Cisco ボイスメール ポートの設定値について説明します。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値

フィールド 説明

デバイス情報

Port Name Cisco ボイスメール ポートを識別する名前を入力します。Ciscoボイ
スメール上のポートそれぞれに、デバイスを追加する必要がありま

す。24 個のポートがある場合は、24 個のデバイスを定義する必要
があります。

名前は 9 文字以内にしてください。

（注） Cisco Unity では、この名前が CiscoUM-VI1 または Cisco
UM-VI2 などの Unity Telephony Integration Manager（UTIM）
コンフィギュレーション ファイルの名前と一致している必
要があります。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool デフォルト値または特定のデバイス プールを選択します。
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、このデバイ
スからコールされる番号を見つけるために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。登録者の番号およびネットワーク

デバイスへのコールを可能にするコーリング サーチ スペースの名
前を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペース
は、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、収集さ

れた（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合を指定します。

Location デフォルト値 None を選択します。

ロケーションは、このデバイスとの間のコールに使用可能な帯域幅

の合計を指定します。ロケーションを None に設定すると、そのロ
ケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しま

せん。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明



50-13
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 50章      Cisco ボイスメール ポートの設定
Cisco ボイスメール ポートの設定値

Device Security Mode ドロップダウン リスト ボックスに、次のオプションが表示されま
す。

• Use System Default：エンタープライズ パラメータの Device
Security Mode に指定した値がボイスメール ポートで使用され
ます。

• Non-secure：ボイスメール ポートではセキュリティ機能は使用
されません。Cisco CallManager に対して TCP 接続が行われま
す。

• Authenticated：Cisco CallManager は、ボイスメール ポートに対
して完全性および認証を提供します。ボイスメール ポートと
Cisco CallManager 間で、NULL/SHA を使用した TLS 接続が行わ
れます。

• Encrypted：Cisco CallManager は、ボイスメール ポートに対し
て完全性、認証、および暗号化を提供します。ボイスメール

ポートと Cisco CallManager 間で、AES128/SHA を使用した TLS
接続が行われます。

電話番号の情報

Directory Number このボイスメール ポートに関連する番号を入力します。このフィー
ルドと Partition フィールドとの組み合せが、固有のものであること
を確認してください。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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Partition この電話番号が属するパーティションを選択します。パーティショ

ンを使用しない場合は、<None> を選択してください。パーティショ
ンを選択する場合は、そのパーティションを含むコーリング サーチ
スペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、この電話番
号からコールされる番号を見つけるために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。パーティションを選択する場合

は、そのパーティションを含むコーリング サーチ スペースを選択
する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

Display (Internal Caller ID) この回線からコールが行われるときに、着信側電話機に表示される

テキストを指定します。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Ciscoボイスメール ポートの検索（P.50-2）

• Cisco ボイスメール ポートの追加（P.50-5）

• Cisco ボイスメール ポートの削除（P.50-6）

• Cisco ボイスメール ポートの更新（P.50-8）

• 既存の Cisco ボイスメール ポートのコピー（P.50-9）

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」

External Number Mask 外部（発信）コールに対して、発信者 ID 情報をフォーマットする
のに使用するマスクを指定します。このマスクには、最長 50 文字
までを指定できます。発信者 ID 情報に表示する数字列を入力しま
す。デバイスの電話番号を表すには、X を使用します。

自動代替ルーティング（AAR）が帯域幅不足のためにコールをルー
ティングする場合、余裕のある帯域幅を使用できなければ、

Cisco CallManager は、このフィールドの値を使用してコールを発信
します。

例

DN 1000（外部マスク 9728131000）は DN 1001（外部マスク
2144131001）をコールします。帯域幅不足のためにコールがブロッ
クされると、Cisco CallManager は、AAR プレフィックス番号を
2144131001 と一緒に使用して 1001 にコールを発信します。

表 50-1 Cisco ボイスメール ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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51
Ciscoボイスメール ポート 
ウィザード

オプションのソフトウェアである Cisco Unity は、Cisco IP テレフォニー ソリュー
ションの一環として利用され、ユーザがコールに応答できないときに、ボイス

メッセージ機能を提供します。この章では、この両方のボイス メッセージ シス
テムに対して、Cisco CallManager で Ciscoボイスメール ポートの追加と設定を行
うために必要な手順について説明します。 

Cisco Unity の設定の詳細については、『Cisco CallManager 4.0 Integration Guide for
Cisco Unity 4.0』を参照してください。 

ボイスメールと Cisco CallManager との接続性についての詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager へ
の接続性」を参照してください。

Cisco Voice Mail Port Wizard ツールを使用すると、Cisco CallManager 管理者は、
Ciscoボイスメール サーバに関連付けられているポートを Cisco CallManager
データベースに迅速に追加または削除できます。ここでは、次の内容について説

明します。

• 新規の Ciscoボイスメール サーバとポートの追加（P.51-2）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバへのポートの追加（P.51-9）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバからのポートの削除（P.51-12）
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新規の Ciscoボイスメール サーバとポートの追加
Cisco Voice Mail Port Wizard を使用して、新規の Ciscoボイスメール サーバとポー
トを Cisco CallManager データベースに追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco Voice Mail Port Wizard には、ボイスメール ポート用の一連の連続した電話
番号が必要です。ボイスメール パイロット番号とそれに続く番号が使用可能で
あることを確認します。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Cisco Voice Mail Port Wizard の順に選択します。

Cisco ボイスメール ポートが存在しない場合は、追加する Cisco ボイスメール
サーバの名前を入力します（ステップ 5 を参照）。ポートが存在する場合は、ス
テップ 2 に進んでください。

ステップ 2 Create a new Cisco Voice Mail server and add ports to it を選択します。

ステップ 3 Next をクリックします。

ステップ 4 Ciscoボイスメール サーバの名前を入力します。 

（注） Cisco Unity では、この名前が Unity Telephony Integration Manager（UTIM）
コンフィギュレーション ファイルの名前（デフォルトは CiscoUM-VI1）
と一致している必要があります。このウィザードでは、ポートを追加す
る際、自動的に <port number> というサフィックスが付加されます。

ステップ 5 Next をクリックします。 

Cisco Voice Mail Ports ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 ドロップダウン リスト ボックスから、追加するポート数を選択します。
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ステップ 7 Next をクリックします。 

Cisco Voice Mail Device Information ウィンドウが表示されます。 

ステップ 8 適切な設定値を入力します（表 51-1 を参照）。これらの設定値がすべての新規
ポートに適用されます。

表 51-1 Voice Mail Port Wizard Device Information の設定値

フィールド 説明

Description デバイスの目的を入力します。

Device Pool デフォルト値 Default または定義されたデバイス プールを選択しま
す。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、この電話番
号からコールされる番号を見つけるために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。
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ステップ 9 Next をクリックします。

Cisco Voice Mail Directory Numbers ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 新規 Ciscoボイスメール サーバの電話番号設定を入力します（表 51-2 を参照）。

Location デフォルト値 None または定義されたロケーションを選択します。

ロケーションは、このデバイスとの間のコールに使用可能な帯域幅

の合計を指定します。ロケーションを None に設定すると、そのロ
ケーションの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しま

せん。

Device Security Mode ドロップダウン リスト ボックスに、次のオプションが表示されま
す。

• Use System Default：エンタープライズ パラメータの Device
Security Mode に指定した値がボイスメール ポートで使用され
ます。

• Non-secure：ボイスメール ポートではセキュリティ機能は使用
されません。Cisco CallManager に対して TCP 接続が行われま
す。

• Authenticated：Cisco CallManager は、ボイスメール ポートに対
して完全性および認証を提供します。ボイスメール ポートと
Cisco CallManager 間で、NULL/SHA を使用した TLS 接続が行わ
れます。

• Encrypted：Cisco CallManager は、ボイスメール ポートに対し
て完全性、認証、および暗号化を提供します。ボイスメール

ポートと Cisco CallManager 間で、AES128/SHA を使用した TLS
接続が行われます。

表 51-1 Voice Mail Port Wizard Device Information の設定値（続き）

フィールド 説明
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表 51-2 Voice Mail Port Wizard Directory Number の設定値

フィールド 説明

Beginning Directory Number Cisco ボイスメール サーバにアクセスするためにコールする番号を
入力します。新しいポートはそれぞれ、次に使用可能な電話番号を

受け取ります。

Partition この一連の電話番号が属するパーティションを選択します。パー

ティションを使用しない場合は、None を選択してください。パー
ティションを選択する場合は、そのパーティションを含むコーリン

グ サーチ スペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、この電話番
号からコールされる番号を見つけるために検索されるパーティ

ションの集合から構成されます。

パーティションを選択する場合は、そのパーティションを含むコー

リング サーチ スペースを選択する必要があります。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

Display この回線へのコールが行われるときに、発信側の電話機に表示され

るテキストを指定します。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

表 51-2 Voice Mail Port Wizard Directory Number の設定値（続き）

フィールド 説明
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ステップ 11 Next をクリックします。

これらの電話番号を回線グループに追加するかどうかをたずねるウィンドウが

表示されます。

ステップ 12 次の作業のいずれかを選択します。

• 電話番号を新規回線ブループに追加する場合、ステップ 13 に進みます。

• 電話番号を既存の回線ブループに追加する場合、ステップ 15 に進みます。

• 後で電話番号を回線ブループに追加する場合、ステップ 17 に進みます。

ステップ 13「Yes.Add directory numbers to a new Line Group」オプションを選択して、Next を
クリックします。

ステップ 14 Line Group ウィンドウに新規回線グループの名前を入力し、Next をクリックし
ます。

Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 18 に進みます。

ステップ 15「Yes.Add directory numbers to an existing Line Group」オプションを選択し、Next
をクリックします。

ステップ 16 Line Group ウィンドウで、Line Group Name ドロップダウン リスト ボックスから
回線グループを選択し、Next をクリックします。

External Number Mask 外部（発信）コールに対して、発信者 ID 情報をフォーマットする
のに使用するマスクを指定します。このマスクには、最長 50 文字
までを指定できます。発信者 ID 情報に表示する数字列を入力しま
す。デバイスの電話番号を表すには、X を使用します。

表 51-2 Voice Mail Port Wizard Directory Number の設定値（続き）

フィールド 説明
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Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 18 に進みます。

ステップ 17「No.I will add them later」オプションを選択し、Next をクリックします。

Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 18 この情報が正しい場合は、Finish をクリックして、新しいポートを追加します。 

表示された情報に誤りがある場合は、Back ボタンをクリックして、その情報を
編集します。または Cancel をクリックして、ポートを追加せずに終了します。

ステップ 19 Cisco Voice Mail Port Wizard が指定した新規ボイスメール ポートの追加を終了し
た後に、Cisco Voice Mail Port Wizard Results ウィンドウが表示されます。

このウィンドウによって、これらの新規ボイスメール ポートを使用する前に完
了しなければならないその他のステップがわかります。

次の手順

メッセージ受信のインディケータ（MWI）デバイスをセットアップしたことを
確認してください。詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の
「Cisco Unity 設定チェックリスト」を参照してください。

関連項目

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバへのポートの追加（P.51-9）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバからのポートの削除（P.51-12）

• メッセージ受信の設定（P.52-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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既存の Ciscoボイスメール サーバへのポートの追加
Cisco Voice Mail Port Wizard を使用して、ポートを既存の Ciscoボイスメール サー
バに追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco Voice Mail Port Wizard には、ボイスメール ポート用の一連の連続した電話
番号が必要です。ボイスメール パイロット番号とそれに続く番号が使用可能で
あることを確認します。 

ボイスメール パイロット番号は、Ciscoボイスメール サーバにアクセスするため
にコールする番号を示します。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Cisco Voice Mail Port Wizard の順に選択します。

ステップ 2 Add ports to an existing Cisco Voice Mail server を選択します。

ステップ 3 Next をクリックします。

Cisco Voice Mail Server ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、既存の Ciscoボイスメール サーバ（パイ
ロット番号）の名前を選択し、Next をクリックします。 

Cisco Voice Mail Ports ウィンドウが表示され、現在設定されているポート数が示
されます。

ステップ 5 ドロップダウン リスト ボックスから、追加するポート数を選択し、Next をク
リックします。

Cisco Voice Mail Directory Numbers ウィンドウでは、Ciscoボイスメール サーバへ
追加したポートの設定情報を表示します。最後のポートに続く連続した電話番号

が自動的に選択されます。また、Ciscoボイスメール パイロット電話番号と同じ
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Partition 設定値、Calling Search Space 設定値、Display 設定値、AAR Group 設定
値、External Number Mask 設定値が使用されます。New Directory Numbers フィー
ルドに、別の範囲の電話番号を入力することができます。

ステップ 6 ポート数を変更する必要がある場合は、Back ボタンをクリックします。

ステップ 7 Next をクリックします。

これらの電話番号を回線グループに追加するかどうかをたずねるウィンドウが

表示されます。

ステップ 8 次の作業のいずれかを選択します。

• 電話番号を新規回線ブループに追加する場合、ステップ 9 へ進みます。

• 電話番号を既存の回線ブループに追加する場合、ステップ 11 へ進みます。

• 電話番号を回線ブループにあとで追加する場合、ステップ 13 へ進みます。

ステップ 9 「Yes.Add directory numbers to a new Line Group」オプションを選択して、Next を
クリックします。

ステップ 10 Line Group ウィンドウに新規回線グループの名前を入力し、Next をクリックし
ます。

Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 14 に進みます。

ステップ 11「Yes.Add directory numbers to an existing Line Group」オプションを選択し、Next
をクリックします。
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ステップ 12 Line Group ウィンドウで、Line Group Name ドロップダウン リスト ボックスから
回線グループを選択し、Next をクリックします。

Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 14 に進みます。

ステップ 13「No.I will add them later」オプションを選択し、Next をクリックします。

Ready to Add Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。以前のウィ
ンドウで設定した設定値が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、自動的に正しい値を各ポートに割り当てます。

ステップ 14 この情報が正しい場合は、Finish をクリックして、新しいポートを追加します。 

表示された情報に誤りがある場合は、Back ボタンをクリックして、その情報を
編集します。または Cancel をクリックして、ポートを追加しないで終了します。

関連項目

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 新規の Ciscoボイスメール サーバとポートの追加（P.51-2）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバからのポートの削除（P.51-12）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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既存の Ciscoボイスメール サーバからのポートの削除
Cisco Voice Mail Port Wizard を使用して既存の Ciscoボイスメール サーバから
ポートを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Cisco Voice Mail Port Wizard の順に選択します。

ステップ 2 Delete ports from an existing Cisco Voice Mail server を選択し、Next をクリック
します。 

Cisco Voice Mail Server ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、既存の Ciscoボイスメール サーバ（パイ
ロット番号）の名前を選択し、Next をクリックします。

Cisco Voice Mail Ports ウィンドウが表示され、現在設定されているポート数を示
します。

ステップ 4 ドロップダウン リスト ボックスから、削除するポート数を選択し、Next をク
リックします。

Ready to Delete Cisco Voice Mail Ports 要約ウィンドウが表示されます。

削除するポートの情報が要約ウィンドウに表示されます。Cisco Voice Mail Port
Wizard は、ポート番号と電話番号が連続するように自動的に更新します。

ステップ 5 この情報が正しい場合は、Finish をクリックして、選択されたポートを削除しま
す。 

表示された情報に誤りがある場合は、Back ボタンをクリックして、その情報を
編集します。または Cancel をクリックして、ポートを削除しないで終了します。
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関連項目

• Ciscoボイスメール ポート ウィザード（P.51-1）

• 新規の Ciscoボイスメール サーバとポートの追加（P.51-2）

• 既存の Ciscoボイスメール サーバへのポートの追加（P.51-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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52
メッセージ受信の設定

Message Waiting Configuration ウィンドウでは、メッセージ受信オン /オフの電話
番号を定義できます。この電話番号は、ディレクトリ接続ベースのボイス メッ
セージ システムが、特定の Cisco IP Phone のメッセージ受信のインディケータを
設定するかクリアするかを決定するのに使用します。

この項では、メッセージ受信の設定について説明します。

• メッセージ受信番号の検索（P.52-2）

• メッセージ受信の設定（P.52-5）

• メッセージ受信の設定値（P.52-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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メッセージ受信番号の検索

ネットワーク内にはいくつかのメッセージ受信番号が存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のメッセージ受信番号を見
つけることができます。メッセージ受信番号を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、メッ
セージ受信番号の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこ

のメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じ

たりしない限り、メッセージ受信番号の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Message Waiting の順に選択します。

Find and List Message Waiting Numbers ウィンドウが表示されます。3 つのドロッ
プダウン リスト ボックスを使用して、メッセージ受信番号を検索します。

ステップ 2 最初の Find numbers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• Directory Number

• Partition

• Calling Search Space

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるメッセージ受信番号リストのソート方法が決まります。たと
えば、Partition を選択すると、Partition 列が結果リストの左側の列に表示
されます。
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2 番目の Find numbers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

Message Waiting Indicator is ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件のい
ずれかを選択します。

• Both

• On

• Off

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているメッセージ受信番号をすべて検索する
には、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたメッセージ受信番号のリストが、次の項目別に表示されます。

• Message Waiting Indicator icon（オン時は緑色、オフ時は赤色）

• Directory Number

• Partition

• Calling Search Space

• Description



第 52章      メッセージ受信の設定
メッセージ受信番号の検索

52-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

（注） 該当するメッセージ受信番号の横にあるチェックボックスをオンにし
て、Delete Selected をクリックすると、Find and List Message Waiting
Numbers ウィンドウから複数のメッセージ受信番号を削除できます。
Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのメッセージ
受信番号を削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する MWI アイコン、電話番号、関連す
るパーティション、またはコーリング サーチ スペースをクリックします。

選択したメッセージ受信番号がウィンドウに表示されます。

関連項目

• メッセージ受信の設定（P.52-5）

• メッセージ受信の設定値（P.52-6）
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メッセージ受信の設定

ボイス メッセージ システムで使用するメッセージ受信の設定手順は、次のとお
りです。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Message Waiting の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Message Waiting Number リンクをクリック
します。

Message Waiting Number Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 52-1 を参照）。

（注） ボイス メッセージ システムでは、メッセージ待機表示をするためにメッ
セージ受信のインディケータ オン / オフ電話番号のみが使用されます。
Cisco CallManager は、コールの受信にメッセージ受信オン / オフ番号を
使用しないため、Display、Forward All、Forward Busy、および Forward No
Answer フィールドは使用されません。

ステップ 4 Insert をクリックして、このデバイスをシステムに追加します。

関連項目

• メッセージ受信番号の検索（P.52-2）

• メッセージ受信の設定値（P.52-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」



第 52章      メッセージ受信の設定
メッセージ受信の設定値

52-6
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

メッセージ受信の設定値

表 52-1 では、メッセージ受信の設定値について説明します。

表 52-1 メッセージ受信の設定値

フィールド名 説明

Message Waiting Number Cisco Message Waiting の電話番号を入力します。この番号が 
Cisco CallManager 自動登録される番号の範囲内にないことを確認し
てください。

Description メッセージ受信の電話番号を説明する最大 30 文字の英数字を入力
します。

Message Waiting Indicator On または Off をクリックします。
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Partition パーティションが使用されている場合は、ドロップダウン リスト
ボックスから適切なパーティションを選択します。Message Waiting
デバイスの電話番号へのアクセスを制限しない場合は、パーティ

ションに <None> を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を
設定することができます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省

略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示さ
れます。... ボタンをクリックすると、Select Partition ウィンドウが表
示されます。List items where Name contains フィールドにパーティ
ション名の一部を入力します。Select item to use ボックスに表示さ
れるパーティションのリストで希望するパーティション名をク

リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

（注） Message Waiting デバイスの電話番号とパーティションの組
み合せが、Cisco CallManager クラスタ内で固有であること
を確認してください。

表 52-1 メッセージ受信の設定値（続き）

フィールド名 説明
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関連項目

• メッセージ受信番号の検索（P.52-2）

• メッセージ受信の設定（P.52-5）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-1）

• 電話番号の設定値（P.62-60）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」

Calling Search Space パーティションとコーリング サーチ スペースが使用される場合、ド
ロップダウン リスト ボックスから、ランプをオンにするすべての
電話機の DN のパーティションを含むコーリング サーチ スペース
を選択します（電話機の DN に対して指定されるパーティションは、
MWI デバイスが使用するコーリング サーチ スペース内になければ
なりません）。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 52-1 メッセージ受信の設定値（続き）

フィールド名 説明
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53
Cisco ボイスメール パイロット
の設定

ボイスメール パイロット番号は、ユーザが本人のボイス メッセージにアクセス
するときにダイヤルする電話番号を指定します。Cisco CallManager は、ユーザが
電話機上の Messages ボタンを押すと自動的にこのボイス メッセージ番号にダイ
ヤルします。各ボイスメール パイロット番号は、異なったボイスメール メッセー
ジング システムに属することができます。

次のトピックでは、ボイスメール パイロットの設定について説明します。

• Ciscoボイスメール パイロットの検索（P.53-2）

• ボイスメール パイロット番号の設定（P.53-5）

• ボイスメール パイロットの設定値（P.53-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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Ciscoボイスメール パイロットの検索
ネットワーク内にはいくつかの Ciscoボイスメール パイロットが存在すること
があるので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の Ciscoボイ
スメール パイロットを見つけることができます。Ciscoボイスメール パイロット
を見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco
ボイスメール パイロットの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動
してからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラ

ウザを閉じたりしない限り、Ciscoボイスメール パイロットの検索設定は保持さ
れます。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Voice Mail Pilot の順に選択します。

Find and List Voice Mail Pilots ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン
リスト ボックスを使用して、Ciscoボイスメール パイロットを検索します。

ステップ 2 最初の Find voice mail pilots where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• Description

• Voice Mail Pilot Number

• Calling Search Space

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成される Ciscoボイスメール パイロット リストのソート方法が決まり
ます。たとえば、Calling Search Space を選択すると、Calling Search Space
列が結果リストの左側の列に表示されます。
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2 番目の Find voice mail pilots where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is empty（空白）

• is not empty（非空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている Ciscoボイスメール パイロットをすべ
て検索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された Ciscoボイスメール パイロットのリストが、次の項目別に表示されま
す。

• Voice Mail Pilot icon

• Description

• Pilot Number

• Calling Search Space

（注） 該当する Ciscoボイスメール パイロットの横にあるチェックボックスを
オンにして Delete Selected をクリックすると、Find and List Voice Mail
Pilots ウィンドウから複数の Ciscoボイスメール パイロットを削除でき
ます。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンに
して Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべての Ciscoボ
イスメール パイロットを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Voice Mail Pilot icon、Device Name、
Description、または関連する Device Pool をクリックします。

選択した Ciscoボイスメール パイロットがウィンドウに表示されます。

関連項目

• ボイスメール パイロット番号の設定（P.53-5）

• ボイスメール パイロットの設定値（P.53-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール パイロット番号の設定
ボイスメール パイロット番号を設定する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Voice Mail Pilot の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Voice Mail Pilot リンクをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を設定します（表 53-1 を参照）。

ステップ 4 新規ボイスメール パイロット番号を追加するには、Insert をクリックします。既
存のボイスメール パイロット番号の設定を更新するには、Update をクリックし
ます。

関連項目

• Ciscoボイスメール パイロットの検索（P.53-2）

• ボイスメール パイロットの設定値（P.53-8）

• メッセージ受信の設定（P.52-1）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール パイロット番号の削除
ボイスメール パイロット番号を削除する手順は、次のとおりです。デフォルト
やボイスメール以外のプロファイル番号は、削除できません。

始める前に

ボイスメール プロファイルが使用するボイスメール パイロット番号は、削除で
きません。ボイスメール パイロットを使用しているボイスメール プロファイル
を検索するには、Voice Mail Pilot Configuration ウィンドウの Dependency Records
リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になってい
ない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されま
す。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records への
アクセス」を参照してください。使用されているボイスメール パイロットを削
除しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在
使用されているボイスメール パイロットを削除する場合は、事前に、次の作業
のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するボイスメール パイロットを使用しているボイスメール プロファイ
ルすべてに、別のボイスメール パイロットを割り当てる。P.54-6の「ボイス
メール プロファイルの設定」を参照してください。

• 削除するボイスメール パイロットを使用しているボイスメール プロファイ
ルを削除する。P.54-4の「ボイスメール プロファイルの削除」を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Voice Mail Pilot の順に選択します。

ステップ 2 削除する Ciscoボイスメール パイロットをクリックします。

ステップ 3 Delete をクリックします。

確認のウィンドウが表示されます。

（注） デフォルトまたは No Voice Mail のパイロット番号を選択した場合、
Delete ボタンは表示されません。



53-7
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 53章      Cisco ボイスメール パイロットの設定
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ステップ 4 ボイスメール パイロットを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取
り消すには、Cancel をクリックします。

ボイスメール プロファイルがこのボイスメール パイロット番号を使用している
場合は、このボイスメール パイロット番号を使用しているボイスメール プロ
ファイルの番号を示すメッセージが表示されます。

関連項目

• Ciscoボイスメール パイロットの検索（P.53-2）

• ボイスメール パイロット番号の設定（P.53-5）

• メッセージ受信の設定（P.52-1）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール パイロットの設定値
表 53-1 では、ボイスメール パイロットの設定値について説明します。

表 53-1 ボイスメール パイロットの設定値

フィールド 説明

Voice Mail Pilot Number ボイスメール パイロット番号を識別する番号を入力します。 

Description パイロット番号の説明を記述します。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、このパイロッ
ト番号からコールされる番号を見つけるために検索されるパー

ティションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

Make this the default Voice Mail 
Pilot for the system

チェックボックスをオンにして、このパイロット番号をそのシステ

ムの Voice Mail Pilot のデフォルトにします。

（注） Default ボックスをオンにすると、このボイスメール パイ
ロット番号は、現在のデフォルト パイロット番号を置き換
えます。
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ボイスメール パイロットの設定値

関連項目

• Ciscoボイスメール パイロットの検索（P.53-2）

• ボイスメール パイロット番号の設定（P.53-5）

• メッセージ受信の設定（P.52-1）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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54
ボイスメール プロファイルの
設定

Cisco CallManager Administration の Voice Mail Profile Configuration ウィンドウに
よって、回線に関係したボイス メッセージ情報を定義できます。 

（注） ボイスメール プロファイルは、デバイスではなく電話番号に割り当てられます。

次のトピックでは、ボイスメール プロファイルについて説明します。

• ボイスメール プロファイルの検索（P.54-2）

• ボイスメール プロファイルのコピー（P.54-3）

• ボイスメール プロファイルの削除（P.54-4）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-6）

• ボイスメール プロファイルの設定値（P.54-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルの検索
ネットワーク内にはいくつかのボイスメール プロファイルが存在することがあ
るので、Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のボイスメール プ
ロファイルを見つけることができます。ボイスメール プロファイルを見つける
手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ボイ
スメール プロファイルの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動し
てからこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウ

ザを閉じたりしない限り、ボイスメール プロファイルの検索設定は保持されま
す。

手順

ステップ 1 Feature > Voice Mail > Voice Mail Profile の順に選択します。

Find and List Voice Mail Profiles ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ボイスメール プロファイルの検索条件を選択し、Find をクリックします。利用
可能なボイスメール プロファイルをすべて一覧表示するには、検索条件を空白
のままにして、Find をクリックします。

関連項目

• ボイスメール プロファイルのコピー（P.54-3）

• ボイスメール プロファイルの削除（P.54-4）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-6）

• ボイスメール プロファイルの設定値（P.54-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルのコピー
既存のボイスメール プロファイルをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.54-2の「ボイスメール プロファイルの検索」の手順に従って、コピーするボ
イスメール プロファイルを見つけます。

ステップ 2 コピーするプロファイルの横にあるコピー アイコンをクリックします。

ステップ 3 ボイスメール プロファイルの設定値を更新する場合は、表 54-1 を参照してくだ
さい。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• ボイスメール プロファイルの検索（P.54-2）

• ボイスメール プロファイルの削除（P.54-4）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-6）

• ボイスメール プロファイルの設定値（P.54-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルの削除
ボイスメール プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。デフォルト プ
ロファイルやボイスメール以外のプロファイルは、削除できません。

始める前に

電話番号が使用するボイスメール プロファイルは、削除できません。ボイスメー
ル プロファイルを使用している電話番号を検索するには、Voice Mail Profile
Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されているボイスメール プロファイルを削除しようとすると、
Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されているボイ
スメール プロファイルを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方ま
たは両方を実行しておく必要があります。

• 削除するボイスメール プロファイルを使用しているデバイスすべてに、別
のボイスメール プロファイルを割り当てる。

• 削除するボイスメール プロファイルを使用しているデバイスを削除する。

手順

ステップ 1 P.54-2の「ボイスメール プロファイルの検索」の手順に従って、削除するボイ
スメール プロファイルを見つけます。

ステップ 2 削除するボイスメール プロファイルの横にあるチェックボックスをオンにしま
す。ウィンドウ上のボイスメール プロファイルをすべて選択するには、Matching
records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Delete Selected をクリックします。
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関連項目

• ボイスメール プロファイルの検索（P.54-2）

• ボイスメール プロファイルのコピー（P.54-3）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-6）

• ボイスメール プロファイルの設定値（P.54-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルの設定
電話番号に対してボイスメール プロファイルを設定する手順は、次のとおりで
す。

手順

ステップ 1 ボイスメール プロファイルを選択するか、Add a New Voice Mail Profile リンク
をクリックします。

ステップ 2 適切な設定値を設定します（表 54-1 を参照）。

ステップ 3 新規ボイスメール プロファイルを追加するには、Insert をクリックします。既存
のボイスメール プロファイルの設定を更新するには、Update をクリックします。

関連項目

• ボイスメール プロファイルの検索（P.54-2）

• ボイスメール プロファイルのコピー（P.54-3）

• ボイスメール プロファイルの削除（P.54-4）

• ボイスメール プロファイルの設定値（P.54-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ボイスメール プロファイルの設定値
表 54-1 では、ボイスメール プロファイルの設定値について説明します。

表 54-1 ボイスメール プロファイルの設定値

フィールド 説明

Voice Mail Profile Name Cisco ボイスメール プロファイルを識別する名前を入力します。 

Description プロファイルの説明を記述します。

Voice Mail Pilot Voice Mail Pilot Configuration 内で指定された適切なボイスメール パ
イロット番号か、Use Default 設定を選択します。

Voice Mail Box Mask 自動登録された電話機用のボイスメール ボックス番号をフォー
マットするのに使用するマスクを指定します。自動登録された電話

機のディレクトリ回線から、コールをボイスメールに転送する場

合、Cisco CallManager は、そのディレクトリ回線の Voice Mail Box
フィールドに設定されている番号に、このマスクを適用します。

たとえば、972813XXXX というマスクを指定した場合、電話番号
7253 のボイスメール ボックス番号は 9728137253 になります。マス
クを入力しない場合、ボイスメール ボックス番号は電話番号と同じ
です（この例では 7253 です）。

デフォルトでは、Cisco CallManager は、ボイスメール ボックス番号
を電話番号と同じ値に設定します。詳細については、P.62-52の「電
話番号の設定」を参照してください。

Make this the Default Voice Mail
Profile for the System

このチェックボックスをオンにして、このプロファイルをデフォル

トにします。

（注） Default ボックスをオンにすると、このボイスメール プロ
ファイルは、現在のデフォルト プロファイルを置き換えま
す。
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関連項目

• ボイスメール プロファイルの検索（P.54-2）

• ボイスメール プロファイルのコピー（P.54-3）

• ボイスメール プロファイルの削除（P.54-4）

• ボイスメール プロファイルの設定（P.54-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ボイスメールの Cisco CallManager
への接続性」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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55
デバイスの設定

Cisco CallManager では、テレフォニー ネットワーク内で次のデバイスを設定す
ることができます。

• CTI ルート ポイント

• ゲートキーパー

• ゲートウェイ

• 電話機（CTI ポートを含む）

• ボイスメール ポート

• トランク

• デバイス プロファイル、電話ボタン テンプレート、ソフトキー テンプレー
ト、および CAPF Report などのデバイス設定

ここでは、次の内容について説明します。

• Cisco CallManager へのデバイスの追加（P.55-2）

• デバイスの再起動またはリセット（P.55-2）
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Cisco CallManager へのデバイスの追加
IP テレフォニー ネットワーク内のゲートウェイや Cisco IP Phone などのデバイ
スを使用する場合は、事前にそれらのデバイスを Cisco CallManager 設定データ
ベースに追加しておく必要があります。これらのデバイスのいくつかは、Add a
New Device ウィンドウを使用して追加できます。テレフォニー デバイスの追加
手順については、次の各項を参照してください。

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• 電話機の追加（P.62-5）

• トランクの追加（P.63-4）

デバイスの再起動またはリセット

デバイス ウィンドウ内の Reset ボタンをクリックするか、デバイスに関連した
Find and List ウィンドウ内で Reset アイコンをクリックすると、いつでもデバイ
スを再起動またはリセットすることができます。デバイスをシャットダウンしな

いで再起動するには、Restart ボタンをクリックします。デバイスをシャットダ
ウンしてから起動するには、Reset ボタンをクリックします。デバイスをリセッ
トまたは再起動しないで直前のウィンドウに戻るには、Close をクリックします。 

（注） ゲートウェイまたはトランクを再起動またはリセットすると、そのゲートウェイ

またはトランクを使用している進行中のコールがすべて終了されます。それ以外

のデバイスでは、コールが完了するまで待機してから、再起動またはリセットさ

れます。
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56
CTI ルート ポイントの設定

Computer Telephony Integration（CTI）ルート ポイントでは、仮想デバイスを指定
します。この仮想デバイスは、アプリケーションが宛先変更を制御している多重

同時コールを受信することができます。

ファースト パーティ コールを制御するために、アクティブな音声回線ごとに
CTI ポートをオプションで追加できます（CTI アプリケーションがこれを決定し
ます）。CTI ルート ポイントおよび CTI ポートを使用するアプリケーションには、
Cisco SoftPhone、Cisco IP Auto Attendant、および Cisco IP Interactive Voice Response
System があります。Cisco CallManager Administration に CTI ルート ポイントを追
加した後、RIS Data Collector サービスからの情報が、CTI Route Point Configuration
ウィンドウ内に表示されます。デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録
されている Cisco CallManager の名前が利用可能であれば、表示されます。

これらのアプリケーションに関連した CTI ルート ポイントおよび CTI ポートの
設定方法については、各アプリケーションに付属の資料とオンライン ヘルプを
参照してください。

ここでは、次の内容について説明します。

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）

• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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CTI ルート ポイントの追加
CTI ルート ポイントを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > CTI Route Point の順に選択します。

ステップ 2 Add a New CTI Route Point リンクをクリックします。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（表 56-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックして、新規 CTI ルート ポイントを追加します。

回線 1 の電話番号を追加するように求められたら、OK をクリックして、電話番
号を追加します。または、Cancel をクリックして、電話番号を追加せずに処理
を続行します。電話番号の追加と設定の方法については、P.62-52の「電話番号
の追加」を参照してください。

Cisco CallManager Administration に CTI ルート ポイントを追加した後、RIS Data
Collector サービスからの情報が、CTI Route Point Configuration ウィンドウ内に表
示されます。使用可能な場合、デバイスの IP アドレスと、デバイスが登録され
ている Cisco CallManager の名前が、図 56-1 に示すように表示されます。

図 56-1 CTI Route Point Configuration ウィンドウ
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第 56章      CTI ルート ポイントの設定
CTI ルート ポイントの追加

関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）

• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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CTI ルート ポイントの変更
CTI ルート ポイントを変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > CTI Route Point の順に選択します。 

Find/List CTI Route Points ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 変更する CTI ルート ポイントの検索に必要な検索条件を入力します。

ステップ 3 Find をクリックします。 

ウィンドウの内容が更新され、指定された検索条件と一致する CTI ルート ポイ
ントが表示されます。

ステップ 4 設定値を変更する CTI ルート ポイントの名前を選択します。

ウィンドウがリフレッシュされ、選択された CTI ルート ポイントの現在の設定
値が表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 56-1 を参照）。 

ステップ 6 Update をクリックして、変更内容を適用します。 

ウィンドウの内容が更新され、新しい設定値が表示されます。

関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）
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• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」

CTI ルート ポイントの削除
CTI ルート ポイントを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つ以上の電話番号に割り当てられた CTI ルート ポイントを削除できるので、
CTI Route Point Configuration ウィンドウから Dependency Records リンクをク
リックして、CTI ルート ポイントを使用している電話番号を決定する必要があり
ます。Dependency Records がシステムで使用可能でない場合、Dependency Records
- Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細
については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。
使用されている CTI ルート ポイントを削除しようとすると、Cisco CallManager
はメッセージを表示します。 

割り当てられている電話番号をもつ CTI ルート ポイントを削除する場合、Route
Plan Report を使用して電話番号を検索できます。Route Plan Report を使用して電
話番号を削除することもできます。 

手順

ステップ 1 Device > CTI Route Point の順に選択します。 

Find/List CTI Route Points ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 削除する CTI ルート ポイントの検索に必要な検索条件を指定します。

ステップ 3 Find をクリックします。 

ウィンドウの内容が更新され、指定された検索条件と一致する CTI ルート ポイ
ントのリストが表示されます。
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ステップ 4 次のアクションのいずれかを実行します。

• 削除する CTI ルート グループの横にあるチェックボックスをオンにし、
Delete Selected をクリックする。 

• ウィンドウ内の CTI ルート ポイントをすべて削除する場合は、Matching
records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにし、Delete Selected を
クリックする。

• 削除する CTI ルート ポイントの名前を選択して、現在の設定値を表示し、
Delete をクリックする。 

ステップ 5 OK をクリックすると、CTI ルート ポイントが完全に削除されます。

関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）

• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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CTI ルート ポイントの検索

CTI ルート ポイントの検索
CTI ルート ポイントを検索し、一覧表示する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > CTI Route Point の順に選択します。

Find and List Route Points ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。すべての項目を表示するには、検索テキストを
入力しないか、検索条件として「Device Name is not empty」を使用します。

ステップ 3 Find をクリックします。

ウィンドウの内容が更新され、指定された検索条件と一致する CTI ルート ポイ
ントのリストが表示されます。 

ステップ 4 次の CTI ルート ポイントのリストを表示するには、Next をクリックします。

（注） Find and List Route Points ウィンドウから複数の CTI ルート ポイントを削
除するには、適切な CTI ルート ポイントの横にあるチェックボックスを
オンにし、Delete Selected をクリックします。複数の CTI ルート ポイン
トをリセットするには、適切な CTI ルート ポイントの横にあるチェック
ボックスをオンにして、Reset Selected をクリックします。Matching
records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにすると、ウィンド
ウ内のすべての CTI ルート ポイントを選択できます。
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関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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CTI ルート ポイントのリセット
CTI ルート ポイントをリセットする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > CTI Route Point の順に選択します。

Find and List CTI Route Points ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 Find をクリックします。

検索条件に一致する CTI ルート ポイントが、図 56-2 に示すようにウィンドウに
表示されます。

図 56-2 Find and List CTI Route Points Configuration ウィンドウ

ステップ 4 リセットする CTI ルート ポイントの横にあるチェックボックスをオンにしま
す。ウィンドウ内の CTI ルート ポイントをすべて選択するには、Matching records
タイトルバーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Reset Selected をクリックします。

Reset Device ダイアログが表示されます。
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ステップ 6 次のいずれかのボタンをクリックします。

• Restart：デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

• Reset：デバイスをシャットダウンしてから起動する。

• Close：何も実行しないで、Reset Device ダイアログを閉じる。

関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）

• CTI ルート ポイントの設定値（P.56-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」
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CTI ルート ポイントの設定値

CTI ルート ポイントの設定値
表 56-1 では、CTI ルート ポイントの設定値について説明します。

表 56-1 CTI ルート ポイントの設定値

フィールド 説明

Device Name このデバイスに固有の識別子を、1 ～ 15 文字（英数字、ドット、
ダッシュ、または下線を含む）で入力します。

Description CTI ルート ポイントの内容を表す名前を入力します。

Device Pool デバイス プールの名前を選択します。デバイス プールは、自動登
録用の CallManager Group、Date/Time Group、Region、および Calling
Search Space を含む、このデバイスのプロパティの集合を指定しま
す。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、コーリング サーチ スペース
を選択します。コーリング サーチ スペースは、収集された（発信）
番号のルーティングする方法を決定するために検索されるパー

ティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。
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Location このルート ポイントに適切なロケーションを選択します。ロケー
ションは、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の

合計を指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケー
ションの機能では、このルート ポイントが消費する帯域幅を把握し
ません。

Media Resource Group List 適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア
リソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リ
ソース グループから構成されます。アプリケーションは、メディア
リソース グループ リストで定義された優先順位に従って、使用可
能なメディア リソースの中から、必要なメディア リソース、たと
えば、Music On Hold サーバを選択します。

<none> を選択すると、Cisco CallManager は、デバイス プールに定
義されているメディア リソース グループを使用します。

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディ
ア リソースの管理」を参照してください。

User Hold Audio Source アプリケーションが保留操作を開始するときに再生されるオー

ディオ ソースを指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、
表示されるリストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイ
ス プールに定義されているオーディオ ソースを使用します。また
は、デバイス プールがオーディオ ソース ID を指定していない場合
は、システム デフォルトを使用します。

オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source 
Configuration ウィンドウで行います。このウィンドウにアクセスす
るには、Service > Music On Hold の順に選択してください。

表 56-1 CTI ルート ポイントの設定値（続き）

フィールド 説明
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CTI ルート ポイントの設定値

関連項目

• CTI ルート ポイントの設定（P.56-1）

• CTI ルート ポイントの追加（P.56-2）

• CTI ルート ポイントの変更（P.56-4）

• CTI ルート ポイントの削除（P.56-5）

• CTI ルート ポイントの検索（P.56-7）

• CTI ルート ポイントのリセット（P.56-9）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コンピュータ テレフォニー統合」

Network Hold Audio Source ネットワークが保留動作を開始するときに再生されるオーディオ

ソースを指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、表示さ

れるリストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイ
ス プールに定義されているオーディオ ソースを使用します。また
は、デバイス プールがオーディオ ソース ID を指定していない場合
は、システム デフォルトを使用します。

オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source 
Configuration ウィンドウで行います。このウィンドウにアクセスす
るには、Service > Music On Hold の順に選択してください。

表 56-1 CTI ルート ポイントの設定値（続き）

フィールド 説明
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57
共通プロファイルの設定

共通プロファイルは、ユーザ固有のサービスと機能属性で構成されます。各デバ

イスが、ユーザ指向情報の共通プロファイルに関連付けられていることを確認し

てください。 

（注） 現在、Device Pool ウィンドウには、ロケーションに関連する情報のみが含まれ
ています。Common Profile ウィンドウに、すべてのユーザ指向情報が記録されま
す。 

共通プロファイルを設定するには、次のトピックを参照してください。

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルの更新（P.57-4）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルの検索

ネットワーク内にはいくつかの共通プロファイルが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定の共通プロファイルを見つ
けることができます。共通プロファイルを見つける手順は、次のとおりです。

（注） ブラウザ セッションでの作業中、Cisco CallManager Administration では、共通プ
ロファイルの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻る場合、検索を変更するかブラウザを閉じるまで、Cisco
CallManager Administration によって共通プロファイルの検索設定は保持されま
す。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Common Profile の順に選択します。

Find and List Common Profile ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 共通プロファイルの検索条件を選択し、Find をクリックします。使用可能な共
通プロファイルをすべて一覧表示するには、検索条件を空白のままにして、Find
をクリックします。

関連項目

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルの更新（P.57-4）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルの追加

共通プロファイルの追加

デバイスの共通プロファイルを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 共通プロファイルを選択するか、Add a New Common Profile リンクをクリック
します。

ステップ 2 適切な設定値を設定します（表 57-1 を参照）。

ステップ 3 新規共通プロファイルを追加するには、Insert をクリックします。既存の共通プ
ロファイルの設定を更新するには、Update をクリックします。

関連項目

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの更新（P.57-4）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルの更新

既存の共通プロファイルを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.57-2の「共通プロファイルの検索」の手順に従って、コピーする共通プロファ
イルを見つけます。

ステップ 2 共通プロファイルの設定値の更新については、表 57-1を参照してください。

ステップ 3 Insert をクリックします。

関連項目

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルのコピー

共通プロファイルのコピー

既存の共通プロファイルをコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.57-2の「共通プロファイルの検索」の手順に従って、コピーする共通プロファ
イルを見つけます。

ステップ 2 コピーするプロファイルの横にあるコピー アイコンをクリックします。

ステップ 3 共通プロファイルの設定値を更新する場合は、表 57-1を参照してください。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルの削除

共通プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイスが使用している共通プロファイルは削除できません。共通プロファイル

を使用しているデバイスを検索するには、Common Profile Configuration ウィンド
ウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステ
ムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウに
メッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用されている共通
プロファイルを削除しようとすると、Cisco CallManager からメッセージが表示さ
れます。現在使用されている共通プロファイルを削除する場合は、事前に、次の

作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除する共通プロファイルを使用しているデバイスすべてに、別の共通プロ
ファイルを割り当てる。 

• 削除する共通プロファイルを使用しているデバイスを削除する。 

手順

ステップ 1 P.57-2の「共通プロファイルの検索」の手順に従って、削除する共通プロファイ
ルを見つけます。

ステップ 2 削除する共通プロファイルの横にあるチェックボックスをオンにします。ウィン
ドウ内の共通プロファイルをすべて選択するには、Matching Records タイトル
バーにあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 Delete Selected をクリックします。

ステップ 4 OK をクリックして、選択を確認します。
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共通プロファイルの削除

関連項目

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルの更新（P.57-4）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの設定値（P.57-8）
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共通プロファイルの設定値

表 57-1 では、共通プロファイルの設定値について説明します。

表 57-1 共通プロファイルの設定値

フィールド 説明

Common Profile Name 共通プロファイルを識別する名前を入力します。 

Softkey Template ドロップダウン リスト ボックスから、共通プロファイルのソフト
キー テンプレートを選択します。

Network Hold MOH Audio Source ネットワークが保留操作を開始するときに、music on hold（MOH）
に使用するオーディオ ソースを選択します。

User Hold MOH Audio Source ユーザが保留操作を開始したときに MOH に使用するオーディオ
ソースを選択します。

User Locale ドロップダウン リスト ボックスから、共通プロファイルのロケー
ルを選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを含ん
だ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別します。

（注） ユーザがユーザ ロケールを選択しない場合は、
Cisco CallManager clusterwide パラメータでデフォルト ユー
ザ ロケールとして指定されたロケールが適用されます。
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共通プロファイルの設定値

MLPP Indication この設定値で、デバイスが MLPP 優先コールを発信する場合、優先
トーンを再生できるデバイスで MLPP 機能を使用するかどうかを指
定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：デバイスは、MLPP Indication Status エンタープライズ
パラメータから MLPP Indication 設定値を継承します。

• Off：デバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理も行い
ません。

• On：デバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御および処理を
行います。 

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の
場合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定
するという組み合せは設定しないでください。

（注） エンタープライズ パラメータまたはデバイス レベルで
MLPP Indication をオンにすると、MLPP Indication をデバイ
スに対してオフ（上書き）にしない限り、回線に対する通
常の Ring Setting が動作しません。

表 57-1 共通プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 共通プロファイルの検索（P.57-2）

• 共通プロファイルの追加（P.57-3）

• 共通プロファイルの更新（P.57-4）

• 共通プロファイルのコピー（P.57-5）

• 共通プロファイルの削除（P.57-6）

MLPP Preemption この設定値で、デバイスが MLPP 優先コールを発信する場合、進行
中のコールに割り込みできるデバイスで MLPP 機能を使用するかど
うかを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：デバイスは、MLPP Preemption Setting エンタープライ
ズ パラメータから MLPP Preemption 設定値を継承します。

• Disabled：デバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な場
合、優先順位の低いコールを優先するようにしません。

• Forceful：デバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な場
合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の
場合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定
するという組み合せは設定しないでください。

MLPP Domain この共通プロファイルに関連付けられた MLPP ドメインに対応す
る、0 ～ FFFFFF の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブ
ランクのままにした場合、このデバイスは、MLPP Domain Identifier
エンタープライズ パラメータに設定された値から MLPP ドメイン
を継承します。

表 57-1 共通プロファイルの設定値（続き）

フィールド 説明
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58
デバイス プロファイルの設定

デバイス プロファイルは、特定のデバイスに関連付けられている一連の属性
（サービスや機能）から構成されます。デバイス プロファイルには、名前、説明、
電話テンプレート、アドオン モジュール、ソフトキー テンプレート、Multilevel
Precedence and Preemption（MLPP）情報、電話番号、登録済みサービス、短縮ダ
イヤル情報などが含まれています。デバイス プロファイルには、自動生成とユー
ザの 2 種類があります。ユーザにユーザ デバイス プロファイルを割り当てると、
ユーザがデバイスにログインしたときに、そのユーザに割り当てたユーザ デバ
イス プロファイルが、デフォルト ログイン デバイス プロファイルとしてそのデ
バイスにロードされます。ユーザ デバイス プロファイルが電話機にロードされ
ると、電話機はそのデバイス プロファイルの属性を使用します。 

ユーザ デバイス プロファイルは、特定のデバイスのデフォルト ログアウト デバ
イス プロファイルとして割り当てることもできます。たとえば、ユーザが電話
機からログアウトすると、ログアウト デバイス プロファイルが電話機にロード
され、ログアウト デバイス プロファイルの属性がその電話機に指定されます。
Cisco CallManager Administration ウィンドウで、ユーザ デバイス プロファイルの
作成、変更、削除を実行できます。ユーザ デバイス プロファイルがログアウト
デバイス プロファイルとして使用されている場合は、ユーザ デバイス プロファ
イルを削除できません。

特殊なデバイス プロファイルである自動生成デバイス プロファイルは、
Cisco CallManager エクステンション モビリティ用に電話機を設定して、Phone
Configuration ウィンドウで「Use Current Settings」を選択した場合に生成されま
す。自動生成デバイス プロファイルは、ログアウト デバイス プロファイルとし
て特定の電話機に関連付けられます。 
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Cisco CallManager は、デバイス プロファイル デフォルトもサポートしています。
ユーザ デバイス プロファイルが存在しない電話機のモデルにユーザがログイン
するときはいつでも、デバイス プロファイル デフォルトを使用します。Ciscoエ
クステンション モビリティをサポートする各電話機のモデルのデバイス プロ
ファイル デフォルトを作成するには、Device Profile Default Configuration ウィン
ドウを使用します。デバイス プロファイル デフォルトの最大数は、Cisco
CallManager エクステンション モビリティをサポートする電話機のモデルの数を
超えることはできません。デバイス プロファイル デフォルトの詳細については、
第 59章「デバイス プロファイル デフォルトの設定」 を参照してください。

デバイス プロファイルの検索と設定をするには、次のトピックを参照してくだ
さい。

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）

• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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デバイス プロファイルの検索

デバイス プロファイルの検索
Find and List Device Profile ウィンドウを使用して、デバイス プロファイルを検索
する手順は、次のとおりです。Find and List 検索機能を使用すると、ユーザ デバ
イス プロファイル、自動生成デバイス プロファイル、または両方のタイプのプ
ロファイルを検索することができます。この機能は、次のカテゴリに基づいて、

あらゆるタイプのデバイス プロファイルを検索します。

• Profile name（プロファイル名）

• Description

• Device Type（デバイス タイプ）

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Device Profile の順に選択します。

Find and List Device Profile ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、表示するデバイス プロファイルのタイプ
を特定するための検索テキストを選択し、Find をクリックします。

（注） データベースに登録されているデバイス プロファイルをすべて検索す
るには、検索テキストを入力しないで、ドロップダウン リストから All
Device Profiles を選択し、Find をクリックします。また、検索条件とし
て「Profile Name is not empty」を使用することもできます。

ウィンドウの内容が更新され、検索条件と一致するデバイス プロファイルが表
示されます。

自動生成デバイス プロファイルまたはユーザ デバイス プロファイルに進む場
合：

ステップ 3 検索条件と一致するレコードのリストから、デバイス プロファイルを選択しま
す。



第 58章      デバイス プロファイルの設定
デバイス プロファイルの検索

58-4
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

デバイス プロファイルを削除する場合：

ステップ 4 複数のデバイス プロファイルを一度に削除するには、最初の列にあるチェック
ボックスを使用します。リスト内の最初のチェックボックスをオンにして、

Delete Selected をクリックします。また、個々のユーザ デバイス プロファイル
を選択して、別々に削除することもできます。

（注） 自動生成デバイス プロファイルは削除できません。ユーザ デバイス プ
ロファイルは、電話機がログアウト プロファイルとして使用している場
合は、削除できません。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）

• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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新規ユーザ デバイス プロファイルの追加

新規ユーザ デバイス プロファイルの追加
ユーザ デバイス プロファイルには、デバイス プロファイル名、説明、電話テン
プレート、ユーザ ロケール、拡張モジュール、ソフトキー テンプレート、MLPP
情報、電話番号、登録済みのサービス、および短縮ダイヤル情報などの属性が

入っています。ユーザ デバイス プロファイルを追加する手順は、次のとおりで
す。

始める前に

電話ボタン テンプレートが設定済みであることを確認してから手順に進んでく
ださい。詳細については、P.64-5の「電話ボタン テンプレートの追加」を参照
してください。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Device Profile の順に選択します。

Find and List Device Profile ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Add a New User Device Profile リンクをクリックします。

User Device Profile Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Device Type ドロップダウン リスト ボックスからデバイス タイプを選択します。

ステップ 4 User Device Profile Name フィールドに、固有の名前を入力します。この名前には、
最長 50 文字まで指定できます。

ステップ 5 Description フィールドに、このユーザ デバイス プロファイルの説明を入力しま
す。この特定のユーザ デバイス プロファイルを説明する内容を入力してくださ
い。

ステップ 6 ユーザが保留アクションを開始する場合に再生されるオーディオ ソースを指定
するには、User Hold Audio Source フィールドの右側のドロップダウン矢印をク
リックし、表示されたリストからオーディオ ソースを選択します。
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オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイス プールに
定義されているオーディオ ソースを使用します。または、デバイス プールがオー
ディオ ソース ID を指定していない場合は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source Configuration
ウィンドウで行います。アクセスするには、Service > Media Resource >
Music On Hold Audio Source の順に選択します。

ステップ 7 User Locale ドロップダウン リストから、そのデバイスで表示する言語を選択し
ます。

ステップ 8 コール表示制限を設定して、内部コールが受信するすべての表示制限を無視する
には、Ignore Presentation Indicators (internal calls only) チェックボックスをオンに
します。

（注） この設定は、変換パターンレベルで発信側の回線 ID 表示と接続側の回線
ID 表示の設定を組み合せて使用してください。同時に、これらの設定値
では、コール表示制限を設定して、各コールに対して発信側の回線また
は接続側の回線の表示情報を選択的に表示、またはブロックできます。
コール表示制限の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

ステップ 9 Phone Button Template ドロップダウン リストから、電話ボタン テンプレートを
選択します。

ステップ 10 Softkey Template ドロップダウン リストから、表示するソフトキー テンプレート
を選択します。

ステップ 11 拡張モジュール フィールドの拡張モジュール ドロップダウン リストから電話テ
ンプレートを選択して、このデバイス プロファイル用の 1 つまたは 2 つの拡張
モジュールを設定できます。
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（注） 電話ボタン テンプレート フィールドの横にある View button list リンクを
選択すると、いつでも電話ボタン リストを表示できます。別のダイアロ
グボックスが表示され、その特定の拡張モジュール用の電話ボタンが表
示されます。

ステップ 12 このユーザ デバイス プロファイルが MLPP 優先コールに使用される場合、この
デバイス プロファイルに関連付けられている MLPP ドメインの値を、0 から
FFFFFF までの 16 進数で入力します。このフィールドをブランクのままにした場
合、このデバイス プロファイルは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パ
ラメータに設定された値から MLPP ドメインを引き継ぎます。

ステップ 13 このユーザ デバイス プロファイルを MLPP 優先コールに使用する場合、MLPP
Indication 設定をデバイス プロファイルに割り当てます。優先トーンを再生でき
るデバイスが MLPP 優先コールの発信時にその再生機能を使用するかどうかを
指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイス プロファイ
ルに割り当てます。オプションは次のとおりです。

• Default：このデバイス プロファイルは、関連するデバイスのデバイス プー
ルから MLPP Indication 設定を引き継ぎます。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理もしません。

• On：このデバイス プロファイルは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理
します。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトは Off の場合）に設定
し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという組み合せで、デ
バイス プロファイルを設定することはできません。
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ステップ 14 このユーザ デバイス プロファイルを MLPP 優先コールに使用する場合、MLPP
Preemption 設定をデバイス プロファイルに割り当てます。進行中のコールを優先
できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にその優先機能を使用するかどう
かを指定します。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイス プロファイ
ルに割り当てます。オプションは次のとおりです。

• Default：このデバイス プロファイルは、関連するデバイスのデバイス プー
ルから MLPP Preemption 設定を引き継ぎます。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な場合、優
先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な場合、優
先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトは Off の場合）に設定
し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという組み合せで、デ
バイス プロファイルを設定することはできません。

ステップ 15 Login User ID フィールドに、有効なログイン ユーザ ID を入力します。 

（注） ログアウト プロファイルとしてユーザ デバイス プロファイルが使用さ
れる場合、その電話機に関連付けられるログイン ユーザ ID を指定しま
す。ユーザがこのユーザ デバイス プロファイルからログアウトした後で
は、その電話機はこのログイン ユーザ ID に自動的にログインされます。

（注） Login User ID フィールドの横にある Select Login User ID リンクを選択し
て、有効なログイン ユーザ ID を容易に検索することができます。詳細
については、P.62-37の「ユーザ ID の検索」を参照してください。

ステップ 16 Insert をクリックします。
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ステップ 17 このユーザ デバイス プロファイルの回線 1 の電話番号を設定するように求める
ダイアログボックスが表示されます。OK をクリックします。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。電話番号の設定の詳
細については、P.62-52の「電話番号の設定」を参照してください。

ステップ 18 適切な設定値を入力します（P.62-60の「電話番号の設定値」 を参照）。

ステップ 19 Insert をクリックします。

ダイアログボックスが表示され、ユーザ デバイス プロファイルが更新されたこ
とを通知します。そのダイアログボックスでは、このプロファイルでの変更を有

効にするためにデバイスに対しログアウトし再びログインする必要があること

を通知します。OK をクリックします。

2 番目のダイアログボックスでは、現在のデバイスに電話番号が割り当てられた
ことを通知します。OK をクリックして、現在のユーザ デバイス プロファイル
に戻ります。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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ユーザ デバイス プロファイルの更新
ユーザ デバイス プロファイルを更新する手順は、次のとおりです。

始める前に

更新するユーザ デバイス プロファイルが Cisco CallManager で設定済みであるこ
とを確認してから、手順に進んでください。ユーザ デバイス プロファイルを設
定するには、P.58-5の「新規ユーザ デバイス プロファイルの追加」を参照して
ください。

手順

ステップ 1 更新するユーザ デバイス プロファイルを検索します。P.58-3の「デバイス プロ
ファイルの検索」を参照してください。

ステップ 2 User Device Profile Configuration ウィンドウから、そのユーザ デバイス プロファ
イルに必要な変更を加えます。次に、Update をクリックします。

変更内容が、このユーザ デバイス プロファイルに表示されます。

（注） ユーザ デバイス プロファイルに加えた変更を有効にするには、デバイス
にログインする必要があります。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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ユーザ デバイス プロファイルの削除
ユーザ デバイス プロファイルを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

デバイス プロファイルがデバイスに割り当てられている場合、そのデバイス プ
ロファイルは削除できません。デバイス プロファイルを使用しているデバイス
を検索するには、Device Profile Configuration ウィンドウの Dependency Records
リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能になってい
ない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されま
す。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records への
アクセス」を参照してください。使用されているデバイス プロファイルを削除
しようとすると、Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使
用されているデバイス プロファイルを削除する場合は、事前に、次の作業のど
ちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するデバイス プロファイルを使用しているデバイスすべてに、別のデ
バイス プロファイルを割り当てる。

• 削除するデバイス プロファイルを使用しているデバイスを削除する。

手順

ステップ 1 削除するユーザ デバイス プロファイルを検索します。P.58-3の「デバイス プロ
ファイルの検索」を参照してください。

ステップ 2 User Device Profile Configuration ウィンドウで、Delete をクリックします。

この操作を実行すると取り消すことができないことを確認するメッセージが表

示されます。 

ステップ 3 デバイス プロファイルを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り
消すには、Cancel をクリックします。
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（注） ユーザ デバイス プロファイルが、デフォルトのログアウト デバイス プ
ロファイルとして設定されている場合は、そのデバイス プロファイルを
削除できません。ログアウト デバイス プロファイルを削除する場合は、
そのデバイス プロファイルに対するログアウト デバイス プロファイル
の指定を変更し、別のデバイス プロファイルをその電話機のログアウト
デバイス プロファイルとして設定する必要があります。ユーザ デバイス
プロファイルがログアウト デバイス プロファイルではなくなった後、削
除できます。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）

• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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自動生成されたデバイス プロファイルの更新
ここでは、自動生成デバイス プロファイルの更新方法を説明します。自動生成
デバイス プロファイルは変更できますが、削除したりプロファイル名を変更し
たりすることはできません。 

始める前に

自動生成デバイス プロファイルが設定済みであること。詳細については、
P.62-12の「電話機の更新」と『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』
の「自動生成されたデバイス プロファイル」を参照してください。

手順

ステップ 1 更新する自動生成デバイス プロファイルを検索します。P.58-3の「デバイス プ
ロファイルの検索」を参照してください。

ステップ 2 Autogenerated Device Profile Configuration ウィンドウから、その自動生成デバイス
プロファイルに必要な変更を加えます。次に、Update をクリックします。

変更内容が、この自動生成デバイス プロファイルに表示されます。

（注） 自動生成デバイス プロファイルに加えた変更を有効にするには、デバイ
スからログアウトする必要があります。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「自動生成されたデバイ
ス プロファイル」

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）
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• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定（P.58-15）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号の設定
自動生成されたデバイス プロファイルに対して、割り当てられた回線上で新規
電話番号を追加する手順は、次のとおりです。

始める前に

次の条件を満たしていることを確認してから手順に進んでください。

• 自動生成デバイス プロファイルが設定済みであること。詳細については、
P.62-12の「電話機の更新」を参照してください。

• 自動生成デバイス プロファイル用の新規電話番号を追加するには、
Autogenerated Device Profile Configuration ウィンドウを使用する。詳細につい
ては、P.58-3の「デバイス プロファイルの検索」を参照してください。

手順

ステップ 1 Autogenerated Device Profile Configuration ウィンドウで、このウィンドウの左側に
ある電話番号のリストから、新しい DN を追加する回線を選択します。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。電話番号の設定の詳
細については、P.62-52の「電話番号の設定」を参照してください。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（P.62-60の「電話番号の設定値」 を参照）。

ステップ 3 Insert をクリックします。

ウィンドウの内容が更新され、設定された設定値が表示されます。

（注） Directory Number Configuration ウィンドウからデバイスの更新、削除、お
よび再起動を行うには、これらの機能に対応するボタンをクリックする
こともできます。電話番号を削除すると、回線からその電話番号が削除
されます。この削除操作を元に戻すことはできません。 
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ステップ 4 Configure Device Profile リンクをクリックして、Autogenerated Device Profile ウィ
ンドウに戻ります。

ウィンドウの左側の適切な回線に新しい電話番号が表示されます。

（注） 電話機の設定値を更新するときに、自動生成デバイス プロファイルにそ
の電話機とは異なるデフォルト値がある場合、Phone Configuration Web
ウィンドウからログアウト デバイス プロファイルとして <User Current
Device Setting> を選択すると、そのデバイス プロファイルの設定値が上
書きされます。

（注） Synchronization Between Auto Device Profile and Phone Configuration エン
タープライズ パラメータの値を True（デフォルト）に設定します。この
設定により、電話機が更新されたときに、自動生成デバイス プロファイ
ルも更新されることが確実になります。

関連項目

• デバイス プロファイルの設定（P.58-1）

• デバイス プロファイルの検索（P.58-3）

• 新規ユーザ デバイス プロファイルの追加（P.58-5）

• ユーザ デバイス プロファイルの更新（P.58-10）

• ユーザ デバイス プロファイルの削除（P.58-11）

• 自動生成されたデバイス プロファイルの更新（P.58-13）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話番号の設定値（P.62-60）
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59
デバイス プロファイル デフォ
ルトの設定

ユーザ デバイス プロファイルが存在しない電話機のモデルにユーザがログイン
するときはいつでも、デバイス プロファイル デフォルトを使用します。Ciscoエ
クステンション モビリティをサポートする各電話機のモデルのデバイス プロ
ファイル デフォルトを作成するには、Device Profile Default Configuration ウィン
ドウを使用します。デバイス プロファイル デフォルトの最大数は、Cisco
CallManager エクステンション モビリティをサポートする電話機のモデルの数を
超えることはできません。

たとえば、ユーザ デバイス プロファイルのある Cisco IP Phone モデル 7960 に、
ユーザがログインします。ユーザのユーザ デバイス プロファイルは、ユーザが
ログインした電話機にダウンロードされます。後で、同じユーザが、そのユーザ

のユーザ デバイス プロファイルのない Cisco IP Phone モデル 7940 にログインし
ます。このような場合に、モデル 7940 用のデバイス プロファイル デフォルトが
電話機にダウンロードされます。

デバイス プロファイル デフォルトは、特定のデバイスに関連付けられている一
連の属性（サービスや機能）から構成されます。デバイス プロファイルには、デ
バイス タイプ、ユーザ ロケール、電話ボタン テンプレート、ソフトキー テンプ
レート、Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報、および Cisco IP Phone
サービスが含まれます。
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デバイス プロファイル デフォルトの設定と更新を行うには、次のトピックを参
照してください。

• 新規デバイス プロファイル デフォルトの追加（P.59-3）

• デバイス プロファイル デフォルトの更新（P.59-5）

• デバイス プロファイル デフォルトの削除（P.59-6）

• サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録（P.59-7）

• デバイス プロファイル デフォルトの設定値（P.59-8）
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第 59章      デバイス プロファイル デフォルトの設定
新規デバイス プロファイル デフォルトの追加

新規デバイス プロファイル デフォルトの追加
デバイス プロファイル デフォルトには、デバイス タイプ、電話テンプレート、
ユーザ ロケール、拡張モジュール、ソフトキー テンプレート、MLPP 情報、お
よび登録済み Cisco IP Phone サービスなどの属性が含まれます。ユーザ プロファ
イル デフォルトを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Device Profile Default の順に選択します。

Device Profile Default Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Add a New User Device Profile リンクをクリックします。

ステップ 3 各フィールドを設定します（表 59-1 を参照）。

ステップ 4 Insert をクリックします。

デバイス プロファイルが Device Profile Default ペインに表示されます。

ステップ 5 Subscribe/Unsubscribe Services リンクをクリックして、Cisco IP Phone サービス
をこのプロファイルに追加します。

Subscribe Cisco IP Phone services ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 Select a Service ドロップダウン リスト ボックスから、プロファイルに追加する
サービスを選択します。

ステップ 7 Continue をクリックします。

選択したサービスが、ウィンドウに表示されます。別のサービスを選択する場合

は、Back をクリックし、ステップ 6 を繰り返します。
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ステップ 8 Subscribe をクリックします。

サービスが Subscribed Services リストに表示されます。

関連項目

• デバイス プロファイル デフォルトの更新（P.59-5）

• デバイス プロファイル デフォルトの削除（P.59-6）

• サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録（P.59-7）

• デバイス プロファイル デフォルトの設定値（P.59-8）
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第 59章      デバイス プロファイル デフォルトの設定
デバイス プロファイル デフォルトの更新

デバイス プロファイル デフォルトの更新
デバイス プロファイル デフォルトを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Device Profile Default の順に選択します。

ステップ 2 Device Profile Default ペインから、更新するデバイス プロファイルをクリックし
ます。

Device Profile Default Configuration ウィンドウに、選択したプロファイルのプロ
ファイル情報が表示されます。

ステップ 3 必要に応じてプロファイルに変更を加えます（表 59-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• 新規デバイス プロファイル デフォルトの追加（P.59-3）

• デバイス プロファイル デフォルトの削除（P.59-6）

• サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録（P.59-7）

• デバイス プロファイル デフォルトの設定値（P.59-8）
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デバイス プロファイル デフォルトの削除
デバイス プロファイル デフォルトを削除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Device Profile Default の順に選択します。

ステップ 2 Device Profile Default ペインから、削除するデバイス プロファイルをクリックし
ます。

Device Profile Default Configuration ウィンドウに、選択したプロファイルのプロ
ファイル情報が表示されます。

ステップ 3 Delete をクリックします。

この操作を実行すると取り消すことができないことを確認するメッセージが表

示されます。 

ステップ 4 デバイス プロファイル デフォルトを削除するには、OK をクリックします。削
除操作を取り消すには、Cancel をクリックします。

関連項目

• 新規デバイス プロファイル デフォルトの追加（P.59-3）

• デバイス プロファイル デフォルトの更新（P.59-5）

• サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録（P.59-7）
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サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録

サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録
Cisco CallManager エクステンション モビリティなどのサービスをデバイス プロ
ファイル デフォルトに登録するには、P.44-6の「Cisco IP Phoneサービスの追加」
を参照してください。

関連項目

• 新規デバイス プロファイル デフォルトの追加（P.59-3）

• デバイス プロファイル デフォルトの更新（P.59-5）

• デバイス プロファイル デフォルトの削除（P.59-6）

• デバイス プロファイル デフォルトの設定値（P.59-8）
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デバイス プロファイル デフォルトの設定値
表 59-1 では、Device Profile Default Configuration ウィンドウ内で使用可能なフィー
ルドについて説明します。

表 59-1 デバイス プロファイル デフォルトの設定値

フィールド 説明

デバイス プロファイル デフォルト情報

Device Type（デバイス タイプ） このフィールドには、プロファイルが作成されるデバイス（IP Phone
など）を指定します。

User Hold Audio Source ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディオ ソース
を指定するには、ドロップダウン矢印をクリックし、表示されるリ

ストからオーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイ
ス プールに定義されているオーディオ ソースを使用します。また
は、デバイス プールがオーディオ ソース ID を指定していない場合
は、システム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source
Configuration ウィンドウで行います。このウィンドウにアク
セスするには、Service > Music On Hold の順に選択してく
ださい。
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第 59章      デバイス プロファイル デフォルトの設定
デバイス プロファイル デフォルトの設定値

User Locale ドロップダウン リスト ボックスから、その電話機ユーザ インター
フェイスに関連したロケールを選択します。そのユーザ ロケール
は、言語とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情

報を識別します。

Cisco CallManager は、ローカリゼーションをサポートする電話機モ
デルに対してのみ、このフィールドを使用可能にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco CallManager は
デバイス プールに関連付けられているユーザ ロケールを使
用します。

（注） 英語以外の言語で情報を（電話機に）表示することをユー
ザが要求している場合は、ユーザ ロケールを設定する前に、
ロケール インストーラがインストールされていることを確
認します。Cisco IP Telephony Locale Installer の資料を参照し
てください。

Ignore Presentation Indicators 
(internal calls only)

コール表示制限を設定して、内部コールが受信するすべての表示制

限を無視するには、Ignore Presentation Indicators (internal calls only)
チェックボックスをオンにします。

（注） この設定は、変換パターンレベルで発信側の回線 ID 表示と
接続側の回線 ID 表示の設定を組み合せて使用してくださ
い。同時に、これらの設定値では、コール表示制限を設定
して、各コールに対して発信側の回線または接続側の回線
の表示情報を選択的に表示、またはブロックできます。コー
ル表示制限の詳細については、『Cisco CallManager 機能およ
びサービス ガイド』の「Call Display Restrictions 機能」の章
を参照してください。

表 59-1 デバイス プロファイル デフォルトの設定値（続き）

フィールド 説明
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電話ボタン テンプレート情報

Phone Button Template 適切な電話ボタン テンプレートを選択します。電話ボタン テンプ
レートは、電話機上のボタンの設定を決定し、各ボタンに使用され

る機能（回線、短縮ダイヤルなど）を指定します。

ソフトキー テンプレート情報

Softkey Template 適切なソフトキー テンプレートを選択します。ソフトキー テンプ
レートは、Cisco IP Phone におけるソフトキーの設定を決定します。
割り当て済みのソフトキー テンプレートがデバイス プールに含ま
れている場合、このフィールドはブランクのままにします。

拡張モジュール情報

Module 1 14 個のボタンをもつ 7914 拡張モジュールを選択するか、または何
も選択しません。

Module 2 14 個のボタンをもつ 7914 拡張モジュールを選択するか、または何
も選択しません。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報

MLPP Domain（たとえば、
「0000FF」）

このデバイスに関連付けられている MLPP ドメインの値を、0 から
FFFFFF までの 16 進数で入力します。このフィールドをブランクの
ままにした場合、このデバイスは、MLPP Domain Identifier エンター
プライズ パラメータに設定された値から MLPP ドメインを引き継
ぎます。

表 59-1 デバイス プロファイル デフォルトの設定値（続き）

フィールド 説明
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デバイス プロファイル デフォルトの設定値

MLPP Indication 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にそ
の再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイ
ス プロファイル デフォルトを使用するデバイスに割り当てます。オ
プションは次のとおりです。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Indication
設定を引き継ぎます。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理も
しません。

• On：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理し
ます。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定する
という組み合せで、デバイス プロファイル デフォルトを設
定することはできません。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデ
バイス レベルで MLPP Indication をオンにすると、MLPP
Indication をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、
デバイスで回線に対する通常の Ring Setting が動作しませ
ん。

表 59-1 デバイス プロファイル デフォルトの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 新規デバイス プロファイル デフォルトの追加（P.59-3）

• デバイス プロファイル デフォルトの更新（P.59-5）

• デバイス プロファイル デフォルトの削除（P.59-6）

• サービスのデバイス プロファイル デフォルトへの登録（P.59-7）

MLPP Preemption 進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時
にその優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場

合）。

ドロップダウン リスト ボックスから設定を選択して、このデバイ
ス プロファイル デフォルトを使用するデバイスに割り当てます。オ
プションは次のとおりです。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Preemption
設定を引き継ぎます。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定する
という組み合せで、デバイス プロファイル デフォルトを設
定することはできません。

表 59-1 デバイス プロファイル デフォルトの設定値（続き）

フィールド 説明
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60
ゲートキーパーの設定

ゲートキーパー デバイスは、Cisco Multimedia Conference Manager（MCM）とも
呼ばれ、コール アドミッション制御、帯域幅割り当て、およびダイヤル パター
ン解決（コール ルーティング）に使用される H.225 RAS（Registration, Admission,
and Status Protocol）メッセージ セットをサポートしています。ゲートキーパー
は、Cisco CallManager クラスタと H.323 ネットワークの間の通信のためにこれら
のサービスを提供します。Cisco CallManager クラスタごとに、複数のゲートキー
パー デバイスを設定できます。冗長化のために代替ゲートキーパーを設定する
こともできます。代替ゲートキーパーの設定の詳細については、MCM のマニュ
アルを参照してください。

ゲートキーパーの設定は、次の 2 つの要素から構成されます。

• Cisco CallManager の設定。各 Cisco CallManager クラスタは、1 つまたは複数
のゲートキーパーに登録できます。この章では、Cisco CallManager サーバで
ゲートキーパーを設定する方法を説明します。また、Trunk Configuration ウィ
ンドウでトランク デバイスを設定する必要があります。第 63章「トランク
の設定」を参照してください。

• ルータ上でのゲートキーパーの設定。この設定は、ゲートキーパーの役目を
する Cisco IOS Multimedia Conference Manager（MCM）に適用されます。ゲー
トキーパー用に推奨されるプラットフォームは、Cisco IOS リリース 12.1(3)T
以上を搭載した Cisco 2600、3600、7200 ルータなどです。ゲートキーパーの
設定については、MCM の資料を参照してください。代替ゲートキーパー設
定は MCM でのみ行うので、Cisco CallManager での設定は必要ありません。
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Cisco CallManager Administration でのゲートキーパーの設定については、次のト
ピックを参照してください。

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）

次のトピックには、ゲートキーパーに関連する追加情報が記載されています。

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• Cisco IP テレフォニー ネットワーク デザイン ガイド

• Cisco IOS Multimedia Conference Manager (Command Reference) の資料
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ゲートキーパーの検索

ゲートキーパーの検索

ネットワーク内にはいくつかのゲートキーパーが存在することがあるので、

Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のゲートキー
パーを見つけることができます。ゲートキーパーを見つける手順は、次のとおり

です。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ゲー
トキーパーの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、ゲートキーパーの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Gatekeeper の順に選択します。

Find and List Gatekeeper ウィンドウが表示されます。2 つのドロップダウン リス
ト ボックスを使用して、ゲートキーパーを検索します。

ステップ 2 最初の Find gatekeepers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件の
いずれかを選択します。

• Name

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるゲートキーパー リストのソート方法が決まります。たとえ
ば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側の列に
表示されます。

2 番目の Find gatekeepers where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条件
のいずれかを選択します。
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• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているゲートキーパーをすべて検索するに
は、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたゲートキーパーのリストが、次の項目別に表示されます。

• Gatekeeper icon

• Gatekeeper name

• Description

（注） 該当するゲートキーパーの横にあるチェックボックスをオンにして、
Delete Selected をクリックすると、Find and List Gatekeeper ウィンドウか
ら複数のゲートキーパーを削除できます。Matching Records タイトルバー
にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をクリックする
と、ウィンドウ内のすべてのゲートキーパーを削除できます。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Gatekeeper icon、Gatekeeper name、
または Description をクリックします。

選択したゲートキーパーがウィンドウに表示されます。
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第 60章      ゲートキーパーの設定
ゲートキーパーの検索

関連項目

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）
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ゲートキーパーの追加

ゲートキーパー デバイスを追加する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager クラスタごとに、複数のゲートキーパー デバイスを設定でき
ます。

手順

ステップ 1 Device > Gatekeeper の順に選択します。

Find and List Gatekeeper Configuration ウィンドウが表示されます。

ウィンドウの右上にある Add a New Gatekeeper リンクをクリックします。

Gatekeeper Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 60-1 を参照）。

ステップ 3 Insert をクリックして、新規ゲートキーパーを追加します。

ゲートキーパーがデータベースに追加されます。

関連項目

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）
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ゲートキーパーの削除

ゲートキーパーを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のトランクに割り当てられているゲートキーパーは、削除できま
せん。ゲートキーパーを使用しているトランクを検索するには、Gatekeeper
Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されているゲートキーパーを削除しようとすると、

Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されているゲー
トキーパーを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実

行しておく必要があります。

• 削除するゲートキーパーを使用しているトランクすべてに、別のゲートキー
パーを割り当てる。P.63-7の「トランクの変更」を参照してください。

• 削除するゲートキーパーを使用しているトランクを削除する。P.63-5の「ト
ランクの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.60-3の「ゲートキーパーの検索」の手順を使用して、ゲートキーパーを見つけ
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するゲートキーパーを選択します。

ステップ 3 Delete ボタンをクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックして、ゲートキーパーを削除します。
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関連項目

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）
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ゲートキーパーの変更

ゲートキーパーの変更

ゲートキーパーの設定値を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.60-3の「ゲートキーパーの検索」の手順を使用して、ゲートキーパーを見つけ
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、変更するゲートキーパーを選択します。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 60-1 を参照）。

ステップ 4 Update をクリックして、変更内容を保存します。

ページの内容が更新され、新しい設定値が表示されます。

ステップ 5 変更内容を有効にするために、必要に応じてゲートキーパーをリセットします。
詳細については、P.60-10の「ゲートキーパーのリセット」を参照してください。

関連項目

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）
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ゲートキーパーのリセット

ゲートキーパーのリセットによって、物理デバイスがリセットされるわけではあ

りません。ゲートキーパーのリセットは、Cisco CallManager のゲートキーパーへ
の論理接続のリセットおよびゲートキーパーへの再登録が強制されます。再登録

の間および再登録が正常終了するまで、このトランクを使用して行われるコール

は、このゲートキーパーを使用しますが、失敗します。ゲートキーパーをリセッ

トする手順は、次のとおりです。

（注） ゲートキーパーをリセットしても、ゲートキーパーが制御しているすべてのコー

ルが終了するわけではありませんが、新しいコールは失敗を試みます。

手順

ステップ 1 P.60-3の「ゲートキーパーの検索」の手順を使用して、ゲートキーパーを見つけ
ます。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、リセットするゲートキーパーを選択します。

ステップ 3 Gatekeeper Device の設定値を変更した場合は、Reset Gatekeeper をクリックしま
す。

Reset Device ダイアログが表示されます。

ステップ 4 次のいずれかの項目をクリックします。

• Restart：コールを終了させることなく新しいゲートキーパー設定を反映させ
るために、内部ゲートキーパー デバイスを再起動する。

• Reset：内部ゲートキーパー デバイスをシャットダウンしてから再起動する。
Cisco CallManager クラスタは、ゲートキーパーへの登録を解除（URQ）した
後、再登録（RRQ）します。

• Close：何も実行しないで、Reset Device ダイアログを閉じる。
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ゲートキーパーのリセット

関連項目

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

• ゲートキーパーの設定値（P.60-12）
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ゲートキーパーの設定値

表 60-1 では、ゲートキーパーの設定値について説明します。

表 60-1 ゲートキーパーの設定値

フィールド 説明

ゲートキーパー情報

Host Name/IP Address ゲートキーパーの IP アドレスまたはホスト名を入力します。これは
必須フィールドです。

Cisco CallManager クラスタごとに、複数のゲートキーパーを登録で
きます。

Description ゲートキーパーの内容を表す名前を入力します。

Registration Request Time to Live Cisco TAC から指示される場合を除いて、この値を変更しないでく
ださい。時間を秒数で入力します。デフォルト値は 60 秒です。

Registration Request Time to Live フィールドは、ゲートキーパーが登
録要求（RRQ）を有効であるとみなす時間を指定します。キープア
ライブ RRQ は、RRQ Time to Live の期限が切れる前に、ゲートキー
パーへ送信される必要があります。

Cisco CallManager は、ゲートキーパーに RRQ を送信して、そのゲー
トキーパーに登録し、その後、そのゲートキーパーとの接続を保持

します。ゲートキーパーは、要求の確認（RCF）または拒否（RRJ）
を行います。

Registration Retry Timeout Cisco TAC から指示される場合を除いて、この値を変更しないでく
ださい。時間を秒数で入力します。デフォルト値は 300 秒です。

Registration Retry Timeout フィールドは、登録しようとして失敗した
後、ゲートキーパーへの登録をやり直すまで、Cisco CallManager が
待機する時間を指定します。
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ゲートキーパーの設定値

関連項目

• ゲートキーパーの検索（P.60-3）

• ゲートキーパーの追加（P.60-6）

• ゲートキーパーの削除（P.60-7）

• ゲートキーパーのリセット（P.60-10）

• ゲートキーパーの変更（P.60-9）

Enable Device このチェックボックスを使用すると、このゲートキーパーを

Cisco CallManager に登録できます。デフォルトでは、このチェック
ボックスはオンになっています。Cisco CallManager からゲートキー
パーの登録を解除するには、このチェックボックスをオフにしま

す。このフィールドを更新してから約 1 分以内に、ゲートキーパー
の登録は解除されます。

表 60-1 ゲートキーパーの設定値（続き）

フィールド 説明
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61
ゲートウェイの設定

Cisco CallManager は、Cisco IP Telephony ゲートウェイにより、非 IP 通信デバイ
スとの情報交換が可能になります。Cisco CallManager は、複数のタイプのゲート
ウェイをサポートしています（『Cisco CallManager システム ガイド』を参照）。

Cisco CallManager を使用した Cisco ゲートウェイの処理と設定については、次の
トピックを参照してください。

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• ポートの設定値（P.61-101）

• 特定のゲートウェイの検索（P.61-110）

• ゲートウェイとポートの変更（P.61-124）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 音声ゲートウェ
イの概要」
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Cisco CallManager へのゲートウェイの追加
Cisco CallManager でネットワーク内の IP テレフォニー ゲートウェイを管理する
には、まず、各ゲートウェイを Cisco CallManager 設定データベースに追加する
必要があります。ゲートウェイを追加する場合の手順、ウィンドウ、および設定

値は、追加するゲートウェイのモデルによって異なります。 

Cisco CallManager で新規ゲートウェイを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。Find/List Gateways ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 Add a New Gateway リンクをクリックします。Add a New Gateway ウィンドウが
表示されます。

ステップ 3 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、追加するゲートウェイのタ
イプを選択します。Device Protocol フィールドには、選択するゲートウェイのタ
イプにより自動的にデータが読み込まれる場合があります。

ステップ 4 Next をクリックします。

ステップ 5 次の表で、設定するゲートウェイのタイプ用の手順をクリックします。正しい手
順を選択した後、目的のゲートウェイのタイプに該当する設定値を入力するス

テップから始めます。
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Cisco CallManager へのゲートウェイの追加

表 61-1 ゲートウェイ

ゲートウェイのタイプ タイプ別の追加手順

Cisco Voice Gateway 200 (VG200)

Cisco IOS 269X、26XX、362X、364X、366X、3725、
3745 ゲートウェイ

Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲー
トウェイ

Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

Communication Media Module

Cisco IAD2420

Cisco IOS MGCP ゲートウェ
イの追加（P.61-4）

Cisco IOS 26XX、269X、3725、3745 ゲートウェイ

VG224 Gateway

Cisco IOS SCCP ゲートウェ
イの追加（P.61-15）

Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

Cisco DT-24+ または DE-30+ Digital Access Trunk
Gateway

IOS 以外の MGCP ゲート
ウェイの追加（P.61-17）

H.323 モードで設定されたその他の Cisco IOS
ゲートウェイ

Cisco IOS H.323 ゲートウェ
イの追加（P.61-19）

Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway

Analog Access AS-2、AS-4、AS-8、AT-2、AT-4、AT-8

Analog Access ゲートウェイ
とポートの追加（P.61-20）

Cisco VG248 Gateway Cisco VG248 Analog Phone 
Gateway の追加（P.61-22）
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Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加
Cisco IOS MGCP ゲートウェイを Cisco CallManager に追加し、設定する手順を説
明します。MGCP をサポートしている Cisco IOS ゲートウェイは、次のとおりで
す。

• CiscoVG200 Cisco IP Telephony Voice Gateway

• Cisco IOS 362x、364x、366x ゲートウェイ

• Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

• Cisco IOS 26xx および 269x ゲートウェイ

• Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

• Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

• Communication Media Module

• Cisco IAD2400 ゲートウェイ

（注） MRP/ASI ゲートウェイは、他の IOS MGCP ゲートウェイと同様、3 台の Cisco
CallManager を含む Cisco CallManager グループとともに動作できます。しかし、
ASI/MRP ゲートウェイのテストは、1 台のバックアップ Cisco CallManager だけ
を使用して実行されます。

始める前に

Cisco IOS MGCP ゲートウェイを Cisco CallManager とともに使用するように設定
するには、事前に Cisco IOS コマンド ライン インターフェイス（CLI）を使用し
て、そのゲートウェイを設定しておく必要があります。ゲートウェイの設定に必

要な手順とコマンドについては、ゲートウェイに付属の設定マニュアルを参照し

てください。
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手順

ステップ 1 Device > Add a New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択し、Next を
クリックします。

Add a New Gateway ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、次のいずれかの MGCP ゲー
トウェイを選択します。

• VG200

• Cisco IOS 362x、364x、366x ゲートウェイ

• Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

• Cisco IOS 26xx ゲートウェイ

• Cisco 2801、2811、2821、2851、3825、3845 ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 4000 Access Gateway Module

• Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

• Communication Media Module

• Cisco IAD2420 ゲートウェイ

（注） Cisco Catalyst 6000 ゲートウェイも MGCP をサポートしていますが、設
定が異なります。P.61-17の「IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加」を
参照してください。
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ステップ 4 Device Protocol ドロップダウン リスト ボックスに MGCP デバイス プロトコルが
表示されることを確認します。

Cisco IOS MGCP ゲートウェイは、ゲートウェイのモデル、および取り付けられ
ているネットワーク モジュールと音声インターフェイス カード（VIC）のタイ
プに応じて、PSTN またはその他の IP 以外のデバイスとのインターフェイスを取
るために、異なるデバイス プロトコルをサポートします。後続の Web ウィンド
ウには、これらのインターフェイスの設定が表示されます。

ステップ 5 Next をクリックします。MGCP Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 プロダクト固有の設定値も含めて、適切な設定値を入力し、各スロットに取り付
けられているネットワーク モジュールのタイプを選択します（P.61-26の「MGCP
ゲートウェイの設定値」を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックします。

MGCP Gateway Configuration ウィンドウが更新され、ドロップダウン リスト ボッ
クスが表示されます。このリスト ボックスには、各ネットワーク モジュールの
各サブユニットで、音声インターフェイス カード（VIC）のタイプを設定するた
めのオプションが表示されています。

選択項目は、MGCP Configuration ウィンドウで設定されるネットワーク モジュー
ルのタイプに応じて異なります。

ステップ 8 ドロップダウン リスト ボックスから、各サブユニットに取り付けられている 
VIC のタイプを選択し、Update をクリックします。

ウィンドウが更新され、選択した VIC タイプ用のエンドポイント情報とポート
を設定するためのリンクが追加されます。

ステップ 9 エンドポイント ID（たとえば、1/0/0）をクリックして、デバイス プロトコル情
報を設定し、取り付けられている VIC のタイプ用のポートを追加します。

詳細については、次の手順を参照してください。

• MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.61-8）
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• MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.61-10）

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• MGCP ゲートウェイへの T1 PRI または E1 PRI デバイスの追加（P.61-13）

• MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.61-14）

ステップ 10 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

ステップ 11 必要に応じて、エンドポイント情報とポートを引き続き設定します。

ステップ 12 エンドポイントの設定とポートの追加が終了した後、MGCP ゲートウェイ デバ
イスをルート グループまたはルート リストに追加するか、ルート パターンを
ゲートウェイに割り当てて、コールがゲートウェイにルーティングされるように

する必要があります。

（注） MGCP ゲートウェイをルート パターンに追加する必要があるのは、発信
コールの場合だけです。
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MGCP ゲートウェイへのポートの追加
MGCP ゲートウェイで設定できるデバイス プロトコルとポート タイプは、取り
付けられている音声インターフェイス カードのタイプによって異なります。こ
こでは、次の内容について説明します。

• MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.61-8）

• MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.61-10）

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• MGCP ゲートウェイへの T1 PRI または E1 PRI デバイスの追加（P.61-13）

• MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.61-14）

MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加

Foreign Exchange Station（FXS）ポートは、任意の POTS デバイスとの接続に使
用できます。MGCP ゲートウェイで FXS ポートを設定する手順は、次のとおり
です。

始める前に

ポートを設定するには、事前に、MGCP ゲートウェイを追加しておく必要があり
ます。詳細については、P.61-4の「Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加」を参
照してください。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択して、Find/List Gateways ウィンドウを表示します。
または、FXS ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに見つかっている場
合は、ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 FXS ポートを追加する先の MGCP ゲートウェイを特定するために、適切な検索
条件を入力します。

ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイン
ト ID を表示します。
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ステップ 4 MGCP Configuration ウィンドウから、設定する FXS VIC のエンドポイント ID を
クリックします。

ウィンドウの内容が更新され、Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。 

ステップ 5 Gateway Information と Port Information に、適切な設定値を入力します。これ
らのフィールドの詳細については、次の各項を参照してください。

• FXS/FXO ゲートウェイの設定値（P.61-30）

• POTS ポートの設定値（P.61-101）

ステップ 6 Insert をクリックします。

（注） POTS ポートを追加した後、ウィンドウがリフレッシュされ、ウィンド
ウ左側のリストにその POTS ポートが表示されます。新しいポートの右
側に、Add DN リンクが表示されます。

ステップ 7 Add DN をクリックして、POTS ポートに電話番号を追加します。または、別の
タイプのポートを設定した場合は、ステップ 9 に進んでください。

（注） DN の追加と設定の詳細については、P.62-52の「電話番号の追加」およ
び P.62-60の「電話番号の設定値」を参照してください。

ステップ 8 ポートを追加したゲートウェイの MGCP Gateway Configuration メイン ウィンド
ウに戻るには、Back to MGCP Configuration をクリックします。

ステップ 9 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

ステップ 10 ステップ 4 ～ステップ 8 を繰り返して、他の FXS ポートを追加します。



第 61章      ゲートウェイの設定
Cisco CallManager へのゲートウェイの追加

61-10
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.61-4）

• ポートの設定値（P.61-101）

MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加

Foreign Exchange Office（FXO）ポートは、セントラル オフィスまたは PBX との
接続に使用できます。MGCP ゲートウェイ上で、ループ スタートまたはグラウ
ンド スタート用に FXO ポートを追加し、設定する手順は、次のとおりです。 

（注） Cisco CallManager は、すべてのループ スタート トランクには、Positive Disconnect
Supervision（確実な接続解除監視）がないものと想定します。Cisco CallManager
サーバのフェールオーバー時にアクティブ コールを保持できるように、確実な
接続解除監視を備えたトランクを、グラウンド スタートとして設定してくださ
い。

始める前に

ポートを設定するには、事前に、MGCP ゲートウェイを追加しておく必要があり
ます。詳細については、P.61-4の「Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加」を参
照してください。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択して、Find/List Gateways ウィンドウを表示します。
または、FXO ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに見つかっている場
合は、ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 FXO ポートを追加する先の MGCP ゲートウェイを特定するために、適切な検索
条件を入力し、Find をクリックします。検索結果が表示されます。
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ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイン
ト ID を表示します。

ステップ 4 MGCP Configuration ウィンドウから、設定する FXO ポートのエンドポイント ID
をクリックします。

ステップ 5 Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、Ground Start か Loop Start のど
ちらかを選択します。

（注） VIC-2FXO ポートの両方のエンドポイント ID の同じポート タイプを選
択する必要があります。異なるポート タイプを選択すると、メッセージ
が表示されます。

ステップ 6 次の各項の説明に従って、適切な Gateway Configuration および Port Information
の設定値を入力します。

• FXS/FXO ゲートウェイの設定値（P.61-30）

• ループ スタート ポートの設定値（P.61-104）

• グラウンド スタート ポートの設定値（P.61-106）

ステップ 7 Insert をクリックします。

ステップ 8 ポートを追加した先のゲートウェイの MGCP Gateway Configuration メイン ウィ
ンドウに戻るには、Back to Main Gateway Configuration をクリックします。

ステップ 9 他の FXO ポートを追加するには、ステップ 4 ～ ステップ 7 を繰り返します。

ステップ 10 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• ポートの設定値（P.61-101）
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MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加

MGCP ゲートウェイに T1-CAS ポートを追加する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Device > Gateway  の順に選択します。Find/List Gateways ウィンドウが表示され
ます。または、T1-CAS ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに見つかっ
ている場合は、ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 T1-CAS ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために適切な検索条
件を入力します。

ステップ 3 目的のゲートウェイの名前をクリックして、その MGCP 設定値とエンドポイン
ト ID を表示します。

ステップ 4 MGCP Configuration ウィンドウから、設定する T1-CAS ポートのエンドポイント
ID をクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リスト ボックスから、T1-CAS プロトコルを選択します。

ステップ 6 適切な Gateway Configuration 設定値を入力します。詳細については、P.61-70の
「T1-CAS ゲートウェイの設定値」を参照してください。

ステップ 7 Insert をクリックします。

ステップ 8 Add New Port をクリックします。Port Configuration ダイアログボックスが表示
されます。

ステップ 9 Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、ポート タイプを選択します。選
択するポート タイプに該当する設定値については、P.61-101の「ポートの設定
値」を参照してください。

ステップ 10 Insert または Insert and Close をクリックします。

ステップ 11 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。
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関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• ポートの設定値（P.61-101）

MGCP ゲートウェイへの T1 PRI または E1 PRI デバイスの追加

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択して、Find/List Gateways ウィンドウを表示します。
または、ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに見つかっている場合は、
ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 T1 PRI または E1 PRI ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために、
適切な検索条件を入力します。

ステップ 3 リストで目的のゲートウェイの名前をクリックして、選択したゲートウェイの設
定情報を表示します。

ステップ 4 MGCP Configuration ウィンドウから、設定する T1 ポートまたは E1 PRI ポートの
エンドポイント ID をクリックします。

ステップ 5 T1 PRI または E1 PRI デバイス プロトコルの設定値を設定します。フィールドの
詳細については、P.61-36の「E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値」を参照してくだ
さい。

ステップ 6 Insert をクリックします。

ステップ 7 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.61-4）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値（P.61-36）
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MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加

MGCP ゲートウェイで設定できるデバイス プロトコルとポート タイプは、取り
付けられている音声インターフェイス カード（VIC）のタイプによって異なりま
す。MGCP ゲートウェイに BRI ポートを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択して、Find/List Gateways ウィンドウを表示します。
または、ポートを追加する MGCP ゲートウェイがすでに見つかっている場合は、
ステップ 4 に進んでください。

ステップ 2 BRI ポートを追加する MGCP ゲートウェイを見つけるために適切な検索条件を
入力します。

ステップ 3 リストで目的のゲートウェイの名前をクリックして、選択したゲートウェイの設
定情報を表示します。

ステップ 4 MGCP Configuration ウィンドウから、設定する BRI ポートのエンドポイント ID
をクリックします。

ステップ 5 BRI デバイス プロトコルの設定値を設定します。フィールドの詳細については、
P.61-57の「BRI ゲートウェイの設定値」を参照してください。

ステップ 6 Insert をクリックします。

ステップ 7 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートウェイの設定チェックリス
ト」

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.61-4）

• BRI ゲートウェイの設定値（P.61-57）
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Cisco IOS SCCP ゲートウェイの追加
Cisco IOS SCCP ゲートウェイを Cisco CallManager に追加し、設定する手順を説
明します。SCCP をサポートしている Cisco IOS ゲートウェイは、次のとおりです。

• Cisco IOS 26xx および 269x ゲートウェイ

• Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

• Cisco VG224 Gateway

始める前に

事前に Cisco CallManager にゲートウェイを追加して、Cisco IOS SCCP ゲートウェ
イを設定します。続いて、Cisco IOS コマンドライン インターフェイス（CLI）を
使用して、そのゲートウェイを設定します。ゲートウェイの設定に必要な手順と

コマンドについては、ゲートウェイに付属の設定マニュアルを参照してくださ

い。

手順

ステップ 1 Device > Add a New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択し、Next を
クリックします。

Add a New Gateway ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、次の SCCP ゲートウェイの
いずれかを選択します。

• Cisco IOS 26xx および 269x ゲートウェイ

• Cisco IOS 3725 および 3745 ゲートウェイ

• Cisco VG224
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ステップ 4 Device Protocol ドロップダウン リスト ボックスから、SCCP デバイス プロトコ
ルを選択します。

Cisco IOS SCCP ゲートウェイは、ゲートウェイのモデル、および取り付けられて
いるネットワーク モジュールと音声インターフェイス カード（VIC）のタイプ
に応じて、PSTN またはその他の IP 以外のデバイスとのインターフェイスを取る
ために、SCCP をサポートします。後続の Web ウィンドウには、インターフェイ
スの設定が表示されます。

ステップ 5 Next をクリックします。SCCP Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 プロダクト固有の設定値も含めて、適切な設定値を入力し、各スロットに取り付
けられているネットワーク モジュールのタイプを選択します（P.61-96の「Cisco
IOS SCCP ゲートウェイの設定値」を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックします。

SCCP Gateway Configuration ウィンドウが更新され、ドロップダウン リスト ボッ
クスが表示されます。このリスト ボックスには、各ネットワーク モジュールの
各サブユニットで、音声インターフェイス カード（VIC）のタイプを設定するた
めのオプションが表示されています。

選択項目は、SCCP Configuration ウィンドウで設定されるネットワーク モジュー
ルのタイプに応じて異なります。

ステップ 8 ドロップダウン リスト ボックスから、各サブユニットに取り付けられている 
VIC のタイプを選択し、Update をクリックします。

ウィンドウが更新され、選択した VIC タイプ用のエンドポイント情報とポート
を設定するためのリンクが追加されます。

ステップ 9 エンドポイント ID（たとえば、1/0/0）をクリックして、デバイス プロトコル情
報を設定し、取り付けられている VIC のタイプ用のポートを追加し、SCCP ゲー
トウェイに FXS/BRI ポートを追加します。

ステップ 10 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。
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ステップ 11 必要に応じて、エンドポイント情報とポートを引き続き設定します。

IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加
次の IOS 以外の Cisco MGCP ゲートウェイを Cisco CallManager に追加する手順
は、次のとおりです。

• Cisco DT-24+ Gateway

• Cisco DE-30+ Gateway

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway

手順

ステップ 1 Device > Add New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択します。

Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、次のデジタル ゲートウェイ
のいずれかを選択します。

• Cisco DT-24+ Gateway

• Cisco DE-30+ Gateway

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP Gateway

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway
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ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、選択したゲートウェイ上で設定するイン
ターフェイスのタイプに適したデバイス プロトコルを選択します。選択可能な
項目は、ゲートウェイのモデルに応じて異なります。

• DT-24+ または Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway:Digital Access PRI (T1 PRI)
または Digital Access T1 (T1-CAS) を選択する。

• DE-30+ または Cisco Catalyst E1 VoIP Gateway:Digital PRI (E1 PRI) を選択す
る。

ステップ 4 Next をクリックします。

Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 Digital T1 または E1 PRI インターフェイスを設定するか、Digital T1-CAS インター
フェイスを設定するかに応じて、適切な設定値を入力します（次の各項を参照）。

• E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値（P.61-36）

• T1-CAS ゲートウェイの設定値（P.61-70）

ステップ 6 Insert をクリックします。

ステップ 7 DT-24+ または Catalyst 6000 T1 VoIP Gateway で T1-CAS インターフェイスを設定
する場合は、Add a New Port をクリックして、ポートを設定します。 

P.61-12の「MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加」を参照して、ステッ
プ 9 から処理を実行します。

ステップ 8 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値（P.61-36）

• T1-CAS ゲートウェイの設定値（P.61-70）
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Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加
Cisco IOS H.323 ゲートウェイを Cisco CallManager に追加する手順は、次のとお
りです。

始める前に

Cisco IOS H.323 ゲートウェイを Cisco CallManager と連携させて使用するように
設定するには、事前に、Cisco IOS コマンド ライン インターフェイス（CLI）を
使用して、そのゲートウェイを設定しておく必要があります。MGCP ゲートウェ
イと比較すると、H.323 ゲートウェイの方が、ゲートウェイでの設定が多くなり
ます。これは、H.323 ゲートウェイが、ダイヤル プランとルート パターンを保
持する必要があるためです。ゲートウェイの設定に必要な手順とコマンドについ

ては、ゲートウェイに付属の設定マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Add a New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択します。 

ステップ 3 Next をクリックします。

Add a New Gateway ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、H.323 Gateway を選択しま
す。

ステップ 5 Device Protocol ドロップダウン リスト ボックスに、H.225 デバイス プロトコル
が表示されます。

ステップ 6 Next をクリックします。

ステップ 7 適切な設定値を入力します（P.61-77の「H.323 ゲートウェイの設定値」を参照）。
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ステップ 8 Insert をクリックします。

ステップ 9 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• H.323 ゲートウェイの設定値（P.61-77）

Analog Access ゲートウェイとポートの追加
次の非 Cisco Analog Access ゲートウェイを追加し、ポートを設定する手順は、次
のとおりです。

• Cisco AS-2、AS-4、および AS-8 Gateway

• Cisco AT-2、AT-4、および AT-8 Gateway

• Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway

手順

ステップ 1 Device > Add a New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択します。

ステップ 3 Next をクリックします。

Add a New Gateway ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、サポートされているアナロ
グ ゲートウェイを選択します。

• Cisco AS-2、AS-4、および AS-8 Gateway

• Cisco AT-2、AT-4、および AT-8 Gateway

• Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS Gateway

アナログ ゲートウェイを選択すると、そのゲートウェイに適したデバイス プロ
トコル（この場合は、Analog Access）が自動的に選択されます。

ステップ 5 Next をクリックします。

Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 適切な設定値を入力します（P.61-90の「Analog Access ゲートウェイの設定値」
を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックします。

ステップ 8 Add New Port をクリックします。 

Port Configuration ダイアログが、別のウィンドウに表示されます。

ステップ 9 ドロップダウン リスト ボックスから、設定するゲートウェイ モデルに応じて、
POTS または Loop Start をポート タイプとして選択します。

ステップ 10 適切なポート設定値を入力します。次のトピックを参照してください。

• POTS ポートの設定値（P.61-101）

• ループ スタート ポートの設定値（P.61-104）

ステップ 11 Insert または Insert and Close をクリックします。

POTS ポートを追加した場合、ウィンドウの内容が更新され、ウィンドウの左側
に、その POTS ポートが表示されます。新しいポートの右側に、Add DN リンク
が表示されます。
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ステップ 12 Add DN をクリックして、FXS ポートに電話番号を追加します。 

電話番号の追加と設定については、P.62-52の「電話番号の追加」および P.62-15の
「電話機の設定値」を参照してください。

ステップ 13 Reset Gateway をクリックして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Analog Access ゲートウェイの設定値（P.61-90）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway の追加（P.61-22）

Cisco VG248 Analog Phone Gateway の追加
Cisco VG248 Analog Phone Gateway は、ラック取り付け型のスタンドアロン
48-FXS ポート製品です。このゲートウェイを使用すると、複数の構内アナログ
電話機、FAX マシン、モデム、ボイス メッセージ システムやスピーカフォンを、
1 つの Cisco CallManager クラスタに登録することができます。

Cisco VG248 は、機能の拡張に備え、Skinny Client Control Protocol を使用して
Cisco CallManager に接続されます。

Cisco CallManager は、Cisco VG248 を「Cisco VG248 Gateway」と呼ばれるゲート
ウェイ デバイスとして認識します。さらに、48個のポートを、それぞれ
「Cisco VGC Phone」と呼ばれる Cisco IP Phone に似た個別デバイスとして扱いま
す。

Cisco VG248 Gateway を追加して、このゲートウェイにポートを追加および設定
する手順は、次のとおりです。
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手順

ステップ 1 Device > Add a New Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから、Gateway を選択します。

ステップ 3 Next をクリックします。

Add a New Gateway ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Gateway Type ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco VG248 Gateway を選
択します。

ステップ 5 Next をクリックします。

Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 適切な設定値を入力します（P.61-94の「Cisco VG248 Gateway の設定値」を参照）。

ステップ 7 Insert をクリックします。 

Endpoint Identifiers リストにポート 00 ～ 48 が表示されます。

ステップ 8 1 つのポートをクリックします。

Phone Configuration ウィンドウに、VGCPhone として電話機のモデルがリスト表
示されます。Gateway Configuration ウィンドウから、MAC アドレスが自動的に
見えるようになります。

ステップ 9 適切な設定値を入力します（P.62-15の「電話機の設定値」を参照）。

ステップ 10 Insert をクリックします。
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ステップ 11 ポートの電話番号を設定するには、ウィンドウの左側のリストから、VGC 回線
をクリックします。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。電話番号の追加と設
定の詳細については、P.62-52の「電話番号の追加」を参照してください。

ステップ 12 さらにゲートウェイのポートを設定するには、Gateway Configuration リンクを
クリックします。

Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。別のポートについて電話機の
設定値と電話番号を設定するには、ステップ 8 ～ 11 を繰り返します。

ポート 01 を設定する場合は、Gateway Configuration ウィンドウに Configure all
Ports like Port 1 ボタンが表示されます。このボタンを使用すると、ポート 01 と
同じパラメータおよび設定値で、ポート 02 ～ 48 を設定できます（ポート 02 ～
48 が設定済みかどうかは関係ありません）。

ステップ 13 Reset Phone をクリックして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Cisco VG248 Gateway の設定値（P.61-94）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway ソフトウェア コンフィギュレーション ガ
イド
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ゲートウェイの設定値

すべてのゲートウェイ設定フィールドの詳細な説明は、次のトピックを参照して

ください。

• MGCP ゲートウェイの設定値（P.61-26）

• FXS/FXO ゲートウェイの設定値（P.61-30）

• E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値（P.61-36）

• BRI ゲートウェイの設定値（P.61-57）

• T1-CAS ゲートウェイの設定値（P.61-70）

• H.323 ゲートウェイの設定値（P.61-77）

• Analog Access ゲートウェイの設定値（P.61-90）

• Cisco VG248 Gateway の設定値（P.61-94）

• Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（P.61-96）

ポート設定値の詳細については、P.61-101の「ポートの設定値」を参照してくだ
さい。
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MGCP ゲートウェイの設定値
表 61-2 では、MGCP ゲートウェイの設定値について詳しく説明します。

表 61-2 MGCP ゲートウェイの設定値

フィールド 説明

MGCP Domain Name Cisco MGCP ゲートウェイを識別する名前を 64 文字以内で入力しま
す。

Domain Name Service (DNS) ホスト名が正しく解決されるように設
定されている場合は、DNS ホスト名を使用します。それ以外の場合
は、Cisco MGCP ゲートウェイ上で指定されているとおりのホスト
名を使用します。

IOS ゲートウェイ上で設定されているとおりのホスト名を使用する
場合は、ここで入力する名前が、そのホスト名と正確に一致する必

要があります。

たとえば、ホスト名が vg200-1 に解決されるようにゲートウェイ上
で設定され、IP ドメイン名が未設定の場合は、このフィールドには
ホスト名を入力します（この場合、vg200-1）。

ゲートウェイ上でホスト名が vg200-1 として設定され、IP ドメイン
名が cisco.com として設定されている場合、このフィールドには 
vg200-1.cisco.com と入力します。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Cisco CallManager Group ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager 冗長グルー
プを選択します。 

Cisco CallManager 冗長グループには、最高 3 台の Cisco CallManager
を優先順に並べたリストが含まれています。リスト内の最初の

Cisco CallManager が、プライマリ Cisco CallManager の役目をしま
す。プライマリ Cisco CallManager が使用できないか、障害が起きた
場合、ゲートウェイは、リスト内の次の Cisco CallManager に接続し
ようとします。
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Installed Voice Interface Cards

（注） VIC の開始ポート番号を指定する必要なものがあります。たとえば、Subunit 0 の VIC に 0 か
ら始まるポートが 2 つ（0 と 1）ある場合、Subunit 1 の VIC では 1 より大きい番号から始まる
ポートが 2 つ（2 と 3、または 4 と 5）ある必要があります。

（注） MGCP ゲートウェイのモデルごとに、正しいスロット数が表示されます（VG200 ゲートウェ
イには、1 つのスロットしかありません）。

表 61-2 MGCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Module in Slot 0
Module in Slot 1
Module in Slot 2
Module in Slot 3

（以下、同様）

選択した MGCP ゲートウェイで使用可能なスロットそれぞれに対
して、取り付けられているモジュールのタイプを選択します。たと

えば、次のとおりです。

• NM-1V：Subunit 0 に、FXS または FXO 用の音声インターフェ
イス カード（VIC）を 1 つ装備。NM-1V モジュールと
VIC-2BRI-S/T-TE カードを併用すると、2 番目の BRI ポートが
シャットダウンされるため、2 つのコールを行うことができま
す。

• NM-2V：FXS または FXO 用の VIC を、Subunit 0 と Subunit 1 に
1 つずつ、合計 2 つ装備。NM-2V モジュールと VIC-2BRI-S/T-TE
カードを併用すると、4 つのコールを行うことができます。別
の VIC が NM-2V の 2 番目のスロットにある場合、
VIC-2BRI-S/T-TE の 2 番目のポートがシャットダウンします。

• NM-HDV：Subunit 0 に、T1-CAS、T1-PRI、または E1-PRI 用の
VIC を 1 つ装備。

• NM-HAD：VIC を、Subunit 0、Subunit 1、および Subunit 2 に 1
つずつ、合計 3 つ装備。

• VWIC-SLOT：次のいずれかのモジュール用のスロットを装備。
VIC (FXS or FXO)、T1-CAS、T1-PRI、または E1-PRI 用のスロッ
トを 1 つ装備。

• AIM-VOICE-30：T1-CAS、T1-PRI、または E1-PRI 用の VIC を、
Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2 つ装備。 

• WS-X6600-24FXS：FXS ポートを 24 個装備。

• WS-X6600-6T1：T1 PRI または CAS 用のポートを 6 つ装備。

• WS-X6600-6E1：E1 PRI 用のポートを 6 つ装備。

• WS-SVC-CMM-MS：ヨーロッパおよびその他の国の T1 イン
ターフェイス用と E1 インターフェイス用に 1 つずつ、合計 2 つ
を装備。

• None：ネットワーク モジュールの装備なし。

表 61-2 MGCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.61-4）

• IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加（P.61-17）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration
（ゲートウェイ メーカーによっ
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-2 MGCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明



第 61章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

61-30
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

FXS/FXO ゲートウェイの設定値
表 61-3 では、FXS/FXO ゲートウェイの設定値について詳しく説明します。

（注） VG200 ゲートウェイの場合、すべてのスイッチ エミュレーション タイプが、ネッ
トワーク側をサポートしているわけではありません。ゲートウェイ スイッチ タ
イプの設定内容に応じて、ネットワーク側を設定できる場合と、できない場合が

あります。

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値

フィールド 説明

ゲートウェイ情報

Description この表示専用フィールドには、Cisco CallManager が生成した、アナ
ログ MGCP 記述を一意に識別する文字列が含まれています。 

次の例を参考にしてください。

AALN/S0/SU1/1@domain.com

このフィールドは、編集可能です。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の CallManager Group、
Date/Time Group、Region、および Calling Search Space を含む、この
デバイスのプロパティの集合を指定します。
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Call Classification FXO ゲートウェイの場合、このゲートウェイを使用している着信
コールがネットワークをオフ（OffNet）またはオン（OnNet）と見な
すかどうかを、このパラメータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。

Calling Search Space ドロップダウン リストから、適切なコーリング サーチ スペースを
選択します。コーリング サーチ スペースでは、収集された（発信）
番号のルート指定方法を決定するために検索される、ルート パー
ティションの集合から構成されます。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで、希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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AAR Calling Search Space Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実行
時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択します。
コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロッ
クされないように、収集された（発信）番号をルーティングする方

法を決定するために検索されるパーティションの集合を指定しま

す。

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、Media Resource List で定義された優先
順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメディア
リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

Network Audio Hold Source ネットワークが保留動作を開始するときに、このオーディオ ソース
が再生されます。

Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連し
たロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定ロ
ケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報を識別

します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバイスが使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロケー
ルがすべて示されていますが、そのすべてがインストール
されているわけではありません。ファームウェアでサポー
トされていないネットワーク ロケールと関連付けられる
と、デバイスは起動できません。

Signaling Packet Capture Mode 
(for Cisco IOS MGCP gateways 
only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Packet Capture Duration (for 
Cisco IOS MGCP gateways only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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ポート情報

Prefix DN
(for FXS ports)

このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、まず、Num Digits 設定値に従って番号を切り
捨てた後、プレフィックス番号を追加します。 

Num Digits
(for FXS ports)

収集する有効数字の桁数（0 ～ 32）を入力します。

Cisco CallManager は、有効数字をコールされた番号の右側（最後の
桁）からカウントします。 

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番号の

最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI スパンに
着信するコールのルーティングに使用されます。Prefix DN を参照し
てください。

Expected Digits
(for FXS ports)

トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールドはほ

とんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォルト値 0 の
ままにしてください。

Port Direction
(for FXO ports)

このポートをコールが通過する方向を選択します。

• Inbound：着信コールのみの場合に使用します。 

• Outbound：発信コールのみの場合に使用します。 

• Bothways：着信コールと発信コールに使用します（デフォルト）。

Attendant DN
(for FXO ports)

着信コールを転送する先の電話番号を入力します（たとえば、ゼロ、

または代表電話番号）。

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• MGCP ゲートウェイへの FXS ポートの追加（P.61-8）

• MGCP ゲートウェイへの FXO ポートの追加（P.61-10）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイの追加（P.61-4）

• IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加（P.61-17）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-3 FXS/FXO ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値
表 61-4 では、E1/T1 PRI の設定値について詳しく説明します。

（注） 使用しているゲートウェイが QSIG プロトコルをサポートしているかど
うかを確認するには、ゲートウェイの製品マニュアルを参照してくださ
い。Cisco CallManager での QSIG サポートについては、『Cisco CallManager
システム ガイド』の「Q.Signaling (QSIG)」を参照してください。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値

フィールド 説明

デバイス情報

Domain Name（MGCP ゲート
ウェイ）

MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、
Cisco CallManager が生成した、MGCP エンドポイントを一意に識別
する文字列が入っています。 

次の例を参考にしてください。

S1/DS1-0@VG200-2

S1 はスロット 1 を示し、DS1-0 はデジタル インターフェイスを示
し、@VG200-2 は MGCP ドメイン名を示します。

MAC Address ゲートウェイ デバイスの MAC アドレスを入力します。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の CallManager Group、
Date/Time Group、Region、および Calling Search Space を含む、この
デバイスのプロパティの集合を指定します。
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Call Classification このゲートウェイを使用している着信コールがネットワークをオ

フ（OffNet）またはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラ
メータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。

Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連し
たロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定ロ
ケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報を識別

します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバイスが使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロケー
ルがすべて示されていますが、そのすべてがインストール
されているわけではありません。ファームウェアでサポー
トされていないネットワーク ロケールと関連付けられる
と、デバイスは起動できません。

Signaling Packet Capture Mode 
(for Cisco IOS MGCP gateways 
only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Packet Capture Duration (for 
Cisco IOS MGCP gateways only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、メディア リソース リストで定義され
た優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメ
ディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

Load Information ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力します。

このフィールドに入力される値は、このゲートウェイ タイプのデ
フォルト ファームウェア ロードを上書きします。

V150 (subset) v150 (subset) モデムのリレー サポートをゲートウェイで使用可能に
するには、このボックスをオンにします。この機能は現在、ISDN-STE
へのエンドツーエンドのセキュアなコールをサポートするために、

IP-STE が使用します（T1 PRI および T1 CAS のみ）。

デフォルト値は、オフです。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報

MLPP Domain（たとえば、
「0000FF」）

このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～
FFFFFF の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクの
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスの
デバイス プールに設定された値から継承されます。デバイス プー
ルに MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメ
インは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに設
定された値から継承されます。

MLPP Indication 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にそ
の再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Indication
設定を引き継ぎます。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理も
しません。

• On：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理し
ます。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定す
るという組み合せで、デバイスを設定することはできませ
ん。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption 進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時
にその優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場

合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Preemption
設定を引き継ぎます。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定す
るという組み合せで、デバイスを設定することはできませ
ん。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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インターフェイス情報

PRI Protocol Type スパン用の通信プロトコルを選択します。

T1 PRI スパンには、通信事業者またはスイッチに応じて、複数のオ
プションがあります。

• PRI 4ESS ：AT&T 長距離電話会社。

• PRI 5E8 Custom：Cisco IP Phone。

• PRI 5E9：AT&T ファミリー ローカル交換スイッチまたは通信
事業者。

• PRI DMS：MCI ファミリー ローカル交換スイッチまたは通信事
業者、カナダ ローカル交換通信事業者。

• PRI ETSI SC：T1 のヨーロッパ ローカル交換通信事業者。また、
日本、台湾、韓国、香港のローカル交換。

• PRI NI2：AT&T ファミリー ローカル交換スイッチまたは通信事
業者。

• PRI NTT：日本の NTT 交換スイッチ。

• PRI ISO QSIG T1：ISO QSIG を使用する PBX T1 専用トランク。

• PRI ISO QSIG E1：ISO QSIG を使用する PBX E1 専用トランク。

接続先のスイッチおよび推奨プロトコルを、次のように判別してく

ださい。

• Nortel Meridian：DMS、5E8 Custom

• Lucent Definity：4ESS または 5E8

• Madge (Teleos) box：5E8 Teleos

• Intecom PBX：5E8 Intecom

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Protocol Side 適切な Protocol Side を選択します。この設定値は、ゲートウェイが
Central Office/Network デバイスに接続されるか、User デバイスに接
続されるかを指定します。

PRI 接続の両側で、反対の設定値を使用していることを確認してく
ださい。たとえば、PBX に接続されているときに、その PBX が
Protocol Side として User を使用する場合は、このデバイスには
Network を選択してください。一般に、セントラル オフィス接続で
は、このオプションに User を使用します。

Channel Selection Order チャネルまたはポートが使用可能になる順序、つまり、最初のポー

ト（最小番号のポート）から最後のポート（最大番号のポート）へ

の順序か、最後のポートから最初のポートへの順序かを選択しま

す。

有 効 な 入 力 値 に は、TOP_DOWN（最 初 か ら 最 後）ま た は
BOTTOM_UP（最後から最初）があります。どちらのポート順序を
使用すべきか不明な場合は、TOP_DOWN を選択してください。

Channel IE Type 次の値のいずれかを選択して、チャネル選択がチャネル マップとし
て提示されるか、スロット マップとして提示されるかを指定しま
す。

• Timeslot Number：B チャネルの使用は、常に実際のタイムスロッ
ト マップ形式（E1 の場合は 1-15 および 17-31 など）。

• Slotmap：B チャネルの使用は、常にスロット マップ形式。

• Use Number When 1B：チャネルの使用は、1 つの B チャネルの
場合はチャネル マップ形式で、複数の B チャネルが存在する場
合はスロット マップ形式。

• Continuous Number：E1 論理チャネル番号として、連続しない実
際のタイムスロット番号（1-15 および 17-31）ではなく、連続
するスロット番号（1-30）を設定します。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明



61-43
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 61章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

PCM Type デジタル エンコーディング形式を指定します。次のいずれかのオプ
ションを選択します。

• a-law：ヨーロッパおよびその他の地域で使用。

• mu-law：北米、香港、台湾、および日本で使用。

Delay for first restart (1/8 sec ticks) スパンがインサービスになる速度を入力します。システム上で複数
の PRI スパンが使用可能であるときに、Inhibit Restarts at PRI
Initialization チェックボックスがオンになっていない場合、この遅延
が発生します。たとえば、最初の 5 個のカードを 0 に設定し、次の
5 個のカードを 16 に設定します（カードをイン サービスにするに
は、2 秒待ってください）。

Delay between restarts (1/8 sec 
ticks)

再起動間の時間を入力します。Inhibit Restarts チェックボックスがオ
フになっている場合、PRI RESTART が送信されるときに、この遅延
が発生します。

Inhibit restarts at PRI initialization RESTART メッセージまたは SERVICE メッセージは、PRI スパン上
のポートの状況を確認します。RESTART メッセージも SERVICE
メッセージも送信されない場合、Cisco CallManager は、ポートがイ
ン サービスであると見なします。

このチェックボックスがオフになっている場合、D チャネルは、別
の PRI の D チャネルと正常に接続されると、RESTART メッセージ
または SERVICE メッセージを送信します。 

Enable status poll このチェックボックスをオンにすると、Cisco CallManager の拡張
サービス パラメータ（Change B-Channel Maintenance Status）を使用
可能にできます。このサービス パラメータによって、MGCP T1/E1
PRI ゲートウェイのサービスから、リアル タイムで個々の B チャネ
ルを使用することができます。

このチェックボックスをオフにすると、サービス パラメータ
「Change B-Channel Maintenance Status」を使用不可にできます。

（注） デフォルトでは、このフィールドはオフです。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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コール ルーティング情報

着信コール

Significant Digits 収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32、または All）。
Cisco CallManager は、有効数字をコールされた番号の右側（最後の
桁）からカウントします。All を選択した場合、Cisco CallManager は
着信番号を切り捨てません。

EXAMPLE
Digits received are 123456.
Significant digits setting is 4.
Digits translated are 3456.

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番号の

最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI スパンに
着信するコールのルーティングに使用されます。Prefix DN を参照し
てください。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収集され
た（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索される、ルー

ト パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで、希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペース
は、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、収集さ

れた（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合を指定します。

Prefix DN このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、まず、Num Digits 設定値に従って番号を切り
捨てた後、プレフィックス番号を追加します。 

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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発信コール

Calling Line ID Presentation Cisco CallManager で、発信側の電話番号を表示させるか制限するか
を選択します。 

Calling Line ID Presentation を変更しない場合は、Default を選択しま
す。Cisco CallManager が発信コールで「許可された発信側の回線 ID」
を送信するようにする場合は、Allowed を選択します。
Cisco CallManager が発信コールで「制限された発信側の回線 ID」を
送信するようにする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「発信側番号の変換設定値」 の項の表 15-6 を参照してくだ
さい。

Calling Party Selection ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信でき

ます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。 

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話
番号を送信します。

• First Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最初の転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最後の転送デバイスの電話番号を送信します。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）
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Called party IE number type 
unknown

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco CallManager は、着信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する PBX
への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling party IE number type 
unknown

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画に符号化されることを期待する

PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Called Numbering Plan 着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、着信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定値を
変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Numbering Plan 発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定値を
変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

Number of digits to strip 発信コール上で除去される桁数（0 ～ 32）を選択します。

たとえば、8889725551234 がダイヤルされ、除去される桁数が 3 で
ある場合、Cisco CallManager は発信番号から 888 を除去します。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Caller ID DN 発信側の回線 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変の発信側の回線 ID。ここで、X は内線番号に
相当します。この番号が指定されていない場合、CO は、エリ
ア コードと共にこの番号を追加します。 

• 5555000 = 固定の発信側の回線 ID。コールの発信元の正確な内
線番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用してく
ださい。この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コー
ドと共にこの番号を追加します。 

SMDI Base Port T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

タイプ固有の情報

Display IE Delivery 発信側と接続された側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP
および NOTIFY メッセージ（DMS プロトコルの場合）内で、表示
情報要素（IE）のデリバリを可能にするには、このチェックボック
スをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

Redirecting Number IE Delivery：
Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の転送番号および転
送理由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number
IE を送信 SETUP メッセージに含めるには、このチェックボックス
をオンにします。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外する
には、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Redirecting Number IE Delivery：
Inbound

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を受理するには、このチェックボックスをオンにします。 

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を除外するには、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

Send Extra Leading Character in 
DisplayIE

DisplayIE フィールドに特殊先行文字バイト（ASCII 以外の表示不能
なバイト）を含める場合は、このチェックボックスをオンにします。 

DisplayIE フィールドからこの文字バイトを除外する場合は、この
チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスが適用されるのは、DMS-100 プロトコルと
DMS-250 プロトコルに限られます。

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスはオフ

になっています）。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）
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Setup non-ISDN Progress Indicator 
IE Enable

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスはオフ

になっています）。

ユーザが発信コール上でリングバック音を受信しない場合だけ、こ

の設定値を使用可能にします。

この設定値が有効である場合、Cisco CallManager は、Progress
Indicator フィールドが non-ISDN に設定されているデジタル ゲート
ウェイ（つまり、H.323 以外）に、Q.931 Setup メッセージを送信し
ます。 

このメッセージは、Cisco CallManager ゲートウェイが non-ISDN で
あること、および宛先デバイスがインバンド リングバックを再生し
なければならないことを、宛先デバイスに通知します。

この問題は、通常、デジタル ゲートウェイを使用して PBX に接続
される Cisco CallManager に関連しています。

MCDN Channel Number Extension 
Bit Set to Zero

チャンネル番号拡張ビットを 0 に設定するには、チェックボックス
をオンにします。この拡張ビットを 1 に設定するには、チェック
ボックスをオフにします。

この設定は、DMS-100 プロトコルだけに適用されます。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Send Calling Name in Facility IE Facility IE フィールドにある発信側の名前を送信するには、この
チェックボックスをオンにします。デフォルトでは、

Cisco CallManager はこのチェックボックスをオフにします。

この機能は、ISDN 発信側のネーム デリバリ用に使用可能になって
いる PRI インターフェイスを持つプライベート ネットワークに対
して設定します。このチェックボックスがオンの場合、発信側の名

前は SETUP または FACILITY メッセージの Facility IE に送られるた
め、名前を着信側のデバイス上に表示できます。

この機能を設定できるのは、プライベート ネットワーク内の PRI ト
ランクだけです。PSTN に接続された PRI トランクには、この機能
を設定しないでください。

（注） このフィールドが適用されるのは、NI2 プロトコルに限られ
ます。 

Interface Identifier Present Interface Identifier が存在することを指定するには、このチェック
ボックスをオンにします。デフォルトでは、Cisco CallManager はこ
のチェックボックスをオフにします。

この設定値は、SETUP、CALL PROCEEDING、ALERTING、および
CONNECT メッセージの Channel Identification 情報要素内で、デジタ
ル アクセス ゲートウェイ用の DMS-100 プロトコルだけに適用され
ます。

Interface Identifier Value PBX プロバイダーから入手した値を入力します。

このフィールドが適用されるのは、DMS-100 プロトコルに限られま
す。有効値の範囲は 0 ～ 255 です。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Connected Line ID Presentation 
(QSIG Inbound Call)

Cisco CallManager で、接続された側の電話番号を着信側の電話機に
表示させるか、ブロックさせるかを選択します。

このフィールドは、QSIG プロトコルを使用しているゲートウェイ
のみに適用されます。ゲートウェイは、この設定を着信コールのみ

に適用します。

Connected Line ID Presentation を変更しない場合は、Default を選択し
ます。Cisco CallManager が「許可された接続側の回線 ID」を送信し
て、接続された側の番号を発信側に表示できるようにする場合は、

Allowed を選択します。Cisco CallManager が「制限された接続側の
回線 ID」を送信して、接続された側の番号を発信側に表示されるの
をブロックする場合は、Restricted を選択します。

このフィールドの詳細については、『Cisco CallManager システム ガ
イド』の「接続先情報の表示設定と制限設定」 の項の表 15-9 を参照
してください。

UUIE の設定値

Passing Precedence Level Through 
UUIE

MLPP 情報が PRI 4ESS UUIE フィールドを通過できるようにするに
は、このチェックボックスをオンにします。このボックスは、DRSN
スイッチとの相互作用に使用されます。

PRI 4ESS の PRI Protocol Type 値がこのゲートウェイに指定されてい
る場合に限り、システムによってこのチェックボックスが使用可能

になります。

デフォルト値は、オフです。

Security Access Level セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効値は 00 ～ 99
です。Passing Precedence Level Through UUIE チェックボックスがオ
ンの場合に限り、このフィールドを使用できます。デフォルト値は

2 です。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加（P.61-17）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• MGCP ゲートウェイへの BRI ポートの追加（P.61-14）

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration
（ゲートウェイ メーカーによっ
て指定される、モデル固有の設

定フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-4 E1/T1 PRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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BRI ゲートウェイの設定値
表 61-5 では、BRI の設定値について詳しく説明します。

表 61-5 BRI の設定値

フィールド 説明

デバイス情報

End-Point Name（MGCP ゲート
ウェイ）

MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、Cisco
CallManager が生成した、MGCP エンドポイントを一意に識別する
文字列が入っています。 

次の例を参考にしてください。

BRI/S1/SU0/P0@SC3640.cisco.com

S1 はスロット 1、SU0 はサブユニット 0、P0 はポート 0 を示し、
@SC3640.cisco.com は MGCP ドメイン名を示します。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。

このデバイスに対して、デバイス プールは、デバイスの自動登録用
の CallManager Group、Date/Time Group、Region、および Calling Search
Space を含むプロパティの集合を指定します。

Call Classification このゲートウェイを使用している着信コールがネットワークをオ

フ（OffNet）またはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラ
メータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。



第 61章      ゲートウェイの設定
ゲートウェイの設定値

61-58
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連し
たロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定ロ
ケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報を識別

します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバイスが使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

Signaling Packet Capture Mode 
(for Cisco IOS MGCP gateways 
only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Packet Capture Duration (for 
Cisco IOS MGCP gateways only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、メディア リソース リストで定義され
た優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメ
ディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

Load Information ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力します。

このフィールドに入力される値は、このゲートウェイ タイプのデ
フォルト ファームウェア ロードを上書きします。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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インターフェイス情報

BRI Protocol Type スパン用の通信プロトコルを選択します。 

BRI-NET3

Protocol Side 適切な Protocol Side を選択します。この設定値は、ゲートウェイが
Central Office/Network デバイスに接続されるか、User デバイスに接
続されるかを指定します。

（注） BRI は User Side だけをサポートします。 

Channel Selection Order チャネルまたはポートが使用可能になる順序、つまり、最初のポー

ト（最小番号のポート）から最後のポート（最大番号のポート）へ

の順序か、最後のポートから最初のポートへの順序かを選択しま

す。

有 効 な 入 力 値 に は、TOP_DOWN（最 初 か ら 最 後）ま た は
BOTTOM_UP（最後から最初）があります。どちらのポート順序を
使用すべきか不明な場合は、TOP_DOWN を選択してください。

PCM Type デジタル エンコーディング形式を指定します。次のいずれかのオプ
ションを選択します。

• a-law：ヨーロッパおよびその他の地域で使用。

• mu-law：北米、香港、台湾、および日本で使用。

Delay for First Restart (1/8 sec 
ticks)

スパンがインサービスになる速度を入力します。システム上で複数

の BRI スパンが使用可能であるときに、Inhibit Restarts at BRI
Initialization チェックボックスがオンになっていない場合、この遅延
が発生します。たとえば、最初の 5 個のカードを 0 に設定し、次の
5 個のカードを 16 に設定します（カードをイン サービスにするに
は、2 秒待ってください）。

Delay Between Restarts (1/8 sec 
ticks)

再起動間の時間を入力します。Inhibit Restarts チェックボックスがオ
フになっている場合、BRI RESTART が送信されるときに、この遅
延が発生します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Inhibit Restarts at BRI Initialization RESTART メッセージは、BRI スパン上のポートの状況を確認しま
す。RESTART メッセージが送信されない場合、Cisco CallManager
は、ポートがイン サービスであると見なします。

このチェックボックスがオフになっている場合、データ リンクは、
別の BRI データ リンクと正常に接続されると、RESTART メッセー
ジを送信します。 

Enable Status Poll Debug ウィンドウに B チャネルの状況を表示するには、このチェッ
クボックスをオンにします。

Establish Datalink on First Call ゲートウェイが Cisco CallManager に登録されると、
Cisco CallManager はゲートウェイへのデータ リンクを確立します。

最初のコールで Terminal Endpoint Identifier（TEI; 端末エンドポイン
ト ID）が決まるようにゲートウェイおよびスイッチを設定する場
合、チェックボックスをオンにすると、最初のコールでデータ リン
クを確立できます。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオフです。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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コール ルーティング情報

着信コール

Significant Digits 収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32、または All）。
Cisco CallManager は、有効数字をコールされた番号の右側（最後の
桁）からカウントします。All を選択した場合、Cisco CallManager は
着信番号を切り捨てません。

EXAMPLE
Digits received are 123456.
Significant digits setting is 4.
Digits translated are 3456.

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番号の

最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、BRI スパンに
着信するコールのルーティングに使用されます。Prefix DN を参照し
てください。

Calling Search Space 適切なコーリング サーチ スペースを選択します。コーリング サー
チ スペースでは、収集された（発信）番号のルート指定方法を決定
するために検索される、ルート パーティションの集合を指定しま
す。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペース
は、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、収集さ

れた（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合を指定します。

Prefix DN このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、まず、Num Digits 設定値に従って番号を切り
捨てた後、プレフィックス番号を追加します。 

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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発信コール

Calling Party Presentation Cisco CallManager が発信者 ID を送信するか、またはブロックする
かを選択します。

発信側の表示を変更しない場合は、Default を選択します。
Cisco CallManager が発信者 ID を送信するようにする場合は、
Allowed を選択します。Cisco CallManager が発信者 ID を送信しない
ようにする場合は、Restricted を選択します。

Calling Party Selection ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信でき

ます。どの電話番号が送信されるかを選択してください。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。 

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話
番号を送信します。

• First Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最初の転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最後の転送デバイスの電話番号を送信します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Called party IE number type 
unknown

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco CallManager は、着信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待す

る PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしてい
る場合に使用します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling party IE number type 
unknown

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別以外の番号計画タイプに符号化されることを期待

する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしてい
る場合に使用します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Called Numbering Plan 着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、着信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定値を
変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしてい
る場合に使用します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Numbering Plan 発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。また、国別タイプ以外の番号とし

て、ルーティングを使用して PBX に接続する場合も、この設定値を
変更できます。 

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤル プランが不明です。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしてい
る場合に使用します。

Number of digits to strip 発信コール上で除去される桁数（0 ～ 32）を選択します。

たとえば、8889725551234 がダイヤルされ、除去される桁数が 3 で
ある場合、Cisco CallManager は発信番号から 888 を除去します。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Caller ID DN 発信者 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表します。
この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コードと共
にこの番号を追加します。 

• 5555000 = 固定の発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号
の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用してくださ
い。この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コード
と共にこの番号を追加します。 

BRI Protocol Type 固有の情報

Redirecting Number IE Delivery：
Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の転送番号および転
送理由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number
IE を送信 SETUP メッセージに含めるには、このチェックボックス
をオンにします。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外する
には、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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Redirecting Number IE Delivery：
Inbound

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を受理するには、このチェックボックスをオンにします。 

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を除外するには、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。

Setup non-ISDN Progress Indicator 
IE Enable

デフォルトでは、この設定値は使用不可（チェックボックスはオフ

になっています）。

ユーザが発信コール上でリングバック音を受信しない場合だけ、こ

の設定値を使用可能にします。

この設定値が有効である場合、Cisco CallManager は、Progress
Indicator フィールドが non-ISDN に設定されているデジタル ゲート
ウェイ（つまり、H.323 以外）に、Q.931 Setup メッセージを送信し
ます。 

このメッセージは、Cisco CallManager ゲートウェイが non-ISDN で
あること、および宛先デバイスがインバンド リングバックを再生し
なければならないことを、宛先デバイスに通知します。

この問題は、通常、デジタル ゲートウェイを使用して PBX に接続
される Cisco CallManager に関連しています。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「MGCP BRI コール接続」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「MGCP BRI ゲートウェイの設定
チェックリスト」

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-5 BRI の設定値（続き）

フィールド 説明
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T1-CAS ゲートウェイの設定値
表 61-6 では、T1-CAS の設定値について詳しく説明します。

表 61-6 T1-CAS の設定値

フィールド 説明

MAC Address

（IOS 以外のゲートウェイ）

ゲートウェイの MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、
ハードウェア デバイスを一意に識別します。

12 桁の 16 進文字の値を入力する必要があります。

Domain Name MGCP ゲートウェイの場合、この表示専用フィールドには、
Cisco CallManager が生成した、MGCP デジタル インターフェイス
を一意に識別する文字列が含まれています。

次の例を参考にしてください。

S1/DS1-0@VG200-2

S1 はスロット 1 を示し、DS1-0 はデジタル インターフェイスを示
し、@VG200-2 は MGCP ドメイン名を示します。

（注） MAC アドレスかドメイン名の、どちらか適用される方を入力してください。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の CallManager Group、
Date/Time Group、Region、および Calling Search Space を含む、この
デバイスのプロパティの集合を指定します。
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Call Classification このゲートウェイを使用している着信コールがネットワークをオ

フ（OffNet）またはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラ
メータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、Media Resource List で定義された優先
順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメディア
リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収集され
た（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索される、ルー

ト パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで、希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコー
リング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペース
は、帯域幅不足によってコールがブロックされないように、収集さ

れた（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索さ

れるパーティションの集合を指定します。

Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

MLPP Domain（たとえば
「0000FF」）

このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～
FFFFFF の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクの
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスの
デバイス プールに設定された値から継承されます。デバイス プー
ルに MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメ
インは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに設
定された値から継承されます。

MLPP Indication 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にそ
の再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Indication
設定を引き継ぎます。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理も
しません。

• On：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理し
ます。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定す
るという組み合せで、デバイスを設定することはできませ
ん。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption 進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時
にその優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場

合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デ
バイスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、デバイス プールから MLPP Preemption
設定を引き継ぎます。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必
要な場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場
合）に設定し、かつ、MLPP Preemption を Forceful に設定す
るという組み合せで、デバイスを設定することはできませ
ん。

Handle DTMF Precedence Signals このゲートウェイが特殊な DTMF 信号を MLPP 優先レベルとして
解釈できるようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

Load Information ゲートウェイに適切なファームウェア ロード情報を入力します。

このフィールドに入力された値は、このゲートウェイのデフォルト

値を上書きします。

Port Selection Order チャネルまたはポートが発信コールに割り当てられる順序、つま

り、最初のポート（最小番号のポート）から最後のポート（最大番

号のポート）への順序か、最後のポートから最初のポートへの順序

かを選択します。

有効な入力値は、TOP_DOWN（最初から最後）または BOTTOM_UP
（最後から最初）です。どちらのポート順序を使用すべきか不明な

場合は、TOP_DOWN を選択してください。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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Digit Sending アウトダイヤル用に、次の Digit Sending タイプのいずれかを選択し
ます。

• DTMF：Dual-Tone Multifrequency（2 重トーン多重周波数）。通
常のプッシュホン式ダイヤリング。

• MF：Multifrequency（多重周波数）。

• PULSE：パルス（ロータリー）ダイヤリング。

Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連し
たロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定ロ
ケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報を識別

します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバイスが使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロケー
ルがすべて示されていますが、そのすべてがインストール
されているわけではありません。ファームウェアでサポー
トされていないネットワーク ロケールと関連付けられる
と、デバイスは起動できません。

Signaling Packet Capture Mode 
(for Cisco IOS MGCP gateways 
only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Packet Capture Duration (for 
Cisco IOS MGCP gateways only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

SMDI Base Port T1 スパンの最初の SMDI ポート番号を入力します。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• IOS 以外の MGCP ゲートウェイの追加（P.61-17）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

V150 (subset) v150 (subset) モデムのリレー サポートをゲートウェイで使用可能に
するには、このボックスをオンにします。この機能は現在、ISDN-STE
へのエンドツーエンドのセキュアなコールをサポートするために、

IP-STE が使用します（T1 PRI および T1 CAS のみ）。

デフォルト値は、オフです。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-6 T1-CAS の設定値（続き）

フィールド 説明
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H.323 ゲートウェイの設定値
表 61-7 では、H.323 ゲートウェイの設定値について説明します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値

フィールド 説明

デバイス情報

Device Name デバイスを識別するために Cisco CallManager が使用する固有の名
前を入力します。IP アドレスまたはホスト名をデバイス名として使
用します。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。 

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の CallManager Group、
Date/Time Group、Region、および Calling Search Space を含む、この
デバイスのプロパティの集合を指定します。

Call Classification このゲートウェイを使用している着信コールがネットワークをオ

フ（OffNet）またはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラ
メータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで
定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、
必要なメディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択
します。
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Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

Tunneled Protocol H.323 ゲートウェイを使用して、H.323 シグナリング メッセージ内
の H.323 以外のプロトコル情報を Cisco CallManager から他の Aneex
M.1 準拠の H.323 PINX にトランスポート（トンネル）する場合は、
QSIG オプションを選択します。QSIG トンネルは、次の機能をサ
ポートします：Call Completion、Call Diversion、Call Transfer、
Identification Services、Message Waiting Indication、および Path
Replacement。

（注） Annex M.1 機能とサードパーティ ベンダーとの互換性につ
いては、『Cisco CallManager Compatibility Matrix』を参照し
てください。

Signaling Port このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。このデバイ
スが使用する H.225 シグナリング ポートの値を指定します。

デフォルト値は 1720 です。有効値は 1 ～ 65535 です。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Media Termination Point Required H.323 がサポートしない機能（たとえば、保留や転送）をインプリ
メントするのに、メディア ターミネーション ポイントを使用する
には、このチェックボックスをオンにします。

H.323 クライアント、および H.245 Empty Capabilities Set メッセージ
をサポートしない H.323 デバイスだけに、このチェックボックスを
使用してください。

メディア ターミネーション ポイントを使用するためにこのチェッ
クボックスをオンにして、このデバイスがビデオ コールのエンドポ
イントになっている場合、そのコールは必ずオーディオとして動作

します。

Retry Video Call as Audio このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイント
のみに適用されます。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このデ

バイスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティングす
る直前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接続で
きない場合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗し

たビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しませ
ん。この場合、コールはコール制御に失敗します。コール制御は

ルート /ハント リスト内でコールを再ルーティングします。自動代
替ルーティング（AAR）が設定済みで使用可能であれば、コール制
御はルート リストとハント リスト間でもコールを再ルーティング
します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Wait for Far End H.245 Terminal
Capability Set

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。

Cisco CallManager が遠端 H.245 Terminal Capability Set を受信した後
に、H.245 Terminal Capability Set に送信するように指定します。
Cisco CallManager がケイパビリティ交換を実行するように指定する
には、このチェックボックスをオフにします。

（注） H.323 エンドポイントと H.320 エンドポイント間の ISDN
コールに、H.320 ゲートウェイ経由のコールを可能にするに
は、このチェックボックスをオフにします。

Path Replacement Support このチェックボックスが表示されるのは、Tunneled Protocol ドロッ
プダウン リスト ボックスで QSIG オプションを選択した場合です。
この設定は QSIG トンネル（Annex M.1）と連動し、パス変換を使用
するコールに H.323 以外の情報を確実に送信します。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。
QSIG Tunneled Protocol オプションを選択した場合、この
チェックボックスは自動的にオンになります。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報

MLPP Domain（たとえば、
「0000FF」）

このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～
FFFFFF の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクの
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスの
デバイス プールに設定された値から継承されます。デバイス プー
ルに MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメ
インは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに設
定された値から継承されます。

MLPP Indication この設定は、このデバイス タイプで使用できません。

MLPP Preemption この設定は、このデバイス タイプで使用できません。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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コール ルーティング情報

着信コール

Significant Digits 有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表します。

この設定値は、着信コールの処理に使用されます。H.323 デバイス
に着信するコールのルーティングに使用される数字の桁数を指定

します。

収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco CallManager
は、コールされた番号の右側（最後の桁）から有効数字をカウント

します。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収集され
た（発信）番号をルーティングする方法を決定するために検索され

るルート パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで、希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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AAR Calling Search Space Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実行
時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択します。
コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロッ
クされないように、収集された（発信）番号をルーティングする方

法を決定するために検索されるパーティションの集合を指定しま

す。

Prefix DN 着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco CallManager は、まず、Significant Digits 設定値に従って番号を
切り捨てた後、プレフィックス番号を追加します。

Redirecting Number IE Delivery:
Inbound

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を受理するには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を除外するには、チェックボックスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスはオン
になっています。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Enable Inbound FastStart 着信コールで H.323 FastStart コール接続を可能にするには、この
チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスはオフ
になっています。

クラスタ間コールの場合、他のクラスタの Cisco CallManager サーバ
で Enable Inbound FastStart チェックボックスをオンにして、外部
FastStart を機能させる必要があります。 

（注） 他のクラスタの Cisco CallManager 3.3(2) サーバをサポート
パッチ B で更新した場合、3.3(2)spB が内部 FastStart 機能を
クラスタ間トランクでサポートしないため、内部 FastStart を
使用可能にしないでください。

発信コール

Calling Party Selection ゲートウェイ上のすべての発信コールは、電話番号情報を送信でき

ます。このフィールドは、送信される電話番号を決定します。

次のオプションのいずれかを選択して、どの電話番号が送信される

かを指定します。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。 

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話
番号を送信します。

• First Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最初の転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirecting Party (External)：外部電話マスクが適用されてい
る、最後の転送デバイスの電話番号を送信します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Party Presentation Cisco CallManager が発信側の回線 ID を送信するか、またはブロッ
クするかを選択します。

Cisco CallManager が発信側の回線 ID を送信するようにする場合は、
Allowed を選択します。

Cisco CallManager が発信側の回線 ID を送信しないようにする場合
は、Restricted を選択します。

Called party IE number type 
unknown

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco CallManager は、着信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定は、着信側電

話番号が国別タイプ以外の番号計画タイプに符号化されることを

期待する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling party IE number type 
unknown

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側電話番号（DN）のタイプを設定しま
す。ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プ
ラン）について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変

更しないようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの
国別ダイヤル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォ
ルト値の変更が必要になる場合があります。この設定値は、発信側

電話番号が国別タイプ以外の番号計画タイプに符号化されること

を期待する PBX への接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号のタイプを設定し
ます。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤ
ルする場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルす
る場合に使用します。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Called Numbering Plan 着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、着信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。この設定は、着信側番号計画が国

別タイプ以外の番号計画に符号化されることを期待する PBX への
接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Numbering Plan 発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。 

Cisco CallManager は、発信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤ
ル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）につ
いて十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないよ

うにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変
更が必要になる場合があります。この設定は、発信側番号計画が国

別タイプ以外の番号計画に符号化されることを期待する PBX への
接続時にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• CallManager：Cisco CallManager が、電話番号内の Numbering Plan
を設定します。 

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする
場合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイ
ヤルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使
用します。 

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に指定します。

Caller ID DN 発信側の回線 ID に使用するパターン（0 ～ 24 桁）を入力します。 

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変の発信側の回線 ID。ここで、X は内線番号に
相当します。この番号が指定されていない場合、CO は、エリ
ア コードと共にこの番号を追加します。 

• 5555000 = 固定の発信側の回線 ID。コールの発信元の正確な内
線番号の代わりに、Corporate 番号を送信する場合に使用してく
ださい。この番号が指定されていない場合、CO は、エリア コー
ドと共にこの番号を追加します。 

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Display IE Delivery 発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP、
CONNECT、および NOTIFY メッセージ内で、表示 IE のデリバリを
可能にするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

Redirecting Number IE Delivery:
Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の転送番号および転
送理由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number
IE を送信 SETUP メッセージに含めるには、このチェックボックス
をオンにします。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外する
には、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。
ボイスメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートする
ように設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスはオン
になっています。

Enable Outbound FastStart 発信コールで H.323 FastStart 機能を使用可能にするには、この
チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイまたはトランク用のチェック
ボックスはオフになっています。

（注） Enable Outbound FastStart チェックボックスがオンの場合、
Media Termination Point Required、Media Resource Group List、
および Codec for Outbound FastStart を設定する必要がありま
す。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Cisco IOS H.323 ゲートウェイの追加（P.61-19）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

Codec For Outbound FastStart 発信 FastStart コール用に H.323 デバイスと共に使用するため、次の
いずれかのコーデックを選択します。

• G711 mu-law 64K（デフォルト）

• G711 a-law 64K

• G723

• G729

• G729AnnexA

• G729AnnexB

• G729AnnexA-AnnexB

（注） Enable Outbound FastStart チェックボックスがオンの場合、発
信 FastStart コールをサポートしているコーデックを選択す
る必要があります。

表 61-7 H.323 ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Analog Access ゲートウェイの設定値
表 61-8 では、Analog Access ゲートウェイ（Cisco AS-2、AS-4、AS-8 ゲートウェ
イ、および Cisco AT-2、AT-4、AT-8 ゲートウェイ）の設定値について説明します。

表 61-8 Analog Access ゲートウェイの設定値

フィールド 説明

MAC Address ゲートウェイの MAC アドレスを入力します。MAC アドレスは、
ハードウェア デバイスを一意に識別します。

12 桁の 16 進文字の値を入力する必要があります。

Description デバイスの目的を明確にした説明を入力します。

Device Pool ドロップダウン リスト ボックスから、適切なデバイス プールを選
択します。 

デバイス プールは、デバイスの自動登録用の CallManager Group、
Date/Time Group、Region、および Calling Search Space を含む、この
デバイスのプロパティの集合を指定します。

Call Classification このゲートウェイを使用している着信コールがネットワークをオ

フ（OffNet）またはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラ
メータによって決定します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている
場合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値
（Call Classification）により、ゲートウェイが OnNet または OffNet か
どうかが決定します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれ
の警告トーンを提供します。

Load Information ゲートウェイ用のカスタム ソフトウェアに適切なロード情報を入
力します。

このフィールドに入力された値は、このゲートウェイのデフォルト

値を上書きします。
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Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、そのゲートウェイに関連し
たロケールを選択します。そのネットワーク ロケールは、特定ロ
ケーションのハードウェアをサポートする一連の詳細情報を識別

します。ネットワーク ロケールには、特定の地域でデバイスが使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

（注） 関連するデバイスによってサポートされているインストー
ル済みのネットワーク ロケールのみを選択してください。
このリストにはこの設定に使用できるネットワーク ロケー
ルがすべて示されていますが、そのすべてがインストール
されているわけではありません。ファームウェアでサポー
トされていないネットワーク ロケールと関連付けられる
と、デバイスは起動できません。

Signaling Packet Capture Mode 
(for Cisco IOS MGCP gateways 
only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Packet Capture Duration (for 
Cisco IOS MGCP gateways only)

このフィールドを設定するのは、Cisco IOS MGCP ゲートウェイに関
する暗号化されたシグナリング情報のトラブルシューティングが

必要な場合だけです。パケット キャプチャリングを設定すると、
コール処理中断の原因となります。このフィールドの詳細について

は、『Cisco CallManager セキュリティ ガイド』を参照してください。 

Location このデバイスに適切なロケーションを選択します。ロケーション

は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を

指定します。ロケーションに None を設定すると、そのロケーショ
ンの機能では、このデバイスが消費する帯域幅を把握しません。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択しま
す。AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされな
いように、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を

提供します。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされた
コールの再ルーティングは行われません。

表 61-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ ス
ペースを選択します。コーリング サーチ スペースでは、収集され
た（発信）番号のルート指定方法を決定するために検索される、パー

ティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、この
ドロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ ス
ペースの数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パ
ラメータで設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が
多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックス
の横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name
contains フィールドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力
します。Select item to use ボックスに表示されるコーリング サーチ
スペースのリストで、希望するコーリング サーチ スペース名をク
リックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin 
Parameters を選択します。

AAR Calling Search Space Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実行
時にデバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択します。
コーリング サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロッ
クされないように、収集された（発信）番号をルーティングする方

法を決定するために検索されるパーティションの集合を指定しま

す。

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示され
ます。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで
定義された優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、
必要なメディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択
します。

表 61-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Network Hold Audio Source ネットワークが保留動作を開始するときに、このオーディオ ソース
が再生されます。

User Hold Audio Source ユーザが保留操作を開始するときに、このオーディオ ソースが再生
されます。

Port Selection Order ポートが選択される順序を選択します。どちらのポート順序を使用

すべきか分からない場合は、TOP_DOWN を選択してください。

• TOP_DOWN：ポート 1 からポート 8 まで降順にポートを選択し
ます。

• BOTTOM_UP：ポート 8 から ポート 1 まで昇順にポートを選択
します。

MLPP Domain（たとえば、
「0000FF」）

このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～
FFFFFF の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクの
ままにすると、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスの
デバイス プールに設定された値から継承されます。デバイス プー
ルに MLPP ドメインの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメ
インは、MLPP Domain Identifier エンタープライズ パラメータに設
定された値から継承されます。

MLPP Indication この設定は、このデバイス タイプで使用できません。

MLPP Preemption この設定は、このデバイス タイプで使用できません。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-8 Analog Access ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Analog Access ゲートウェイとポートの追加（P.61-20）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway の追加（P.61-22）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

Cisco VG248 Gateway の設定値
表 61-9では、Cisco VG248 Gateway の設定値について説明します。

表 61-9 Cisco VG248 Gateway の設定値

フィールド 説明

MAC Address Cisco VG248 のメディア アクセス制御（MAC）アドレスの最後の 10
桁を入力します。 

Cisco VG248 Analog Phone Gateway 用の MAC アドレスは 1 つしかあ
りませんが、Cisco CallManager はすべてのデバイスについて固有の
MAC アドレスを要求します。MAC アドレスの 10 桁だけを入力す
ると、Cisco CallManager はゲートウェイ用の MAC アドレスを使用
し、それに追加情報を加えて VGC 電話機用の MAC アドレスを作成
することができます。 

各デバイスの MAC アドレス変換では、MAC アドレスの末尾（番号
の右側）に 2 桁のポート番号が追加され、MAC アドレスの先頭に
VGC が追加されます。

EXAMPLE
MAC Address for the Cisco VG248 is
0039A44218
the MAC address for registered port 12 in
Cisco CallManager is
VGC0039A4421812

Description Cisco CallManager は、MAC アドレスの直前に VGCGW を追加する
ことにより、この情報を自動的に提供します。

Load Information 設定中の Cisco VG248 のファームウェア バージョンを入力するか、
ブランクのままにしてデフォルトを使用します。
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関連項目

• Analog Access ゲートウェイとポートの追加（P.61-20）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

• Cisco VG248 Analog Phone Gateway ソフトウェア コンフィギュレーション ガ
イド

Installed Ports

48 PORTS エンドポイント ID のリストから、VGC_Phone ポートを設定するた
めのポートを 1 つ選択します。

プロダクト固有の設定

プロダクト固有の設定情報については、ヘルプ用の i ボタンを押してください。VG248 Gateway の詳
細については、『Cisco VG248 Analog Phone Gateway ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド』を
参照してください。

表 61-9 Cisco VG248 Gateway の設定値（続き）

フィールド 説明
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Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値
表 61-10では、Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値について説明します。

表 61-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値

フィールド 説明

MAC Address (last 10 Characters) ゲートウェイのメディア アクセス制御（MAC）アドレスの最後の
10 桁を入力します。sccp local IOS コマンドがゲートウェイで指定す
るインターフェイスの MAC アドレスを使用します。数字（0 ～ 9）
および A ～ F の大文字を指定できます。

各デバイスの MAC アドレス変換では、MAC アドレスの末尾（番号
の右側）にスロット、サブユニット、およびポートの 3 桁のマッピ
ングが追加されます。

EXAMPLE
MAC Address for the gateway is
0006D7E5C7
The MAC address in Cisco CallManager is
0006D7E5C7281
where 281 is the three-digit mapping of the 
slot/subunit/port.
The values 2,8 and 1 can be hex digits and each do not necessarily correspond to 
slot, subunit and port values.

電話機のデバイス タイプを示すため、MAC アドレスの前に次の 2
文字が挿入されます。

• BR：BRI 電話機

• AN：アナログ電話機

また、ゲートウェイ名に対して SKIGW も挿入されます。

Description Cisco CallManager は、MAC アドレスの直前に SKIGW を追加するこ
とにより、この情報を自動的に提供します。説明は上書きできます。
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Cisco CallManager Group ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco CallManager 冗長グルー
プを選択します。

Cisco CallManager 冗長グループには、最高 3 台の Cisco CallManager
を優先順に並べたリストが含まれています。リスト内の最初の

Cisco CallManager が、プライマリ Cisco CallManager の役目をしま
す。プライマリ Cisco CallManager が使用できないか、障害が起きた
場合、ゲートウェイは、リスト内の次の Cisco CallManager に接続し
ようとします。

Installed Voice Interface Cards

（注） VIC の開始ポート番号を指定する必要なものがあります。たとえば、Subunit 0 の VIC に 0 か
ら始まるポートが 2 つ（0 と 1）ある場合、Subunit 1 の VIC では 1 より大きい番号から始まる
ポートが 2 つ（2 と 3、または 4 と 5）ある必要があります。

（注） SCCP ゲートウェイのモデルごとに、正しいスロット数が表示されます。

表 61-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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Module in Slot 0
Module in Slot 1
Module in Slot 2
Module in Slot 3

（以下、同様）

選択した SCCP ゲートウェイで使用可能なスロットそれぞれに対し
て、取り付けられているモジュールのタイプを選択します。次のモ

ジュールがサポートされます。

ネットワーク モジュール（VIC スロットあり）：

• NM-2V：FXS-SCCP 用の VIC を、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つ
ずつ、合計 2 つ装備。

• NM-HD-2V：FXS-SCCP または BRI-NT/TE-SCCP 用の VIC ス
ロットを、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2 つ装備。

• NM-HD-2VE：FXS-SCCP または BRI-NT/TE-SCCP 用の VIC ス
ロットを、Subunit 0 と Subunit 1 に 1 つずつ、合計 2 つ装備。

ネットワーク モジュール（VIC スロットなし）：

• NM-HDA-4FXS：VIC なしで直接 4 つの FXS を装備。最大 2 つ
までの拡張モジュール EM-HDA-8FXS で拡張することにより、
FXS ポートを 16 個サポートできます。

• EM-HDA-8FXS：NM-HDA-4FXS の拡張モジュール。

音声インターフェイス カード：

• VIC-2FXS

• VIC-4FXS

• VIC2-2FXS

• VIC2-2BRI-NT/TE

表 61-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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スロット レベルには、次の 4 つのオプションがあります。

• NM-2V：2 つのサブユニットのオプション（VIC-2FXS-SCCP）。

• NM-HD-2V：2 つのサブユニットのオプション
（VIC-4FXS-SCCP、VIC2-2FXS-SCCP、VIC2-2BRI-NT/TE-SCCP）。

• NM-HD-2VE：2 つのサブユニットのオプション
（VIC-4FXS-SCCP、VIC2-2FXS-SCCP、VIC2-2BRI-NT/TE-SCCP）。

• NM-HDA：3 つのサブユニットのオプション
（NM-HDA-4FXS-SCCP、EM-8FXS-EM0-SCCP、

EM-8FXS-EM1-SCCP）。

NM-HDA には、正式な VIC はありません。VIC2-2BRI-NT/TE は
BRI SCCP 電話機専用の VIC です。Vg224 GW は他のすべてと
異なります。

次のオプションは、1 つのスロットだけをサポートします。

• ANALOG：1 つのサブユニットのオプション（24FXS-SCCP）。
24 個の FXS ポートをサポート。

オプション None は、ネットワーク モジュールが装備されていない
ことを意味します。

プロダクト固有の設定

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-10 Cisco IOS SCCP ゲートウェイの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• Cisco IOS SCCP ゲートウェイの追加（P.61-15）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）
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ポートの設定値

すべてのポート タイプ設定フィールドの詳細については、次の各トピックの表
を参照してください。

• POTS ポートの設定値（P.61-101）

• ループ スタート ポートの設定値（P.61-104）

• グラウンド スタート ポートの設定値（P.61-106）

• E & M ポートの設定値（P.61-108）

ゲートウェイの設定値の詳細については、P.61-25の「ゲートウェイの設定値」
を参照してください。

POTS ポートの設定値
表 61-11 では、POTS ポートの設定値について説明します。

表 61-11 POTS ポートの設定値

フィールド 説明

Port Type Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、POTS を選択しま
す。

Port Number

End Port Number

Port Number フィールドと End Port Number フィールドに値を設定
して、追加および設定するポートが、使用可能なポート全部である

か、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるかを選択しま
す。

• ポートの範囲を指定するには、Port Number と End Port Number
に適切な値を選択します。

• 1 つのポートを作成するには、Port Number フィールドと End
Port Number フィールドに同じ番号を選択します。

• 使用可能なすべてのポートを追加するには、Port Number 
フィールドと End Port Number フィールドの両方に All Ports を
選択します。
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Port Direction このポートをコールが通過する方向を選択します。

• Inbound：着信コールのみの場合に使用します。 

• Outbound：発信コールのみの場合に使用します。 

• Bothways：着信コールと発信コールに使用します（デフォルト）。

Audio Signal Adjustment into IP
Network

ポート アプリケーション タイプに関連した受信オーディオ信号に
適用されるゲインまたはロスを指定します。

（注） ゲインの設定が不適切だと、エコーが聞こえる場合があり
ます。この設定を調整する場合は注意してください。

Audio Signal Adjustment from IP
Network

ポート アプリケーション タイプに関連した送信オーディオ信号に
適用されるゲインまたはロスを指定します。

（注） ゲインの設定が不適切だと、エコーが聞こえる場合があり
ます。この設定を調整する場合は注意してください。

Prefix DN このトランクが着信コールで受け取る数字に追加される、プレ

フィックス番号を入力します。

Cisco CallManager は、Num Digits 設定値に従って番号を切り捨てた
後、プレフィックス番号を追加します。 

Num Digits 収集する有効数字の桁数（0 ～ 32）を入力します。

Cisco CallManager は、コールされた番号の右側（最後の桁）から有
効数字をカウントします。 

このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。着信番号の

最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI スパンに
着信するコールのルーティングに使用されます。Prefix DN を参照し
てください。

Expected Digits トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールドはほ

とんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォルト値 0 の
ままにしてください。

表 61-11 POTS ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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Call Restart Timer (1000-5000 ms) Call Restart Timer (1000 ～ 5000ms)。ms は、ミリ秒単位の時間を示し
ます。

Offhook Validation Timer 
(100-1000ms)

Offhook Validation Timer (100 ～ 1000ms)。ms は、ミリ秒単位の時間
を示します。

Onhook Validation Timer 
(100-1000ms)

Onhook Validation Timer (100 ～ 1000ms)。ms は、ミリ秒単位の時間
を示します。

Hookflash Timer (100 - 1500 ms) Hookflash Timer (100 ～ 1500ms)。ms は、ミリ秒単位の時間を示しま
す。

SMDI Port Number (0-4096) ボイス メッセージ システムに接続するアナログ アクセス ポート
に、このフィールドを使用します。 

SMDI Port Number は、アナログ アクセス ポートが接続される先の
ボイス メッセージ システム上にある、実際のポート番号と同じ番
号を設定してください。 

（注） ボイス メッセージ システムが正しく動作するために、通常、
ボイスメールの論理ポートは物理ポートと一致している必
要があります。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-11 POTS ポートの設定値（続き）

フィールド 説明



第 61章      ゲートウェイの設定
ポートの設定値

61-104
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• Analog Access ゲートウェイとポートの追加（P.61-20）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

ループ スタート ポートの設定値
表 61-12 では、ループ スタート ポートの設定値について説明します。

表 61-12 ループ スタート ポートの設定値

フィールド 説明

Port Type Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、Loop Start を選択
します。

Beginning Port Number

Ending Port Number

Port Number フィールドと End Port Number フィールドに値を設定
して、追加および設定するポートが、使用可能なポート全部である

か、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるかを選択しま
す。

• ポートの範囲を指定するには、Port Number と End Port Number
に適切な値を選択します。

• 1 つのポートを作成するには、Port Number フィールドと End
Port Number フィールドに同じ番号を選択します。

• 使用可能なすべてのポートを追加するには、Port Number 
フィールドと End Port Number フィールドの両方に All Ports を
選択します。

Port Direction このポートをコールが通過する方向を選択します。

• Inbound：着信コールのみの場合に使用します。

• Outbound：発信コールのみの場合に使用します。

• Both Ways：着信コールと発信コールに使用します。 

Attendant DN 着信コールを転送する先の電話番号を入力します（たとえば、ゼロ、

または代表電話番号）。
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関連項目

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-12 ループ スタート ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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グラウンド スタート ポートの設定値
表 61-13 では、グラウンド スタート ポートの設定値について説明します。

表 61-13 グラウンド スタート ポートの設定値

フィールド 説明

Port Type Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、Ground Start を選
択します。

Port Number

End Port Number

Port Number フィールドと End Port Number フィールドに値を設定
して、追加および設定するポートが、使用可能なポート全部である

か、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるかを選択しま
す。

• ポートの範囲を指定するには、Port Number と End Port Number
に適切な値を選択します。

• 1 つのポートを作成するには、Port Number フィールドと End
Port Number フィールドに同じ番号を選択します。

• 使用可能なすべてのポートを追加するには、Port Number 
フィールドと End Port Number フィールドの両方に All Ports を
選択します。

Port Direction このポートをコールが通過する方向を選択します。

• Inbound：着信コールのみの場合に使用します。

• Outbound：発信コールのみの場合に使用します。

• Both Ways：着信コールと発信コールに使用します。

Attendant DN 着信コールを転送する先の番号を入力します（たとえば、ゼロ、ま

たは代表電話番号）。
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関連項目

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-13 グラウンド スタート ポートの設定値（続き）

フィールド 説明



第 61章      ゲートウェイの設定
ポートの設定値

61-108
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

E & M ポートの設定値
E & M（Ear and Mouth）ポートは、PBX トランク回線（専用回線）の接続を可能
にします。E & M は、2 線式、4 線式、および 6 線式の電話機とトランクのイン
ターフェイス用のシグナリング技術です。

表 61-14 では、E & M ポートの設定値について説明します。

表 61-14 E & M ポートの設定値

フィールド 説明

Port Type Port Type ドロップダウン リスト ボックスから、EANDM を選択し
ます。

Port Number

End Port Number

Port Number フィールドと End Port Number フィールドに値を設定
して、追加および設定するポートが、使用可能なポート全部である

か、1 つのポートであるか、ある範囲のポートであるかを選択しま
す。

• ポートの範囲を指定するには、Port Number と End Port Number
に適切な値を選択します。

• 1 つのポートを作成するには、Port Number フィールドと End
Port Number フィールドに同じ番号を選択します。

• 使用可能なすべてのポートを追加するには、Port Number 
フィールドと End Port Number フィールドの両方に All Ports を
選択します。

Port Direction このポートをコールが通過する方向を選択します。

• Inbound：着信コールのみの場合に使用します。

• Outbound：発信コールのみの場合に使用します。

• Both Ways：着信コールと発信コールに使用します。

Digit Sending アウトダイヤル用に、次の Digit Sending タイプのいずれかを選択し
ます。

• DTMF：Dual-Tone Multifrequency（2 重トーン多重周波数）。通
常のプッシュホン式ダイヤリング。

• MF：Multifrequency（多重周波数）。

• PULSE：パルス（ロータリー）ダイヤリング。
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関連項目

• MGCP ゲートウェイへの T1-CAS ポートの追加（P.61-12）

• ゲートウェイの設定値（P.61-25）

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

Prefix DN 着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力

します。

Cisco CallManager は、まず、Num Digits 設定値に従って番号を切り
捨てた後、プレフィックス番号を追加します。 

Num Digits 収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco CallManager
は、コールされた番号の右側（最後の桁）から有効数字をカウント

します。 

このフィールドは、Sig Digits チェックボックスがオンである場合に
使用します。このフィールドは、着信コールの処理に使用されます。

着信番号の最後の桁から数えた桁数を指定します。この桁数が、PRI
スパンに着信するコールのルーティングに使用されます。Prefix DN
および Sig Digits を参照してください。

Expected Digits トランクの着信側で必要な桁数を入力します。このフィールドはほ

とんど使用されないため、桁数が不明の場合は、デフォルト値 0 の
ままにしてください。

プロダクト固有の設定値

Model-specific configuration（ゲー
トウェイ メーカーによって指
定される、モデル固有の設定

フィールド）

Product-Specific Configuration の下にあるモデル固有のフィールド
は、ゲートウェイ メーカーによって指定されます。これらのフィー
ルドは動的に設定されるため、予告なく変更される場合がありま

す。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表

示するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i ア
イコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のゲートウェイの資料を

参照するか、製造メーカーにお問い合せください。

表 61-14 E & M ポートの設定値（続き）

フィールド 説明
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特定のゲートウェイの検索

ネットワーク内には無数のゲートウェイが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定して、特定のゲートウェイを見つける
ことができます。固有のゲートウェイを特定するには、次のトピックを参照して

ください。

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ゲー
トウェイの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメ

ニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたり

しない限り、ゲートウェイの検索設定は保持されます。

デバイス名による検索

特定のゲートウェイのデバイス名が分かっている場合、または Cisco CallManager
に登録されているゲートウェイすべのリストを表示する場合の手順は、次のとお

りです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Device Name を選択し、その後、次のいず
れかの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device Name

• Description（説明）（該当する場合）

• Device pool（デバイス プール）（該当する場合）

• Status（状況）

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。
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関連項目

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）

説明による検索

Cisco CallManager に登録されている特定のゲートウェイの Description フィール
ドで使用されているキーワードが分かっている場合の手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Description を選択し、その後、次のいずれ
かの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。
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ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Device icon（デバイス アイコン）

• Description（説明）（該当する場合）

• Device Name

• Device Pool

• Status（状況）

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）
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電話番号およびルート パターンによる検索
Cisco CallManager に登録され、特定の内線番号または内線番号の範囲に割り当て
られるゲートウェイを見つける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから DN/Route Pattern を選択し、次のいずれか
の条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Extension（内線番号）

• Partition

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device Name

• Description（説明）（該当する場合）

• Status（状況）



61-115
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 61章      ゲートウェイの設定
特定のゲートウェイの検索

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）
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コーリング サーチ スペースによる検索
コーリング サーチ スペースに割り当てられ、Cisco CallManager に登録されてい
るゲートウェイを見つける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Calling Search Space を選択し、その後、次
のいずれかの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ヒント Find ボタンの下にあるドロップダウン リスト ボックスから既存の
コーリング サーチ スペースを選択して、検索できます。この操作に
よって、選択したコーリング サーチ スペースの名前が自動的に Find
フィールドに追加されます。
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ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Calling Search Space

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device Name

• Description（説明）（該当する場合）

• Status（状況）

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）
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デバイス プールによる検索
特定のデバイス プールに割り当てられ、Cisco CallManager に登録されているゲー
トウェイを見つける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Device Pool を選択し、その後、次のいずれ
かの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ヒント Find ボタンの下にあるドロップダウン リスト ボックスから既存のデ
バイス プールを選択して、検索できます。この操作によって、選択し
たデバイス プールの名前が自動的に Find フィールドに追加されます。
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ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Device Pool

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device Name

• Description（説明）（該当する場合）

• Status（状況）

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• ルート グループによる検索（P.61-120）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）
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ルート グループによる検索
特定のルート グループに割り当てられ、Cisco CallManager に登録されているゲー
トウェイを見つける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Route Group を選択し、その後、次のいず
れかの条件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ヒント Find ボタンの下にあるドロップダウン リスト ボックスから、既存の
ルート グループを選択して、検索できます。この操作によって、選択
したルート グループの名前が自動的に Find フィールドに追加されま
す。
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ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Route Group (Priority)（ルート グループ（優先順位））

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device name (port)（デバイス名（ポート））

• Description（説明）（該当する場合）

• Status（状況）

• IP Address

（注） 該当するゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにすると、
Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲートウェイを削除または
リセットできます。ゲートウェイを削除する場合は Delete Selected を、
ゲートウェイをリセットする場合は Reset Selected をクリックします。
Matching records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにすると、
ウィンドウ内のゲートウェイをすべて選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• デバイス タイプによる検索（P.61-122）
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デバイス タイプによる検索
特定のゲートウェイのデバイス タイプが分かっている場合、または特別なデバ
イス タイプのゲートウェイをすべて表示する場合の手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから Device Type を選択し、次のいずれかの条
件を選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

• is not empty（非空白）

• is empty（空白）

ステップ 3 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。ページごとに表示する項目数
を指定することも、エンドポイントを表示または非表示するかどうかを指定する

こともできます。

ヒント Find ボタンの下にあるドロップダウン リスト ボックスから既存のデ
バイス タイプを選択して、検索できます。この操作によって、選択し
たデバイス タイプの名前が自動的に Find フィールドに追加されます。
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ステップ 4 Find をクリックします。

検出されたゲートウェイのリストが、次の項目別に表示されます。

• Device Type（デバイス タイプ）

• Device icon（デバイス アイコン）

• Device Name

• Description（説明）（該当する場合）

• Status（状況）

• IP Address

（注） ゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにして、Delete Selected
をクリックすると、Find and List Gateways ウィンドウから複数のゲート
ウェイを削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の
ゲートウェイをリセットできます。Matching records タイトルバーにある
チェックボックスをオンにすると、ウィンドウ内のゲートウェイをすべ
て選択できます。

関連項目

• デバイス名による検索（P.61-110）

• 説明による検索（P.61-112）

• 電話番号およびルート パターンによる検索（P.61-114）

• コーリング サーチ スペースによる検索（P.61-116）

• デバイス プールによる検索（P.61-118）

• ルート グループによる検索（P.61-120）
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ゲートウェイとポートの変更

Cisco CallManager を使用して、ゲートウェイ タイプに関係なく、同様に次のタ
スクを実行します。

• Dependency Records の使用方法（P.61-124）

• ゲートウェイの削除（P.61-124）

• ゲートウェイのリセットと再起動（P.61-126）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

Dependency Records の使用方法
ゲートウェイとポートは、パーティション、デバイス プール、電話番号など、さ
まざまな設定情報を使用します。ゲートウェイやポートを更新または削除する場

合は、Dependency Records リンクを使用すると、事前にゲートウェイやポートに
関する設定情報を検索できます。このリンクの詳細については、付録 A
「Dependency Records」を参照してください。

ゲートウェイの削除

Cisco CallManager からゲートウェイを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

ルート グループが使用しているゲートウェイを削除しようとすると、
Cisco CallManager はメッセージを表示します。ゲートウェイを使用しているルー
ト グループを検索するには、Gateway Configuration ウィンドウの Dependency
Records リンクをクリックします。Dependency Records がシステムで使用可能に
なっていない場合、Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示
されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records
へのアクセス」を参照してください。現在使用されているゲートウェイを削除す

る場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があ

ります。

• 削除するゲートウェイを使用しているルート グループすべてに、別のゲー
トウェイを割り当てる。P.21-6の「ルート グループへのデバイスの追加」を
参照してください。
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• 削除するゲートウェイを使用しているルート グループを削除する。
P.21-10の「ルート グループの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 Find をクリックします。

検索条件と一致し、検出されたゲートウェイのリストが表示されます。

ステップ 4 削除するゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Delete Selected をクリックします。

この操作を実行すると取り消せないことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 6 ゲートウェイを削除するには、OK をクリックします。削除操作を取り消すには、
Cancel をクリックします。

ヒント Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のゲートウェイをす
べて削除できます。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• 特定のゲートウェイの検索（P.61-110）
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ゲートウェイのリセットと再起動

Cisco CallManager を使用してゲートウェイをリセットまたは再起動する手順は、
次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 Find をクリックします。

検索条件と一致し、検出されたゲートウェイのリストが表示されます。

ステップ 4 リセットするゲートウェイの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Reset Gateway をクリックします。

Reset Gateway(s) ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 次のいずれかの項目をクリックします。

• Restart：デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

• Reset：デバイスをシャットダウンしてから起動する。

• Close：何の処理も実行せずに前のウィンドウに戻る。
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（注） H323 ゲートウェイの再起動やリセットは、ゲートウェイをハードウェア
的に再起動またはリセットするのではなく、Cisco CallManager によって
ロードされた設定を初期化するだけです。H323 以外のタイプのゲート
ウェイをリセットすると、Cisco CallManager が、そのゲートウェイを使
用しているコールを自動的に終了します。H323 以外のタイプのゲート
ウェイを再起動すると、Cisco CallManager が、そのゲートウェイを使用
しているコールを保持しようとします。

関連項目

• 特定のゲートウェイの検索（P.61-110）

• ゲートウェイとポートの更新（P.61-127）

ゲートウェイとポートの更新

Cisco CallManager からゲートウェイの更新、またはゲートウェイ ポートの再設
定を行う手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 Device > Gateway の順に選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定のゲートウェイを見つけるために、検索条件を入力します。

ステップ 3 Find をクリックします。

検出されたデバイスが表示されます。
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ステップ 4 更新するゲートウェイの Device Name をクリックします。

Gateway Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切なゲートウェイまたはポートの設定値を更新します（次のトピックを参照）。

ゲートウェイ ポートにアクセスするには、そのゲートウェイ ポートのアイコン
をクリックするか、選択されたゲートウェイの設定ウィンドウの左側にある

MGCP エンドポイントのリンクをクリックします。

• MGCP ゲートウェイの設定値（P.61-26）

• FXS/FXO ゲートウェイの設定値（P.61-30）

• E1/T1 PRI ゲートウェイの設定値（P.61-36）

• T1-CAS ゲートウェイの設定値（P.61-70）

• Analog Access ゲートウェイの設定値（P.61-90）

• ポートの設定値（P.61-101）

ステップ 6 Update をクリックします。

ステップ 7 ゲートウェイをリセットして、変更内容を適用します。

関連項目

• Cisco CallManager へのゲートウェイの追加（P.61-2）

• 特定のゲートウェイの検索（P.61-110）

• ゲートウェイのリセットと再起動（P.61-126）

• ゲートウェイの削除（P.61-124）
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62
Cisco IP Phone の設定

Cisco IP Phone は、多くの機能を備えた電話機であり、IPネットワークに直接接
続できます。Cisco CallManager Administration の Phone Configuration ウィンドウ
を使用して、次の Cisco IP Phone およびデバイスを設定することができます。

• Cisco IP Phone 7900 ファミリー

• Cisco IP Phone モデル 30 VIP

• Cisco IP Phone モデル 12 SP+

• H.323 クライアント

• Computer Telephony Integration（CTI）ポート

• Cisco IP Communicator

• Cisco ATA 186 および Cisco ATA 188 電話アダプタ

• Cisco VG248 ポート（アナログ電話機）

（注） 管理者は、Cisco VG248ゲートウェイの設定を Cisco CallManager
Administration の Gateway Configuration ウィンドウから実行します。
このウィンドウから、ゲートウェイ アナログ電話ポートを設定しま
す（この設定では、Phone Configuration ウィンドウが表示されます）。
VG248 ポートを更新する場合は、Phone Configuration ウィンドウを使
用します。次の手順は、この電話機タイプの更新または削除に適用
されます。Cisco VG248 Gateway の設定情報については、P.61-1の
「ゲートウェイの設定」を参照してください。
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Cisco CallManager Administration に Cisco IP Phone を追加すると、RIS Data
Collector サービスからの情報が Phone Configuration ウィンドウに表示されます。
デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録されている Cisco CallManager の
名前が利用可能であれば、表示されます。

次のトピックでは、Cisco CallManager Administration における Cisco IP Phone に関
する作業と設定について説明しています。

• Cisco IP Phone の設定（P.62-3）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話番号の設定（P.62-52）

• 電話ボタン テンプレートの設定（P.64-1）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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Cisco IP Phone の設定
Cisco CallManager データベースに電話機を追加する方法には、自動登録を使用し
た自動的な追加、Phone Configuration ウィンドウを使用した手作業による追加、
または Cisco Bulk Administration Tool（BAT）を使用したグループ単位の追加が
あります。

自動登録を使用可能にすると、IP テレフォニー ネットワークに Cisco IP Phone を
接続するときに、その IP Phone を Cisco CallManager データベースに自動的に追
加できます。自動登録時に、Cisco CallManager は、次に使用可能な電話番号を順
に電話機に割り当てます。しかし、自動登録を使用したくない場合もあります。

たとえば、特定の電話番号を電話機に割り当てたい場合です。

（注） 自動登録は、小規模の設定や試験運用に限定して使用することをお勧めします。

クラスタ全体のセキュリティ モードをセキュア モードに設定すると、
Cisco CallManager が自動登録を使用不可にします。

自動登録を使用しない場合は、手作業で Cisco CallManager データベースに電話
機を追加するか、BAT を使用する必要があります。BAT というプラグイン アプ
リケーションを使用すると、システム管理者は、多数の Cisco IP Phone に対して
追加、変更、および削除の操作を一括して実行することができます。BAT の使
用法の詳細については、『Cisco CallManager Bulk Administration Tool ユーザ ガイ
ド』を参照してください。

Cisco IP Phone を Cisco CallManager Administration に追加すると、RIS Data
Collector サービスによって、デバイス名、登録状況、およびその電話機が登録さ
れた Cisco CallManager の IP アドレスが Phone Configuration ウィンドウに表示さ
れます。

H.323 クライアント、CTI ポート、および他のデバイスと共に、電話機を Cisco
CallManager Administration で設定する方法については、次のトピックを参照して
ください。

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の MAC アドレスの表示（P.62-4）
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• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機の削除（P.62-13）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話機の更新（P.62-12）

• 既存の電話機のコピー（P.62-8）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 短縮ダイヤルの設定値（P.62-39）

• サービス URL ボタンの設定（P.62-47）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

電話機の MAC アドレスの表示
Media Access Control（MAC; メディア アクセス制御）アドレスは、Cisco IP Phone
またはその他のハードウェア デバイスを識別する固有の 12 桁の 16 進数から構
成されています。電話機の底に貼ってあるラベルに、この番号が記載されていま

す（たとえば、Cisco IP Phone 7900 ファミリー モデルの場合は 000B6A409C405、
Cisco IP Phone モデル SP 12+ および 30 VIP の場合は SS-00-0B-64-09-C4-05）。
Cisco CallManager では、MAC アドレスは、Cisco IP Phone デバイス設定の必須
フィールドです。Cisco CallManager フィールドに MAC アドレスを入力するとき
は、スペースとダッシュを使用しないでください。また、ラベル上の MAC アド
レスの前にある「SS」は入力しないでください。

Cisco IP Phone の MAC アドレスやその他の設定値を表示する方法の詳細につい
ては、該当の電話機モデルの『Cisco IP Phoneアドミニストレーション ガイド for
Cisco CallManager』を参照してください。Cisco IP Phone モデル 12 Series、およ
び Cisco IP Phone モデル 30 Series または Cisco VG248 Gateway の MAC アドレス
を表示するには、次の作業を実行します。

• Cisco IP Phone モデル 12 SP + および 30 VIP：** を押して、LCD ディスプレ
イの 2 行目に MAC アドレスを表示する。

• Cisco VG248電話ポート：MAC アドレスは、Cisco CallManager Administration
の Gateway Configuration ウィンドウからエンドポイントを指定する。設定の
詳細については、P.61-1の「ゲートウェイの設定」を参照してください。
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• Cisco IP Communicator：Cisco IP Communicator アプリケーションをインス
トールするクライアント PC のネットワーク インターフェイスから MAC ア
ドレスを取得する。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機の更新（P.62-12）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

• Cisco IP Communicator アドミニストレーション ガイド

電話機の追加

Cisco IP Phoneを使用する前に、次の手順に従って、その電話機を
Cisco CallManager に追加する必要があります。また、この手順に従って、H.323
クライアント、CTI ポート、Cisco ATA 186 および Cisco ATA 188 電話アダプタ、
または Cisco IP Communicator を設定することもできます。H.323 クライアントの
代わりに、Microsoft NetMeeting クライアントも使用できます。CTI ポートは、
Cisco CallManager アプリケーション、たとえば、Cisco SoftPhone や Cisco
AutoAttendant が使用する仮想デバイスを示します。

（注） Cisco VG248電話ポートは、Cisco CallManager Administration の Gateway 
Configuration ウィンドウから追加されます。設定の詳細については、P.61-1の
「ゲートウェイの設定」を参照してください。

ワンポイント・アドバイス 電話ボタンおよびソフトキーの非標準テンプレートを使用する場合は、そのテン

プレートを設定した後に電話機を追加する必要があります。設定の詳細について

は、P.64-5の「電話ボタン テンプレートの追加」および P.65-5の「非標準ソフ
トキー テンプレートの追加」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Device > Add a Device の順に選択します。

Add a New Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Device Type ドロップダウン リスト ボックスから Phone を選択し、Next をクリッ
クします。

Add a New Phone ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Phone type ドロップダウン リストから、適切な電話機タイプまたはデバイスを選
択し、Next をクリックします。電話機タイプの選択後にそのタイプを変更する
ことはできません。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

（注） Add a New Phone ウィンドウの Phone type ドロップダウン リスト ボック
スでは、IP Phone の名前に Gigabit IP Phone の「G」が含まれていません
（たとえば、Cisco 7970G）。ただし、モデル名に G を含む IP Phone はサ
ポートされています。

ステップ 4 適切な設定値を入力します（表 62-1 を参照）。

選択された電話機タイプに該当する設定値だけが、ウィンドウに表示されます。

ステップ 5 Owner User ID が必要な場合は、そのフィールドにユーザ ID を入力します。詳細
については、P.62-37の「ユーザ ID の検索」を参照してください。

ステップ 6 Insert をクリックします。

電話機がデータベースに追加されたことを知らせるメッセージが表示されます。
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ステップ 7 この電話機に電話番号を追加するには、OK をクリックし、Directory Number
Configuration ウィンドウに適切な設定値を入力します（P.62-60の「電話番号の
設定値」を参照）。Phone Configuration ウィンドウに戻るには、Cancel をクリッ
クします。

Cisco CallManager Administration に Cisco IP Phone を追加すると、RIS Data
Collector サービスからの情報が Phone Configuration ウィンドウに表示されます。
使用可能な場合、デバイスの IP アドレス、およびデバイスが登録されている
Cisco CallManager の名前が、図 62-1 に示すように表示されます。

図 62-1 Phone Configuration ウィンドウ

ステップ 8 電話機が自動的に追加されます。Reset Phone ボタンの詳細については、P.62-10の
「電話機のリセット」を参照してください。

次の手順

この電話機に短縮ダイヤル ボタンを設定するには、P.62-38の「短縮ダイヤル ボ
タンの設定」を参照してください。この電話機のサービスを設定するには、

P.62-43の「Cisco IP Phone サービスの設定」を参照してください。この電話機の
サービス URL ボタンを設定するには、P.44-19の「Cisco IP Phone サービスの電
話ボタンへの追加」を参照してください。
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関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話機の削除（P.62-13）

• 電話機の更新（P.62-12）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• ユーザ ID の検索（P.62-37）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

既存の電話機のコピー

類似している電話機を Cisco CallManager データベースに手作業で追加する場合
は、1 つの電話機を追加した後、その基本設定値をコピーして、他の電話機に適
用できます。新しい電話機をデータベースに追加する場合は、事前に、少なくと

もメディア アクセス制御（MAC）アドレスを変更しておく必要があります。

電話機の設定値をコピーする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 設定値のコピー元となる電話機の Copy アイコンをクリックします。
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Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 新しい電話機の MAC アドレスを入力します。

（注） MAC アドレスの入手の詳細については、P.62-4の「電話機の MAC アド
レスの表示」を参照してください。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 62-1 を参照）。

ステップ 6 Insert をクリックします。

電話機がデータベースに追加されたことを知らせるメッセージが表示されます。

ステップ 7 この電話機に電話番号を追加するには、OK をクリックし、Directory Number
Configuration ウィンドウに適切な設定値を入力します（P.62-60の「電話番号の
設定値」を参照）。Phone Configuration ウィンドウに戻るには、Cancel をクリッ
クします。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話機の更新（P.62-12）

• 電話機の削除（P.62-13）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話機のリセット

電話番号の追加、または設定値の更新を行った後、変更内容を有効にするため

に、Cisco IP Phone をリセットする必要はありません。Cisco CallManager が自動
的にリセットを実行します。ただし、次の手順に従えば、いつでも Cisco IP Phone
をリセットできます。 

（注） コールが進行中の場合は、そのコールが終了した後に電話機がリセット
されます。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます（図 62-2）。

図 62-2 Find and List Phones ウィンドウ
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ステップ 3 リセットする電話機の横にあるチェックボックスをオンにします。ウィンドウ内
の電話機をすべて選択するには、matching records タイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにします。

ステップ 4 Reset Selected をクリックします。

Reset Device ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのボタンをクリックします。

• Restart：選択されたデバイスをシャットダウンせずに、再起動する
（Cisco CallManager に電話機を再登録する）。

• Reset：選択されたデバイスをシャットダウンした後、再度立ち上げる（電
話機の完全なシャットダウンと再初期化を実行する）。

• Close：選択されたデバイスの再起動やリセットを実行せずに、前のウィン
ドウに戻る。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機の更新（P.62-12）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話機の更新

Cisco CallManager Administration を使用して Cisco IP Phone を更新する手順は、次
のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 リストから、更新する電話機の名前をクリックします。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 62-1 を参照）。

ステップ 5 Update をクリックします。

電話機に接続中のコールがなければ、更新内容は電話機に自動的に追加されま

す。接続中のコールがある場合は、そのコールが接続解除されたときに初めてリ

セットが実行されます。詳細については、P.62-10の「電話機のリセット」を参
照してください。
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関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話機の設定値（P.62-15）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 短縮ダイヤルの設定値（P.62-39）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

電話機の削除

Cisco CallManager Administration を使用して Cisco IP Phone を削除する手順は、次
のとおりです。

始める前に

電話機を削除する前に、その電話機に関連付けられた電話番号を削除する必要が

あるかどうかを決定します。電話機を削除する前に電話番号を削除するには、

P.62-56の「電話機からの電話番号の削除」を参照してください。電話機を削除
する前に電話番号を削除しない場合は、電話機が削除された後も、電話番号は

Cisco CallManager データベースに保持されます。データベースから電話番号を削
除するには、P.29-5の「割り当てられていない電話番号の削除」を参照してくだ
さい。 

電話機に割り当てられている電話番号は、Phone Configuration ウィンドウの
Directory Numbers 領域で確認できます。Phone Configuration ウィンドウから
Dependency Records リンクをクリックすることもできます。Dependency Records
がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィン
ドウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、
P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。 
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手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます（図 62-3）。

図 62-3 Find and List Phones ウィンドウ

ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

• 削除する電話機の横にあるチェックボックスをオンにし、Delete Selected を
クリックする。 

• matching records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにし、Delete
Selected をクリックして、ウィンドウ内の電話機をすべて削除する。

• 削除する電話機の名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、Delete
をクリックする。 

ステップ 4 OK をクリックして、確認します。
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関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

電話機の設定値

表 62-1 では、Phone Configuration ウィンドウ内で使用可能な設定値について説明
します。

（注） Product-Specific Configuration セクションには、電話機のメーカーによって指定さ
れたモデル固有のフィールドが含まれています。Cisco CallManager は、これらの
フィールドにデフォルト値を動的に取り込みます。

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表示するには、

Product Specific Configuration 見出しの右側にある「i」アイコンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々の電話機の資料を参照するか、製造

メーカーにお問い合せください。
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表 62-1 電話機の設定値

フィールド 説明

デバイス情報

MAC Address Cisco IP Phone（ハードウェア電話機のみ）を識別するメディア アクセ
ス制御（MAC）アドレスを入力します。この値が 12 桁の 16 進文字か
ら構成されていることを確認してください。

ご使用の電話機の MAC アドレスにアクセスする方法については、該当
の電話機モデルの『Cisco IP Phone アドミニストレーション ガイド for
Cisco CallManager』を参照してください。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway

Cisco VG248 ゲートウェイの MAC アドレスは、Cisco CallManager
Administration の Gateway Configuration ウィンドウからエンドポイント
を指定します。設定の詳細については、P.61-1の「ゲートウェイの設
定」を参照してください。

Cisco VG248 Analog Phone Gateway には、MAC アドレスが 1 つしかあり
ません。48 個のすべてのポートが、同じ MAC アドレスを共用します。
Cisco CallManager には、すべてのデバイスに固有の MAC アドレスが必
要です。

Cisco CallManager は、各デバイスの MAC アドレスを次のように変換し
ます。

• MAC アドレスの先頭 2 桁を除去します。

• MAC アドレスを左に 2 桁シフトします。

• MAC アドレスの末尾（番号の右側）に 2 桁のポート番号を追加し
ます。

EXAMPLE
MAC Address for the Cisco VG248 is
000039A44218
the MAC address for registered port 12 in the
Cisco CallManager is
0039A4421812
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Device Name ソフトウェア ベースの電話機、H.323 クライアント、および CTI ポー
トを識別する名前を入力します。この値には、1 ～ 15 文字（英数字、
ドット、ダッシュ、または下線を含む）を指定できます。

Description デバイスの目的を指定します。このフィールドには、ユーザ名（たと

えば、John Smith）または電話機のロケーション（たとえば、Lobby）を
入力できます。

Cisco VG248 ゲートウェイでは、VGC<mac address> でこの記述が開始
されます。

Owner User ID この電話機に割り当てられる人のユーザ ID を入力します。ユーザ ID の
リストから選択する場合は、Select User ID リンクをクリックします。
ユーザ ID は、このデバイスから発信されるコールの Call Detail Record
（CDR; 呼詳細レコード）に記録されます。

（注） エクステンション モビリティを使用する場合、このフィールド
は設定しないでください。エクステンション モビリティはデバ
イス オーナーをサポートしてないためです。

Device Pool この電話機を割り当てるデバイス プールを選択します。デバイス プー
ルには、電話機のデバイスおよびロケーションに関連する情報が含ま

れています。

デバイス プールの設定値を確認するには、View Details リンクをクリッ
クします。

Common Profile この電話機を割り当てる共通プロファイルを選択します。共通プロ

ファイルには、特定のユーザに関連付けられた属性（サービスや機能）

が含まれます。

共通プロファイルの設定値を確認するには、View Details リンクをク
リックします。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ スペー
スを選択します。コーリング サーチ スペースは、ダイヤルされた番号
のルート指定方法を決定するために検索されるパーティションの集合

から構成されます。デバイスのコーリング サーチ スペースと電話番号
のコーリング サーチ スペースは併用されます。電話番号の CSS はデバ
イスの CSS に優先します。詳細については、『Cisco CallManager システ
ム ガイド』の「パーティションおよびコール検索スペース」を参照し
てください。

電話機のコーリング サーチ スペースの設定情報については、P.62-84の
「Calling Search Space」を参照してください。

AAR Calling Search Space Automated Alternate Routing（AAR; 自動代替ルーティング）の実行時に
デバイスが使用するコーリング サーチ スペースを選択します。コーリ
ング サーチ スペースは、帯域幅不足によってコールがブロックされな
いように、収集された（発信）番号をルーティングする方法を決定す

るために検索されるパーティションの集合を指定します。電話機の

コーリング サーチ スペースの設定情報については、P.62-84の「Calling
Search Space」を参照してください。

Media Resource Group List 適切なメディア リソース グループ リストを選択します。メディア リ
ソース グループ リストは、優先順位順に並べられたメディア リソース
グループから構成されます。アプリケーションは、メディア リソース
グループ リストで定義された優先順位に従って、使用可能なメディア
リソースの中から、必要なメディア リソース、たとえば、Music On Hold
サーバを選択します。

<none> を選択すると、Cisco CallManager は、デバイス プールに定義さ
れているメディア リソース グループを使用します。

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「メディア
リソースの管理」を参照してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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User Hold Audio Source ユーザが保留操作を開始するときに再生されるオーディオ ソースを指
定するには、ドロップダウン矢印をクリックして、リストからオーディ

オ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイス
プールに定義されているオーディオ ソースを使用します。または、デ
バイス プールがオーディオ ソース ID を指定していない場合は、シス
テム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source
Configuration ウィンドウで行います。このウィンドウにアクセ
スするには、Service > Music On Hold の順に選択してください。

Network Hold Audio Source ネットワークで保留動作を開始するときに再生されるオーディオ ソー
スを指定するには、ドロップダウン矢印をクリックして、リストから

オーディオ ソースを選択します。 

オーディオ ソースを選択しない場合、Cisco CallManager は、デバイス
プールに定義されているオーディオ ソースを使用します。または、デ
バイス プールがオーディオ ソース ID を指定していない場合は、シス
テム デフォルトを使用します。

（注） オーディオ ソースの定義は、Music On Hold Audio Source
Configuration ウィンドウで行います。このウィンドウにアクセ
スするには、Service > Music On Hold の順に選択してください。

Location この Cisco IP Phone に適切なロケーションを選択します。ロケーション
は、このロケーションとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指

定します。ロケーションを「None」に設定すると、そのロケーション
の機能では、この Cisco IP Phone が消費する帯域幅を把握しません。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされないよう
に、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を提供しま

す。AAR グループが指定されていない場合、Cisco CallManager はデバ
イス プールまたは回線に関連付けられている AAR グループを使用し
ます。

User Locale ドロップダウン リスト ボックスから、その電話機ユーザ インターフェ
イスに関連したロケールを選択します。そのユーザ ロケールは、言語
とフォントを含んだ、ユーザをサポートする一連の詳細情報を識別し

ます。

Cisco CallManager は、ローカリゼーションをサポートする電話機モデ
ルに対してのみ、このフィールドを使用可能にします。

（注） ユーザ ロケールが指定されない場合、Cisco CallManager はデバ
イス プールに関連付けられているユーザ ロケールを使用しま
す。

（注） ユーザが英語以外の言語で情報を（電話機に）表示する必要が
ある場合は、ユーザ ロケールを設定する前に、ロケール イン
ストーラがインストールされていることを確認します。Cisco IP
Telephony Locale Installer の資料を参照してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Network Locale ドロップダウン リスト ボックスから、その電話に関連したロケールを
選択します。ネットワーク ロケールには、特定の地域で電話機が使用
するトーンおよび断続周期の定義が含まれています。

Cisco CallManager は、ローカリゼーションをサポートする電話機モデ
ルに対してのみ、このフィールドを使用可能にします。

（注） ネットワーク ロケールが指定されない場合、Cisco CallManager
はデバイス プールに関連付けられているネットワーク ロケー
ルを使用します。

（注） ユーザが国別のトーンを（電話機で）再生する必要がある場合
は、ネットワーク ロケールを設定する前に、ロケールがインス
トールされていることを確認します。Cisco IP Telephony Locale
Installer の資料を参照してください。

Device Security Mode このフィールドは、電話機モデルが認証または暗号化をサポートして

いる場合にのみ表示されます。ドロップダウン リスト ボックスにある
次のオプションの中から、デバイスに設定するモードを選択します。

• Use System Default：エンタープライズ パラメータの Device Security
Mode に指定した値が電話機で使用されます。

• Non-secure：電話機のセキュリティ機能は動作しません。
Cisco CallManager に対して TCP 接続が行われます。

• Authenticated：Cisco CallManager は、電話機に対して完全性および
認証を提供します。NULL/SHA を使用した TLS 接続が行われます。

• Encrypted：Cisco CallManager は、電話機に対して完全性、認証、お
よび暗号化を提供します。AES128/SHA を使用した TLS 接続が行
われます。

ヒント ドロップダウン リスト ボックスのオプションが表示される
のは、電話機モデルがデバイス セキュリティ モードをサポー
トしている場合だけです。電話機モデルが暗号化をサポート
していない場合、オプションは表示されません。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Signal Packet Capture Mode 暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャリ
ングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となります。ド
ロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれかを選択
します。

• Real-Time Mode：Cisco CallManager は、復号化または非暗号化さ
れたメッセージを、セキュア チャネル経由で解析デバイスへ送信
します。Cisco CallManager とデバッグ ツール（IREC）間で TLS 接
続が行われます。認証を行った後、Cisco CallManager は接続された
すべてのリアルタイム デバッグ ツールへと SCCP メッセージを送
信します。この動作は、パケット キャプチャリングを設定した選
択されたデバイスに限り行われます。

このモードにより、ネットワークでのスニッフィングがなくなりま

す。

• Batch Processing Mode：Cisco CallManager が復号化または非暗号化
されたメッセージをファイルに書き込み、システムが各ファイルを

暗号化します。システムは毎日、新しい暗号化鍵を持つ新しいファ

イルを作成します。Cisco CallManager は、ファイルを 7 日間保存
し、また安全な場所でファイルを暗号化する鍵も保存します。

Cisco CallManager は C:\Program Files\Cisco\PktCap にファイルを保
存します。単一のファイルにはタイム スタンプ、送信元 IP アドレ
ス、宛先 IP アドレス、SCCP メッセージ長、および SCCP メッセー
ジが含まれます。デバッグ ツールは、HTTPS、管理者のユーザ名
とパスワード、および指定日を使用して、キャプチャされたパケッ

トを含む単一の暗号化されたファイルを要求します。さらに鍵情報

も要求し、暗号化された圧縮ファイルを復号化します。

ヒント これらのオプションの詳細については、『Cisco CallManager 
セキュリティ ガイド』を参照してください。

Packet Capture Duration 暗号化のトラブルシューティング専用の設定。パケット キャプチャリ
ングは、高い CPU 使用率およびコール処理中断の原因となります。

このフィールドには、パケット キャプチャリングの 1 つのセッション
に割り当てる最大分数を指定します。デフォルト値は 60 です。 

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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Built In Bridge Built In Bridge ドロップダウン リスト ボックスを使用することにより、
割り込み機能の組み込み Conference Bridge を使用可能または使用不可
にします（On、Off、または Default を選択する）。 

（注） Cisco IP Phone モデル 7940 および 7960 では、2 つのメディア ス
トリーム暗号化または SRTP ストリームを同時にサポートする
ことはできません。この条件によって動作が不安定にならない
よう、システムでは、デバイス セキュリティ モードが Encrypted
に設定されたときは、モデル 7940 および 7960 の組み込みブ
リッジを自動的に使用不可にします。

設定の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイ
ド』の「割り込みとプライバシー」を参照してください。また、『Cisco
CallManager セキュリティ ガイド』も参照してください。

Privacy Privacy を必要とする各電話機について、Privacy ドロップダウン リスト
ボックスで On を選択します。設定の詳細については、
『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「割り込みとプライ
バシー」を参照してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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Device Mobility Mode このデバイスのデバイス モビリティ機能をオンまたはオフにします。

次のデバイス モビリティ パラメータの現在の値を表示するには、View
Current Settings をクリックします。

• Cisco CallManager Group

• Roaming device pool

• Location

• Region

• Network Locale

• AAR Group

• AAR Calling Search Space

• Device Calling Search Space

• Media Resource Group List

• SRST

設定の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイ
ド』の「Cisco CallManager デバイス モビリティ」を参照してください。

Signaling Port このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。このデバイスが
使用する H.225 シグナリング ポートの値を指定します。

デフォルト値は 1720 です。有効値の範囲は 1 ～ 65535 です。

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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Retry Video Call as Audio このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイントの
みに適用されます。この電話機が、ビデオとして接続しないコールを

受信すると、そのコールはオーディオ コールとして接続しようとしま
す。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このデバ

イスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティングする直
前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接続できない場
合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗した

ビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しません。こ
の場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は Automatic Alternate
Routing（AAR）およびルート /ハント リスト経由でコールをルーティ
ングします。

Ignore Presentation Indicators 
(internal calls only)

コールごとにコール表示制限を設定するには、このチェックボックス

をオンにします。このチェックボックスをオンにすると、

Cisco CallManager は内部コールが受信するすべての表示制限を無視し
ます。

この設定は、変換パターンレベルで発信側の回線 ID 表示と接続側の回
線 ID 表示の設定を組み合せて使用してください。同時に、これらの設
定値では、コール表示制限を設定して、各コールに対して発信側の回

線または接続側の回線の表示情報を選択的に表示、またはブロックで

きます。

発信側の回線 ID 表示と接続側の回線 ID 表示のパラメータの詳細につ
いては、P.27-10の「変換パターンの設定値」の表 27-1 を参照してくだ
さい。

コール表示制限の詳細については、『Cisco CallManager 機能およびサー
ビス ガイド』の「Call Display Restrictions 機能」の章を参照してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Wait for Far End H.245 
Terminal Capability Set

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスでは、Cisco CallManager が遠端 H.245 Terminal
Capability Set を受信した後に、その H.245 Terminal Capability Set を送信
するように指定します。このチェックボックスはデフォルトでオンに

なっています。Cisco CallManager がケイパビリティ交換を実行するよ
うに指定するには、このチェックボックスをオフにします。

電話ボタン テンプレート情報

Phone Button Template 適切な電話ボタン テンプレートを選択します。電話ボタン テンプレー
トは、電話機上のボタンの設定を決定し、各ボタンに使用される機能

（回線、短縮ダイヤルなど）を指定します。

Cisco CallManager は、H.323 クライアントと CTI ポートに対しては、こ
のフィールドを使用不可にします。

ソフトキー テンプレート情報

Softkey Template 適切なソフトキー テンプレートを選択します。ソフトキー テンプレー
トは、Cisco IP Phone におけるソフトキーの設定を決定します。割り当
て済みのソフトキー テンプレートが共通プロファイルに含まれている
場合、このフィールドはブランクのままにします。

拡張モジュール情報

Module 1 適切な拡張モジュールを選択するか、または何も選択しません。

Module 2 適切な拡張モジュールを選択するか、または何も選択しません。

ファームウェア ロード情報（ブランクのままにして、デフォルトを使用）

Phone Load Name Cisco IP Phone 用のカスタム ソフトウェアを入力します。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を上

書きします。詳細については、P.6-1の「デバイス デフォルトの設定」
を参照してください。

Cisco IP Phone ソフトウェアおよび設定の詳細については、該当の電話
機モデルの『Cisco IP Phone アドミニストレーション ガイド for
Cisco CallManager 4.1』を参照してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Module 1 Load Name 適切な拡張モジュール用のカスタム ソフトウェアを入力します（該当
する場合）。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を上

書きします。ファームウェア ロードがモジュール ロードと一致してい
ることを確認してください。

Module 2 Load Name 2 番目の拡張モジュール用のカスタム ソフトウェアを入力します（該
当する場合）。

このフィールドに入力される値は、現在のモデルのデフォルト値を上

書きします。ファームウェア ロードがモジュール ロードと一致してい
ることを確認してください。

Cisco IP Phone：External Data Locations（ブランクのままにして、デフォルトを使用）

Information Information (i) ボタンのヘルプ テキストのロケーション（URL）を入力
します。デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランク

のままにします。

Directory 電話機がディレクトリ情報を取得する際の取得元となるサーバを入力

します。デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランク

のままにします。

Messages このフィールドはブランクのままにします（Cisco CallManager では使
用されません）。 

Services Cisco IP Phone サービスのロケーション（URL）を入力します。

Authentication Server 電話機の Web サーバに対する要求を検証するために、この電話機が使
用する URL を入力します。認証 URL を指定しない場合、認証を必要
とする Cisco IP Phone 上の拡張機能は動作しません。

デフォルトでは、この URL は、インストレーション時に設定された
Cisco IP Phone User Options ウィンドウにアクセスします。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのままに

します。

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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Proxy Server 電話機の HTTP クライアントから、ローカル以外のホスト アドレスに
アクセスする HTTP 要求を代理処理するのに使用されるホストとポー
ト（たとえば、proxy.cisco.com:80）を入力します。

電話機が、サービスで URL（たとえば、www.cisco.com）を受信すると
きに、cisco.com ドメインで設定されていない場合、その電話機は、そ
の URL へのアクセスにプロキシ サーバを使用します。電話機が
cisco.com ドメインで設定されている場合、その URL と同じドメイン内
にあるので、その電話機は、プロキシを使用せずにその URL にアクセ
スします。

この URL を設定しない場合、電話機は URL に直接接続を試みます。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのままに

します。

Idle Idle Timer フィールドで指定された時間の間、Cisco IP Phone が使用され
なかった場合に、その電話機のディスプレイに表示される URL を入力
します。たとえば、電話機が 5 分間使用されなかったときに、LCD 上
にロゴを表示できます。

デフォルト値を受け入れるには、このフィールドをブランクのままに

します。

Idle Timer (seconds) Idle フィールドに指定された URL を表示するまでに経過する時間（秒
数）を入力します。

Idle URL Timer エンタープライズ パラメータの値を受け入れるには、こ
のフィールドをブランクのままにします。

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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エクステンション モビリティ（デバイス プロファイル）情報

Enable Extension Mobility 
Feature

この電話機でエクステンション モビリティをサポートする場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。

Log Out Profile このフィールドは、Cisco CallManager エクステンション モビリティを
使用してデバイスにログインしているユーザがいない場合にデバイス

が使用するデバイス プロファイルを指定します。ドロップダウン選択
ボックスから、オプションを選択します。オプションには、Use Current
Device Settings と Select a User Device Profile があります。Select a User
Device Profile を選択すると、すでに設定されているユーザ デバイス プ
ロファイルの選択を要求する設定ウィンドウが表示されます。

Log In User ID このフィールドは、ユーザがログインするまでブランクのままです。

ユーザが Cisco CallManager エクステンション モビリティを使用してデ
バイスにログインすると、ユーザ ID がこのフィールドに表示されます。

Log In Time このフィールドは、ユーザがログインするまでブランクのままです。

ユーザがエクステンション モビリティを使用してデバイスにログイン
すると、ユーザのログイン時刻がこのフィールドに表示されます。

Log Out Time このフィールドは、ユーザがログインするまでブランクのままです。

ユーザが Cisco CallManager エクステンション モビリティを使用してデ
バイスにログインすると、システムがユーザをログアウトする予定時

刻がこのフィールドに表示されます。

Logout このボタンは、ユーザが Cisco CallManager エクステンション モビリ
ティを使用してデバイスにログインしている場合に表示されます。

ユーザを手動でログアウトする場合は、このボタンをクリックします。

表 62-1 電話機の設定値（続き）
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Certificate Authority Proxy Function（CAPF）情報

Certificate Operation ドロップダウン リスト ボックスから、次のオプションのいずれかを選
択します。

• No Pending Operation：認証操作が行われないことを示します（デ
フォルト設定）。

• Install/Upgrade：電話機にローカルで存在している有効な証明書を
新規にインストールまたは更新します。

• Delete：電話機にローカルで存在している有効な証明書を削除しま
す。

• Troubleshoot：ローカルで有効な証明書（LSC）または製造元でイ
ンストールされる証明書（MIC）を元に戻して、CAPF トレース
ファイルの認証証明書を表示できるようにします。いずれの証明書

タイプも電話機に存在する場合、Cisco CallManager は各証明書タイ
プに 1 つずつ、合計 2 つのトレース ファイルを作成します。

Troubleshooting オプションを選択すると、電話機に存在する LSC ま
たは MIC を確認できます。

Authentication Mode このフィールドで、電話機を CAPF で認証する方法を選択できます。
ローカルで有効な証明書をインストール、更新、削除、またはトラブ

ルシューティングする場合、または製造元でインストールされる証明

書で認証する場合は、このフィールドを使用します。ドロップダウン

リスト ボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

• By Authentication String

• By Null String

• By Existing Certificate（LSC に優先）

• By Existing Certificate（MIC に優先）

ヒント これらの設定の詳細および警告については、
『Cisco CallManager セキュリティ ガイド Release 4.1』で説明
しています。認証モードを設定する前に、マニュアルを参照
してください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Authentication String Authentication Mode ドロップダウン リスト ボックスで 
By Authentication String オプションを選択した場合、このフィールドが
適用されます。手動で文字列を入力、または Generate String ボタンをク
リックすると文字列が生成されます。文字列が 4 ～ 10 桁であることを
確認してください。

ローカルで有効な証明書をインストール、更新、削除、またはトラブ

ルシューティングするには、電話機のユーザまたは管理者が電話機に

認証文字列を入力する必要があります。

Generate String CAPF で認証文字列を自動的に生成する場合は、このボタンをクリック
します。4 ～ 10 桁の認証文字列が Authentication String フィールドに表
示されます。

Key Size (bits) ドロップダウン リスト ボックスから、証明書の鍵サイズを選択します。
デフォルトの設定値は 1024 です。他のオプションには、512 および 2048
があります。

Operation Completes by** このフィールドは Certificate Operation の Install/Upgrade、Delete、およ
び Troubleshoot オプションをサポートし、操作を完了させる日付および
時刻を指定します。 

表示される値はパブリッシャ データベース サーバ用です。

Certificate Operation Status このフィールドは、認証操作の進行状況を表示します。たとえば、

<operation type> pending、failed、または successful です。ここで、operation
type は Certificate Operation の Install/Upgrade、Delete、または Troubleshoot
オプションを表します。このフィールドの情報は変更できません。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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H.323 情報

Outgoing Caller ID Pattern 電話機への着信コールの発信者 ID に使用するパターンを 0 ～ 24 桁で
入力します。

Calling Party Selection ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話番号
を送信します。

• First Redirect Number (External)：リダイレクト元のデバイスの外部
電話番号を送信します。

• Last Redirect Number (External)：コールをリダイレクトする最後の
デバイスの外部電話番号を送信します。

Calling Party Presentation Cisco CallManager が発信者 ID を送信するか、またはブロックするかを
選択します。

Cisco CallManager が発信者 ID を送信するようにする場合は、Allowed
を選択します。

Cisco CallManager が発信者 ID を送信しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

Display IE Delivery 発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP および
CONNECT メッセージ内で、表示 Information Element（IE; 情報要素）の
デリバリを可能にするには、このチェックボックスをオンにします。

デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Redirecting Number IE 
Delivery - Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の転送番号および転送理
由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number IE を送信
SETUP メッセージに含めるには、このチェックボックスをオンにしま
す。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外するに
は、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。ボイ
スメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートするように
設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

Redirecting Number IE 
Delivery - Inbound

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を受理するには、このチェックボックスをオンにします。 

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を除外するには、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。ボイ
スメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートするように
設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオフです。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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Media Termination Point 
Required

H.323 がサポートしない機能（たとえば、保留や転送）をインプリメン
トするために、メディア ターミネーション ポイントを使用するかどう
かを指定します。

機能をインプリメントするためにメディア ターミネーション ポイント
を使用する場合は、Media Termination Point Required チェックボックス
をオンにします。機能をインプリメントするためにメディア ターミ
ネーション ポイントを使用しない場合は、
Media Termination Point Required チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323 クライアント、および H.245 Empty
Capabilities Set をサポートしていない H.323 デバイスにのみ使用してく
ださい。または、メディア ストリーミングを 1 つのソースで終了させ
る場合に使用してください。

メディア ターミネーション ポイントを使用するためにこのチェック
ボックスをオンにして、このデバイスがビデオ コールのエンドポイン
トになっている場合、そのコールは必ずオーディオになります。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）情報

MLPP Domain このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～ FFFFFF
の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクのままにする
と、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバイス プー
ルに設定された値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメイ
ンの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP Domain
Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値から継承されま
す。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Indication 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にその
再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デバ
イスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、その MLPP Indication 設定をこのデバイ
スのデバイス プールから継承します。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理もし
ません。

• On：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理しま
す。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場合）
に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという
組み合せでデバイスを設定することはできません。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデバ
イス レベルで MLPP Indication をオンにすると、MLPP Indication
をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで
回線に対する通常の Ring Setting が動作しません。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption 進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時に
その優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デバ
イスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、その MLPP Preemption 設定をこのデバ
イスのデバイス プールから継承します。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な
場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な
場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場合）
に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという
組み合せでデバイスを設定することはできません。

ゲートキーパー情報

Gatekeeper Name このフィールドには、H.323 クライアントを制御するゲートキーパーの
名前を指定します。H.323 クライアントにより設定にゲートキーパーが
指定される前に、ゲートキーパーが Cisco CallManager で設定されてい
ることを確認してください。デフォルトは空白です。

E.164 常に固有の E.164 番号を使用します。ヌル値は使用しないでください。

Technology Prefix このフィールドには、ゾーンでエンドポイントの機能を表す # 記号で
終わる番号を指定します。Zone 経由の設定を使用できる場合、この
フィールドには影響がありません。デフォルト値は 1#* です。ヌル値
は使用しないでください。

Zone このフィールドには、ゲートキーパーが管理するゾーンのゾーン名を

指定します。H.323 クライアントおよびトランクに同じゾーン名を使用
しないでください。また、ヌル値は使用しないでください。

Gatekeeper Controlled H.323 
Client

H.323 クライアントのゲートキーパー制御を可能にするには、この
チェックボックスをオンにします。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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ユーザ ID の検索
ユーザ ID を検索するには、Select Login User ID リンクを選択します。 

手順

ステップ 1 設定ウィンドウから、Select User ID リンクをクリックします。

User ID Lookup ウィンドウが表示されます。 

ステップ 2 使用するユーザ ID の最初の数文字を User IDs begin with フィールドに入力し、
Find をクリックします。

入力したパターンと一致するユーザ ID がすべて User IDs found フィールドに表
示されます。

ステップ 3 目的のユーザ ID を選択し、Select and Close または Select ボタンをクリックします。 

ヒント コール処理の速度に影響を与えないように、ユーザ ID を入力する際は
できるだけ多くの文字を入力することをお勧めします。

設定ウィンドウが開いて、選択したユーザ ID が表示されます。

プロダクト固有の設定：「i」ボタンのヘルプによって提供される情報

Model-specific configuration
（デバイス メーカーによって
指定される、モデル固有の

設定フィールド）

フィールドの説明、およびプロダクト固有の設定項目のヘルプを表示

するには、Product Specific Configuration 見出しの右側にある i アイコ
ンをクリックします。

詳細な情報が必要な場合は、設定する個々のデバイスの資料を参照す

るか、製造メーカーにお問い合せください。

表 62-1 電話機の設定値（続き）

フィールド 説明
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短縮ダイヤル ボタンの設定
ユーザに短縮ダイヤル ボタンを提供する場合、または短縮ダイヤル ボタンが特
定のユーザに割り当てられていない電話機を設定する場合は、Cisco CallManager
Administration を使用して、電話機に短縮ダイヤル ボタンを設定します。ユーザ
は、Cisco IP Phone User Options Menu を使用して、電話機の短縮ダイヤル ボタン
を変更できます。

手順

ステップ 1 Phone Configuration ウィンドウから、ウィンドウの上部にある Add/Update Speed
Dials リンクをクリックします。

（注） Phone Configuration ウィンドウを表示するには、Device > Phone の順に選
択してください。検索条件を入力し、Find をクリックします。短縮ダイ
ヤル ボタンを設定する電話機を選択します。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 62-2 を参照）。

ステップ 3 変更内容を適用するには、Update をクリックします。または、変更内容を適用
した後にダイアログボックスを閉じるには、Update and Close をクリックします。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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短縮ダイヤルの設定値

表 62-2 では、短縮ダイヤル ボタンの設定値について説明します。Configure
Speed-Dial Setting ダイアログボックスには、2 つのセクションがあります。電話機
の短縮ダイヤルの設定、およびボタンに関連付けられていない短縮ダイヤルの設

定に関するセクションです。表 62-2 の説明は両方のセクションに適用されます。

電話機の短縮ダイヤルの設定

電話機の物理的なボタンの設定を行います。

ボタンに関連付けられていない短縮ダイヤルの設定

固定短縮ダイヤルでアクセスするための短縮ダイヤル番号の設定を行います。合

計 99 個の短縮ダイヤル ボタンがシステムにより提供されています。

（注） 一部の Cisco IP Phone は固定短縮ダイヤルをサポートしていません。該当の電話
機のユーザ ガイドを参照してください。

表 62-2 短縮ダイヤルの設定値

フィールド 説明

Speed Dial このフィールドで、電話機または Cisco IP Phone Expansion
Module 7914 上の短縮ダイヤル ボタン（たとえば、1、2、3、
4 など）を指定するか、または固定短縮ダイヤルに使用す
る短縮ダイヤル インデックスを指定します。

Number ユーザが短縮ダイヤル ボタンを押したときにシステムに
よってダイヤルされる番号を入力します。

Label 短縮ダイヤル ボタンに対して表示されるテキストを入力
します。

Cisco CallManager は、Cisco IP Phone 7910 に対してはこの
フィールドを使用不可にします。Character Set で、Japanese
（Hankaku-Katakana）を選択すると、半角カタカナを使用す
ることができます。全角文字を入力すると、”?” 疑問符に変
換され正しく表示されません。また半角カタカナの Label
は、Japanese_Japan 以外のユーザ ロケールの電話機では正
しく表示されませんので、ご注意ください。
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Character Set

短縮ダイヤル ボタンに表示する言語の文字セット（アルファベットおよびその
他の文字）を選択します。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

ディレクテッド コール パークの Busy Lamp Field 設定値の設定
ディレクテッド コール パーク番号のビジー / アイドル状況を監視し、この番号
を短縮ダイヤルでコールする場合は、Cisco CallManager Administration を使用し
て、ディレクテッド コール パーク Busy Lamp Field（BLF）をサポートする電話
機モデルのディレクテッド コール パーク BLF を設定します。

手順

ステップ 1 Phone Configuration ウィンドウから、ウィンドウの上部にある Add/Update Busy
Lamp Field リンクをクリックします。

（注） Phone Configuration ウィンドウを表示するには、Device > Phone の順に選
択してください。検索条件を入力し、Find をクリックします。BLF を設
定する電話機を選択します。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 62-3 を参照）。
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ステップ 3 変更内容を適用するには、Update をクリックします。または、変更内容を適用
した後にダイアログボックスを閉じるには、Update and Close をクリックします。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「ディレクテッド コール
パーク」

BLF の設定値
表 62-3 では、Busy Lamp Field の設定値について説明します。Configure Busy Lamp
Field Settings ダイアログボックスには、電話機の Busy Lamp Field Settings、およ
びボタンに関連付けられていない Busy Lamp Field Settings の 2 つのセクションが
あります。表 62-3 の説明は両方のセクションに適用されます。

電話機の Busy Lamp Field Settings

電話機の物理的なボタンの設定を行います。

ボタンに関連付けられていない Busy Lamp Field Settings

固定短縮ダイヤルでアクセスする BLF 番号の設定を行います。

（注） 一部の Cisco IP Phone は固定短縮ダイヤルをサポートしていません。該当の電話
機のユーザ ガイドを参照してください。
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Character Set

短縮ダイヤル ボタンに表示する言語の文字セット（アルファベットおよびその
他の文字）を選択します。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P.62-38）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「ディレクテッド コール
パーク」

表 62-3 BLF の設定値

フィールド 説明

Busy Lamp Field このフィールドには、電話機または Cisco IP Phone Expansion 
Module 7914 上の BLF ボタン（たとえば、1、2、3、4 など）を指定す
るか、または固定短縮ダイヤルの BLF インデックスを指定します。

Directed Call Park Number: 
Partition

ユーザが BLF ボタンを押したときにシステムによってダイヤルされる
番号 /パーティションを入力します。

Label BLF ボタンに対して表示されるテキストを入力します。

Cisco CallManager は、Cisco IP Phone 7910 に対してはこのフィールドを
使用不可にします。Character Set で、Japanese（Hankaku-Katakana）を選
択すると、半角カタカナを使用することができます。全角文字を入力

すると、”?” 疑問符に変換され正しく表示されません。また半角カタカ
ナの Label は、Japanese_Japan 以外のユーザ ロケールの電話機では正し
く表示されませんので、ご注意ください。
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Cisco IP Phone サービスの設定
ユーザは、Cisco IP Phone 7960、7960、および 7940 から情報サービス（たとえ
ば、天気、株価など）、またはその他の利用可能なサービスにアクセスできます。

システム管理者は、Cisco CallManager Administration を使用して、電話機で使用
可能なサービスをセットアップすることができます。ユーザは、Cisco IP Phone
User Options Menu を使用して、サービスを変更できます。Cisco IP Phone User
Options Menu については、ご使用の電話機モデルの『Cisco IP Phone ユーザ ガイ
ド』を参照してください。Cisco CallManager Administration におけるサービス保
持の詳細については、P.44-1の「Cisco IP Phone サービスの設定」を参照してく
ださい。 

サービスへの加入

電話機用の新規サービスに登録する手順は、次のとおりです。

始める前に

Cisco CallManager にサービスを追加してください。詳細については、P.44-6の
「Cisco IP Phoneサービスの追加」を参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを追加する電話機を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 ウィンドウの右上にある Subscribe/Unsubscribe Services リンクをクリックしま
す。

ステップ 5 Select a Service ドロップダウン リスト ボックスから、電話機に追加するサービ
スを選択します。

ステップ 6 Continue をクリックします。

ウィンドウが開いて、選択したサービスが表示されます。別のサービスを選択す

る場合は、Back をクリックし、ステップ 5 を繰り返します。

ステップ 7 必須パラメータを持つサービスの場合は、表示されているフィールドにその情報
を入力します。 

ステップ 8 Subscribe をクリックします。

サービスが Subscribed Services リストに表示されます。

関連項目

• 電話機のリセット（P.62-10）

• サービスの更新（P.62-45）

• サービスの加入解除（P.62-46）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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サービスの更新

サービスを更新する手順は、次のとおりです。必要に応じて、サービス名とサー

ビス パラメータ値を更新できます。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを更新する電話機を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある Subscribe/Unsubscribe Services リンクをクリックしま
す。

ステップ 5 Subscribed Services リストから、サービスを選択します。

ステップ 6 該当するパラメータを更新し、Update をクリックします。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• サービスの加入解除（P.62-46）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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サービスの加入解除

サービスの登録を解除する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するための検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービスを削除する電話機を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある Subscribe/Unsubscribe Services リンクをクリックしま
す。

ステップ 5 Subscribed Services リストから、サービスを選択します。

ステップ 6 Unsubscribe をクリックします。 

サービスの加入を解除するかどうかを確認する、警告メッセージが表示されま

す。

ステップ 7 登録を解除するには、OK をクリックします。元の設定値に戻すには、Cancel を
クリックします。
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関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• サービスへの加入（P.62-43）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

サービス URL ボタンの設定
ユーザは、Cisco IP Phone 7960、7960、および 7940 から情報サービス（たとえ
ば、天気、株価など）、またはその他の利用可能なサービスにアクセスできます。

Cisco CallManager Administration を使用して、電話ボタンで利用できるように
サービスを設定した後に、その電話機の該当のボタンを設定できます。ユーザ

は、Cisco IP Phone User Options Menu を使用して、サービスを変更できます。Cisco
IP Phone User Options Menu については、ご使用の電話機モデルの『Cisco IP Phone
ユーザ ガイド』を参照してください。Cisco CallManager Administration における
サービス保持の詳細については、P.44-1の「Cisco IP Phone サービスの設定」を
参照してください。 

サービス URL ボタンの追加

電話機にサービス URL ボタンを設定する手順は、次のとおりです。

始める前に

始める前に、次の設定を行う必要があります。

• Cisco CallManager にサービスを追加してください。詳細については、
P.44-6の「Cisco IP Phoneサービスの追加」を参照してください。

• 電話ボタン テンプレートにサービス URL ボタンを設定してください。詳細
については、P.64-5の「電話ボタン テンプレートの追加」を参照してくださ
い。

• サービスに加入してください。P.62-43の「Cisco IP Phone サービスの設定」
を参照してください。
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手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービス URL ボタンを追加する電話機を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある Add/Update Service URL Buttons リンクをクリックし
ます。

ステップ 5 Service ドロップダウン リスト ボックスから、電話機に追加するサービスを選択
します。

ステップ 6 電話ボタンにサービスを追加するには、Update をクリックします。
または、Update and Close をクリックして電話ボタンにサービスを追加し、Phone
Configuration ウィンドウに戻ります。

関連項目

• 電話機のリセット（P.62-10）

• サービスの更新（P.62-45）

• サービスの加入解除（P.62-46）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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サービス URL ボタンの更新

サービス URL ボタンを更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の電話機を見つけるには、検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 サービス URL ボタンを更新する電話機を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある Add/Update Service URL Buttons リンクをクリックし
ます。

ステップ 5 Service ドロップダウン リストから、サービスを選択します。

ステップ 6 電話ボタンのサービスを更新するには、Update をクリックします。
または、Update and Close をクリックして電話ボタンのサービスを更新し、Phone
Configuration ウィンドウに戻ります。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• サービスの加入解除（P.62-46）

• Cisco IP Phoneサービスの追加（P.44-6）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話機の検索

ネットワーク内には多数の Cisco IP Phone があります。Cisco CallManager を使用
すると、指定した条件に基づいて電話機を検索できます。Cisco CallManager デー
タベース内で特定の Cisco IP Phone を検索する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco VG248 Gateway は、電話機の検索では表示されません。Cisco CallManager
Administration の Find and List Phones ウィンドウから Cisco VG248 Analog Phone
ポートを検索できます。Cisco VG248 Gateway の設定情報については、P.61-1の
「ゲートウェイの設定」を参照してください。

ヒント 検索の制限方法については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機の
検索」を参照してください。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、電話
機の検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー項

目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない限

り、電話機の検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するのに使用するフィールドを選択します。 

（注） データベースに登録されている電話機をすべて検索するには、フィール
ドのリストから Device Name を選択し、パターンのリストから「is not
empty」を選択します。次に、Find をクリックしてください。



62-51
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 62章      Cisco IP Phone の設定
電話機の検索

ステップ 3 テキスト検索に該当する検索パターンを選択します。

ステップ 4 Find フィールドに検索テキスト（ある場合）を入力します。

ステップ 5 検索文字列にワイルドカード検索を選択するには、Allow wildcards チェックボッ
クスをオンのままにします。ワイルドカード検索を行わない場合は、このチェッ

クボックスをオフにします。ワイルドカード検索の詳細については、

『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機の検索」を参照してください。

（注） Allow wildcards チェックボックスをオンにして、特殊文字が含まれる電
話番号やパターンを検索すると、期待される結果が返されません。

ステップ 6 Find をクリックします。

条件と一致するデバイスのリストが表示されます。ステップ 2 で選択したフィー
ルドによって、リストのソート方法が決まります。

このウィンドウには、このウィンドウ内のデバイスの合計数も表示されます。

ステップ 7 検出されたデバイスの次のセットを表示するには、Next をクリックします。

（注） 該当する電話機の横にあるチェックボックスをオンにして、Delete
Selected をクリックすると、Find and List Phones ウィンドウから複数の電
話機を削除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数の電
話機をリセットできます。matching records タイトルバーにあるチェック
ボックスをオンにすると、ウィンドウ内の電話機をすべて選択できます。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-3）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話番号の設定

Cisco CallManager Administration を使用して、特定の電話機に割り当てる電話番
号の設定および変更を行います。ここでは、電話番号の追加、削除、および更新

について説明します。 

Directory Number Configuration ウィンドウを使用して、次の作業を実行します。

• 電話番号の追加または削除。

• コール転送、コール ピックアップ、コール ウェイティング、および Multilevel
Precedence and Preemption（MLPP）オプションの設定。

• 回線からコールが行われるときに、着信側電話機に表示されるテキストを指
定する。

• 呼び出し音の設定。

• Cisco Unity ユーザのボイスメールボックスの設定。

関連項目

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話機からの電話番号の削除（P.62-56）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• Cisco Unity ボイスメールボックスの作成（P.62-58）

• 電話番号の設定値（P.62-60）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

電話番号の追加

特定の電話機に電話番号を追加する手順は、次のとおりです。電話番号を追加す

ると同時に、コール転送、コール ピックアップ、および MLPP の各電話機能を
設定できます。

始める前に

電話番号を追加する場合は、事前に Cisco CallManager に Cisco IP Phone を追加す
る必要があります。詳細については、P.62-5の「電話機の追加」を参照してくだ
さい。
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ヒント 電話番号にパターン（たとえば 352XX など）を割り当てることができます。電
話番号にパターンを割り当てる場合は、ユーザが混乱しないように、電話番号設

定フィールド（Line Text Label、Display (Internal Caller ID)、および External Phone
Number Mask）にテキストや数字を追加します。たとえば、Line Text Label と
Internal Caller ID にはユーザの名前を追加し、External Number Mask には外部の回
線番号を追加します。このようにすれば、発信情報に 352XX ではなく John Chan
と表示されます。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するための検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 電話番号を追加する先のデバイス名をクリックします。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Directory Numbers リストで、割り当てられていない回線（Line 1、Line 2 など）
をクリックします。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。

ヒント 2 回線では足りない場合は、電話機タイプ（たとえば Cisco IP Phone モ
デル 7960 など）に対応する電話ボタン テンプレートを変更すること
によって、回線を増やすことができます。ただし、2 回線までしかサ
ポートしていない電話機タイプ（Cisco IP Phone モデル 7902 など）も
あります。
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ステップ 5 適切な設定値を入力します（表 62-4 を参照）。

ステップ 6 Add をクリックします。

電話番号がデータベースに追加され、デバイスに割り当てられたことを知らせる

メッセージが表示されます。

ステップ 7 Phone Configuration ウィンドウを表示するには、OK をクリックします。Directory
Number Configuration ウィンドウに戻るには、Cancel をクリックします。

ステップ 8 変更内容を電話機に自動的に適用するために、OK をクリックします。ただし、
Reset Phone をクリックすることもできます。詳細については、P.62-10の「電話
機のリセット」を参照してください。

（注） デバイスは、速やかに再起動します。この再起動プロセス中に、ゲート
ウェイ上のコールがシステムによって終了される場合があります。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話機からの電話番号の削除（P.62-56）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 電話番号の設定値（P.62-60）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話番号の更新

特定の電話機に割り当てられた電話番号を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するための検索条件を入力します。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 更新する電話機の名前をクリックします。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Directory Numbers リストから、更新する回線をクリックします。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 該当する設定値を更新します（表 62-4 を参照）。

ステップ 6 Update をクリックします。

ステップ 7 変更内容を電話機に自動的に適用するために、OK をクリックします。ただし、
Reset Devices をクリックすることもできます。詳細については、P.62-10の「電
話機のリセット」を参照してください。

（注） デバイスは、速やかに再起動します。この再起動プロセス中に、ゲート
ウェイ上のコールが Cisco CallManager によって終了される場合があり
ます。



第 62章      Cisco IP Phone の設定
電話番号の設定

62-56
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話機の追加（P.62-5）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話機からの電話番号の削除（P.62-56）

• 電話番号の設定値（P.62-60）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

電話機からの電話番号の削除

特定の電話機から電話番号を削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

使用されている電話番号を削除しようとすると、Cisco CallManager は警告メッ
セージを表示します。電話番号を使用している回線グループを検索するには、

Directory Number Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリッ
クします。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、
Dependency Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。
Dependency Records の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアク
セス」を参照してください。

電話機から電話番号を削除しても、Cisco CallManager 内にはその番号がまだ残っ
ています。電話機に関連付けれらている電話番号のリストを表示するには、Route
Plan Report メニュー オプションを使用します。詳細については、P.29-5の「割
り当てられていない電話番号の削除」を参照してください。
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手順

ステップ 1 Device > Phone の順に選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 電話機を特定するための検索条件を入力し、Find をクリックします。

検索条件と一致する電話機のリストが表示されます。

ステップ 3 削除する電話番号を含むデバイス名を選択します。

Phone Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Directory Numbers リストから、削除する回線を選択します。

Directory Number Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 Remove from Device をクリックします。

ステップ 6 OK をクリックして、電話機からその電話番号を削除することを確認します。

その電話番号が削除された状態で、Phone Configuration ウィンドウが再表示され
ます。変更内容が電話機に自動的に適用されます。ただし、Reset Phone をクリッ
クすることもできます。詳細については、P.62-10の「電話機のリセット」を参
照してください。

関連項目

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• 電話機の検索（P.62-50）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）
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• 電話機のリセット（P.62-10）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

Cisco Unity ボイスメールボックスの作成
Directory Number Configuration ウィンドウの Create Voice Mailbox リンクを使用す
ると、管理者は Cisco CallManager Administration から個々に Cisco Unity ボイス
メールボックスを作成できます。

始める前に

• Unity の管理者が適切なソフトウェアをインストールしていることを確認す
る（Cisco CallManager サーバの Voice Mailbox asp ページのインストールを含
む）。『Cisco CallManager 4.1 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』を参照して
ください。

• 管理者は、ボイス メッセージ サービス用に Cisco CallManager を設定する必
要がある。『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェッ
クリスト」を参照してください。 

• 管理者は Cisco Unity サーバを設定する必要がある。Unity のマニュアルを参
照してください。

• Cisco Unity Cisco CallManager Integrated Voice Mailbox Configuration が Cisco
Unity サーバで使用可能になっていることを確認する。『Cisco CallManager
4.1 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』を参照してください。

• Cisco RIS Data Collector サービスがアクティブになっていることを確認する。
『Cisco CallManager Serviceability システム ガイド』および『Cisco CallManager

Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照してください。

• Directory Number Configuration ウィンドウで、Voice Mail Profile が設定され、
パイロット番号を含んでいること、または None に設定されていることを確
認する。Voice Mail Profile が No Voice Mail に設定されている場合、Create
Voice Mailbox リンクは表示されません。

（注） User Configuration ウィンドウにも Create Voice Mailbox リンクがあります。
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手順

ステップ 1 Directory Number Configuration ウィンドウでボイスメールボックスを設定するに
は、Create Voice Mailbox リンクをクリックします。

Configure Cisco Unity Voice Mailbox ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 Configure Cisco Unity Voice Mailbox のフィールドを設定するには、
『Cisco CallManager 4.1 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』の手順を実行してく
ださい。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity Cisco CallManager 統合
メールボックス設定」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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電話番号の設定値

表 62-4 では、Directory Number Configuration ウィンドウ内の使用可能なフィール
ドについて説明します。表 62-5 では、Directory Number Configuration ウィンドウ
の Directory Number Status 領域について説明します。

表 62-4 電話番号の設定値

フィールド 説明

Directory Number

Directory Number ダイヤル可能な電話番号を入力します。この値には、数字とルート パ
ターンのワイルドカード、および特殊文字（（.）と（@）を除く）を指
定できます。 

（注） 電話番号としてパターンが使用されている場合、電話機の表
示、およびダイヤルされた電話機への発信者 ID の表示には、数
字以外の文字が含まれます。このような表示を避けるために、
Display (Internal Caller ID)、Line Text Label、および External Phone
Number Mask に値を入力することをお勧めします。表 62-4 で
は、これらのフィールドについて説明します。

入力する電話番号が、複数のパーティションに表示される場合があり

ます。

（注） JTAPI または TAPI アプリケーションでデバイスを制御したり
モニタしたりする場合は、そのデバイスに同一の電話番号を持
つ複数のインスタンス（パーティションは異なる）を設定しな
いでください。 

電話番号の隣にある Shared Line は、その電話番号が、同一パーティショ
ンの複数のデバイスに表示されることを意味します。詳細については、

『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話番号」を参照してくださ
い。
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Partition この電話番号が属するパーティションを選択します。Directory Number
フィールドに入力する電話番号が、選択したパーティション内で固有

のものであることを確認してください。電話番号へのアクセスを制限

しない場合は、パーティションに <None> を選択します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このド
ロップダウン リスト ボックスで表示するパーティションの数を設定す
ることができます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータで
設定された数よりもパーティションの数が多い場合、省略記号ボタン

（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示されます。... ボタン
をクリックすると、Select Partition ウィンドウが表示されます。List items
where Name contains フィールドにパーティション名の一部を入力しま
す。Select item to use ボックスに表示されるパーティションのリストで
目的のパーティション名をクリックして、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin Parameters 
を選択します。

Active Directory Number Configuration ウィンドウにこのチェックボックスを表
示するには、Route Plan Report ウィンドウから、割り当てられていない
電話番号にアクセスします。このチェックボックスをオンにすると、こ

の電話番号へのコールを転送できるようになります（転送が設定され

ている場合）。このチェックボックスをオフにすると、Cisco CallManager
はその電話番号を無視します。

Update Directory Number of 
All Devices Sharing This Line

このチェックボックスは、共有回線の電話番号に対してのみ使用しま

す。この電話番号を共有するすべてのデバイスの電話番号を変更する

には、このチェックボックスをオンにします。このデバイスの電話番

号またはパーティションだけを変更するには、このチェックボックス

をオフのままにします（この電話番号を共有するその他のデバイスは

変更されません）。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Directory Number Settings

Voice Mail Profile Voice Mail Profile Configuration に定義されているボイスメール プロ
ファイルのリストから選択します。

最初のオプションは、<None> で、Voice Mail Profile Configuration で設
定された現在のデフォルト ボイスメール プロファイルです。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なコーリング サーチ スペー
スを選択します。選択された値は、この電話番号を使用しているデバ

イスすべてに適用されます。P.62-84の「Calling Search Space」を参照し
てください。

コーリング サーチ スペースは、Forward All、Forward Busy、Forward No
Answer、および Forward on Failure の電話番号に対して設定できます。 

Forward All Calling Search Space フィールドを <None> に設定すると、
ユーザが Cisco IP Phone User Options ウィンドウ、または電話機の
CFwdAll ソフトキーを使用してコールを転送したときに、
Cisco CallManager が回線と電話機のコーリング サーチ スペースを使用
します。 

ユーザが自分の電話機でコールを転送することを制限する場合は、

Forward All Calling Search Space フィールドから、制限するコーリング
サーチ スペースを選択する必要があります。たとえば、2 つのコーリ
ング サーチ スペース（Building および PSTN）があるとします。Building
コーリング サーチ スペースでは、建物内でのコールのみをユーザに許
可します。PSTN コーリング サーチ スペースでは、建物内と建物外の
コールをユーザに許可します。電話機を Building コーリング サーチ ス
ペースに割り当て、電話機の回線を PSTN コーリング サーチ スペース
に割り当てます。 

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Call Forward All コーリング サーチ スペースを <None> に設定すると、
Cisco CallManager は、PSTN または Building コーリング サーチ スペー
ス内の任意の番号にコールを転送できます。ユーザが建物外の番号に

コールを転送できないようにするには、Call Forward All コーリング
サーチ スペースを Building に設定します。

詳細については、『Cisco CallManager システム ガイド』の「パーティ
ションおよびコール検索スペース」を参照してください。

User Hold Audio Source ユーザが保留操作を開始したときに再生されるオーディオ ソースを選
択します。

Network Hold Audio Source ネットワークが保留操作を開始したときに再生されるオーディオ ソー
スを選択します。

Auto Answer 次のいずれかを選択し、この電話番号の Auto Answer 機能をアクティブ
にします。

• Auto Answer Off <デフォルト >

• ヘッドセットでの Auto Answer

• スピーカフォンでの Auto Answer (Intercom)

（注） ヘッドセットでの Auto Answer またはスピーカフォンでの Auto
Answer を選択する場合は、ヘッドセットまたはスピーカフォン
が使用可能であることを確認します。

（注） 共有回線を持つデバイスには Auto Answer を設定しないでくだ
さい。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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AAR 設定

AAR このフィールド行の設定値では、宛先に到達するのに帯域幅が不十分

な場合のコールの処理を指定します。これらのコールは自動代替ルー

ティング（AAR）により処理され、AAR Destination Mask または Voice
Mail にルーティングされます。 

次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Coverage/Destination ボックスと Calling 
Search Space の設定値を無視します。

• AAR Destination Mask：ダイヤルする AAR Destination を決定するた
め、外部電話番号マスクの代わりにこの設定を使用します。

• AAR Group：帯域幅不足のためにコールがブロックされないよう
に、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を提供し

ます。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされたコール
の再ルーティングは行われません。

• AAR Keep Call History：コールの AAR レッグを Call Forwarding
History に保持するかどうかを決定します。 

－ 「Remove this destination from the call forwarding history」を選択
すると、コールの AAR レッグはコール履歴に保持されません。 

－ 「Retain this destination in the call forwarding history」を選択する
と、コールの AAR レッグはコール履歴に保持されます。 

電話番号設定のデフォルトでは、コールの AAR レッグがコール履歴に
保持されます。つまり、ボイス メッセージ システムへの AAR 転送に
よって、ユーザに対してボイス メッセージを残すように要求します。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Call Forward and Pickup Settings

Forward All このフィールドの行の設定値は、電話番号がコールをすべて転送する

ように設定されている場合の、この電話番号へのコールの転送処理を

指定します。Calling Search Space フィールドは、ユーザが電話機から
Call Forward All をアクティブにしたときに入力される、Forward All 宛
先を検証するために使用されます。また、Calling Search Space フィール
ドは、Call Forward All 宛先にコールを転送するためにも使用されます。

次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Coverage/Destination ボックスと Calling 
Search Space の設定値を無視します。

• Coverage/Destination：この設定値は、すべてのコールの転送先とな
る電話番号を示します。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意の電

話番号を使用してください。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Forward Busy Internal このフィールドの行の設定値は、電話番号がビジー状態の場合の、こ

の電話番号への内部コールの転送処理を指定します。コール転送先お

よび Calling Search Space フィールドを使用して、コールを転送先に転
送します。

次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：内部コールに対して Voice Mail Profile Configuration ウィ
ンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

（注） このチェックボックスをオンにすると、ボイスメール パイロッ
トのコーリング サーチ スペースが使用されます。
Cisco CallManager では、Destination ボックスおよび Calling
Search Space の設定値は無視されます。Calling Search Space に
None を設定すると、元のデバイスのコーリング サーチ スペー
スが使用されます。

（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになってい
る場合、システムにより外部コールの Voice Mail チェックボッ
クスが自動的にオンとなります。外部コールをボイス メッセー
ジ システムに転送しない場合、外部コールの Voice Mail チェッ
クボックスをオフにする必要があります。

• Coverage/Destination：外部宛先を含む、ダイヤル可能な電話番号を
すべて使用します。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

Forward Busy External このフィールドの行の設定値は、電話番号がビジー状態の場合の、こ

の電話番号への外部コールの転送処理を指定します。コール転送先お

よび Calling Search Space フィールドを使用して、コールをコール転送
先に転送します。

次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：外部コールに対して Voice Mail Profile Configuration ウィ
ンドウ内の設定値を使用する場合は、このチェックボックスをオン

にします。

（注） このチェックボックスをオンにすると、ボイスメール パイロッ
トのコーリング サーチ スペースが使用されます。
Cisco CallManager では、Destination ボックスおよび Calling
Search Space の設定値は無視されます。Calling Search Space に
None を設定すると、元のデバイスのコーリング サーチ スペー
スが使用されます。

（注） 内部コールに対して Voice Mail チェックボックスがオンになっ
ている場合、システムにより外部コールの Voice Mail チェック
ボックスが自動的にオンとなります。外部コールをボイス メッ
セージ システムに転送しない場合、外部コールの Voice Mail
チェックボックスをオフにする必要があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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• Coverage/Destination：外部宛先を含む、ダイヤル可能な電話番号を
すべて使用します。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

Forward No Answer Internal このフィールドの行の設定値は、電話番号が応答しない場合の、この
電話番号への内部コールの転送処理を指定します。コール転送先およ

び Calling Search Space フィールドを使用して、コールをコール転送先
に転送します。次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスをオンにすると、ボイスメール パイロッ
トのコーリング サーチ スペースが使用されます。
Cisco CallManager では、Destination ボックスおよび Calling
Search Space の設定値は無視されます。Calling Search Space に
None を設定すると、元のデバイスのコーリング サーチ スペー
スが使用されます。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになっている
場合、内部コール（Call Forward UnRegistered）および外部コー
ル（Call Forward No Answer および Call Forward UnRegistered）の
Voice Mail チェックボックスが自動的にオンに設定されます。
内部コール（Call Forward UnRegistered）および外部コール（Call
Forward No Answer および Call Forward UnRegistered）をボイス
メッセージ システムに転送しない場合、対応する Voice Mail
チェックボックスをオフにする必要があります。

• Coverage/Destination：この設定値は、コールに応答がないときに、
内部コールの転送先となる電話番号を示します。外部宛先を含む、

ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、こ
の値が、内部コール（Call Forward UnRegistered）および外部コー
ル（Call Forward No Answer および Call Forward UnRegistered）の
Coverage/Destination フィールドに自動的にコピーされます。内
部コール（Call Forward UnRegistered）または外部コール（Call
Forward No Answer および Call Forward UnRegistered）を別の宛
先に転送する場合は、対応する Coverage/Destination フィールド
に別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスに適用されます。

内部コールに対して Calling Search Space を選択すると、この設定値が、
内部コール（Call Forward UnRegistered）および外部コール（Call Forward
No Answer および Call Forward UnRegistered）の Calling Search Space 設
定に自動的にコピーされます。内部コール（Call Forward UnRegistered）
または外部コール（Call Forward No Answer および Call Forward
UnRegistered）を別のコーリング サーチ スペースに転送する場合は、対
応する Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスで別の設定
値を選択する必要があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Forward No Answer External このフィールドの行の設定値は、電話番号が応答しない場合の、この
電話番号への外部コールの転送処理を指定します。コール転送先およ

び Calling Search Space フィールドを使用して、コールをコール転送先
に転送します。次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスをオンにすると、ボイスメール パイロッ
トのコーリング サーチ スペースが使用されます。
Cisco CallManager では、Destination ボックスおよび Calling
Search Space の設定値は無視されます。Calling Search Space に
None を設定すると、元のデバイスのコーリング サーチ スペー
スが使用されます。

（注） 内部コールに対してこのチェックボックスがオンになってい
る場合、システムにより外部コールの Voice Mail チェックボッ
クスが自動的にオンとなります。外部コールをボイス メッセー
ジ システムに転送しない場合、外部コールの Voice Mail チェッ
クボックスをオフにする必要があります。

• Coverage/Destination：この設定値は、コールに応答がないときに、
外部コールの転送先となる電話番号を示します。外部宛先を含む、

ダイヤル可能な任意の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

Forward No Coverage Internal このフィールドは、CTI ルート ポイントおよび CTI ポートのみに適用
されます。コール転送先および Calling Search Space フィールドを使用
して、コールをコール転送先に転送します。次の値のいずれかを指定

します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Coverage/Destination ボックスと Calling
Search Space の設定値を無視します。内部コールに対してこの
チェックボックスがオンになっている場合、システムにより外
部コールの Voice Mail チェックボックスが自動的にオンとなり
ます。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない
場合、外部コールの Voice Mail チェックボックスをオフにする
必要があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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• Coverage/Destination：この設定値は、内部無接続コールの転送先の
電話番号を指定します（該当の電話番号を制御するアプリケーショ

ンが動作していない場合）。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意

の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Forward No Coverage External このフィールドは、CTI ルート ポイントおよび CTI ポートのみに適用さ
れます。コール転送先および Calling Search Space フィールドを使用して、
コールをコール転送先に転送します。次の値のいずれかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、Cisco CallManager
は、Coverage/Destination ボックスと Calling Search Space の設定
値を無視します。内部コールに対してこのチェックボックスが
オンになっている場合、システムにより外部コールの Voice Mail
チェックボックスが自動的にオンとなります。外部コールをボ
イス メッセージ システムに転送しない場合、外部コールの
Voice Mail チェックボックスをオフにする必要があります。

• Coverage/Destination：この設定値は、内部無接続コールの転送先の
電話番号を指定します（該当の電話番号を制御するアプリケーショ

ンが動作していない場合）。外部宛先を含む、ダイヤル可能な任意

の電話番号を使用してください。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Forward Unregistered Internal この行の設定値では、デバイスが登録されていない電話番号にルー
ティングされる、内部コールの転送処理を指定します。次の値のいず

れかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Coverage/Destination ボックスと Calling
Search Space の設定値を無視します。内部コールに対してこの
チェックボックスがオンになっている場合、システムにより外
部コールの Voice Mail チェックボックスが自動的にオンとなり
ます。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない
場合、外部コールの Voice Mail チェックボックスをオフにする
必要があります。

• Coverage/Destination：外部宛先を含む、ダイヤル可能な電話番号を
すべて使用します。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Forward Unregistered External この行の設定値では、デバイスが登録されていない電話番号にルー
ティングされる、外部コールの転送処理を指定します。次の値のいず

れかを指定します。

• Voice Mail：Voice Mail Profile Configuration ウィンドウ内の設定値
を使用する場合は、このチェックボックスをオンにします。 

（注） このチェックボックスがオンになっていると、
Cisco CallManager は、Coverage/Destination ボックスと Calling
Search Space の設定値を無視します。内部コールに対してこの
チェックボックスがオンになっている場合、システムにより外
部コールの Voice Mail チェックボックスが自動的にオンとなり
ます。外部コールをボイス メッセージ システムに転送しない
場合、外部コールの Voice Mail チェックボックスをオフにする
必要があります。

• Coverage/Destination：外部宛先を含む、ダイヤル可能な電話番号を
すべて使用します。

（注） 内部コールに対して Coverage/Destination の値を入力すると、シ
ステムにより外部コールの Coverage/Destination フィールドに
この値が自動的にコピーされます。別の宛先に外部コールを転
送する場合は、外部コールの Coverage/Destination フィールドに
別の値を入力する必要があります。

• Calling Search Space：この設定値は、この電話番号を使用している
デバイスすべてに適用されます。

（注） 内部コールに対して Calling Search Space を選択した場合、シス
テムにより外部コールの Calling Search Space 設定にこの値が自
動的にコピーされます。別のコーリング サーチ スペースに外
部コールを転送する場合は、外部コールの Calling Search Space
ドロップダウン リスト ボックスで別の設定値を選択する必要
があります。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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No Answer Ring Duration 
(seconds)

このフィールドは Call Forward No Answer Destination と併用し、電話機
で呼び出し音が鳴ってから転送が開始されるまでの時間を示すタイ

マーを設定します。この設定をブランクのままにすると、

Cisco CallManager サービス パラメータの Forward No Answer Timer に設
定された値が使用されます。

注意 デフォルトでは、Cisco CallManager は、No Answer Ring
Duration の時間よりも T301 タイマーの時間を長くします。
T301 タイマーの設定時間が No Answer Ring Duration よりも
先に時間切れになった場合は、コールが終了し、コール転送
が行われません。この動作を選択する場合は、No Answer Ring
Duration の時間を T301 タイマーよりも大きくするように設
定できます。T301 タイマーについては、Service > Service
Parameter の順に選択します。ウィンドウで、サーバ、
Cisco CallManager サービス、およびパラメータを選択します。

Call Pickup Group ドロップダウン リスト ボックスから、指定されたパーティション内で
この電話番号を割り当てる先のコール ピックアップ グループの名前を
選択します。

ヒント 選択したコール ピックアップ グループについての詳細情報
を表示するには（コール ピックアップ グループ番号を含む）、
ドロップダウン リスト ボックスの横のカッコ内の View
Details リンクをクリックします。

MLPP Alternate Party Settings

Target (Destination) この電話番号が優先コールを受信し、この番号とそのコール転送先が

優先コールに応答しない場合に MLPP 優先コールが誘導される番号を
入力します。

この値には、数字、シャープ（#）、アスタリスク（*）を指定できます。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、代替パーティのターゲット（宛
先）番号に関連付けられたコーリング サーチ スペースを選択します。
電話番号のコーリング サーチ スペースの設定情報については、
P.62-84の「Calling Search Space」を参照してください。

No Answer Ring Duration 秒数（4 ～ 60）を指定します。この電話番号とそのコール転送先が MLPP
優先コールに応答しない場合、ここで指定した秒数が経過すると、

MLPP 優先コールがこの電話番号の代替パーティに誘導されます。

この設定をブランクのままにすると、Cisco CallManager エンタープラ
イズ パラメータの Precedence Alternate Party Timeout に設定された値が
使用されます。

Line Settings for All Devices

Alerting Name 発信者の電話機に表示させる名前（警告名）を入力します。 

この設定は QSIG プロトコルの Identification Service をサポートし、共有
および非共有の電話番号に適用されます。共用の回線表示を持つ電話

番号に警告名を設定すると、着側 PINX で電話機の呼び出し音が鳴った
時に、システムが次の作業を実行します。

• 電話番号に割り当てられた発信者の名前を転送します。

• 変換パターン（制限がある場合）に設定された Connected Name
Restrictions（CONR）を適用します。ルート パターン設定に応じて、
発信 PINX が CONR を変更する場合があります。

警告名を設定しない場合、発信者の電話機に「Name Not Available」と
表示される場合があります。Display (Internal Caller ID) フィールドに名
前を入力しない場合、Alerting Name フィールド内の情報が Display
(Internal Caller ID) フィールドに表示されます。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）
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Line Settings for This Device

Display (Internal Caller ID) 着側に表示されるテキスト。このフィールドをブランクのままにする

と、内線番号が表示されます。

最長 30 文字の英数字を使用してください。Character Set で、Japanese
（Hankaku-Katakana）を選択すると、半角カタカナを使用することがで
きます。全角文字を入力すると、”?” 疑問符に変換され正しく表示され
ません。また、半角カタカナの Display (Internal Caller ID) は、着側の電
話機のユーザ ロケールが Japanese_Japan 以外の場合には、正しく表示
されませんので、ご注意ください。通常、ユーザ名または電話番号を

使用します。電話番号を使用した場合、コールを受信した人は発信者

の固有 ID を見ることができない場合があります。

右側のチェックボックスをオンにし、Propagate selected ボタンをク
リックしない限り、設定は現在のデバイスのみに適用されます（右側

にあるチェックボックス表示は、この電話番号を他のデバイスが共有

しているときにのみ表示されます）。

Line Text Label このフィールドは、回線の表示に電話番号を示さないようにする場合

に限り使用します。回線 /電話機の組み合せに対し電話番号を識別する
テキストを入力します。Character Set で、Japanese（Hankaku-Katakana）
を選択すると、英数字の他に半角カタカナを使用することができます。

全角文字を入力すると、”?” 疑問符に変換され正しく表示されません。
また、半角カタカナの Line Text Label は、電話機のユーザ ロケールが
Japanese_Japan 以外の場合には、正しく表示されませんので、ご注意く
ださい。複数の電話番号をモニタする秘書や担当者がそれらの電話番

号を識別できるように、所属長の氏名、部門名、または他の適切な情

報の入力をお勧めします。

右側のチェックボックス（Update Shared Device Settings と呼ばれる）を
オンにし、Propagate selected ボタンをクリックしない限り、設定は現
在のデバイスのみに適用されます（右側にあるチェックボックス表示

は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときにのみ表示され

ます）。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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External Phone Number Mask この回線からのコールの発信時に発信者 ID 情報の送信に使用される電
話番号（またはマスク）を指定します。

最長 24 桁の数字および「X」文字を入力できます。X は、電話番号を
表し、パターンの末尾に指定する必要があります。たとえば、マスク

を 972813XXXX に指定する場合、内線番号 1234 からの外部コールに
は、発信者 ID が 9728131234 と表示されます。

右側のチェックボックス（Update Shared Device Settings と呼ばれる）を
オンにし、Propagate selected ボタンをクリックしない限り、設定は現
在のデバイスのみに適用されます（右側にあるチェックボックス表示

は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときにのみ表示され

ます）。

Message Waiting Lamp Policy このフィールドでは、受話器のランプの点灯に関するポリシーを設定
します。次のいずれかのオプションを選択します。

• システムポリシーを使用（電話番号は、サービス パラメータ「メッ
セージ受信のランプポリシー」の設定を参照します）

• 点灯およびプロンプト

• プロンプトのみ

• 点灯のみ

• なし

右側のチェックボックス（Update Shared Device Settings と呼ばれる）を
オンにし、Propagate selected ボタンをクリックしない限り、設定は現
在のデバイスのみに適用されます（右側にあるチェックボックス表示

は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときにのみ表示され

ます）。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Ring Setting (Phone Idle) このフィールドでは、着信コールが受信され、そのデバイスにそれ以

外のアクティブなコールがない場合に、回線の表示に対するリング設

定値を設定します。次のいずれかのオプションを選択します。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

右側のチェックボックス（Update Shared Device Settings と呼ばれる）を
オンにし、Propagate selected ボタンをクリックしない限り、設定は現
在のデバイスのみに適用されます（右側にあるチェックボックス表示

は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときにのみ表示され

ます）。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデバ
イス レベルで MLPP Indication をオンにすると、MLPP Indication
をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで
回線に対する通常の Ring Setting が動作しません。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Ring Setting (Phone Active) ドロップダウン リスト ボックスから、この電話機で別回線に別のアク
ティブなコールがある場合に使用するリング設定を選択します。次の

いずれかのオプションを選択します。

• Use system default

• Disable

• Flash only

• Ring once

• Ring

• Beep only

右側のチェックボックス（Update Shared Device Settings と呼ばれる）を
オンにし、Propagate selected ボタンをクリックしない限り、設定は現
在のデバイスのみに適用されます（右側にあるチェックボックス表示

は、この電話番号を他のデバイスが共有しているときにのみ表示され

ます）。

（注） エンタープライズ パラメータ、デバイス プール、またはデバ
イス レベルで MLPP Indication をオンにすると、MLPP Indication
をデバイスに対してオフ（上書き）にしない限り、デバイスで
回線に対する通常の Ring Setting が動作しません。

Call Pickup Group Audio Alert
Setting (Phone Idle)

ドロップダウン リスト ボックスから、電話機がアイドル状態のときに
行われるコール ピックアップのオーディオ通知のタイプを選択しま
す。次のいずれかのオプションを選択します。

• Use System Default

• Disable

• Ring Once

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Call Pickup Group Audio Alert
Setting (Phone Active)

ドロップダウン リスト ボックスから、電話機が使用中のときに行われ
るコール ピックアップのオーディオ通知のタイプを選択します。次の
いずれかのオプションを選択します。

• Use System Default

• Disable

• Beep Only

Multiple Call/Call Waiting Settings

Maximum Number of Calls デバイスの回線に最大 200 コールまで設定できます。デバイスに設定
されるコールの合計数が、この制限要因になります。ある回線に対し

てコールの数を設定すると、別の回線で使用できるコールの数はそれ

だけ少なくなります。 

デフォルト値は 4 です。電話機が各回線に複数のコールを設定できな
い場合、デフォルト値は 2 です。

CTI ルート ポイントの場合、各ポートに最大 10,000 コールまで設定で
きます。デフォルト値は 5000 コールです。このフィールドは、Busy
Trigger フィールドと併用します。

（注） デフォルトでは、CTI ルート ポイントに設定可能なアクティブ
コールの最大数は 5000 コールになっていますが、シスコでは、
コールの最大数をルート ポイントあたり 200 以下に設定する
ことをお勧めします。この設定により、システム パフォーマン
スの低下を防ぐことができます。CTI アプリケーションで 200
を超えるコールが必要な場合は、複数の CTI ルート ポイントを
設定することをお勧めします。

ヒント 共用回線が表示されるデバイスに対して、この設定がどのよ
うに機能するかを確認するには、『Cisco CallManager システ
ム ガイド』の「共有回線の表示」を参照してください。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Busy Trigger この設定は、Maximum Number of Calls および Call Forward Busy と連携
し、回線で使用されるコールの最大数を決定します。たとえば、

Maximum Number of Calls に 50、Busy Trigger に 40 をそれぞれ設定した
場合、41 番目の着信コールは、ビジーのために拒否されます（Call
Forward Busy が設定されている場合は転送されます）。この回線が共有
されている場合は、すべての回線がビジーになった後に着信コールが

拒否されます。

このフィールドは、CTI ルート ポイントの Maximum Number of Calls と
併用します。デフォルト値は 4500 コールです。

ヒント 共用回線が表示されるデバイスに対して、この設定がどのよ
うに機能するかを確認するには、『Cisco CallManager システ
ム ガイド』の「共有回線の表示」を参照してください。

Forwarded Call Information Display

Caller Name このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に発信者名が表

示されます。

Redirected Number このチェックボックスをオンにすると、コール転送時にリダイレクト

された番号が表示されます。

Caller Number このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に発信者 ID が表
示されます。

Dialed Number このチェックボックスをオンにすると、コール転送時に最初にダイヤ

ルされた番号が表示されます。

表 62-4 電話番号の設定値（続き）

フィールド 説明
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Character Set

Line Text Label と Display（CallerID）を表示する言語を選択します。

Calling Search Space

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このドロップダウ
ン リスト ボックスに表示するコーリング サーチ スペースの数を設定できます。
Max List Box Items エンタープライズ パラメータで設定された数よりもコーリン
グ サーチ スペースの数が多い場合、省略記号ボタン（...）がドロップダウン リ
スト ボックスの横に表示されます。... ボタンをクリックすると、Select Calling
Search Space ウィンドウが表示されます。List items where Name contains フィー
ルドにコーリング サーチ スペース名の一部を入力します。コーリング サーチ ス
ペースのリストで希望するコーリング サーチ スペース名をクリックし、OK を
クリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > Enterprise Parameters の
順に選択し、CCMAdmin Parameters を選択します。

Directory Number Status

表 62-5 では、Directory Number Configuration ウィンドウの Directory Number Status
領域について説明します。

表 62-5 Directory Number Status

フィールド 説明

Used By このフィールドには、電話番号が属する回線グループま

たは Cisco CallManager Attendant Console ハント グルー
プのリストが表示されます。 

Associated With このフィールドには、電話番号が関連付けられているデ

バイスのリストが表示されます。 
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関連項目

• 回線グループの設定（P.24-1）

• Cisco IP Phone の設定（P.62-1）

• ゲートウェイの設定（P.61-1）

• 電話機のリセット（P.62-10）

• 電話番号の追加（P.62-52）

• 電話番号の更新（P.62-55）

• 割り当てられていない電話番号の削除（P.29-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Phone」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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63
トランクの設定

ゲートキーパー（つまり、ホールセール ネットワークやゲートキーパーによっ
て制御されるクラスタ間トランク）への論理ルート、ゲートキーパーによって制

御されないクラスタ間トランクへの論理ルート、または SIP ネットワークへの論
理ルートを設定するには、トランク デバイスを使用します。次の使用可能なト
ランク タイプからいずれかを選択してください。

• H.225 トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー制御）

• クラスタ間トランク（ゲートキーパー非制御）

• SIP トランク

Cisco CallManager トランクの設定については、次のトピックを参照してくださ
い。

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクの変更（P.63-7）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの設定値（P.63-11）

次のトピックには、トランクに関する追加情報が記載されています。

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「コール アドミッション制御」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」
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• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」 

• Cisco IP テレフォニー ネットワーク デザイン ガイド

トランクの検索

ネットワーク内には複数のトランクが存在することがあるので、

Cisco CallManager では、固有の条件を指定してトランクを検索することができま
す。Cisco CallManager データベース内で特定のトランクを検索する手順は、次の
とおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、トラ
ンクの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動してからこのメニュー

項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザを閉じたりしない

限り、トランクの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Trunk の順に選択します。

Find and List Trunks ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 トランクの特定に使用するフィールドを選択します。

（注） データベースに登録されているトランクをすべて検索するには、フィー
ルドのリストから Device Name を選択し、パターンのリストから「is not
empty」を選択します。次に、Find をクリックしてください。

ステップ 3 テキスト検索に該当する検索パターンを選択します。テキスト検索を実行しない
場合は、「is empty」を選択します。
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ステップ 4 Find フィールドに、検索テキスト（ある場合）を入力します。

ステップ 5 ステップ 2 でコーリング サーチ スペースまたはデバイス プールを選択した場合
は、データベース内で使用可能なオプションが表示されます。Find ボタンの下
にあるドロップダウン リスト ボックスから、これらのオプションのいずれかを
選択できます。

ステップ 6 Find をクリックします。

条件と一致するデバイスのリストが表示されます。ステップ 2 で選択したフィー
ルドによって、リスト内のデバイスのソート方法が決まります。

このウィンドウは、このウィンドウ内のデバイスとウィンドウの合計数もリスト

します。

ステップ 7 検出されたデバイスの次のセットを表示するには、Next をクリックします。

（注） トランクの横にあるチェックボックスをオンにして Delete Selected をク
リックすると、Find and List Trunks ウィンドウから複数のトランクを削
除できます。また、Reset Selected をクリックすると、複数のトランクを
リセットできます。Matching records タイトルバーにあるチェックボック
スをオンにすると、ウィンドウ内のトランクをすべて選択できます。

関連項目

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクの変更（P.63-7）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの設定値（P.63-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」
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トランクの追加

トランク デバイスを追加する手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager クラスタ 1 つに複数のトランク デバイスを設定できます。

手順

ステップ 1 Device > Trunk の順に選択します。

ステップ 2 Add a New Trunk を選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リストから、追加するトランクのタイプを選択し、Next をクリッ
クします。

ステップ 4 表示されている Trunk Configuration ウィンドウで、ゲートキーパーによって制御
された H.225 トランク、ゲートキーパーによって制御されたクラスタ間トラン
ク、およびゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクに対して適

切な設定値を入力します（表 63-1 を参照）。SIP トランクの場合は、適切な設定
値を入力します（表 63-2を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、新規トランクを追加します。

ページが更新され、Trunks リストに新規トランクの名前が表示されます。

関連項目

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクの変更（P.63-7）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの設定値（P.63-11）
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• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」

トランクの削除

トランクを削除する手順は、次のとおりです。

始める前に

1 つまたは複数のルート パターンに割り当てられているトランクは、削除できま
せん。トランクを使用しているルート パターンを検索するには、Trunk
Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックします。
Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されているトランクを削除しようとすると、Cisco CallManager は
メッセージを表示します。現在使用されているトランクを削除する場合は、事前

に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく必要があります。

• 削除するトランクを使用しているルート パターンすべてに、別のトランク
を割り当てる。P.23-7の「ルート パターンの更新」を参照してください。

• 削除するトランクを使用しているルート パターンを削除する。P.23-10の
「ルート パターンの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Trunk の順に選択します。

Find and List Trunks ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、Find をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。
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ステップ 3 次のアクションのいずれかを実行します。

• 削除するトランクの横にあるチェックボックスをオンにし、Delete Selected
をクリックする。

• Matching records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにし、Delete
Selected をクリックして、ウィンドウ内のトランクをすべて削除する。

• 削除するトランクの名前をリストから選択して、現在の設定値を表示し、
Delete をクリックする。

確認ダイアログが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックして、トランクを削除します。

関連項目

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの変更（P.63-7）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの設定値（P.63-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」
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トランクの変更

トランクの変更

トランクの設定値を変更する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Device > Trunk の順に選択します。

Find and List Trunks ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、Find をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 リストから、更新するトランクの名前をクリックします。

Trunk Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 該当する設定値を更新します（H.225 トランクおよびクラスタ間トランクの場合
は表 63-1、SIP トランクの場合は表 63-2 を参照）。

ステップ 5 Update をクリックします。

ページの内容が更新され、新しい設定値が表示されます。

ステップ 6 Reset Trunk をクリックして、トランクをリセットまたは再起動し、新しい設定
値を適用します。

（注） トランクをリセットすると、そのトランクを使用している進行中のコー
ルがすべて終了されます。ゲートウェイを再起動すると、そのゲートウェ
イを使用している進行中のコールを保持しようとします。それ以外のデ
バイスでは、コールが完了するまで待機してから、再起動またはリセッ
トされます。H.323 または SIP デバイスの再起動やリセットは、ハード
ウェアを物理的に再起動またはリセットするのではなく、
Cisco CallManager によってロードされた設定を初期化するだけです。
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関連項目

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの設定値（P.63-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」



63-9
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 63章      トランクの設定
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トランクのリセット

トランクをリセットする手順は、次のとおりです。

注意 デバイスをリセットすると、そのデバイスのコールが欠落することがあります。

手順

ステップ 1 Device > Trunk の順に選択します。

Find and List Trunks ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索条件を入力し、Find をクリックして、特定のトランクを見つけます。

検索条件と一致するトランクのリストが表示されます。

ステップ 3 リストから、リセットするトランクの名前をクリックします。

Trunk Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 トランク デバイスの設定値を変更した後に、Reset Trunk をクリックします。

Reset Device ダイアログが表示されます。

ステップ 5 次のいずれかの項目をクリックします。

• Restart：トランク デバイスをシャットダウンしないで再起動する。

• Reset：内部トランク デバイスをシャットダウンしてから再起動する。トラ
ンクがゲートキーパーによって制御されている場合、Cisco CallManager クラ
スタは、トランクへの登録を解除（URQ）した後、再登録（RRQ）します。

• Close：何も実行しないで、Reset Device ダイアログを閉じる。
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関連項目

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクの変更（P.63-7）

• トランクの設定値（P.63-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」



63-11
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 63章      トランクの設定
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トランクの設定値

表 63-1 では、ゲートキーパーによって制御された H.225 トランク、ゲートキー
パーによって制御されたクラスタ間トランク、およびゲートキーパーによって制

御されないクラスタ間トランクの各設定値について説明します（表 63-2 では、
SIP トランクの設定値について説明します）。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値

フィールド 説明

デバイス情報

Device Name このトランクに固有の識別子を入力します。

Description トランクの記述名を入力します。

Device Pool トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動的に分
散するために使用する Cisco CallManager のリストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco CallManager に登
録された電話機からのコールは、さまざまな発信コールに対し
てこのデバイス プールのさまざまな Cisco CallManager を使用
します。Cisco CallManager ノードの選択は、順不同で行われま
す。

トランクのデバイス プールに属している Cisco CallManager に
登録された電話機からのコールは、その Cisco CallManager が起
動し動作していれば、発信コールに対して同じ 
Cisco CallManager ノードを使用します。
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Call Classification このトランクを経由する着信コールがネットワークをオフ（OffNet）ま
たはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラメータによって決定
します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている場
合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値（Call
Classification）により、トランクが OnNet または OffNet かどうかが決定
します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれの
警告トーンを提供します。

発信コールを OnNet または OffNet として分類するには、このパラメー
タと Route Pattern Configuration ウィンドウでの設定を併用します。

Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示されま
す。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで定義さ
れた優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメ
ディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

Location トランクに適したロケーションを選択します。ロケーションは、この

ロケーションと中央ロケーション（つまり、ハブ）との間のコールに

使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケーションを None に設定する
と、無制限に使用可能な帯域幅を指定することになります。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされないよう
に、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を提供しま

す。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされたコールの再
ルーティングは行われません。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Tunneled Protocol このドロップダウン リスト ボックスは、H.225 トランク、ゲートキー
パー制御のトランク、およびゲートキーパー非制御のトランクに対し

て表示されます。

トランクを使用して、H.323 シグナリング メッセージ内の H.323 以外の
プロトコル情報を Cisco CallManager から他の Aneex M.1 準拠の H.323
PINX にトランスポート（トンネル）する場合は、QSIG オプションを
選択します。QSIG トンネルは、次の機能をサポートします：Call
Completion、Call Diversion、Call Transfer、Identification Services、Message
Waiting Indication、および Path Replacement。

Media Termination Point 
Required

H.323 がサポートしない機能（たとえば、保留や転送）をインプリメン
トするために、メディア ターミネーション ポイントを使用するかどう
かを指定します。

機能をインプリメントするためにメディア ターミネーション ポイント
を使用する場合は、Media Termination Point Required チェックボックス
をオンにします。機能をインプリメントするためにメディア ターミ
ネーション ポイントを使用しない場合は、Media Termination Point
Required チェックボックスをオフにします。

このチェックボックスは、H.323 クライアント、および H.245 Empty
Capabilities Set をサポートしていない H.323 デバイスにのみ使用してく
ださい。または、メディア ストリーミングを 1 つのソースで終了させ
る場合に使用してください。

メディア ターミネーション ポイントを使用するためにこのチェック
ボックスをオンにして、発信側と着信側のどちらか一方または両方が

ビデオ エンドポイントになっている場合、そのコールは必ずオーディ
オとして動作します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Retry Video Call as Audio このチェックボックスは、コールを受信するビデオ エンドポイントの
みに適用されます。トランクの場合、このチェックボックスは

Cisco CallManager から受信されたコールには適用されますが、Wide
Area Network（WAN; ワイドエリア ネットワーク）から受信されたコー
ルには適用されません。

このチェックボックスはデフォルトでオンになっています。このデバ

イスは、ビデオ コールをコール制御に送信して再ルーティングする直
前に、オーディオ コールとして（ビデオ コールとして接続できない場
合）そのビデオ コールをリトライします。

このチェックボックスをオフにすると、ビデオとして接続に失敗した

ビデオ コールは、オーディオ コールとしての確立を試行しません。こ
の場合、コールはコール制御に失敗し、コール制御は Automatic Alternate
Routing（AAR）およびルート /ハント リスト経由でコールをルーティ
ングします。

Wait for Far-End H.245 
Terminal Capability Set
（H.225 トランクのみ）

このフィールドは H.323 デバイスのみに適用されます。

このチェックボックスでは、Cisco CallManager が遠端 H.245 Terminal
Capability Set を受信した後に、その H.245 Terminal Capability Set を送信
するように指定します。このチェックボックスはデフォルトでオンに

なっています。Cisco CallManager がケイパビリティ交換を実行するよ
うに指定するには、このチェックボックスをオフにします。

Path Replacement Support このチェックボックスは、Tunneled Protocol ドロップダウン リスト ボッ
クスから QSIG オプションを選択した場合に、H.225 トランク、ゲート
キーパー制御のトランク、およびゲートキーパー非制御のトランクに

対して表示されます。この設定は QSIG トンネル（Annex M.1）と連動
し、パス変換を使用するコールに H.323 以外の情報を確実に送信しま
す。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。QSIG
Tunneled Protocol オプションを選択した場合、このチェック
ボックスは自動的にオンになります。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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コール ルーティング情報

着信コール

Significant Digits 有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表します。こ

のフィールドは、着信コールの処理に使用されます。H.323 デバイスに
着信するコールのルーティングに使用される数字の桁数を指定しま

す。

収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco CallManager は、
コールされた番号の右側（最後の桁）から有効数字をカウントします。

Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリング
サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、収集さ
れた（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索されるルー

ト パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このド
ロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ スペース
の数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータ
で設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が多い場合、省
略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示され
ます。... ボタンをクリックすると、Select Calling Search Space ウィンド
ウが表示されます。List items where Name contains フィールドにコーリ
ング サーチ スペース名の一部を入力します。Select item to use ボック
スに表示されるコーリング サーチ スペースのリストで、希望するコー
リング サーチ スペース名をクリックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin Parameters 
を選択します。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコーリ
ング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、帯
域幅不足によってコールがブロックされないように、収集された（発

信）番号をルーティングする方法を決定するために検索されるパー

ティションの集合を指定します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Prefix DN 着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力しま

す。

Cisco CallManager は、まず、Significant Digits 設定値に従って番号を切
り捨てた後、プレフィックス番号を追加します。

Redirecting Number IE 
Delivery - Inbound

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を受理するには、このチェックボックスをオンにします。 

Cisco CallManager に対する受信 SETUP メッセージの Redirecting
Number IE を除外するには、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。ボイ
スメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートするように
設定した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。Tunneled
Protocol ドロップダウン リスト ボックスで QSIG オプションを
選択した場合は、このチェックボックスをオンにできません。

Enable Inbound FastStart 着信コールで H.323 FastStart コール接続を可能にするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイ用のチェックボックスはオフに
なっています。

クラスタ間コールの場合、他のクラスタの Cisco CallManager サーバで
Enable Inbound FastStart チェックボックスをオンにして、外部 FastStart
を機能させる必要があります。 

他のクラスタの Cisco CallManager 3.3(2) サーバをサポート パッチ B で
更新した場合、3.3(2)spB が内部 FastStart 機能をクラスタ間トランクで
サポートしないため、内部 FastStart を使用可能にしないでください。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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発信コール

Calling Party Selection ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話番号
を送信します。

• First Redirect Number (External)：リダイレクト元のデバイスの外部
電話番号を送信します。

• Last Redirect Number (External)：コールをリダイレクトする最後の
デバイスの外部電話番号を送信します。

Calling Line ID Presentation Cisco CallManager は、着信側の番号表示画面での発信側番号の表示を
制御するために、補足サービスとして Calling Line ID Presentation（CLIP）
を使用します。

CLIP の設定を変更しない場合は、Default を選択します。発信側番号情
報を表示する場合は、Allowed を選択します。発信側番号情報を表示し
ない場合は、Restricted を選択します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Called party IE number type 
unknown

着信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco CallManager は、着信側電話番号（DN）のタイプを設定します。
ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）
について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しない

ようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更
が必要になる場合があります。この設定は、着信側電話番号が国別以

外の番号計画タイプに符号化されることを期待する PBX への接続時に
も変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Cisco CallManager：Cisco CallManager が電話番号のタイプを設定し
ます。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルする場
合に使用します。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤル
する場合に使用します。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしている
場合に使用します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling party IE number type 
unknown

発信側電話番号内の番号タイプの形式を選択します。

Cisco CallManager は、発信側電話番号（DN）のタイプを設定します。
ダイヤル プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）
について十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しない

ようにお勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤ
ル パターンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更
が必要になる場合があります。この設定値は、発信側電話番号が国別

以外の番号計画タイプに符号化されることを期待する PBX への接続時
にも変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Cisco CallManager：Cisco CallManager が電話番号のタイプを設定し
ます。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

• National：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤルする場
合に使用します。

• International：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤル
する場合に使用します。

• Subscriber：短縮登録者番号を使用して登録者にダイヤルしている
場合に使用します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Called Numbering Plan 着信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco CallManager は、着信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤル
プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）について
十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないようにお

勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が必要に

なる場合があります。この設定は、着信側番号計画が国別以外の番号

計画に符号化されることを期待する PBX への接続時にも変更できま
す。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Cisco CallManager：Cisco CallManager が電話番号の Numbering Plan
を設定します。

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする場
合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤ
ルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使用し
ます。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Numbering Plan 発信側電話番号の番号計画の形式を選択します。

Cisco CallManager は、発信側 DN の番号計画を設定します。ダイヤル
プラン（たとえば、NANP やヨーロッパのダイヤル プラン）について
十分な経験がある場合を除いて、デフォルト値を変更しないようにお

勧めします。Cisco CallManager は、ヨーロッパの国別ダイヤル パター
ンを認識しないので、ヨーロッパでは、デフォルト値の変更が必要に

なる場合があります。この設定は、発信側番号計画が国別以外の番号

計画に符号化されることを期待する PBX への接続時にも変更できま
す。

次のいずれかのオプションを選択します。

• Cisco CallManager：Cisco CallManager が電話番号の Numbering Plan
を設定します。

• ISDN：使用国のダイヤリング プラン以外の地域でダイヤルする場
合に使用します。

• National Standard：使用国のダイヤリング プランの地域内でダイヤ
ルする場合に使用します。

• Private：プライベート ネットワーク内でダイヤルする場合に使用し
ます。

• Unknown：ダイヤリング プランが不明の場合に使用します。

Caller ID DN トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするのに使用
するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表します。こ
の番号が指定されていない場合、セントラル オフィス（CO）は、
エリア コードと共にこの番号を追加します。

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号の代わ
りに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。この番号が指
定されていない場合、CO は、エリア コードと共にこの番号を追加
します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明



第 63章      トランクの設定
トランクの設定値

63-22
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

Display IE Delivery 発信側と着信側のネーム デリバリ サービスに対する SETUP および
CONNECT メッセージ内で、表示 Information Element（IE; 情報要素）の
デリバリを可能にするには、このチェックボックスをオンにします。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。
Tunneled Protocol ドロップダウン リスト ボックスで QSIG オプ
ションを選択した場合は、このチェックボックスをオンにでき
ません。

Redirecting Number IE 
Delivery - Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の転送番号および転送理
由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number IE を送信
SETUP メッセージに含めるには、このチェックボックスをオンにしま
す。

送信 SETUP メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外するに
は、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number IE を使用します。ボイ
スメッセージ システムが Redirecting Number IE をサポートするように
設定した場合は、チェックボックスをオンにします。 

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオンです。
Tunneled Protocol ドロップダウン リスト ボックスで QSIG オプ
ションを選択した場合は、このチェックボックスをオンにでき
ません。

Enable Outbound FastStart 発信コールで H.323 FastStart 機能を使用可能にするには、このチェック
ボックスをオンにします。

デフォルトでは、H.323 ゲートウェイまたはトランク用のチェックボッ
クスはオフになっています。

Enable Outbound FastStart チェックボックスがオンの場合、Media
Termination Point Required、Media Resource Group List、および Codec for
Outbound FastStart を設定する必要があります。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Codec For Outbound FastStart 発信 FastStart コール用に H.323 デバイスと共に使用するため、次のい
ずれかのコーデックを選択します。

• G711 mu-law 64K（デフォルト）

• G711 a-law 64K

• G723

• G729

• G729AnnexA

• G729AnnexB

• G729AnnexA-AnnexB

Enable Outbound FastStart チェックボックスがオンの場合、発信 FastStart
コールをサポートしているコーデックを選択する必要があります。

ゲートキーパー情報

（ゲートキーパーによって制御された H.225 トランクまたはクラスタ間トランク）

Gatekeeper Name このトランクを制御するゲートキーパーを選択します。

Terminal Type このトランクが制御するデバイスすべてのタイプを指定します。

通常のトランク コール アドミッション制御には、このフィールドに常
に Gateway を設定します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Technology Prefix ゲートキーパーで gw-type-prefix を設定するときに、各 
Cisco CallManager の IP アドレスを入力する必要をなくすために使用し
ます。

• このフィールドをブランクのままにする（デフォルト値）場合は、
ゲートキーパーで gw-type-prefix コマンドを入力するときに、ゲー
トキーパーに登録できる各 Cisco CallManager の IP アドレスを指定
する必要があります。

• このフィールドを使用する場合は、ここで入力した値が、ゲート
キーパーの gw-type-prefix コマンドで指定した type-prefix 値と正確
に一致することを確認します。

たとえば、このフィールドをブランクのままにした場合、IP アドレス
10.1.1.2 と 11.1.1.3 を持つ 2 つの Cisco CallManager があるときは、ゲー
トキーパーで次の gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology gw ip 10.1.1.2 gw ip 11.1.1.3

このフィールドに 1#* を入力した場合、ゲートキーパーで次の 
gw-type-prefix コマンドを入力します。

gw-type-prefix 1#* default-technology

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Zone Cisco CallManager が登録されるゲートキーパーに関して特定ゾーンを
要求するには、このオプション フィールドを使用します。Zone は、こ
のゾーンと別のゾーンとの間のコールに使用可能な帯域幅の合計を指

定します。

• このフィールドに値を入力しない場合は、ゲートキーパー上の
zone subnet コマンドによって、Cisco CallManager が登録される
ゾーンが決まります。大部分の設定では、デフォルト値をお勧めし

ます。

• ゲートキーパー上の特定のゾーンに Cisco CallManager を登録する
場合は、zone コマンドを使用してゲートキーパー上で設定された
ゾーン名と正確に一致する値を入力します。このフィールドにゾー

ン 名 を 指 定 す る と、ゲ ー ト キ ー パ ー に 登 録 さ れ る 各

Cisco CallManager に対して、zone subnet コマンドを入力する必要
がなくなります。

詳細については、使用しているゲートキーパーのコマンド リファレン
ス マニュアルを参照してください。

リモート Cisco CallManager 情報

（ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランク）

（注） Cisco CallManager では、この項のエントリが、指定した順序で使用されないことがあります。
Cisco CallManager では、HostNames が解決される順序に基づいてこの情報の順序が変更され
る場合があります。ユーザが RTMT Device Search または SOAP RisPort インターフェイスを使
用してクラスタ間トランクの「リモート Cisco CallManager」を表示する場合、表示される情
報が Cisco CallManager Administration の場合と異なることがあります。
3 つの Cisco CallManager サーバの順序が異なることがあったり、または Cisco CallManager
Administration デバイスの Web ページでホスト名として表されているサーバが、RTMT Device
Search または SOAP RisPort で、対応する IP アドレスに変更されることがあります。

Server 1 IP Address/Host Name このトランクがアクセスする最初のリモート Cisco CallManager の IP ア
ドレスまたはホスト名を入力します。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Server 2 IP Address/Host Name このトランクがアクセスする 2 番目のリモート Cisco CallManager の IP
アドレスまたはホスト名を入力します。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間トラン
クが、ゲートキーパーによって制御されないリモート クラスタ
間トランクのデバイス プールにアクセスし、そのデバイス プー
ルに 2 番目の Cisco CallManager ノードがある場合は、この
フィールドに 2 番目のリモート Cisco CallManager の IP アドレ
スとホスト名を入力する必要があります。

Server 3 IP Address/Host Name このトランクがアクセスする 3 番目のリモート Cisco CallManager の IP
アドレスまたはホスト名を入力します。

（注） ゲートキーパーによって制御されないこのクラスタ間トラン
クが、ゲートキーパーによって制御されないリモート クラスタ
間トランクのデバイス プールにアクセスし、そのデバイス プー
ルに 3 番目の Cisco CallManager ノードがある場合は、この
フィールドに 3 番目のリモート Cisco CallManager の IP アドレ
スとホスト名を入力する必要があります。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

MLPP Domain このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～ FFFFFF
の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクのままにする
と、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバイス プー
ルに設定された値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメイ
ンの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP Domain
Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値から継承されま
す。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Indication 優先トーンを再生できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時にその
再生機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デバ
イスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、その MLPP Indication 設定をこのデバイ
スのデバイス プールから継承します。

• Off：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示の制御も処理もし
ません。

• On：このデバイスは、MLPP 優先コールの表示を制御し処理しま
す。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場合）
に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという
組み合せでデバイスを設定することはできません。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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MLPP Preemption（323 ICT で
は使用不可）

進行中のコールを優先できるデバイスが MLPP 優先コールの発信時に
その優先機能を使用するかどうかを指定します（使用可能な場合）。

ドロップダウン リスト ボックスにある次のオプションの中から、デバ
イスに割り当てる設定を選択します。

• Default：このデバイスは、その MLPP Preemption 設定をこのデバ
イスのデバイス プールから継承します。

• Disabled：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な
場合、優先順位の低いコールを優先しないようにします。

• Forceful：このデバイスは、優先順位の高いコールの完了に必要な
場合、優先順位の低いコールを優先するようにします。

（注） MLPP Indication を Off または Default（デフォルトが Off の場合）
に設定し、かつ MLPP Preemption を Forceful に設定するという
組み合せでデバイスを設定することはできません。

（注） 現在、Trunk ウィンドウでは、MLPP Preemption フラグが有効に
なっていません。ロケーションでは、MLPP Preemption フラグ
に基づいて優先順位ロジックが制御されます。

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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UUIE の設定値

Passing Precedence Level 
Through UUIE

MLPP 情報が、ゲートキーパーによって制御されないトランク全体で
UUIE フィールドを通過できるようにするには、このチェックボックス
をオンにします。このボックスを使用して、複数の Cisco CallManager
クラスタで DRSN スイッチを相互使用できるようにします。

このチェックボックスは、ゲートキーパーによって制御されないクラ

スタ間トランクに対してのみ有効です。

デフォルト値は、オフです。

Security Access Level セキュリティ アクセス レベルの値を入力します。有効な値は 00 ～ 99
です。デフォルト値は 2 です。

このフィールドは、Passing Precedence Level Through UUIE チェックボッ
クスが、ゲートキーパーによって制御されないクラスタ間トランクに

対してオンになっている場合にのみ使用できます。 

表 63-1 H.225 トランクとクラスタ間トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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表 63-2 では、SIP トランクの設定値について説明します。

表 63-2 SIP トランクの設定値

フィールド 説明

デバイス情報

Device Name このトランクに固有の識別子を入力します。

Description トランクの記述名を入力します。

Device Pool トランク用に適切なデバイス プールを選択します。

トランク用のデバイス プールは、トランクがコールの負荷を動的に分
散するために使用する Cisco CallManager のリストを指定します。

（注） トランクのデバイス プールに属さない Cisco CallManager に登
録された電話機からのコールは、さまざまな発信コールに対し
てこのデバイス プールのさまざまな Cisco CallManager を使用
します。Cisco CallManager ノードの選択は、順不同で行われま
す。

トランクのデバイス プールに属している Cisco CallManager に
登録された電話機からのコールは、その Cisco CallManager が起
動 し 動 作 し て い れ ば、発 信 コ ー ル に 対 し て 同 じ
Cisco CallManager ノードを使用します。

Call Classification このトランクを経由する着信コールがネットワークをオフ（OffNet）ま
たはオン（OnNet）と見なすかどうかを、このパラメータによって決定
します。

Call Classification フィールドが Use System Default に設定されている場
合、Cisco CallManager clusterwide サービス パラメータの設定値（Call
Classification）により、トランクが OnNet または OffNet かどうかが決定
します。

このフィールドは、コールが OnNet または OffNet の場合、それぞれの
警告トーンを提供します。

発信コールを OnNet または OffNet として分類するには、このパラメー
タと Route Pattern Configuration ウィンドウでの設定を併用します。
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Media Resource Group List メディア リソース グループを優先順に並べたグループが表示されま
す。アプリケーションは、メディア リソース グループ リストで定義さ
れた優先順位に従って、使用可能なメディア リソースから、必要なメ
ディア リソース、たとえば、Music On Hold サーバを選択します。

Location トランクに適したロケーションを選択します。ロケーションは、この

ロケーションと中央ロケーション（つまり、ハブ）との間のコールに

使用可能な合計帯域幅を指定します。ロケーションを None に設定する
と、無制限に使用可能な帯域幅を指定することになります。

AAR Group このデバイスの自動代替ルーティング（AAR）グループを選択します。
AAR グループは、帯域幅不足のためにコールがブロックされないよう
に、コールをルーティングするためのプレフィックス番号を提供しま

す。AAR グループ設定を None にすると、ブロックされたコールの再
ルーティングは行われません。

Media Termination Point 
Required

このチェックボックスはデフォルトでオンになっており、オフにする

ことはできません。SIP の機能性、および RFC 2833 RTP Payload for
DTMF Digits, Telephony Tones and Telephony Signals との準拠性を実現す
るには、RFC 2833 準拠のメディア ターミネーション ポイントが必要で
す。 

Destination Address このフィールドには、プロキシ サーバの IP アドレス、Fully Qualified
Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイン名）、または Domain Name
System Server（DNS SRV; ドメイン ネーム システム サーバ）アドレス
を指定します。このフィールドは発信コールのみに適用されます。着

信コールは宛先アドレスを使用しません。

Destination Address is an SRV 宛先アドレスに DNS SRV アドレスを指定する場合に、このチェック
ボックスをオンにします。

Destination Port 宛先ポートを選択します。このフィールドに入力する値は、必ず

1024～ 65535 の範囲で一意のポートを指定してください。

宛先アドレスが DNS SRV ポートの場合、値を入力する必要はありませ
ん。デフォルトの 5060 は SIP ポートを示します。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Incoming Port 着信ポートを選択します。このフィールドには、1024 ～ 65535 の範囲
で一意のポートを入力できます。着信 TCP および UDP SIP メッセージ
に使用するデフォルトのポート番号は 5060 です。

Outgoing Transport Type UDP または TCP の任意の発信トランスポート モードを指定します。

Preferred Originating Codec 任意の発信コーデックを指定します。

コール ルーティング情報

着信コール

Significant Digits 有効数字は、着信コールで保持される最終数字の桁数を表します。こ

のフィールドは、着信コールの処理に使用されます。SIP デバイスに着
信するコールのルーティングに使用される数字の桁数を指定します。

収集する有効数字の桁数を選択します（0 ～ 32）。Cisco CallManager は、
コールされた番号の右側（最後の桁）から有効数字をカウントします。

Connected Line ID Presentation Cisco CallManager は、接続された側の番号を発信側に提供するために、
補足サービスとして Connected Line ID Presentation（COLP）を使用しま
す。SIP トランク レベルの設定は、call-by-call 設定に優先します。

接続された回線の情報を Cisco CallManager が送信するようにする場合
は、Allowed を選択します。Allowed がデフォルトです。

接続された回線の情報を Cisco CallManager が送信しないようにする場
合は、Restricted を選択します。

Connected Name Presentation Cisco CallManager は、接続された側の名前を発信側に提供するために、
補足サービスとして Connected Name ID Presentation（CONP）を使用し
ます。SIP トランク レベルの設定は、call-by-call 設定に優先します。

接続された名前の情報を Cisco CallManager が送信するようにする場合
は、Allowed を選択します。Allowed がデフォルトです。

接続された名前の情報を Cisco CallManager が送信しないようにする場
合は、Restricted を選択します。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから、適切なトランクのコーリング
サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、収集さ
れた（発信）番号のルーティング方法を決定するために検索されるルー

ト パーティションの集合を指定します。

Max List Box Items エンタープライズ パラメータを使用して、このド
ロップダウン リスト ボックスで表示するコーリング サーチ スペース
の数を設定できます。Max List Box Items エンタープライズ パラメータ
で設定された数よりもコーリング サーチ スペースの数が多い場合、省
略記号ボタン（...）がドロップダウン リスト ボックスの横に表示され
ます。... ボタンをクリックすると、Select Calling Search Space ウィンド
ウが表示されます。List items where Name contains フィールドにコーリ
ング サーチ スペース名の一部を入力します。Select item to use ボック
スに表示されるコーリング サーチ スペースのリストで、希望するコー
リング サーチ スペース名をクリックし、OK をクリックします。

（注） リスト ボックスの最大項目を設定するには、System > 
Enterprise Parameters の順に選択し、CCMAdmin Parameters 
を選択します。

AAR Calling Search Space 自動代替ルーティング（AAR）の実行時にデバイスが使用するコーリ
ング サーチ スペースを選択します。コーリング サーチ スペースは、帯
域幅不足によってコールがブロックされないように、収集された（発

信）番号をルーティングする方法を決定するために検索されるパー

ティションの集合を指定します。

Prefix DN 着信コールの着信側番号に追加されるプレフィックス番号を入力しま

す。

Cisco CallManager は、まず、Significant Digits 設定値に従って番号を切
り捨てた後、プレフィックス番号を追加します。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Redirecting Number Delivery -
Inbound

Cisco CallManager に対する受信 INVITE メッセージの Redirecting
Number を受理するには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco CallManager に対する受信 INVITE メッセージの Redirecting
Number を除外するには、チェックボックスをオフにします。

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number を使用します。ボイス
メッセージ システムが Redirecting Number をサポートするように設定
した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルトでは、このチェックボックスはオフです。

発信コール

Calling Party Selection ゲートウェイ上の発信コールで送信される電話番号を選択します。

次のオプションは、どの電話番号が送信されるかを指定します。

• Originator：発信側デバイスの電話番号を送信します。

• First Redirect Number：転送デバイスの電話番号を送信します。

• Last Redirect Number：最後にコールを転送するデバイスの電話番号
を送信します。

• First Redirect Number (External)：リダイレクト元のデバイスの外部
電話番号を送信します。

• Last Redirect Number (External)：コールをリダイレクトする最後の
デバイスの外部電話番号を送信します。

Calling Line ID Presentation Cisco CallManager は、発信側の番号を提供するために、補足サービス
として Calling Line ID Presentation（CLIP）を使用します。SIP トランク
レベルの設定は、call-by-call 設定に優先します。

発信側番号情報を Cisco CallManager が送信するようにする場合は、
Allowed を選択します。Allowed がデフォルトです。

発信側番号情報を Cisco CallManager が送信しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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Calling Name Presentation Cisco CallManager は、発信側の名前を提供するために、補足サービス
として Calling Name ID Presentation（CNIP）を使用します。SIP トラン
ク レベルの設定は、call-by-call 設定に優先します。

発信側名前情報を Cisco CallManager が送信するようにする場合は、
Allowed を選択します。Allowed がデフォルトです。

発信側名前情報を Cisco CallManager が送信しないようにする場合は、
Restricted を選択します。

Caller ID DN トランクからの発信コールで、発信者 ID をフォーマットするのに使用
するパターンを、0 ～ 24 桁で入力します。

たとえば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX = 可変発信者 ID。ここで、X は内線番号を表します。こ
の番号が指定されていない場合、セントラル オフィス（CO）は、
エリア コードと共にこの番号を追加します。

• 5555000 = 固定発信者 ID。コールの発信元の正確な内線番号の代わ
りに、Corporate 番号を送信する場合に使用します。この番号が指
定されていない場合、CO は、エリア コードと共にこの番号を追加
します。

Caller Name このフィールドで選択した値は、発信元の Cisco CallManager デバイス
から受信された発信者名を上書きします。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• トランクの検索（P.63-2）

• トランクの追加（P.63-4）

• トランクの削除（P.63-5）

• トランクのリセット（P.63-9）

• トランクの変更（P.63-7）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ゲートキーパーとトランク」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager 内でのゲート
キーパーとトランクの設定」

Redirecting Number Delivery - 
Outbound

Call Forward が発生したときに、コールの最初の着信側番号および転送
理由を示すために、Cisco CallManager からの Redirecting Number を送信
INVITE メッセージに含めるには、このチェックボックスをオンにしま
す。

送信 INVITE メッセージから最初の転送番号と転送理由を除外するに
は、チェックボックスをオフにします。 

ボイスメッセージ統合のみで Redirecting Number を使用します。ボイス
メッセージ システムが Redirecting Number をサポートするように設定
した場合は、チェックボックスをオンにします。

（注） デフォルト設定では、このチェックボックスはオフです。

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）

MLPP Domain このデバイスに関連付けられた MLPP ドメインに対応する 0 ～ FFFFFF
の 16 進数の値を入力します。このフィールドをブランクのままにする
と、このデバイスの MLPP ドメインは、このデバイスのデバイス プー
ルに設定された値から継承されます。デバイス プールに MLPP ドメイ
ンの設定がない場合、このデバイスの MLPP ドメインは、MLPP Domain
Identifier エンタープライズ パラメータに設定された値から継承されま
す。

表 63-2 SIP トランクの設定値（続き）

フィールド 説明
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64
電話ボタン テンプレートの設定

Cisco CallManager には、デフォルトの電話ボタン テンプレートがいくつか組み
込まれています。電話機を追加するときに、これらのテンプレートから 1 つを選
んで電話機に割り当てることができます。あるいは、テンプレートを新規に作成

することができます。

テンプレートを新規に作成したものを使用すると、共通するボタン設定を大量の

電話機に容易に割り当てることができます。たとえば、ある会社で会議機能を使

用しない場合は、このボタンを別の機能（たとえば、短縮ダイヤル）に割り当て

直すテンプレートを作成し、電話機にその機能を容易に割り当てることができま

す。

どの電話機にも、最低 1 回線が割り当てられていることを確認してください。通
常、この回線は「ボタン 1」です。Cisco IP Phone のモデルによっては、追加回
線を電話機に割り当てることができます。また、電話機には、一般に短縮ダイヤ

ルや自動転送などのいくつかの機能がありますが、Cisco IP Phone でもこれらの
機能はそれぞれのボタンに割り当てられます。

次の各項では、電話ボタン テンプレートの使用について説明します。

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタンの設定値（P.64-7）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.64-8）
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• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレート」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話ボタン テンプレートの検索
ネットワーク内にはいくつかの電話ボタン テンプレートが存在することがある
ので、Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定の電
話ボタン テンプレートを見つけることができます。電話ボタン テンプレートを
見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、電話
ボタン テンプレートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して
からこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザ

を閉じたりしない限り、電話ボタン テンプレートの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Phone Button Template の順に選択します。

Find and List Phone Button Templates ウィンドウが表示されます。2 つのドロップ
ダウン リスト ボックスを使用して、電話ボタン テンプレートを検索します。

ステップ 2 最初の Find phone button templates where name ドロップダウン リスト ボックスか
ら、次の条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

2 番目の Find where phone button template is ドロップダウン リスト ボックスから、
次の条件のいずれかを選択します。

• Both

• Standard

• Non-Standard
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ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されている電話ボタン テンプレートをすべて検
索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出された電話ボタン テンプレートのリストが、次の項目別に表示されます。

• Phone Button Template icon

• Phone Button Template Name

（注） 該当する電話ボタン テンプレートの横にあるチェックボックスをオン
にして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Phone Button
Templates ウィンドウから複数の非標準電話ボタン テンプレートを削除
できます。Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオ
ンにして Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべての電
話ボタン テンプレートを削除できます。削除できる電話ボタン テンプ
レートは、左側の列にチェックボックスが表示されているものだけです。
それ以外の電話ボタン テンプレートはすべて、標準の読み取り専用テン
プレートとして機能します。

ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Phone Button Template icon、Phone
Button Template Name、または Description をクリックします。

選択した電話ボタン テンプレートがウィンドウに表示されます。

関連項目

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタンの設定値（P.64-7）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.64-8）
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• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレート」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

電話ボタン テンプレートの追加
Cisco CallManager には、Cisco IP Phone の各モデルに対応したデフォルト テンプ
レートが複数組み込まれています。電話機を追加するときに、これらのテンプ

レートのいずれかを電話機に割り当てることができます。または、独自のテンプ

レートを作成することもできます。

始める前に

電話ボタン テンプレートをカスタムで作成する場合は、電話ボタン テンプレー
トの新規作成ガイドライン（『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタ
ン テンプレートのカスタマイズのガイドライン」）を参照してください。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Phone Button Template の順に選択します。

Find and List Phone Button Templates ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Phone Button Template リンクをクリックし
ます。

Phone Button Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Phone Button Template ドロップダウン リスト ボックスから、テンプレートを選
択し、Copy をクリックして新しいテンプレートを作成します。

新しいテンプレートは、既存のテンプレートからまったく同じものがコピーされ

ます。新しいテンプレートに新しい名前を割り当てる必要があります。オリジナ

ルのテンプレートとは異なるテンプレートが必要な場合には、この新規のテンプ

レートを変更する必要があります。
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ステップ 4 該当する設定値を更新します（表 64-1 を参照）。

ステップ 5 Insert をクリックして、新規のテンプレートを追加します。

ステップ 6 View Button Layout リンクをクリックして、ボタン レイアウトを確認します。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.64-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレートのカスタ
マイズのガイドライン」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話ボタンの設定値

表 64-1 では、電話ボタンの設定値について説明します。

関連項目

• デバイス デフォルトの更新（P.6-2）

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.64-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレート」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」

表 64-1 電話ボタンの設定値

フィールド 説明

Button Template Name テンプレートを識別するために Cisco CallManager が使
用する固有の名前を入力します。 

Feature テンプレートに指定する電話ボタンの機能を選択しま

す。利用可能な機能には、Speed Dial、Line、None、Privacy、
Service URL があります。

（注） デフォルト電話ボタン テンプレートのボタン
機能は、変更できません。

Label ボタンの説明を入力します。
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電話ボタン テンプレートの変更
管理者が作成したカスタム テンプレートは変更できます。また、カスタム電話
ボタン テンプレートのラベルも変更できます。デフォルト テンプレートのボタ
ンの機能は、変更できません。

カスタム テンプレートの名前変更、カスタム テンプレートの更新による機能、
回線、短縮ダイヤルの追加または削除、および使用しなくなったテンプレートの

削除を実行する手順は、次のとおりです。

電話機（Cisco IP Phone モデル 7960）のテンプレートを作成する場合は、自動登
録中にその電話機のデフォルト テンプレートを変更できます。P.6-2の「デバイ
ス デフォルトの更新」を参照してください。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの名前変更（P.64-8）

• 電話ボタン テンプレートの削除（P.64-10）

• 電話ボタン テンプレートの更新（P.64-12）

電話ボタン テンプレートの名前変更
電話ボタン テンプレートの名前を変更する手順は、次のとおりです。テンプレー
ト自体の名前を変更しても、そのテンプレートを使用している電話機に影響を与

えることはありません。このテンプレートを使用する Cisco IP Phone はすべて、
テンプレートの名前が変更された後も、このテンプレートを引き続き使用しま

す。

手順

ステップ 1 P.64-3の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、名前を変更する電話ボタン テンプレートを選
択します。
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（注） 名前を変更できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボッ
クスが表示されているものだけです。それ以外の電話ボタン テンプレー
トはすべて、標準の読み取り専用テンプレートとして機能します。

Phone Button Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 Button Template Name フィールドに、新しい名前を入力します。

ステップ 4 Update をクリックします。

テンプレートが再表示され、新しい名前を表示します。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタン テンプレートの削除（P.64-10）

• 電話ボタン テンプレートの更新（P.64-12）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレートのカスタ
マイズのガイドライン」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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電話ボタン テンプレートの削除
電話ボタン テンプレートを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

システム内の電話機に現在割り当てられていない電話テンプレートを削除する

ことができます。少なくとも 1 つのデバイスまたはデバイス プロファイルが割
り当てられているテンプレート、またはモデルのデフォルト テンプレート
（Device Defaults Configuration ウィンドウに指定されているもの）は、削除できま
せん。

電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスを検索するには、Phone Button
Template Configuration ウィンドウの Dependency Records リンクをクリックしま
す。Dependency Records がシステムで使用可能になっていない場合、Dependency
Records Summary ウィンドウにメッセージが表示されます。Dependency Records
の詳細については、P.A-4の「Dependency Records へのアクセス」を参照してく
ださい。使用されている電話ボタン テンプレートを削除しようとすると、
Cisco CallManager はエラー メッセージを表示します。現在使用されている電話
ボタン テンプレートを削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方また
は両方を実行しておく必要があります。

• 削除する電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスすべてに、別の
電話ボタン テンプレートを割り当てる。P.62-12の「電話機の更新」を参照
してください。

• 削除する電話ボタン テンプレートを使用しているデバイスを削除する。
P.62-13の「電話機の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.64-3の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除する電話ボタン テンプレートを選択しま
す。
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（注） 削除できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外の電話ボタン テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートとして機能します。

Phone Button Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 Delete をクリックします。

そのテンプレートを削除するかどうか確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックして、テンプレートを削除します。

そのテンプレートが削除されたことを確認するメッセージが表示されます。

ステップ 5 OK をクリックして、処理を続行します。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタン テンプレートの更新（P.64-12）

• 電話ボタン テンプレートの名前変更（P.64-8）



第 64章      電話ボタン テンプレートの設定
電話ボタン テンプレートの変更

64-12
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

電話ボタン テンプレートの更新
カスタム電話ボタン テンプレートを更新することにより、機能を追加または削
除したり、回線と短縮ダイヤルを追加または削除したり、機能、回線、短縮ダイ

ヤルを電話機上の別のボタンに割り当てることができます。デフォルト電話テン

プレートのボタン ラベルは変更することができますが、ボタンの機能は変更で
きません。電話テンプレートを更新する場合には、必ず、影響を受けるユーザに

その変更を知らせてください。

電話ボタン テンプレートを更新する手順は、次のとおりです。

（注） テンプレートを更新すると、その変更は、そのテンプレートを使用するすべての

電話機に反映されます。

手順

ステップ 1 P.64-3の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新する電話ボタン テンプレートを選択しま
す。

（注） 更新できる電話ボタン テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外の電話ボタン テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートとして機能します。 

Phone Button Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 64-1 を参照）。
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ステップ 4 Update をクリックします。

変更が割り当てられたテンプレートが表示されます。

（注） テンプレートの更新後、そのテンプレートを使用しているデバイスを再
起動する必要があります。

ステップ 5 Restart Devices をクリックして、更新された電話ボタン テンプレートを適用し
ます。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタン テンプレートの削除（P.64-10）

• 電話ボタン テンプレートの名前変更（P.64-8）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレートのカスタ
マイズのガイドライン」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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Cisco IP Phone Expansion Module 7914 Phone ボタン テンプレートの
設定

標準 7960 電話ボタン テンプレートを使用して、Cisco IP Phone Expansion Module
7914 の電話ボタン テンプレートを作成できます。手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 P.64-3の「電話ボタン テンプレートの検索」の手順を使用して、電話ボタン テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、標準 7960 電話ボタン テンプレートを見つけて、
Copy アイコンをクリックします。

ステップ 3 該当する設定値を更新します（表 64-1 を参照）。

（注） Button Template Name に、Expansion Module 7914 の固有な名前を入力し
ます。

ステップ 4 Insert をクリックします。

関連項目

• 電話ボタン テンプレートの検索（P.64-3）

• 電話ボタン テンプレートの追加（P.64-5）

• 電話ボタンの設定値（P.64-7）

• 電話ボタン テンプレートの名前変更（P.64-8）

• 電話ボタン テンプレートの削除（P.64-10）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機能」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話ボタン テンプレートのカスタ
マイズのガイドライン」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「電話機設定チェックリスト」
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65
ソフトキー テンプレートの設定

管理者は、ソフトキー テンプレートの設定を使用して、Cisco IP Phone（たとえ
ば、モデル 7960 など）がサポートしているソフトキーを管理することができま
す。Cisco CallManager がサポートしているソフトキー テンプレートには、標準
と非標準の 2 つのタイプがあります。ソフトキーをサポートしているアプリケー
ションには、1 つまたは複数の標準ソフトキー テンプレートが関連付けられてい
ます。たとえば、Cisco IPMA には、Standard IPMA Assistant、Standard IPMA
Manager、および Standard IPMA Manager Shared Mode の各ソフトキー テンプレー
トが関連付けられています。標準ソフトキー テンプレートは変更できません。

管理者は、ソフトキー テンプレートの設定を使用して、非標準ソフトキー テン
プレートをコピー、更新、または削除することができます。

次の各項では、ソフトキー テンプレートを設定する方法について詳しく説明し
ます。

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加
（P.65-7）

• 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.65-9）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当て（P.65-16）
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ソフトキー テンプレートの検索
ネットワーク内にはいくつかのソフトキー テンプレートが存在することがある
ので、Cisco CallManager Administration では、固有の条件を指定して、特定のソ
フトキー テンプレートを見つけることができます。ソフトキー テンプレートを
見つける手順は、次のとおりです。

（注） Cisco CallManager Administration では、ブラウザ セッションでの作業中は、ソフ
トキー テンプレートの検索設定が保持されます。別のメニュー項目に移動して
からこのメニュー項目に戻ってくる場合でも、検索に変更を加えたり、ブラウザ

を閉じたりしない限り、ソフトキー テンプレートの検索設定は保持されます。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Softkey Template の順に選択します。

Find and List Softkey Templates ウィンドウが表示されます。3 つのドロップダウン
リスト ボックスを使用して、ソフトキー テンプレートを検索します。

ステップ 2 最初の Find softkey templates where ドロップダウン リスト ボックスから、次の条
件のいずれかを選択します。

• Name

• Description

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択する条件によって、検索時に
生成されるソフトキー テンプレート リストのソート方法が決まります。
たとえば、Description を選択すると、Description 列が結果リストの左側
の列に表示されます。
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2 番目の Find softkey templates where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• begins with（前方一致）

• contains（中間一致）

• ends with（後方一致）

• is exactly（完全一致）

3 番目の Find softkey templates where ドロップダウン リスト ボックスから、次の
条件のいずれかを選択します。

• Both

• Standard

• Non-Standard

ステップ 3 必要に応じて適切な検索テキストを指定し、Find をクリックします。また、ペー
ジごとに表示する項目の数も指定できます。

ヒント データベースに登録されているソフトキー テンプレートをすべて検
索するには、検索テキストを入力せずに Find をクリックします。

検出されたソフトキー テンプレートのリストが、次の項目別に表示されます。

• Softkey Template icon

• Softkey Template Name

• Description

（注） 該当するソフトキー テンプレートの横にあるチェックボックスをオン
にして、Delete Selected をクリックすると、Find and List Softkey Templates
ウィンドウから複数のソフトキー テンプレートを削除できます。
Matching Records タイトルバーにあるチェックボックスをオンにして
Delete Selected をクリックすると、ウィンドウ内のすべてのソフトキー
テンプレートを削除できます。
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ステップ 4 レコードのリストから、検索条件と一致する Softkey Template icon、Softkey
Template Name、または Description をクリックします。

選択したソフトキー テンプレートがウィンドウに表示されます。

関連項目

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加
（P.65-7）

• 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.65-9）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）
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非標準ソフトキー テンプレートの追加
Cisco CallManager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフトキー
テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレート
を作成する場合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更しま

す。

手順

ステップ 1 Device > Device Settings > Softkey Template の順に選択します。

Find and List Softkey Templates ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Add a New Softkey Template リンクをクリックします。

Softkey Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、ソフトキー テンプレートを選択し、Copy
をクリックして新しいテンプレートを作成します。

Softkey Template Configuration ウィンドウが再表示され、固有のソフトキー テン
プレート名、説明、およびそのソフトキーに関連付けるアプリケーションを入力

するためのフィールドが表示されます。

ステップ 4 Softkey Template Name フィールドに、ソフトキー テンプレートを識別するため
の固有の名前を入力します。

ステップ 5 テンプレートの使用方法についての説明を入力します。

ステップ 6 Insert ボタンをクリックします。

標準テンプレートがコピーされ、再表示された Softkey Template Configuration
ウィンドウに追加の設定オプションが示されます。
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ステップ 7 非標準ソフトキー テンプレートにその他のアプリケーション ソフトキーを追加
する方法については、P.65-7の「非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケー
ション ソフトキーの追加」を参照してください。 

ステップ 8 Cisco IP Phone の LCD スクリーン上でソフトキーの位置を設定する方法について
は、P.65-9の「非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設
定」を参照してください。 

ステップ 9 Update ボタンをクリックして、設定を保存します。

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加
（P.65-7）

• 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.65-9）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」
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非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフ
トキーの追加

Cisco CallManager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフトキー
テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレート
を作成する場合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更しま

す。作成した非標準ソフトキー テンプレートにアプリケーション ソフトキーを
追加する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.65-2の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、アプリケーション ソフトキーを追加するソフ
トキー テンプレートを選択します。

（注） 変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートです。 

Softkey Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 非標準ソフトキー テンプレートにその他のアプリケーション ソフトキーを追加
するために、Add Application ボタンをクリックします。

Add Application ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 非標準ソフトキー テンプレートに追加する標準ソフトキー テンプレートを選択
します。
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ステップ 5 Insert または Insert and Close ボタンをクリックします。

選択した標準ソフトキー テンプレートに関連するソフトキーが、非標準ソフト
キー テンプレートの末尾に追加されます。重複するソフトキーは自動的に削除
されます。特定のコール状態のソフトキーの数が 16 を超えると、そのコール状
態のオプションのソフトキーが削除されます（最後の方から順に）。オプション

のソフトキーが削除された後もソフトキーの数が 16 を超える場合は、エラーが
表示されます。

ステップ 6 Update ボタンをクリックして、ソフトキー セットの設定を保存します。

ステップ 7 ソフトキー テンプレートの更新を電話機で有効にするために、Restart Devices ボ
タンをクリックします。

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.65-9）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」
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非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置
の設定

Cisco CallManager には、コール処理およびアプリケーション用の標準ソフトキー
テンプレートが組み込まれています。カスタム非標準ソフトキー テンプレート
を作成する場合は、標準テンプレートをコピーし、必要に応じてそれを変更しま

す。作成した非標準ソフトキー テンプレートで各コール状態に対するソフト
キーの位置を設定する手順は、次のとおりです。 

手順

ステップ 1 P.65-2の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、ソフトキーの位置を設定するソフトキー テン
プレートを選択します。

（注） 変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートです。 

Softkey Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 Cisco IP Phone の LCD スクリーンにおけるソフトキーの位置を設定するために、
Configure Softkey Layout リンクをクリックします。

Softkey Layout Configuration ウィンドウが表示されます。ウィンドウの左側の Call
States リストに、IP Phone の各 Cisco CallManager コール状態が示されます。 

ステップ 4 コール状態に対するソフトキー位置を設定するために、Call States リストから
コール状態を選択します。
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Softkey Layout Configuration ウィンドウが再表示され、選択したコール状態に該
当するソフトキーが Unselected Softkeys フィールドと Selected Softkeys フィール
ドに表示されます。

ヒント ソフトキーに関連するプレースホルダーを作成する場合は、Undefined
ソフトキーを追加します。この操作によって、追加したソフトキーは、
すべてのコール状態で同じソフトキー位置に置かれます。

ステップ 5 あるリストから別のリストへソフトキーを移動するには、右矢印と左矢印を使用
します。

ステップ 6 Selected Softkeys の位置を再調整するには、上矢印と下矢印を使用します。

ステップ 7 Update ボタンをクリックして、ソフトキー セットの設定を保存します。

ステップ 8 Softkey Template Configuration リンクをクリックして、Softkey Template 
Configuration ウィンドウに戻ります。

ステップ 9 Update ボタンをクリックして、設定を保存します。

ステップ 10 ソフトキー テンプレートの更新を電話機で有効にするために、Restart Devices ボ
タンをクリックします。

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加
（P.65-7）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ソフトキー テンプレート」
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ソフトキー テンプレートの変更
作成したカスタム非標準ソフトキー テンプレートに変更を加えることができま
す。

• ソフトキー テンプレートの名前変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの削除（P.65-12）

• ソフトキー テンプレートの更新（P.65-14）

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• 非標準ソフトキー テンプレートへのアプリケーション ソフトキーの追加
（P.65-7）

• 非標準ソフトキー テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定（P.65-9）

ソフトキー テンプレートの名前変更
作成した非標準ソフトキー テンプレートの名前を変更する手順は、次のとおり
です。 

手順

ステップ 1 P.65-2の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、名前を変更するソフトキー テンプレートを選
択します。

（注） 名前を変更できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボッ
クスが表示されているものだけです。それ以外のソフトキー テンプレー
トはすべて、標準の読み取り専用テンプレートです。 
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Softkey Template Configuration ページが表示されます。

ステップ 3 Softkey Template Name フィールドに、新しい名前を入力します。

ステップ 4 Update ボタンをクリックします。

Softkey Template Configuration ウィンドウが再表示され、新しいソフトキー テン
プレート名が表示されます。

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの削除（P.65-12）

• ソフトキー テンプレートの更新（P.65-14）

ソフトキー テンプレートの削除
作成した非標準ソフトキー テンプレートを削除する手順は、次のとおりです。 

始める前に

デバイスまたは共通プロファイルに現在割り当てられている非標準ソフトキー

テンプレートは削除できません。非標準ソフトキー テンプレートを使用してい
るデバイスおよび共通プロファイルを検索するには、Softkey Configuration ウィ
ンドウの Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records が
システムで使用可能になっていない場合、Dependency Records Summary ウィンド
ウにメッセージが表示されます。Dependency Records の詳細については、P.A-4の
「Dependency Records へのアクセス」を参照してください。使用されている非標
準ソフトキー テンプレートを削除しようとすると、Cisco CallManager はエラー
メッセージを表示します。現在使用されている非標準ソフトキー テンプレート
を削除する場合は、事前に、次の作業のどちらか一方または両方を実行しておく

必要があります。
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• 削除する非標準ソフトキー テンプレートを使用しているデバイスまたは共
通プロファイルすべてに、別のソフトキー テンプレートを割り当てる。
P.62-12の「電話機の更新」を参照してください。

• 削除する非標準ソフトキー テンプレートを使用しているデバイスを削除す
る。P.62-13の「電話機の削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 P.65-2の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、削除するソフトキー テンプレートを選択しま
す。

（注） 削除できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートです。 

Softkey Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Delete ボタンをクリックします。

そのテンプレートを削除するかどうか確認するメッセージが表示されます。

ステップ 4 OK ボタンをクリックします。

ソフトキー テンプレートが削除された状態で、Softkey Template Configuration
ウィンドウが再表示されます。
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関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの名前変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの更新（P.65-14）

ソフトキー テンプレートの更新
作成した非標準ソフトキー テンプレートを更新する手順は、次のとおりです。テ
ンプレート名、説明、サポートされているアプリケーション ソフトキー、およ
びソフトキー レイアウトは更新できます。

手順

ステップ 1 P.65-2の「ソフトキー テンプレートの検索」の手順を使用して、ソフトキー テ
ンプレートを検索します。

ステップ 2 一致するレコードのリストから、更新するソフトキー テンプレートを選択しま
す。

（注） 更新できるソフトキー テンプレートは、左側の列にチェックボックスが
表示されているものだけです。それ以外のソフトキー テンプレートはす
べて、標準の読み取り専用テンプレートです。 

Softkey Template Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 変更（たとえば、アプリケーション ソフトキー セットまたはソフトキー レイア
ウトの追加）する設定を更新します。P.65-7の「非標準ソフトキー テンプレー
トへのアプリケーション ソフトキーの追加」および P.65-9の「非標準ソフトキー
テンプレートにおけるソフトキーの位置の設定」を参照してください。
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ステップ 4 Update ボタンをクリックします。

ソフトキー テンプレートが更新された状態で、Softkey Template Configuration
ウィンドウが再表示されます。

（注） ソフトキー テンプレートの更新後、そのテンプレートを使用しているデ
バイスを再起動する必要があります。

ステップ 5 Restart Devices ボタンをクリックして、更新されたソフトキー テンプレートを
適用します。

関連項目

• ソフトキー テンプレートの検索（P.65-2）

• 非標準ソフトキー テンプレートの追加（P.65-5）

• ソフトキー テンプレートの変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの名前変更（P.65-11）

• ソフトキー テンプレートの削除（P.65-12）
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IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当て
IP Phone へのソフトキー テンプレートの割り当ては、IP Phone の設定時に行われ
ます。標準ソフトキー テンプレートおよび非標準ソフトキー テンプレートを割
り当てることができます。ソフトキー テンプレートを電話機に割り当てるには、
次の 2 つの方法があります。

• ソフトキー テンプレートを共通プロファイルに割り当て、Phone 
Configuration ウィンドウで、その共通プロファイルを電話機に割り当てる。

• Phone Configuration ウィンドウのソフトキー テンプレート フィールドを使
用して、ソフトキー テンプレートを電話機に割り当てる。電話機に割り当
てられた共通プロファイルにすでにソフトキー テンプレートが指定されて
いる場合は、Phone Configuration ウィンドウのソフトキー テンプレート
フィールドはブランクにしておきます。

共通プロファイルおよび電話機を設定する方法の詳細については、P.57-1の「共
通プロファイルの設定」および P.62-5の「電話機の追加」を参照してください。
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ソフトキーの英日対応表

この章で説明した画面では、ソフトキーは英語で表示されます。日本語表示の IP
Phone のレイアウトを変更する場合は、表 65-1 を参考にしてください。

表 65-1 ソフトキー英日対応表

英 日 英 日

<< << Main メイン

AbbrDial 短縮（タンシュク） MCID 迷惑呼（メイワクコ）

Acct アカウント MeetMe ミートミー

Alpha Alpha Message メッセージ

Answer 応答（オウトウ） Monitor モニタ

Back 戻る（モドル） MonOff モニタオフ

Barge 割込み（ワリコミ） more 次へ（ツギヘ）

CallBack 折返し（オリカエシ） NewCall 発信（ハッシン）

Cancel キャンセル Next 次へ（ツギヘ）

cBarge C割込（Cワリコミ） No No

CFwdALL 不在（フザイ） Number 番号（バンゴウ）

CFwdBusy 話中（ワチュウ） Ok OK

CFwdNoAnswer 無応答（ムオウトウ） Park パーク

Clear クリア PickUp ピック

Close トジル Play 再生（サイセイ）

ConfList 参加者（サンカシャ） Preview プレビュー

Confrn 会議（カイギ） Private 非通知（ヒツウチ）

Default デフォルト QRT 品質（ヒンシツ）

Delete 削除（サクジョ） Redial リダイヤル

Dial ダイヤル Remove サクジョ

DirTrfr D転送（Dテンソウ） Restore 復元（フクゲン）

DivAll アシスタント Resume 復帰（フッキ）

DND サイレント Retry 再試行

Down ダウン RmLstC ドロップ
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Edit 編集（ヘンシュウ） Save 保存（ホゾン）

EditDial 編集（ヘンシュウ） Search 検索（ケンサク）

EndCall 終了（シュウリョウ） Select 選択（センタク）

Enter 入力 SetWtch モニタ

Erase 削除（サクジョ） Show Me ヒョウジ

Exit 終了（シュウリョウ） Stop 中止（チュウシ）

Factory ファクトリ Submit サブミット

Flash フラッシュ Transfer
（Trnsfer）

転送（テンソウ）

GPickUp G ピック TrnsfVM VM 転送（VM テン
ソウ）

Hold 保留（ホリュウ） Unlock 解除（カイジョ）

iDivert 即転送（ソクテンソ

ウ）

Up アップ

ImmDiv 即転送（ソクテンソ

ウ）

Update 更新（コウシン）

Info 情報（ジョウホウ） Validate 確認（カクニン）

Intrcpt キャッチ VidMode ビデオ

Join 参加（サンカ） Yes Yes

Links リンク OPickUp 他 Grp（ソノタ Grp）

Lock ロック

Login ログイン

表 65-1 ソフトキー英日対応表（続き）

英 日 英 日
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66
CAPF レポートの生成

Phone Configuration ウィンドウまたは Bulk Administration Tool で Certificate
Authority Proxy Function（CAPF）を設定すると、CAPF レポートを生成して次の
作業を実行できます。

• 認証操作状況の表示

• 認証文字列の表示

• リストされたデバイスの認証モードを表示 

CAPF レポートを生成すると、レポートを CSV ファイルで表示できます。

CAPF レポートの生成の詳細については、『Cisco CallManager セキュリティ ガイ
ド 4.1』を参照してください。
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67
新規ユーザの追加

Cisco CallManager Administration の［ユーザの設定］ウィンドウを使用すると、シ
ステム管理者は、Cisco CallManager のユーザに関する情報を追加、検索、表示、
および保持することができます。次のトピックでは、ユーザ ディレクトリ情報
の管理について説明します。

• ユーザの追加（P.67-2）

• Cisco Unity ボイスメールボックスの作成（P.67-3）

• ユーザの設定値（P.67-5）

• ユーザ パスワードの変更（P.67-10）

• PIN の変更（P.67-12）

• アプリケーション プロファイルの設定（P.67-13）

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• 自動アテンダント プロファイルの関連付け（P.67-15）

• Cisco CallManager エクステンション モビリティ プロファイルの関連付け
（P.67-16）

• Cisco IP SoftPhone プロファイルの関連付け（P.67-17）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ情報の管理」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」
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（注） Cisco CallManager Administration が Microsoft Active Directory（AD）と統合されて
いる場合、Cisco CallManager Administration からユーザ パスワードを設定または
更新することはできません。詳細については、『Installing the Cisco Customer
Directory Configuration Plugin for Cisco CallManager Release 4.2 (1)』を参照してく
ださい。

ユーザの追加

ユーザを追加する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Add a New User の順に選択します。

（注） ［ページの表示］ドロップダウン リスト ボックスで別の言語を選択する
と、［ユーザの設定］ウィンドウの言語を一時的に変更できます。ただ
し、この言語の変更は、現在の Web セッションにしか適用されません。
次にログインしたときには、［ユーザの設定］ウィンドウはデフォルトの
言語で表示されます。

ステップ 2 適切な設定値を入力します（表 67-1 を参照）。

ステップ 3 ユーザ情報の入力を完了したら、変更内容を保存し、［挿入］をクリックしてユー
ザを追加します。

次の手順

このユーザにデバイスを関連付ける場合は、後述の「ユーザとデバイスとの関連

付け」の手順に進みます。
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関連項目

• Cisco Unity ボイスメールボックスの作成（P.67-3）

• ユーザの設定値（P.67-5）

• ユーザ パスワードの変更（P.67-10）

• PIN の変更（P.67-12）

• アプリケーション プロファイルの設定（P.67-13）

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」

Cisco Unity ボイスメールボックスの作成
［ユーザの設定］ウィンドウの［ボイスメールボックスの作成］リンクを使用す

ると、管理者は Cisco CallManager Administration から個々に Cisco Unity ボイス
メールボックスを作成できます。

（注） ［ボイスメールボックスの作成］リンクは、Unity の管理者が適切なソフトウェア
をインストールおよび設定した場合に限り、表示されます。『Cisco CallManager
4.2 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』を参照してください。

始める前に

• 管理者は、ボイス メッセージ用に Cisco CallManager を設定する必要がある。
『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
を参照してください。 

• 管理者は Cisco Unity サーバを設定する必要がある。Cisco Unity のマニュア
ルを参照してください。

• Cisco Unity Cisco CallManager Integrated Voice Mailbox Configuration が
Cisco Unity サーバで使用可能になっていることを確認する。
『Cisco CallManager 4.2 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』を参照してくだ
さい。
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• Cisco RIS Data Collector サービスがアクティブになっていることを確認す
る。『Cisco CallManager Serviceability システム ガイド』および
『Cisco CallManager Serviceability アドミニストレーション ガイド』を参照し
てください。

• ［ボイスメールボックスの作成］リンクが表示される前に、デバイスとユー
ザを関連付ける。リンクは［プライマリ内線］フィールドの横に表示されま

す。

• ［ボイスメールボックスの作成］リンクを表示するために、ボイスメール プ
ロファイルとプライマリ内線の電話番号が関連付けられていることを確認

する。P.62-52の「電話番号の追加」を参照してください。

（注） Directory Number Configuration ウィンドウにも［ボイスメールボックスの作成］
リンクがあります。

手順

ステップ 1 User Configuration ウィンドウで、ユーザにデバイスを関連付けます（P.67-13の
「ユーザとデバイスとの関連付け」を参照）。 

関連付けるデバイスの［プライマリ内線］オプション ボタンをクリックします。

ステップ 2 ボイスメールボックスを設定するには、［ボイスメールボックスの作成］リンク
をクリックします。

Configure Cisco Unity Voice Mailbox ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 Configure Cisco Unity Voice Mailbox のフィールドを設定するには、
『Cisco CallManager 4.2 Integration Guide for Cisco Unity 4.0』の手順に従います。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity Cisco CallManager 統合
メールボックス設定」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco Unity 設定チェックリスト」
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ユーザの設定値

表 67-1 では、ユーザの設定値について説明します。追加情報については、P.67-8の
「ディレクトリで使用可能な文字」を参照してください。

表 67-1 ユーザの設定値

フィールド 説明

名 ユーザの名を入力します。名には半角英数文字しか使用できません。特

殊文字（=、+、<、>、#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

姓 ユーザの姓を入力します。姓には半角英数文字しか使用できません。特

殊文字（=、+、<、>、#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

ユーザ ID ユーザの識別名を入力します。Cisco CallManager では、ユーザ ID の作
成後の変更はできません。ユーザ ID には半角英数文字しか使用できま
せん。特殊文字（=、+、<、>、#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

ユーザ パスワード ユーザ パスワードとなる 5 文字以上の英数字を入力します。特殊文字
（=、+、<、>、#、;、\、,、“”）およびブランクを使用できます。

パスワードの確認 ユーザ パスワードをもう一度入力します。

PIN Personal Identification Number（PIN; 個人識別番号）となる 5 文字以上の
英数字を入力します。PIN には、数字しか使用できません。

PIN の確認 PIN をもう一度入力します。

電話番号 ユーザの電話番号を入力します。特殊文字（(、)、および -）を使用で
きます。

マネージャのユーザ ID ユーザのマネージャ ID の名前を入力します。入力するマネージャの
ユーザ ID は、ディレクトリ内にユーザとして指定済みでなければなり
ません。

部署名 ユーザの所属部門の情報（たとえば、所属部門の番号や名称など）を

入力します。部署名には半角英数文字しか使用できません。
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ユーザ ロケール ドロップダウン リスト ボックスから、そのユーザに関連したロケール
を選択します。そのユーザ ロケールは、言語とフォントを含んだ、ユー
ザをサポートする一連の詳細情報を識別します。 

Cisco CallManager は、このロケールをエクステンション モビリティお
よび Cisco IP Phone User Options に使用します。Cisco CallManager エク
ステンション モビリティ ログオンでは、ここに指定されているロケー
ルが、デバイスおよびデバイス プロファイルの設定よりも優先されま
す。Cisco CallManager エクステンション モビリティ ログオフでは、
Cisco CallManager は、デフォルト デバイス プロファイルに指定された
ユーザ ロケールを使用します。

（注） ユーザ ロケールを選択しない場合は、Cisco CallManager サービ
ス パラメータでデフォルト ユーザ ロケールとして指定されて
いるロケールが適用されます。

CTI アプリケーションの使
用を有効にする

ユーザが Computer Telephony Integration（CTI; コンピュータ テレフォ
ニー インテグレーション）アプリケーションを使用できるように設定
するには、この Enable CTI Application Use チェックボックスをオンにし
ます。 

CTI スーパープロバイダを
有効にする

このオプションを有効にすると、関連付けられている CTI アプリケー
ションで、システム内のすべての CTI 制御可能デバイスを制御および
監視できます。このフィールドを有効にする必要があるかどうかは、ア

プリケーション要件によって決まります（対応するアプリケーション

のマニュアルを参照）。

（注） ［CTI アプリケーションの使用を有効にする］チェックボックス
もオンにする必要があります。

表 67-1 ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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コールパーク取得を許可す

る

このオプションを有効にすると、関連付けられている CTI アプリケー
ションで、Call Park DN からのコールに対して監視および応答できま
す。このフィールドを有効にする必要があるかどうかは、アプリケー

ション要件によって決まります（対応するアプリケーションのマニュ

アルを参照）。

コーリング パーティ番号の
修正を有効にする

このオプションを有効にすると、関連付けられている CTI アプリケー
ションで、コールを宛先に転送するときの電話番号を変更できます。転

送先が受信する電話番号は、アプリケーションにより提供されます。こ

のフィールドを有効にする必要があるかどうかは、アプリケーション

要件によって決まります（対応するアプリケーションのマニュアルを

参照）。Cisco Emergency Responder（CER）は、このオプションを有効
にする必要があるアプリケーション例の 1 つです。

割り当てられた PC このフィールドは、Cisco SoftPhone および Cisco CallManager Attendant
Console のユーザに必須のフィールドであり、ユーザが追加された後に
表示されます。

プライマリ内線 このフィールドは、ユーザが追加された後に表示され、ユーザのプラ

イマリ電話番号を表します。ユーザにデバイスを関連付ける場合は、プ

ライマリ回線を選択しません。ユーザは電話機に複数の回線を設定で

きます。

システムが Unity Integration に対して設定されている場合、［ボイスメー
ルボックスの作成］リンクが表示されます。

制御されたデバイス このフィールドは、ユーザが追加された後に表示されます。デバイス

が関連付けられた後に、このフィールドには、ユーザが制御する説明

情報（たとえば、MAC アドレスなど）が表示されます。

認証プロキシの権限を有効

にする

このフィールドは、Cisco CallManager エクステンション モビリティに
よるユーザの認証プロキシの権限が有効になっている場合に必須の

フィールドであり、ユーザが追加された後に表示されます。認証プロ

キシの権限の機能が有効になっている場合は、このフィールドには

True が表示され、無効になっている場合は、False が表示されます。 

表 67-1 ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明



第 67章      新規ユーザの追加
ユーザの設定値

67-8
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

ディレクトリで使用可能な文字

注意 DC Directory、Netscape Directory、または Active Directory で 127 文字を超える 非
ISO-Latin1 文字を使用すると、ディレクトリ データベース エラーが発生する可
能性があります。Cisco CallManager Release 3.3 以降では、すべての ISO-Latin1
（ISO-8859-1）文字、およびすべての非 ISO-Latin1 文字をディレクトリで使用で
きますが、0 ～ 127 文字の範囲で入力する必要があります。

Cisco CallManager は、Cisco CallManager Administration の［ユーザの設定］ウィ
ンドウでは ISO-Latin1 文字と ASCII 文字しかサポートしていません。

ロケール インストーラをダウンロードすると、Cisco CallManager Administration
の［ユーザの設定］ウィンドウ内のフィールド名は、選択した言語で表示できま

す。ただし、Cisco CallManager は、これらのフィールド、および、このウィンド
ウへのアクセスに必要なすべてのアカウントとパスワードに対して、0 ～ 127 文
字の範囲の ISO-Latin1（ISO-8859-1）文字と非 ISO-Latin1 文字しかサポートして
いません。文字の許容範囲を超えるデータを入力すると、ダイアログボックスが

表示され、ISO-Latin1 文字と非 ISO-Latin1 文字を使用して 0 ～ 127 文字の範囲で
データを入力するように指示されます。

制御されたデバイス プロ
ファイル

このフィールドは、ユーザが追加された後に表示されます。

Cisco CallManager エクステンション モビリティに設定されたユーザに
関連付けられた、制御されたデバイス プロファイルのリストが、この
フィールドに表示されます。

ページの表示 ドロップダウン リスト ボックスから、［ユーザの設定］ウィンドウの
言語（電話機の表示言語）を選択します。この言語が表示されるのは、

現在の Web セッションのみです。次回にログインしたときに、［ユーザ
の設定］ウィンドウはデフォルトの言語で表示されます。

（注） 適切なロケール インストーラをダウンロードおよびインス
トールし、目的の言語を選択します。

表 67-1 ユーザの設定値（続き）

フィールド 説明
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関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• ユーザ パスワードの変更（P.67-10）

• PIN の変更（P.67-12）

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• 『Installing the Cisco Customer Directory Configuration Plugin for 
Cisco CallManager Release 4.2 (1)』の「Password Management Features」
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ユーザ パスワードの変更
Global Directory 内のユーザのユーザ パスワードを変更する手順は、次のとおり
です。

手順

ステップ 1 Global Directory から、パスワードを変更するユーザを選択します（P.68-1の
「Global Directory の検索」を参照）。

［ユーザの設定］ウィンドウが表示され、選択したユーザの情報が示されます。

ステップ 2 ［ユーザパスワード］フィールドの横にある［変更 ...］ボタンをクリックします。

［変更するパスワード］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 ［ユーザパスワード］フィールドに、新しいパスワードを入力します。

ステップ 4 ［パスワードの確認］フィールドに、新しいパスワードを再入力します。

ステップ 5 ［更新して閉じる］をクリックします。

注意 統合エンタープライズ ディレクトリ（組み込み DC Directory の反対）では、定
期的なパスワード有効期限切れなどのパスワード管理機能が設定可能な場合が

あります。ただし、システムに対する重大なアクセスを中断することがないよ

う、CCMAdministrator、CCMSysUser、IPMASysUser、および Cisco CallManager ア
プリケーションで作成および使用する他のすべてのシステム ユーザについて
は、パスワードの有効期限を設定しないでください。これらのユーザのパスワー

ドは、有効期限を設けずに設定する必要があります。
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関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• PIN の変更（P.67-12）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」

• 『Installing the Cisco Customer Directory Configuration Plugin for 
Cisco CallManager Release 4.2 (1)』の「Password Management Features」
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PIN の変更
Global Directory 内のユーザの個人識別番号（PIN）を変更する手順は、次のとお
りです。

手順

ステップ 1 Global Directory から、PIN を変更するユーザを選択します（P.68-1の「Global
Directory の検索」を参照）。

［ユーザの設定］ウィンドウが表示され、選択したユーザの情報が示されます。

ステップ 2 PIN フィールドの横にある［変更 ...］ボタンをクリックします。

［変更する PIN］ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 PIN フィールドに、新しい PIN を入力します。

ステップ 4 ［PIN の確認］フィールドに、新しい PIN を再入力します。

ステップ 5 ［更新して閉じる］をクリックします。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• ユーザ パスワードの変更（P.67-10）

• Global Directory の検索（P.68-1）
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アプリケーション プロファイルの設定
新しいユーザの追加後、［ユーザの設定］ウィンドウの左側にある［アプリケー

ション プロファイル］ペインに一覧表示された各アプリケーションのプロファ
イルを設定できます。各ユーザはこれらのプロファイルを使用して、電話機の機

能、Cisco IPMA、Cisco CallManager エクステンション モビリティ、自動アテン
ダント、および Cisco IP SoftPhone の機能を個別に設定することができます。

始める前に

ユーザがデータベース内で設定されていることを確認します。詳細については、

P.68-1の「Global Directory の検索」を参照してください。

関連項目

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• 自動アテンダント プロファイルの関連付け（P.67-15）

• Cisco CallManager エクステンション モビリティ プロファイルの関連付け
（P.67-16）

• Cisco IP SoftPhone プロファイルの関連付け（P.67-17）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP Manager Assistant プロファ
イル」

ユーザとデバイスとの関連付け

ユーザを追加した後では、ユーザはコントロール権を持つデバイスを割り当てる

ことができます。電話機などの一部のデバイスは、ユーザが制御できます。CTI
ポートなどのその他のデバイスは、ユーザとして指定されるアプリケーションに

よって制御できます。ユーザが電話機のコントロール権を持つ場合、その電話機

の特定の設定値（たとえば、短縮ダイヤルや自動転送）を制御できます。

（注） H.323 デバイスなど、CTI で制御できないデバイスの場合は、使用可能なデバイ
スのリストにあるデバイス アイコンの横にアスタリスク（*）が表示されます。
すべてのデバイスの関連付け動作は、機能が設定されているデバイス タイプに
関係なく同一になっています。
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始める前に

ユーザにデバイスを割り当てるには、そのユーザの［ユーザの設定］ウィンドウ

にアクセスする必要があります。既存ユーザの情報にアクセスする方法について

は、P.68-1の「Global Directory の検索」を参照してください。［ユーザの設定］
ウィンドウが表示された後で、デバイスを割り当てる手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション プロファイル］ペインで、［デバイスの割り当て］をクリッ
クします。

ステップ 2 必要に応じて、［使用可能なデバイス一覧のフィルタ］セクションに検索条件を
入力して使用可能なデバイスのリストを限定し、［デバイスの選択］をクリック

します。

ステップ 3 そのユーザに関連付ける 1 つ以上のデバイスのチェックボックスをオンにしま
す。そのデバイスの［プライマリ内線］にあるオプション ボタンをクリックす
ると、そのユーザが割り当てられているデバイスから、1 つのプライマリ内線番
号を割り当てることができます。 

ステップ 4 割り当てを完了したら、［選択の更新］をクリックして、ユーザにデバイスを割
り当てます。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「デバイスの関連付け」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」
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自動アテンダント プロファイルの関連付け
Automated Attendant（AA; 自動アテンダント）サービスは、着信コールに応答し
て、発信者にユーザ名または内線番号を入力するように求めます。AA は、ディ
レクトリをスキャンし、ユーザ名または内線番号との一致を見つけ、発信者を適

切なエンドポイントに転送します。

始める前に

ユーザに自動アテンダント プロファイルを関連付けるには、そのユーザの［ユー
ザの設定］ウィンドウにアクセスする必要があります。既存ユーザの情報にアク

セスする方法については、P.68-1の「Global Directory の検索」を参照してくださ
い。［ユーザの設定］ウィンドウが表示された後で、プロファイルを関連付ける

手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション プロファイル］ペインで、［自動アテンダント］を選択します。

ステップ 2 ［名前のダイヤル方法］フィールドに、アテンダントの名前を入力します
（LastFirstM）。たとえば、John Quincy Smith の場合は、SmithJohnQ と入力します。 

同じ名前または同じ数値のマッピングが発生した場合、重複キーであることを知

らせるプロンプトが表示されます。この時点で、ユーザ名を変更するか（ニック

ネームを使用するか、ミドルネームのイニシャルを除去して）、重複を許可する

ことができます。

ステップ 3 ［挿入］をクリックします。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco CallManager Auto Attendant プ
ロファイル」
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• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」

Cisco CallManager エクステンション モビリティ プロファイルの関連付
け

Cisco CallManager エクステンション モビリティを使用すると、Cisco IP Phone
7940 または Cisco IP Phone 7960 を一時的にユーザの電話機として使用できるよ
うに設定することができます。ユーザが電話機にログインすると、そのユーザの

エクステンション モビリティ（回線と短縮ダイヤル番号を含む）が、その電話
機上に置かれます。この機能は、ユーザの IP フォンが恒常的に割り当てられて
いない環境で主に使用されます。

エクステンション モビリティをユーザに関連付けるには、そのユーザの［ユー
ザの設定］ウィンドウにアクセスする必要があります。既存ユーザの情報にアク

セスする方法については、P.68-1の「Global Directory の検索」を参照してくださ
い。ユーザに対して Cisco CallManager エクステンション モビリティを設定し関
連付ける方法については、『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の
「Cisco CallManager エクステンション モビリティ」を参照してください。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」

• 『Cisco CallManager 機能およびサービス ガイド』の「ユーザへのユーザ デバ
イス プロファイルの関連付け」
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Cisco IP SoftPhone プロファイルの関連付け
デバイス（回線）を Cisco IP SoftPhone としてユーザに関連付けることができま
す。この機能によって、ユーザはデスクトップ PC を使用して、コールの発信と
受信、および IP Phone の制御を行うことができます。

Cisco IP SoftPhone の詳細については、『Cisco IP SoftPhone Administrator Guide』を
参照してください。

始める前に

ユーザにデスクトップ PC を関連付けるには、そのユーザの［ユーザの設定］ウィ
ンドウにアクセスする必要があります。既存ユーザの情報にアクセスする方法に

ついては、P.68-1の「Global Directory の検索」を参照してください。［ユーザの
設定］ウィンドウが表示された後で、PC を関連付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 ［アプリケーション プロファイル］ペインで、SoftPhone を選択します。

SoftPhone ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ［割り当てられた PC］フィールドに、デスクトップ PC の IP アドレスまたはホ
スト名を入力します。

（注） ［割り当てられた PC］フィールドには、バーチャル会議とのコラボレー
ションに必要となるエントリを入力する必要があります。

ステップ 3 ［挿入］をクリックします。

［ユーザの設定］ウィンドウが表示されます。

（注） 電話回線をスタンドアロン モードで使用するために、［CTI アプリケー
ションの使用を有効にする］チェックボックスをオンにします。 
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ステップ 4 ［更新］をクリックします。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• Global Directory の検索（P.68-1）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Cisco IP SoftPhone プロファイル」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ ディレクトリ管理の設定
チェックリスト」
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68
Global Directory の検索

Cisco CallManager の Global Directory には、Cisco CallManager ディレクトリ内の
すべてのユーザの情報が含まれています。Cisco CallManager は、Lightweight
Directory Access Protocol（LDAP）を使用して、ユーザ情報を含んでいるディレ
クトリと情報を交換します。シスコは、Cisco CallManager でこの組み込みディレ
クトリをサポートしています。その主な目的は、デバイスとユーザとの関連を維

持することです。 

基本検索または詳細検索のどちらかを使用して、システム管理者は Global
Directory にアクセスすることができます。 

新規ユーザの追加と設定の詳細については、P.67-1の「新規ユーザの追加」を参
照してください。

次のトピックでは、Global Directory の検索について説明します。

• 基本検索の使用方法（P.68-2）

• 詳細検索の使用方法（P.68-4）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Global Directory 検索のヒント」
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基本検索の使用方法

基本検索ユーティリティは、名、姓、およびユーザ ID の各フィールドの中から、
検索条件として入力された文字列と一致するものを探します。たとえば、検索

フィールドに「li」と入力した場合、検索結果には、その文字列と一致する名、
姓、またはユーザ ID を持つユーザが示されます。2 つ以上の文字列をスペース
で区切って入力すると、各文字列が 3 つの検索フィールドのいずれかと一致する
ものを探します。 

ヒント Cisco CallManager による検索フィールドの使用方法の詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「基本検索」を参照してください。

Global Directory の基本検索エンジンの使用手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Global Directory の順に選択します。 

［ユーザ情報 基本検索］ウィンドウが表示されます。

（注） ［ページの表示］ドロップダウン リスト ボックスで別の言語を選択する
と、［ユーザの設定］ウィンドウの言語を一時的に変更できます。ただ
し、この言語の変更は、現在の Web セッションにしか適用されません。
次にログインしたときには、［ユーザの設定］ウィンドウはデフォルトの
言語で表示されます。

ステップ 2 ［ユーザ検索］フィールドに検索対象のユーザの名、姓、ユーザ ID、またはそれ
らの情報の一部を入力し、［検索］をクリックします。

ステップ 3 その結果表示される名前一致リストから、必要な名前を選択して、そのユーザに
ついての固有情報を入手します。
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次の手順

このユーザ情報を変更するには、該当するフィールドを更新して（P.67-5の「ユー
ザの設定値」を参照）、［更新］をクリックします。

このユーザとデバイスとの割り当てを表示または変更する場合の詳細について

は、P.67-13の「ユーザとデバイスとの関連付け」を参照してください。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• 詳細検索の使用方法（P.68-4）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Global Directory 検索のヒント」
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詳細検索の使用方法

詳細検索ユーティリティを使用すると、4 つの検索フィールドと内蔵の Boolean
ロジックを使用して検索条件を入力することで、複雑な検索を実行することがで

きます。1 つのフィールドに 2 つ以上の名前または文字列をスペースで区切って
入力すると、指定した条件のいずれかと一致するものが検索されます。たとえ

ば、「john jerry」と入力すると、検索エンジンは、名が John または Jerry である
ユーザすべてを返します。1 つの文字列を 2 つ以上の検索フィールドに入力する
と、両方の条件と一致するものが検索されます。たとえば、名に「Ling」、姓に
「Chu」と入力すると、名前が Ling Chu というユーザが検索エンジンから返され
ます。

ヒント Cisco CallManager による検索フィールドの使用方法の詳細については、
『Cisco CallManager システム ガイド』の「詳細検索」を参照してください。

Global Directory 詳細検索エンジンを使用する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Global Directory の順に選択します。

ステップ 2 ［詳細検索］をクリックします。

［ユーザ情報 詳細検索］ウィンドウが表示されます。

（注） ［ページの表示］ドロップダウン リスト ボックスで別の言語を選択する
と、［ユーザの設定］ウィンドウの言語を一時的に変更できます。ただ
し、この言語の変更は、現在の Web セッションにしか適用されません。
次にログインしたときには、［ユーザの設定］ウィンドウはデフォルトの
言語で表示されます。
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ステップ 3 該当するフィールドに、検索対象のユーザの名、姓、ユーザ ID、または部署名
の検索条件を入力します。

ステップ 4 ［検索］をクリックします。 

（注） 検索結果を絞り込む場合は、［検索の絞り込み］をクリックします。絞込
み検索では、絞り込む検索条件を入力してから、［検索］をクリックする
か、［リセット］をクリックして、直前の検索条件をフィールドに取り込
むことができます。入力したすべての検索条件をフィールドから削除す
るには、［クリア］をクリックします。 

ステップ 5 希望するユーザが検索リストに表示されたときは、そのユーザ ID または名前を
クリックして、［ユーザの設定］ウィンドウを表示します。 

次の手順

このユーザ情報を変更するには、該当するフィールドを更新して（表 67-1 を参
照）、［更新］をクリックします。

このユーザとデバイスとの割り当てを表示または変更する場合の詳細について

は、P.67-13の「ユーザとデバイスとの関連付け」を参照してください。

関連項目

• ユーザの追加（P.67-2）

• ユーザとデバイスとの関連付け（P.67-13）

• 基本検索の使用方法（P.68-2）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「Global Directory 検索のヒント」
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69
Multilevel Administration の
設定

Multilevel Administration（MLA）を使用すると、フル アクセス権を持つユーザ
は、Cisco CallManager の管理者に対してさまざまなレベルの管理アクセス権を設
定できます。フル アクセス権を持つユーザが、機能グループ、ユーザ グループ、
およびユーザ グループのアクセス特権を設定します。一般的には、フル アクセ
ス権を持つユーザが Cisco CallManager Administration への他のユーザのアクセス
権を設定します。

アクセス権には、フル アクセス権、読み取り専用アクセス権、およびアクセス
権なし、という 3 つのレベルがあります。各レベルの違いは次のとおりです。

• フル アクセス権を持つユーザは、そのユーザのユーザ グループにフル アク
セス権が設定されている機能グループに属する Cisco CallManager 
Administration ウィンドウを表示および変更することができます。

• 読み取り専用アクセス権を持つユーザは、そのユーザのユーザ グループに
読み取り専用アクセス権が設定されている機能グループに属する

Cisco CallManager Administration ウィンドウを表示することができます。た
だし、読み取り専用アクセス権を持つユーザは、専用アクセス権しか持たな

い管理ウィンドウに対して変更を行うことはできません。読み取り専用アク

セス権を持つユーザの場合、Cisco CallManager は、すべてのボタンをグレイ
アウトし、Cisco CallManager の設定情報を変更するためのアイコンを使用不
可にします。

• アクセス権なしのユーザは、そのユーザのユーザ グループにアクセス権が
ない機能グループに属する Cisco CallManager Administration ウィンドウを表
示することも変更することもできません。
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MLA を設定するには、次のトピックを参照してください。

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）

• MLA の終了（P.69-20）

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「機能グループ」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループのアクセス特権」



69-3
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

第 69章      Multilevel Administration の設定
MLA の使用可能化

MLA の使用可能化
MLA の設定を実行する前に、Cisco CallManager Administration で MLA を使用可
能にする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Cisco CallManager Administration をインストールした後に、次の URL を使用して、
Cisco CallManager Administration および Cisco CallManager Serviceability にアクセ
スします。

http://<CCMServer>/ccmadmin

<CCMServer> には、Cisco CallManager サーバの IP アドレスまたは名前を指定し
ます。

ステップ 2 User > Access Rights > Configure MLA Parameters の順に選択します。

MLA Enterprise Parameter Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Enable MultiLevelAdmin エンタープライズ パラメータを変更するには、右側のド
ロップダウン リスト ボックスをクリックし、True を選択します。

ステップ 4 「New password for CCMAdministrator」プロンプトで新しいパスワードを入力し、
「Confirm password for CCMAdministrator」プロンプトでパスワードを再入力しま
す。

ステップ 5 Update をクリックします。

変更内容を有効するために、クラスタ内のすべての Cisco CallManager システム
の Web サーバを再起動するように指示するメッセージが表示されます。
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関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ログイン認証」

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）

• MLA の終了（P.69-20）
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機能グループ

機能グループは、Cisco CallManager Administration ウィンドウのグループで構成
されます。通常は、Cisco CallManager Administration の主要な各メニュー項目に
基づいて、標準（デフォルト）の機能グループが形成されます。ただし、

Cisco CallManager Administration ウィンドウで構成されるカスタム機能グループ
を作成することもできます。次のトピックでは、機能グループの追加、更新、削

除ついて説明しています。

• 機能グループの追加（P.69-5）

• 機能グループの更新（P.69-6）

• 機能グループの削除（P.69-7）

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「機能グループ」

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）

• MLA の終了（P.69-20）

機能グループの追加

Cisco CallManager Administration に機能グループを追加する手順は、次のとおり
です。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Functional Group の順に選択します。

Functional Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Functional Group Name フィールドに、新しい機能グループの名前を入力します。
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ステップ 3 新しい機能グループに含めるメニューの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

デフォルトでは、このメニュー項目をクリックすると、メニュー項目に関連する

サブメニュー ウィンドウがすべて選択されます。 

ステップ 4 新しい機能グループから特定のサブメニュー ウィンドウを除外するには、除外
対象のサブメニュー項目の横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 Insert をクリックします。

追加した機能グループの名前が、左側の Functional Groups リストにアルファベッ
ト順に表示されます。

関連項目

• 機能グループの更新（P.69-6）

• 機能グループの削除（P.69-7）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「機能グループ」

機能グループの更新

Cisco CallManager Administration の機能グループを更新する手順は、次のとおり
です。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Functional Group の順に選択します。

Functional Group Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 左側の Functional Groups リストで、更新する機能グループの名前をクリックしま
す。

（注） 標準機能グループは、更新も削除もできません。

選択した機能グループが表示されます。

ステップ 3 選択した機能グループ内で更新するメニューまたはサブメニューの横にある
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• 機能グループの追加（P.69-5）

• 機能グループの削除（P.69-7）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• 機能グループ（P.69-5）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「機能グループ」

機能グループの削除

Cisco CallManager Administration から機能グループを削除する手順は、次のとお
りです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Functional Group の順に選択します。

Functional Group Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 左側の Functional Groups リストで、削除する機能グループの名前をクリックしま
す。

（注） 標準機能グループは、削除できません。

選択した機能グループが表示されます。

ステップ 3 Delete をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

ステップ 4 OK をクリックします。

ウィンドウがリフレッシュされます。このとき、左側の Functional Groups リスト
に、削除した機能グループは表示されません。

関連項目

• 機能グループの追加（P.69-5）

• 機能グループの更新（P.69-6）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「機能グループ」
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ユーザ グループ
ユーザ グループは、ディレクトリ ユーザで構成されます。ユーザは、複数のユー
ザ グループに属することができます。ユーザ グループを追加した後に、ユーザ
をユーザ グループに追加します。続いて、ユーザ グループに特権を割り当てる
こともできます。ユーザが複数のユーザ グループに属している場合、そのユー
ザの有効な特権は、MLA のアクセス権のエンタープライズ パラメータによって
決まります。

次のトピックでは、ユーザ グループの追加と削除、ユーザ グループへのユーザ
の追加、およびユーザ グループからのユーザの削除ついて説明します。

• ユーザ グループの追加（P.69-9）

• ユーザ グループの削除（P.69-10）

• ユーザ グループへのユーザの追加（P.69-11）

• ユーザ グループからのユーザの削除（P.69-13）

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）

• MLA の終了（P.69-20）

ユーザ グループの追加
Cisco CallManager Administration にユーザ グループを追加する手順は、次のとお
りです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > User Group の順に選択します。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 User Group Name フィールドに、新しいユーザ グループの名前を入力します。

ステップ 3 Insert をクリックします。

追加したユーザ グループの名前が、左側の User Groups リストにアルファベット
順に表示されます。

ステップ 4 このユーザ グループにユーザを追加します。P.69-11 の「ユーザ グループへの
ユーザの追加」を参照してください。

ステップ 5 このユーザ グループに特権を割り当てます。P.69-15 の「ユーザ グループへの特
権の割り当て」を参照してください。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• ユーザ グループへのユーザの追加（P.69-11）

• ユーザ グループの削除（P.69-10）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

ユーザ グループの削除
Cisco CallManager Administration からユーザ グループを削除する手順は、次のと
おりです。この手順を実行すると、ユーザ グループが完全に削除されます。ユー
ザ グループから特定のユーザのみを削除するには、P.69-13 の「ユーザ グループ
からのユーザの削除」を参照してください。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > User Group の順に選択します。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 左側の User Groups リストで、削除するユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。このユーザ グループのユーザがアル
ファベット順に一覧表示されます。

ステップ 3 グループを完全に削除する場合は、Delete Group をクリックします。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• ユーザ グループの追加（P.69-9）

• ユーザ グループからのユーザの削除（P.69-13）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

ユーザ グループへのユーザの追加
Cisco CallManager Administration のユーザ グループにユーザを追加する手順は、
次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > User Group の順に選択します。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側の User Groups リストで、ユーザを追加するユーザ グループの名前をクリッ
クします。

選択したユーザ グループが表示されます。現在そのユーザ グループに属してい
るユーザが、グループの Users に一覧表示されます。
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ステップ 3 Add a User to Group をクリックします。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 User Search フィールドにユーザ名を入力し、Search をクリックします。

（注） ユーザを検索するには、さまざまな方法があります。ユーザの名、姓、
またはユーザ ID を入力できます。それらの値を入力する代わりに、
フィールドをブランクのままにすれば、すべてのユーザを表示すること
ができます。

指定したユーザがデータベースに存在する場合は、そのユーザのレコードが表示

されます。検索結果のリストに表示されたユーザの数が多過ぎる場合には、

Refine Search をクリックして検索条件を絞り込んだ後に、もう一度このステッ
プを実行します。

ステップ 5 検索結果のリストで、このユーザ グループに追加するユーザの横にあるチェッ
クボックスをオンにします。検索結果のリストが複数のウィンドウになった場合

は、下部のリンクを使用するとさらに結果を表示できます。

ステップ 6 Add Selected をクリックします。

User Group Configuration ウィンドウが再表示されます。このとき、グループ リス
トの Users には、追加したユーザが一覧表示されます。

（注） ユーザを追加した後、ユーザの名前の横にあるキー アイコンをクリック
すると、そのユーザの特権を表示できます。
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関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• ユーザ グループからのユーザの削除（P.69-13）

• ユーザ グループの追加（P.69-9）

• ユーザ グループの削除（P.69-10）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

ユーザ グループからのユーザの削除
Cisco CallManager Administration のユーザ グループからユーザを削除する手順
は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > User Group の順に選択します。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側の User Groups リストで、ユーザを削除するユーザ グループの名前をクリッ
クします。

選択したユーザ グループが表示されます。現在そのユーザ グループに属してい
るユーザが、グループの Users に一覧表示されます。

ステップ 3 このユーザ グループから削除するユーザの名前の横にあるチェックボックスを
オンにします。

ステップ 4 Delete Selected をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。
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ステップ 5 OK をクリックします。

User Group が再表示されます。このとき、グループ リストの Users には、削除し
たユーザが表示されません。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループ」

• ユーザ グループへのユーザの追加（P.69-11）

• ユーザ グループの追加（P.69-9）

• ユーザ グループの削除（P.69-10）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）
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ユーザ グループの特権
フル アクセス権を持つユーザは、ユーザ グループに機能グループへのアクセス
特権を割り当てることができます。

ユーザ グループに特権を割り当てるには、次のトピックを参照してください。

• ユーザ グループへの特権の割り当て（P.69-15）

• 特権レポートの表示（P.69-16）

• ユーザの特権の表示（P.69-17）

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループのアクセス特権」

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）

• MLA の終了（P.69-20）

ユーザ グループへの特権の割り当て
Cisco CallManager Administration のユーザ グループに特権を割り当てる手順は、
次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Assigning Privileges to User Group の順に選択します。

Assign Privileges to User Group ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特権を割り当てるユーザ グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループに関連付けられた機能グループが一覧表示されます。
同時に、各機能グループに対するアクセス特権が表示されます。
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ステップ 3 このユーザ グループのユーザに割り当てる特権レベルを機能グループごとに選
択します。ドロップダウン リストから、No Access、Read Only、Full Access のい
ずれかを選択します。

ステップ 4 Update をクリックします。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループのアクセス特権」

• 特権レポートの表示（P.69-16）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

特権レポートの表示

この項では、特権レポートを表示する方法について説明します。特権レポートに

は、すべてのユーザ グループに割り当てられている機能グループごとの特権が
表示されます。各ユーザ グループは、特権レポートの左側の行見出しになりま
す。各機能グループは、特権レポートの列見出しになります。つまり、ユーザ

グループは上から下へアルファベット順に表示され、機能グループは左から右へ

アルファベット順に表示されます。

特権レポートを表示する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Assigning Privileges to User Group の順に選択します。

Assign Privileges to User Group ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 View Privileges Report をクリックします。

Privileges Report ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 特権の割り当てに戻るには、Back to Assign Privileges をクリックします。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループのアクセス特権」

• ユーザ グループへの特権の割り当て（P.69-15）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

ユーザの特権の表示

この項では、ユーザに割り当てられている特権を表示する方法について説明しま

す。ユーザに割り当てられている特権を表示する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > User Group の順に選択します。

User Group Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左側の User Groups リストで、特権を表示する対象のユーザが属しているユーザ
グループの名前をクリックします。

選択したユーザ グループが表示されます。このユーザ グループのユーザが一覧
表示されます。

ステップ 3 特権を表示する対象のユーザの横にあるキー アイコンをクリックします。

そのユーザの特権レポートが表示されます。
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関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ユーザ グループのアクセス特権」

• ユーザ グループへの特権の割り当て（P.69-15）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

MLA のエンタープライズ パラメータの設定
フル アクセス権を持つユーザは、multilevel administration access のエンタープラ
イズ パラメータを設定できます。MLA のエンタープライズ パラメータを設定す
る手順は、次のとおりです。

（注） Cisco Customer Directory Configuration Plugin を実行後、すべてのユーザおよび
ユーザ グループを新しいディレクトリに移動するように、MLA を設定する必要
があります。詳細については、『Installing the Cisco Customer Directory Configuration
Plugin for Cisco CallManager Release 4.2』を参照してください。

手順

ステップ 1 User > Access Rights > Configure MLA Parameters の順に選択します。

Configure MLA Parameters ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 User Group Base エンタープライズ パラメータを変更するには、User Group Base
に値を入力します。

ステップ 3 Administrative User Base エンタープライズ パラメータを変更するには、
Administrative User Base に値を入力します。

ステップ 4 Debug Level エンタープライズ パラメータを変更するには、ドロップダウン リス
ト ボックスから Debug Level の値を選択します。
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ステップ 5 Effective Access Privileges For Overlapping User Groups エンタープライズ パラメー
タを変更するには、ドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 6 Effective Access Privileges For Overlapping Functional Groups エンタープライズ パラ
メータを変更するには、ドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 7 Enable MultiLevelAdmin エンタープライズ パラメータを変更するには、ドロップ
ダウン リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 8 User Cache Flush Timeout (Minutes) エンタープライズ パラメータを変更するには、
ドロップダウン リスト ボックスから値を選択します。

ステップ 9 Update をクリックします。

（注） Enable MultiLevelAdmin または User Cache Flush Timeout (Minutes) パラ
メータの値を変更する場合、変更を有効にするために、クラスタ内のす
べての Cisco CallManager システムの Web ブラウザを再起動することを
要求するメッセージが表示されます。

関連項目

• 『Cisco CallManager システム ガイド』の「ログイン認証」

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA の終了（P.69-20）
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MLA の終了
Cisco CallManager Administration で MLA の設定を実行した後は、許可されない
ユーザが MLA 機能にアクセスできないようにブラウザを閉じてください。

関連項目

• MLA の使用可能化（P.69-3）

• 機能グループ（P.69-5）

• ユーザ グループ（P.69-9）

• ユーザ グループの特権（P.69-15）

• MLA のエンタープライズ パラメータの設定（P.69-18）
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70
プラグインの設定

アプリケーション プラグインによって、Cisco CallManager の機能がさまざまに
拡張されます。たとえば、Cisco CallManager Attendant Console プラグインによっ
て、受け付け担当者は、迅速にコールに応答し、コールを組織内に転送すること

ができます。また、JTAPI プラグインによって、コンピュータが、Java Telephony
Application Programming Interface（JTAPI）を使用して Cisco CallManager にアクセ
スするアプリケーションのホストとなることができます。

Cisco Customer Directory Configuration Plugin の詳細情報は、『Cisco Customer
Directory 設定用プラグインのインストレーションおよびその設定』の最新オン
ライン版を参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

• プラグインのインストレーション（P.70-2）

• プラグイン URL 更新（P.70-3）

• プラグイン URL 更新の設定値（P.70-4）
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プラグインのインストレーション

ヒント Cisco CallManager をアップグレードした後には、Cisco CDR Analysis and Reporting
プラグインを除くすべてのプラグインを再インストールする必要があります。

プラグインをインストールする場合は、インストール先のサーバで動作している

侵入検知やアンチウィルスのサービスをすべて事前に使用不可にしておいてく

ださい。

プラグインをインストールする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Application > Install Plugins の順に選択します。 

Install Plugins ページに、使用可能なすべてのプラグイン アプリケーションが表
示されます。

ステップ 2 インストールするプラグインの横にあるアイコンをクリックします。

ステップ 3 プラグインをダウンロードするには、Run this program from its current location
or Save this program to disk をクリックします。

ステップ 4 インストレーション ウィザードの指示に従って、インストレーションを実行し
ます。

関連項目

• プラグインの設定（P.70-1）

• プラグイン URL 更新（P.70-3）
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第 70章      プラグインの設定
プラグイン URL 更新

プラグイン URL 更新
Cisco CallManager のインストール プロセス中、Plugins テーブルに追加されたレ
コードは、Application ドロップダウン メニューを構築するために Administration
アプリケーションが使用する URL を指定します。構築される URL の基礎となる
のは、インストール時の Domain Name Server（DNS; ドメイン ネーム サーバ）で
す。DNS が変更されても、URL は更新されません。

プラグイン URL の DNS を更新する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 Application > Update Plugin URL の順に選択します。

Update Plugin URL ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウン リスト ボックスから、プラグイン タイプを選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リスト ボックスから、プラグイン名を選択します。

ステップ 4 Host Name/IP Address フィールドに、DNS 名を入力します。

ステップ 5 Update ボタンをクリックします。

関連項目

• プラグインの設定（P.70-1）

• プラグインのインストレーション（P.70-2）
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プラグイン URL 更新の設定値
表 70-1 では、プラグイン URL 更新の設定値について説明します。

表 70-1 プラグイン URL 更新の設定値

フィールド 説明

Plugin Type ドロップダウン リスト ボックスから、DNS 名を変更する
プラグイン タイプ、たとえば、アプリケーションまたはイ
ンストレーションを選択します。

Plugin Name ドロップダウン リスト ボックスから、DNS 名を変更する
プラグイン名、たとえば、Bulk Administration Tool や
Cisco CallManager Attendant Console などを選択します。

URL URL は自動的に表示されます。

DNS Name DNS 名には英数字のみを使用します。 
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A P P E N D I X A
Dependency Records

この付録では、Cisco CallManager Administration 内の Dependency Records のウィ
ンドウについて説明します。このウィンドウを使用すると、データベース内のど

のレコードが特定のレコードを使用するかを判別できます。たとえば、どのデバ

イス（CTI ルート ポイントや電話機など）が特定のコーリング サーチ スペース
を使用するかを判別できます。

Cisco CallManager からレコードを削除する必要がある場合、Dependency Records
を使用すると、削除するレコードと関連付けられたレコードを表示することがで

きます。次に、関連付けられたレコードを、別のレコードと関連付けるように再

設定できます。

この付録は、次の項で構成されています。

• Dependency Records の使用可能化（P.A-2）
• Dependency Records の使用不可（P.A-3）

• Dependency Records へのアクセス（P.A-4）
• Dependency Records ボタン（P.A-6）
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Dependency Records の使用可能化
Dependency Records にアクセスするには、まず Dependency Records を使用可能に
する必要があります。システムでは、Dependency Records はデフォルトで使用不
可になっています。Dependency Records を使用可能にする手順は、次のとおりで
す。

注意 Dependency Records 機能を使用可能にすると、CPU 使用率が高くなります。この
タスクは、通常よりも低い優先度で実行され、ダイヤル プランの規模や複雑さ、
CPU 速度、他のアプリケーションでの CPU 要求により、完了するまでに時間が
かかる場合があります。

手順

ステップ 1 System > Enterprise Parameters の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの CCMAdmin Parameters 領域にスクロールします。

ステップ 3 Enable Dependency Records ドロップダウン リスト ボックスから、True を選択し
ます。

Dependency Records を使用可能にした場合の影響について説明するメッセージ
が、ダイアログボックスに表示されます。OK をクリックする前に、この情報を
よく読んでください。

ステップ 4 OK をクリックします。

フィールドに False が表示されます。

ステップ 5 Update をクリックします。

ステップ 6 使用中のブラウザをいったん閉じてから、ブラウザを開き直します。この操作に
より、パラメータがシステム全体で有効になります。
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付録 A      Dependency Records
Dependency Records の使用不可

Dependency Records の使用不可
Dependency Records を使用可能にした後に、システムで CPU 使用率の問題が発
生している場合には、Dependency Records を使用不可にすることができます（シ
ステムでは、Dependency Records はデフォルトで使用不可になっています）。
Dependency Records を使用不可にする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 System > Enterprise Parameters の順に選択します。

ステップ 2 ウィンドウの CCMAdmin Parameters 領域にスクロールします。

ステップ 3 Enable Dependency Records ドロップダウン リスト ボックスから、False を選択し
ます。

Dependency Records に関するメッセージが、ダイアログボックスに表示されま
す。OK をクリックする前に、この情報をよく読んでください。

ステップ 4 OK をクリックします。

フィールドに False が表示されます。

ステップ 5 Update をクリックします。

ステップ 6 使用中のブラウザをいったん閉じてから、ブラウザを開き直します。この操作に
より、パラメータがシステム全体で有効になります。
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Dependency Records へのアクセス
Cisco CallManager の設定ウィンドウから Dependency Records にアクセスするに
は、Dependency Records リンクをクリックします。Dependency Records - Summary
ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、Cisco CallManager の設定ウィ
ンドウに表示されたレコードを使用するレコードの数とタイプが表示されます。

（注） Dependency Records が有効になっていない場合は、Dependency Records - Summary
ウィンドウにメッセージが表示されます（レコードに関する情報は表示されませ

ん）。Dependency Records を使用可能にするには、P.A-2の「Dependency Records
の使用可能化」を参照してください。

たとえば、Device Pool Configuration ウィンドウに Default デバイス プールが表示
されている場合、Dependency Records リンクをクリックすると、Dependency
Records - Summary ウィンドウに、そのデバイス プールを使用するレコードがす
べて表示されます（図 A-1 を参照）。

図 A-1 Dependency Records - Summary の例
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付録 A      Dependency Records
Dependency Records へのアクセス

Dependency Records の詳細情報を表示するには、表示対象のレコードをクリック
します（たとえば、トランク レコードをクリックします）。Dependency Records -
Detail ウィンドウが表示されます（図 A-2 を参照）。元の設定ウィンドウに戻る
には、Back to <設定ウィンドウ名 > リンクをクリックします。

図 A-2 Dependency Records - Detail の例

Summary ウィンドウに戻るには、ウィンドウの上部にある Back to Summary リ
ンクをクリックします。

レコードの設定ウィンドウを表示するには、レコードをクリックします。そのレ

コードの設定ウィンドウが表示されます。たとえば、図 A-2 に示されている
name23 トランク レコードをクリックすると、Trunk Configuration ウィンドウに、
name23 トランクに関する情報が表示されます。
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Dependency Records ボタン
Dependency Records - Summary ウィンドウには、次の 3 つのボタンが表示されま
す。

• Refresh：ウィンドウを現在の情報で更新する。
• Close：ウィンドウを閉じる。ただし、Dependency Records リンクをクリック
した Cisco CallManager の設定ウィンドウには戻らない。

• Close and Go Back：ウィンドウを閉じ、Dependency Records リンクをクリッ
クした Cisco CallManager の設定ウィンドウに戻る。
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A P P E N D I X B
Cisco CallManager からのサブ
スクライバ サーバの削除

Cisco CallManager クラスタからサブスクライバ サーバを削除するには、
Cisco CallManager Administration の Server Configuration ウィンドウを使用します。
ただし、この削除操作では、Cisco CallManager Administration データベースから
サブスクライバ サーバが削除されますが、サーバの依存関係がすべて削除され
るわけではありません。 

システムからサーバを完全に削除するには、次の手順を実行する必要がありま

す。

1. サーバからすべての依存関係を削除します。たとえば、Cisco CallManager
サービスを削除します。P.2-7の「サーバの削除」を参照してください。

ヒント 依存関係を表示するには、Server Configuration ウィンドウの Dependency Records
リンクをクリックします。

2. Cisco CallManager Administration からサーバを削除します。P.2-7の「サーバ
の削除」を参照してください。

3. データベースから SQL 複製情報を削除するスクリプト ファイルを実行しま
す。P.B-2の「SQL 複製情報の削除」を参照してください。

4. Cisco CallManager クラスタがローカル DC Directory と統合されている場合
は、パブリッシャから DCD 複製許諾契約を削除するスクリプト ファイルを
実行します。P.B-4の「冗長 DCD 複製許諾契約の削除」を参照してください。
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SQL 複製情報の削除
Cisco CallManager Administration によってサーバが削除されたら、SQL 複製情報
を削除するスクリプト ファイルを実行します。パブリッシャ用およびサブスク
ライバ サーバ用の適切なスクリプト ファイルを実行します。

ヒント P.B-5の例 B-1 および P.B-6の例 B-2 にあるスクリプト ファイルの内容をメモ帳
のようなテキスト ファイルにコピーし、.bat 拡張子で保存します（たとえば、
removesubscription.bat と removeserverfromDB.bat）。

パブリッシャの RemoveServerFromDB.bat スクリプトの実行
削除対象のサブスクライバを含むクラスタの Cisco CallManager パブリッシャ
サーバから RemoveServerFromDB.bat スクリプト ファイルを実行します。このス
クリプトは、任意のディレクトリのコマンド プロンプトから実行します。 

ヒント スクリプトの実行手順を確認するには、パラメータなしでスクリプトを実行しま

す。

パブリッシャ サーバの任意のディレクトリから、次のコマンドを入力します。

< スクリプトを保存してあるパス >:\RemoveServerFromDB “server” “database”
“name_of_server_to_delete_from_database connection string”

ヒント データベース接続文字列の名前を探すには、Service > Service Parameters に移動
し、Cisco Database Layer Monitor を選択して、Advanced をクリックします。その
結果、Database Connection String フィールドに名前が表示されます（たとえば、
DSN=CiscoCallManager;Server=ABC2）。
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付録 B      Cisco CallManager からのサブスクライバ サーバの削除
SQL 複製情報の削除

コマンド プロンプトからこのコマンドを実行すると、エラー メッセージが表示
され、個別のエラー ログ ファイルは生成されません。

スクリプト ファイルの内容を確認するには、P.B-5の「RemoveServerFromDB.bat
スクリプト ファイルの内容」を参照してください。

サブスクライバの RemoveSubscription.bat スクリプトの実行
削除対象の Cisco CallManager サブスクライバ サーバから RemoveSubscription.bat
スクリプト ファイルを実行します。このスクリプトは、任意のディレクトリの
コマンド プロンプトから実行します。 

ヒント スクリプトの実行手順を確認するには、パラメータなしでスクリプトを実行しま

す。

サブスクライバ サーバの任意のディレクトリから、次のコマンドを入力します。

<スクリプトを保存してあるパス >:\RemoveSubscription “server” “database”

コマンド プロンプトからこのコマンドを実行すると、エラー メッセージが表示
され、個別のエラー ログ ファイルは生成されません。

スクリプト ファイルの内容を確認するには、P.B-6の「RemoveSubscription.bat ス
クリプト ファイルの内容」を参照してください。
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冗長 DCD 複製許諾契約の削除
クラスタからサブスクライバ サーバが削除されたら、clean_publisher スクリプト
を実行して、パブリッシャ DCD から DCD 複製情報を消去します。このスクリ
プトは、パブリッシャ サーバのみで実行されます。 

Cisco CallManager Release 3.3 以降でこのスクリプトを入手できます。このスクリ
プトは、Cisco Directory コンポーネントのインストール時に Cisco CallManager
サーバにインストールされます。

パブリッシャ サーバの任意のディレクトリから、次のコマンドを入力します。

c:\Clean_publisher.cmd

このスクリプト ファイルは、削除されたすべてのサブスクライバの複製許諾契
約をパブリッシャ DCD から削除します。このとき、既存のデータが削除された
り変更されたりすることはありません。

（注） 管理者が、Clean_publisher.cmd スクリプトを実行せずにサーバを削除した後に、
元のクラスタに対して同じホスト名でサーバを追加し直した場合、サブスクライ

バ DCD の設定に使用される DCD スクリプトは、サーバへの Cisco CallManager
の Directory のインストール時に、以前の DCD 複製許諾契約をパブリッシャ DCD
データベースから消去します。



B-5
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

付録 B      Cisco CallManager からのサブスクライバ サーバの削除
RemoveServerFromDB.bat スクリプト ファイルの内容

RemoveServerFromDB.bat スクリプト ファイルの内容
例 B-1 に、パブリッシャ サーバから SQL 複製情報を削除するスクリプト ファイ
ルの内容を示します。

例 B-1 スクリプト ファイルの内容

@echo off 
@if "%3x" == "x" goto Usage 
echo Install stored procedure in database %2 

echo USE %2 > temp.sql  
echo GO >> temp.sql       
echo sp_dropsubscription @publication = %2, @subscriber = '%3', @article='all' >> temp1.sql 
echo GO >> temp1.sql 
osql -S %1 -d %2 -E -e -i temp1.sql  
                                                      
del temp1.sql 

goto endd                                                                                                                       
:Usage 
@echo Usage:   RemoveServerFromDB "server" "database" 
"name_of_server_to_delete_from_ProcessNode.Name"  
@echo Example: RemoveServerFromDB . CCM0300 fred.cisco.com  
:end
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RemoveSubscription.bat スクリプト ファイルの内容
例 B-2 に、サブスクライバ サーバから SQL 複製情報を削除するスクリプト ファ
イルの内容を示します。

例 B-2 スクリプト ファイルの内容

@echo off 
@if "%2x" == "x" goto Usage 
echo Install stored procedure in database %2 
 
echo sp_removedbreplication @dbname = %2 > temp1.sql 
echo GO >> temp1.sql 
osql -S %1 -d %2 -E -e -i temp1.sql                                                        
 
del temp1.sql 
 
goto endd                                                                                                                                          
:Usage 
@echo Usage:   RemoveSubscription "server" "database"  
@echo Example: RemoveSubscription . CCM0300  
:endd 
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A P P E N D I X C
Cisco Unity ボイスメール ポー
トの調整

Cisco CallManager 3.3(3) から Cisco CallManager 4.0(1) への移行には、ボイスメー
ル ポート設定の調整が必要です。この付録では、Cisco CallManager Release 4.1 へ
のアップグレードにおいて Cisco Unity ボイスメール ポートに必要な変更につい
て説明します。ここでは、次の内容について説明します。

• Cisco Unity ボイスメール ポートの変更（P.C-2）
• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへのアップグレード後の変更（P.C-2）
• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースにアップグレードする前の作業（P.C-4）
• Cisco Unity フェールオーバー ボイスメール ポートのセットアップ（P.C-4）
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Cisco Unity ボイスメール ポートの変更
この項では、Cisco CallManager での様々なボイスメール ポートの設定について
説明します。Cisco CallManager 3.3(x) から Cisco CallManager 4.0 以降のリリース
への移行により、ボイスメール ポートの設定が正しく移行されることを確認す
るために実行するシナリオおよび手順を使用します。この項では、

Cisco CallManager 3.3(x) でのボイスメール ポート設定、および Cisco CallManager
4.0 以降のリリースへ移行した後に予想される設定について説明します。また、
システムを Cisco CallManager 4.0 以降のリリースにアップグレードした後で実行
するボイス メッセージ システムの変更についても説明します。

ここでは、次の内容について説明します。

• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへのアップグレード後の変更（P.C-2）
• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースにアップグレードする前の作業（P.C-4）

• Cisco Unity フェールオーバー ボイスメール ポートのセットアップ（P.C-4）

Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへのアップグレード後の変更
いくつかの項目を再設定して、セットアップしたシナリオ タイプに応じてオリ
ジナルのボイスメール ポート機能を保持する必要があります。また、この項の
説明に従ってセットアップを変更する必要があります。

セットアップが受ける影響

最後のボイスメール ポートがルート パターン（ゲートウェイまたはクラスタ間
トランク（ICT））へ転送されると、アップグレード後にこの設定が消滅します。
クラスタ間トランクまたはゲートウェイをルート グループに追加して、ボイス
メール パイロット番号に付加されたルート パターンの対応するルート / ハント
リストに、ルート グループを追加する必要があります。ルート グループには、
ルート /ハント リストの最後のメンバーが表示されます。

（注） Broadcast 分散アルゴリズムと Cisco Unity のボイスメール ポートの実行との併用
はお勧めしません。
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回線グループの転送および Cisco Unity フェールオーバー

推奨される Cisco Unity フェールオーバー ボイスメール ポートのセットアップを
使用している場合は、ボイスメール ポートに使用される回線グループに対して
次の値を設定する必要があります。

• No Answer：残りのメンバーをスキップして、直接次のグループへ進む。
• Busy：次のメンバーに進むが、次のグループへは進まない。
• Not Available：残りのメンバーをスキップして、直接次のグループへ進む。

このマニュアル全体の様々なシナリオでは、これらの値に関する固有の情報につ

いて説明しています。

最後のボイスメール ポートがオペレータに対して設定され、オペレータが Call
Forward No Answer（CFNA）および Call Forward Busy（CFB）をボイスメール パ
イロットに戻すように設定されている場合、CFB または CFNA を同じボイス
メッセージ システムに戻すことができなくなります。オペレータ回線を含む回
線グループを、ボイスメール ハント リストに追加できます。

アップグレード後、システムによって、フェールオーバー ボイスメール ポート
がある回線グループが、ハント リスト パイロット番号に関連付けられたルート
/ハント リストに配置されます。最初の設定に基づいて、ハント オプションを手
動で選択する必要があります。

アップグレード後の変更内容

Cisco CallManager の前のバージョンから Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ
アップグレードすると、次の現象が発生する場合があります。

• Cisco Voice Mail Port Configuration ウィンドウに転送フィールドがない。
• ボイスメール ポートが回線グループ、ルート / ハント リスト、およびハン
ト パイロット番号を使用している。データベースに既存のボイスメール
ポートのセットアップがある場合、これらのエンティティはアップグレード
後に自動的に作成されます。最初の設定に基づいて、ハント オプションを
選択する必要があります。

• パイロット番号に最初のボイスメール ポートと同じ番号を持つルート パ
ターンが別のパーティションで表示される。パイロット番号に使用される
パーティションは、本来、最初のボイスメール ポートに関連付けられたパー
ティションだったものです。
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• ボイスメール ポートが、システムによってアップグレード処理中に新しく
作成されたパーティションに配置される。

• MWI および発信コールに使用されるボイスメール ポートが、システムに
よって別の回線グループ、ルート / ハント リスト、およびハントリスト パ
イロット番号に配置される。

Cisco CallManager 4.0 以降のリリースにアップグレードする前の作業
移行を正確に実行するには、ボイスメール ポートで次の手順を実行してくださ
い。

1. 重要：発信コールおよびメッセージ受信のインディケータだけに使用される
ボイスメール ポートに設定されたコール転送をすべて削除してください。

Cisco Unity フェールオーバー ボイスメール ポートのセットアップ
サポートされるフェールオーバー設定は 2 つあります。これらのフェールオー
バー設定については、White Paper『Cisco CallManager Port Configuration for Cisco
Unity Failover (Cisco Unity Versions 4.0 and 3.1(2) and Later)』に記載されています。

この項では、Cisco CallManager 3.3(x) の設定例および Cisco CallManager 4.0 以降
のリリースへのアップグレード後の各設定の類似点の概要について説明します。

Cisco CallManager バージョン 4.0 以降のリリースへアップグレード後、一部の設
定を手動で行う必要があります。また、これらの変更の概要についても説明しま

す。

ここでは、次の内容について説明します。

• Cisco CallManager 3.3(x) での Cisco Unity フェールオーバーの設定 1（推奨）
（P.C-5）

• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ移行後の Cisco Unity フェールオー
バーの設定 1（推奨）（P.C-6）

• 1 つの Cisco CallManager クラスタを持つ 1 台の Cisco Unity サーバ（P.C-8）
• Cisco CallManager 3.3(x) で 1 つの Cisco CallManager クラスタを持つ 1 台の

Cisco Unity サーバ（P.C-8）

• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ移行後に 1 つの Cisco CallManager ク
ラスタを持つ 1 台の Cisco Unity サーバ（P.C-9）
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Cisco CallManager 3.3(x) での Cisco Unity フェールオーバーの設定 1（推奨）

この例では、各サーバで 4 つのポートが着信コールを処理し、2 つのポートが発
信コールおよび MWI を処理します。PhoneCSS には、登録者の電話機に割り当
てられたパーティションおよび VMPilotNumberPT が含まれます。
VMRestrictedCSS には VMRestrictedPT だけが含まれ、VM ポートだけに割り当て
られます。

プライマリ Cisco Unity サーバの VM ポートの設定例は次のとおりです。

Port 1: (Line: 2001) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Port 1: (Line: 2001) Directory Number Settings - Partition = 
VMPilotNumberPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 2 to 6: (Lines: 2002-2006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 2 to 6: (Lines: 2002-2006) Directory Number Settings - Partition 
= VMRestrictedPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Call Forwarding Settings on Busy and 
No Answer CSS = VMRestrictedCSS
Line: 2001, CFNA = 3001, CFB = 2002
Line: 2002, CFNA = 3001, CFB = 2003
Line: 2003, CFNA = 3001, CFB = 2004
Line: 2004, CFNA = 3001, CFB = 2001
Line: 2005, CFNA = 2001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)
Line: 2006, CFNA = 2001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)

セカンダリ Cisco Unity サーバの VM ポートの設定例を次に示します（ポートが
すべて使用中または Ring No Answer（RNA）の場合、コールがオペレータに送
信されない）。

Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Directory Number Settings - Partition 
= VMRestrictedPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Call Forwarding Settings on Busy and 
No Answer CSS = VMRestrictedCSS
Line: 3001, CFNA = 3002, CFB = 3002
Line: 3002, CFNA = 3003, CFB = 3003
Line: 3003, CFNA = 3004, CFB = 3004
Line: 3004, CFNA = 3001, CFB = 3001
Line: 3005, CFNA = 3001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)
Line: 3006, CFNA = 3001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)



付録 C      Cisco Unity ボイスメール ポートの調整
Cisco Unity ボイスメール ポートの変更

C-6
Cisco CallManager アドミニストレーション ガイド

OL-8635-01-J

セカンダリ Cisco Unity サーバの VM ポートの設定例を次に示します（ポートが
すべて使用中または RNA の場合、コールがオペレータに送信される）。

Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Directory Number Settings - Partition 
= VMRestrictedPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Call Forwarding Settings on Busy and 
No Answer CSS = VMRestrictedCSS
Line: 3001, CFNA = 3002, CFB = 3002
Line: 3002, CFNA = 3003, CFB = 3003
Line: 3003, CFNA = 3004, CFB = 3004
Line: 3004, CFNA = operator DN, CFB = operator DN
Line: 3005, CFNA = 3001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)
Line: 3006, CFNA = 3001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)

Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ移行後の Cisco Unity フェールオー
バーの設定 1（推奨）

この例では、各サーバで 4 つのポートが着信コールを処理し、2 つのポートが発
信コールおよび MWI を処理します。PhoneCSS には、登録者の電話機に割り当
てられたパーティションおよび VMPilotNumberPT が含まれます。
VMRestrictedCSS には VMRestrictedPT だけが含まれ、VM ポートだけに割り当て
られます。VMPilotPartition が自動的に作成され、ボイスメール ポートに割り当
てられます。

プライマリ Cisco Unity サーバの VM ポートの設定例を次に示します。

Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Directory Number Settings - Partition 
= VMPilotPartition, CSS = VMRestrictedCSS

セカンダリ Cisco Unity サーバの VM ポートの設定例を次に示します。

Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 3001-3006) Directory Number Settings - Partition 
= VMPilotPartition, CSS = VMRestrictedCSS
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回線グループの設定例を次に示します（ポートがすべて使用中または RNA の場
合、コールはオペレータに送信されない）。

1. Line Group Name: LG2001 は 2001 ～ 2004 を含み、次の設定値を持ちます。

No Answer: Skip remaining members, and go directly to next group 
(Because this setting is not the default, you must set it 
manually.)
Busy: Try next member, but do not go to next group (Because this 
setting is not the default, you must set it manually.)
Not Available: Skip remaining members, and go directly to next 
group (Because this setting is not the default, you must set it 
manually.)

2. Line Group Name: LG3001 は 3001 ～ 3004 を含み、次の設定値を持ちます。
No Answer: Try next member, but do not go to next group
Busy: Try next member, but do not go to next group
Not Available: Try next member, but do not go to next group

これらの値は、アップグレード後に必ず手動で設定してください。

回線グループの設定例を次に示します（ポートがすべて使用中または RNA の場
合、コールはオペレータに送信される）。

（注） 着信回線グループだけを設定し、ダイヤル アウトした回線グループはそ
のままにしてください。

1. Line Group Name: LG2001 は 2001 ～ 2004 を含み、次の設定値を持ちます。

No Answer: Skip remaining members, and go directly to next group
Busy: Try next member, but do not go to next group
Not Available: Skip remaining members, and go directly to next 
group

これらの値は、アップグレード後に必ず手動で設定してください。

2. Line Group Name: LG3001 は 3001 ～ 3004 を含み、次の設定値を持ちます。
No Answer: Try next member, but do not go to next group
Busy: Try next member, but do not go to next group
Not Available: Skip remaining members, and go directly to next 
group

これらの値は、アップグレード後に必ず手動で設定してください。
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3. Line Group Name: Operator は、オペレータの内線（たとえば 1000）を含みます。
No Answer: Try next member, but do not go to next group
Busy: Try next member, but do not go to next group
Not Available: Try next member, but do not go to next group

アップグレード後、ハント リストは自動的に次のように設定されます。

Hunt List Name: HL2001, includes Line Groups LG2001 and LG3001, and 
operator LG if used, in this order.

アップグレード後、ハント パイロットは自動的に次のように設定されます。

Hunt Pilot: 2001, Partition: VMPilotNumberPT, Hunt List: HL2001

1 つの Cisco CallManager クラスタを持つ 1 台の Cisco Unity サーバ

この項では、1 台の Cisco Unity サーバおよび 1 つの Cisco CallManager クラスタ
でのボイスメール ポートの設定の概要について説明します。ここでは、次の設
定例について説明します。

• Cisco CallManager 3.3(x) で 1 つの Cisco CallManager クラスタを持つ 1 台の
Cisco Unity サーバ（P.C-8）

• Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ移行後に 1 つの Cisco CallManager ク
ラスタを持つ 1 台の Cisco Unity サーバ（P.C-9）

Cisco CallManager 3.3(x) で 1 つの Cisco CallManager クラスタを持つ 1 台の
Cisco Unity サーバ

この例では、ボイスメール ポートが次のように設定されます。

Port 1: (Line: 2001) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Port 1: (Line: 2001) Directory Number Settings - Partition = 
VMPilotNumberPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 2 to 6: (Lines: 2002-2006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 2 to 6: (Lines: 2002-2006) Directory Number Settings - Partition 
= VMRestrictedPT, CSS = VMRestrictedCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Call Forwarding Settings on Busy and 
No Answer CSS = VMRestrictedCSS
Line: 2001, CFNA = 2002, CFB = 2002
Line: 2002, CFNA = 2003, CFB = 2003
Line: 2003, CFNA = 2004, CFB = 2004
Line: 2004, CFNA = 2001, CFB = 2001
Line: 2005, CFNA = 2001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)
Line: 2006, CFNA = 2001, CFB = Blank (for outbound calls and MWI)
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Cisco CallManager 4.0 以降のリリースへ移行後に 1 つの Cisco CallManager
クラスタを持つ 1 台の Cisco Unity サーバ

この例では、ボイスメール ポートが次のように設定されます。

Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Device Settings - CSS = PhoneCSS
Ports 1 to 6: (Lines: 2001-2006) Directory Number Settings - Partition 
= VMPilotPartition, CSS = VMRestrictedCSS

回線グループは、次のように設定されます。

Line Group Name: LG2001 は 2001 ～ 2004 を含み、次の設定値を持ちます。
No Answer: Try next member, but do not go to next group
Busy: Try next member, but do not go to next group
Not Available: Try next member, but do not go to next group

発信ポートに次の回線グループを作成します。

LG2005, include 2005 and 2006

これらの回線グループを次の値で設定します。

No Answer: Stop hunting. (Because this setting is not the default, 
you must set it manually.)
Busy: Stop hunting. (Because this setting is not the default, you 
must set it manually.)
Not Available: Stop hunting. (Because this setting is not the 
default, you must set it manually.)

ハント リストは、次のように設定されます。

Hunt List Name: HL2001, includes Line Groups LG2001
Hunt List Name: HL2004, includes Line Groups LG2004 and LG2001, in 
that order
Hunt List Name: HL2005, includes Line Groups LG2005 and LG2001, in 
that order

ハント パイロットは、次のように設定されます。

Hunt Pilot: 2001, Partition: VMPilotNumberPT, Hunt List: HL2001
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